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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 
１ 現況 

（１）高等専門学校名 

釧路工業高等専門学校 

（２）所在地 

北海道釧路市 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科，電気工学科，電子工学

科，情報工学科，建築学科 

専攻科：建設・生産システム工学専攻， 

電子情報システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成17年５月１日現在） 

学生数：学 科 988名 

    専攻科 32名 

教員数：76名 

 

２ 特徴 

（１）沿革 

釧路工業高等専門学校は、地域産業界の強い要望

により、実践的技術者を養成するための高等教育機

関として、昭和 40年度に機械工学科、電気工学科、

建築学科の３学科をもって設置された。その後、昭

和 45 年度に電子工学科、昭和 61 年度には情報工学

科が増設され、５学科の構成となった。平成 16年度

には、準学士課程の上に高度で複合・融合的な工学

専門領域の教育を目指して、建設・生産システム工

学専攻及び電子情報システム工学専攻の２専攻から

なる専攻科が設置された。 

本校は平成16年４月1日に独立行政法人国立高等

専門学校機構によって設置される国立高等専門学校

となった。現在では、本科988名、専攻科32名の学

生に対して、創造性のある実践的技術者を育成する

ための教育を行なっている。 

この間、平成 12年度に本校の地域産業界への貢献、

それを通じた実践的技術者教育のいっそうの充実を

図るために、地域共同テクノセンターを創設した。

平成７年には地域連携を促進するために、産学官共

同研究・連携推進協議会を設置し、共同研究の促進

を図った。さらに平成17年 6月には、この協議会を

発展的に解消し、地域企業や団体、個人会員から構

成される外部組織の釧路工業高等専門学校地域振興

協力会を設立していただいた。 

本校は、北海道東部の帯広、釧路及び根室３支庁

管内における唯一の工学系高等教育機関として、設

立以来 40 年間に 5000 名を超える卒業生を社会に送

りだすとともに、地域との連携を行なってきた。卒

業生は企業の経営者や技術者、教育研究機関の教授、

助教授などとして活躍している。また、本校には電

気系３学科、建築学科があるなど、ユニークな学科

構成となっている。 

（２）理念・目的及びその背景 

本校の理念・目的は、創造性のある実践的技術者

の育成と地域貢献・地域連携である。創立以来４０

年の伝統をもつ校訓は信頼、努力、明朗であり、教

育目標は、(1)人格をそなえ、自己を律する人物を育

てる、(2)広い視野をもち、創造力豊かな技術者を育

てる、(3)チャレンジ精神に富んだ人物を育てること

である。本校では、この理念と目的に基づいて、自

己の基盤となる専門分野の基礎知識を備え、多様な

技術的課題に対するデザイン能力、コミュニケーシ

ョン能力をもつ技術者の育成を目指して、教育・研

究、地域連携を行なっている。 

優秀な人材を積極的に集めるための中学校訪問、

学校説明会、学校見学会、体験入学、地域イベント

への参加など、広報活動を展開している。これらの

活動により、平成 16年度までの３年間入試倍率が漸

増したが、地域における少子化の進行のため、平成

17年度は漸減した。 

本校の教育が国際的な学士教育課程のレベルにあ

ることを立証し、学生及び社会の期待に応えるため、

平成 18年度に「生産情報システム工学」教育プログ

ラムとして工学（融合複合・新領域）関連分野で

JABEE認定を取得することを目指して、平成 16年度

に教育システムの再検討を行ない、平成 17年度から

検討結果を実施に移している。 

学業の外に、技術者を目指す者の人間教育の一貫

として、課外活動を重視し、成果を上げている。ロ

ボコンにおける全国大会８年連続出場、準決勝進出、

吹奏楽北海道大会大学部門における銀賞受賞などの

実績がある。
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Ⅱ 目的 
 

１ 釧路工業高等専門学校の使命 

本校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する高等教育機関として、工学の幅広い基礎知識、高

度の専門知識、技術に関する能力をもつ、創造的な実践的技術者の養成を使命とする。また、本校は北海道東部にお

ける唯一の技術系高等教育機関として、地域の社会的及び技術的養成に応え、地域と連携し、地域に貢献することも

使命とする。 

 

２ 養成すべき人材像 

養成すべき人材像は、(1)人格をそなえ、自己を律する人物、(2)広い視野をもち、創造力豊かな技術者、(3)チャ

レンジ精神に富んだ人物である。より具体的には、以下の能力や習慣をもつ人材である。 

(1) 人類の歴史的な背景、文化や価値観の多様性を理解し、地球的規模で社会問題や環境問題を考える能力、及び技

術が社会や環境に与える影響を認識し、技術者が社会に対して負っている責任を理解する能力 

(2) 実践的な経験を通して、地域の産業や社会の抱える課題に対処できる能力 

(3) 工学の幅広い基礎知識を修得し、それらを応用する能力 

(4) 技術者として自己の基盤となる専門分野の知識を修得し、それを応用する能力 

(5) 多様な技術的課題を分析・総合し、解決するための計画をたて、その計画を実行して課題を解決するデザイン能

力、及びチームワークで仕事をする能力 

(6) 文章、口頭、図表や視覚的方法によって、効果的にコミュニケーションができる能力 

(7) 継続して専門知識や関連する分野の知識を学習する習慣。 

 

３ 教育活動等の基本的な方針 

養成すべき人材を、以下の取り組みによって育成する。 

地域の中学校卒業生から優秀な人材を集めるために、優れた教員と施設をもつ魅力的な教育環境を整備し、併せて、

本校の魅力を周知させるための広範な広報活動を展開する。その上で、ものづくりを基盤とする体験重視型の早期創

造教育を行なう。地域社会・産業界及び海外の協定校との連携により、課外活動や学寮生活をも含めた全人格的教育

のもとに実践力と創造性を育成する。 

このような技術者を養成する教育課程は、準学士課程における５年間のくさび型一貫教育、とくに低学年における

全学科にわたる混合授業としての創造工学、３年、４年及び５年次での専門教育、ならびに専攻科課程での複合専攻

（機械工学及び建築学からなる建設・生産システム工学専攻、電気工学、電子工学及び情報工学からなる電子情報シ

ステム工学専攻）から構成される。 

 

４ 学生の支援に関する基本的な方針 

学習相談・支援や健康相談の充実、進路指導（就職支援、進学指導）の充実、生活指導の充実、学生寮運営の方針

や寮生の生活指導の充実、経済的支援の充実、留学生受け入れシステムの充実を図る。 
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（準学士課程・専攻科課程毎の独自の目的） 

 

１ 準学士課程 

教養教育では、専門を学ぶための基礎学力、コミュニケーション能力、社会人として必要な素養、広い視野を養う。

専門教育では、ものづくりの実践を通して専門分野の基礎を学びそれを応用する能力を養う。 

 

２ 専攻科課程 

建設・生産システム工学専攻及び電子情報システム工学専攻の 2 専攻があり、共通の教育方針は、本科５年間の教

育で培われた実践的技術者としての素養に加え、創造的な技術開発能力、情報の高度処理技術、国際化への対応能力

を総合的に兼ね備え、技術者倫理と地域への貢献意識をもった高度技術者の育成である。これに加えて、各専攻の特

徴的な教育方針は以下の通りである。 

(1) 建設・生産システム工学専攻 

主として機械工学と建築学を基礎とする学生を対象として、機械設計と建築設計の両方の視野をもって対応できる

設計・開発技術者や、地域の特色である低温環境における諸問題に対応できる技術者を育成する。 

(2) 電子情報システム工学専攻 

主として電子工学、電気工学、情報工学を基礎とする学生を対象として、それぞれの専門的基礎知識の上に、関連

する境界領域に関する知識をもち、応用力と創造力を備えた高度な研究開発能力をもつ技術者を育成する。 
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的） 

本校は、実践的技術者を育成する高等教育機関として、教育内容を技術の進歩や社会の要請に即応させるための研

究を行なうこと、及び地域連携の一環として地元企業との共同研究等を行ない、その成果を教育に還元すること、を

研究活動の目的としている。 

これは、高等専門学校設置基準第２条第２項「前条の場合において、高等専門学校は、その教育内容を学術の進展

に即応させるため、必要な研究が行われるように努めるものとする」、及び独立行政法人国立高等専門学校機構の目

的「職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに、我が国の高等教育の

水準の向上と均衡ある発展を図ること」と業務の範囲「機構以外の者からの委託を受け、叉はこれと共同して行なう

研究の実施その他の機構以外の者との連携による教育研究活動を行なうこと」に合致するものである。 

  

 本校の研究活動の目的及び方針は、以下の通りである。 

 

(1) 実践的技術者を育成する高等教育機関として、教員は教育内容を技術の進展や社会の要請に対応させるため

の研究活動を行なう。この研究活動の成果を教育に還元することによって、教育レベルの一層の向上を図る。 

(2) 地域産業界と連携して、これまで地域が培ってきた技術の、高度化と融合を図り、新産業の創出に寄与する

共同研究等を行なう。この研究活動の成果を教育に還元することによって、実践的技術者教育の質の向上を図り、

地域産業界の現状や課題に関する認識及びその解決に貢献する意識を育む。 

本校の研究活動は、上記２つの目的のうち特に（2）に力点を置いている点に特徴がある。この目的を達成す

るための方針は以下の通りである。 

2-1) 地域共同テクノセンターを中心とした地域の産官学連携を進める。 

2-2) 釧路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会の活動及び釧路根室圏産業技術振興センター（釧路

工業技術センター）との連携を推進する。 

2-3) 地域産業界との懇談会、地域企業訪問を行ない、地域企業との人的ネットワークを構築し、地域の技術的課

題を発掘する。 

2-4) 地域企業との共同研究やインターンシップに学生を積極的に参加させる。 

2-5) 全教員の研究課題を印刷物として配付するとともに、ホームページに公開する。 
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

 

本校の理念・目的には、「実践的技術者の育成とともに、地域の社会的・技術的要請に応え、地域と連携し、地域

に貢献する」ことが含まれている。この目的に基づき、本校では地域社会との連携を積極的に推進し、施設設備の開

放ならびに多様な催しを企画、発信して、地域社会への教育サービスに努めるとともに、学生の教育への還元を図る。 

 

この目的を達成するための方針は、以下の通りである。 

(1) 全教員の研究内容をわかりやすく説明し、技術相談や各種団体の講師招聘などに寄与することを目的として、

「教員シーズ集」を発行する。 

(2)  公開講座を毎年最低５件以上開催する。公開講座の内容は、一般市民の生涯学習意欲に応えるもの、青少年の

科学や技術への興味喚起や理科離れに対応するためのもの、企業向けの先端技術に関するものなどとする。 

(3)  公開講座では、参加者アンケート等により、その 70％以上から良好な評価が得られる内容とする。 

(4)  中学校への出前授業を毎年最低 15 クラス以上実施する。また、夏休みこども開放プランを毎年実施する。これ

らを通じて、子どもたちへ科学技術の素晴らしさをわかりやすく伝える。 

(5)  図書館の蔵書情報を積極的に公開し、図書館開放における利用率の向上を図る。 

(6)  青少年科学館の実験教室講師や科学の祭典、科学屋台村へのブース出展等を積極的かつ組織的に行い、地域社会 

への教育サービスに努める。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

本校の目的として明文化されているものをあげると，以下のとおりである（資料１－１-①-１）。 

資料１－１-①-１ 

第１章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校学則 昭和４０年８月９日釧高専規第１号） 

上記学則の規定は，本校創立の時期に定められ，以来，学校教育法の規定に基づき一貫したもので

ある。なお，専攻科の設置に伴い，専攻科の目的を追加した（資料１－１-①-２）。 

資料１－１-①-２ 

   第１１章 専攻科 

第５０条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する

高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導し，もって広く産業の発展に寄与する人材

を育成することを目的とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校学則 改正平成１６年３月３１日釧高専達第９号） 

次に，本校が教育研究活動を実施する上での基本的方針とも言うべき「教育理念」について述べる

（資料１－１-①-３）。この教育理念は，以下に述べる法人化を目前にした平成１５年度における

「釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画」策定の議論の中で合意，明確化されたものである。 

資料１－１-①-３ 

（前文） 

○ 教育理念 

釧路高専は北海道東部における唯一の技術系高等教育機関として，地域産業の発展に貢献できる

技術者，国内外で活躍できる技術者の育成，また，産業界への技術支援，技術者のキャリアアップ

教育，地域住民の生涯教育や社会活動への支援を任務としている。これらの実現のために「創造

力，問題発見・解決能力をもち即戦力となる技術者を育成し，地域の社会的・技術的要請に応え，

地域と連携し，地域に貢献する」ことを理念とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画） 

教育目標として掲げられている次の３つの項目は，本校の学校要覧（昭和６３年版）に初めて明確

な形で掲載されている。翌平成元年からは，学校要覧とともに学生便覧にも掲載され，以降，様々な

本校の学生・教職員・受験者向け印刷物等で定着してきたものである。その決定過程については，今

では明らかにはではないが，前述の中期目標・中期計画策定の議論の中で，本校が「養成すべき人材
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像」の一部として明確に位置づけられた。その教育目標を達成するために学生が身につけるべき能力

として具体的に示されたのが学習目標である（資料１－１-①-４）。 

資料１－１-①-４ 

○ 養成すべき人材像 

上記教育理念のもと 

（１）人格をそなえ，自己を律する人物を育てる 

（２）広い視野を持ち，創造力豊かな技術者を育てる 

（３）チャレンジ精神に富んだ人物を育てる 

を，教育目標として掲げ，この教育目標を達成するために，学生が身につけるべき能力を学習目標

として次のように定める。 

（１）（技術者として社会に貢献するために）人類の歴史的な背景，文化や価値観の多様性を理解

し，地球的規模で社会問題や環境問題を考える能力，および技術が社会や環境に与える影響を認

識し，技術者が社会に対して負っている責任を理解する能力を身につける。 

（２）（地域社会に貢献するために）実践的な体験を通して，地域の産業や社会が抱える課題に対

処できる能力を身につける。 

（３）（多様な技術的課題を解決できるように）工学の幅広い基礎知識（数学，自然科学，情報技

術など）を修得し，それを応用する能力を身につける。 

（４）技術者として自己の基礎となる専門分野の知識を修得し，それを応用する能力を身につけ

る。 

（５）多様な技術的課題を分析・総合し，解決するための計画をたて，計画を実行して解決する能

力（デザイン能力）を身につける。（チームワークで仕事をする能力を含む。） 

（６）文章，口頭，図表や視覚的方法によって，効果的コミュニケーションができる能力を身につ

ける。すなわち，日本語で論理的に記述し，口頭で発表し討論する能力，および英語で論理的に

記述し，口頭で発表し討論する基礎能力を身についける。 

（７）（技術の進展や社会の変化に対応できるように）継続して専門知識や関連する分野の知識を

学習する習慣を身につける。 

（出典 釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画） 

高専の中期目標・中期計画は，国立大学法人のそれとは異なり，法律上の位置づけはない。しかし，

独立行政法人制度のもとで，学校がどのような形でその責務を果たそうとしているのかを社会に示す

ためのものとして，各校で策定作業が進められたものである。本校においては，校長補佐体制のもと

で原案作りを進め，運営会議，ＷＧや各学科による議論，教官会議といった全校をあげた議論を経て

約１年をかけ校長が決定したものである（資料１－１-①-５）（資料１－１-①-６）。 

資料１－１-①-５ 

◎ 報告事項 

○法人化ワーキンググループ 

  中村校務主事から，中期目標・中期計画（案）について，資料６（各学科に配付済み）に基づ

き報告があり，この内容について，各学科毎の意見をまとめて今週中にＷＧに報告してほしい

旨，改めて要請があった。 

（出典 平成１５年５月１９日運営会議議事概要） 
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資料１－１-①-６ 

◎ 報告事項 

４．中期計画について  

 校長から，釧路高専中期計画（案）について，配布資料のとおり１２月２４日（水）に文部科学

省に提出する旨報告があった。 

（出典 平成１５年１２月２２日教官会議議事概要） 

なお，本校の中期目標・中期計画はその性格上，本自己評価において各基準で引用されることとな

ると思われることから，ここで全文を資料として示す（資料１－１-①-７）。 

資料１－１-①-７

本校の中期目標・中期計画（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

                              （出典 本校ウェブサイト） 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の目的は，学則により明文の規定として定めている。さらに，教育研究活動を実施する上での

基本方針，養成しようとする人材像，達成しようとする基本的成果等は，法人化前に全校的な議論を

経て決定された「中期目標・中期計画」の前文として明文化されている。以上のことから本校は高等

専門学校として目的を明確に定めている。 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

本校の目的（資料１－１-①-１）は，その条文中に「学校教育法に基づき」と規定されているとお

り，法の精神をそのまま定めたものである。また，これを学生が身につけるべき能力としてより具体

的に表現したのが学習目標（資料１－１-①-４）であることから，その対応関係を明らかにするため

に以下の作業を試みた（資料１－１－②-１）。 

「深く専門の学芸を教授し」との対応 「職業に必要な能力を育成」との対応 

学習目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.工学の幅広い基礎知識（数学，自然科学，情

報技術など）を修得し，それを応用する能力 

4.技術者として自己の基盤となる専門分野の知

識を習得し，それを応用する能力 

学習目標 

1.（の前段）人類の歴史的な背景，文化や価値

観の多様性を理解し，地球的規模で社会問題や

環境問題を考える能力 

1.（の後段）技術が社会や環境に与える影響を

認識し，技術者が社会に対し負っている責任を

理解する能力 

2.実践的な体験を通して，地域産業や社会が抱

える課題に対処できる能力 

3.工学の幅広い基礎知識（数学，自然科学，情

報技術など）を修得し，それを応用する能力 

4.技術者として自己の基盤となる専門分野の知

識を習得し，それを応用する能力 

5.（本文）多様な技術的課題を分析・総合し，

解決するための計画をたて，計画を実行して解
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決する能力 

5.（カッコ書き）チームワークで仕事をする能

力 

6.文章，口頭，図表や視覚的方法によって，効

果的にコミュニケーションができる能力。すな

わち，日本語で論理的に記述し，口頭で発表し

討論する能力，および英語で論理的に記述し，

口頭で発表し討論する基礎能力 

7.継続して専門知識や関連する分野の知識を学

習する習慣 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

以上のとおり，結果的に見れば全部の学習目標は，「職業に必要な能力を育成」に該当することと

なった。そして，「深く専門の学芸を教授し」に該当するのは，工学の基礎教育と工学の専門教育で

ある。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の目的を定めた学則の規定は，学校教育法第７０条の２の規定を引用している。また，目的を

より具体的に表現した学習目標と法との対応関係を検討した結果，すべての項目が法の規定に対応し

ていることが明らかになった。以上のことから，本校の目的は学校教育法の定めに外れるものではな

い。 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

〈学生への周知の状況〉本校の目的が，学則に定められていることは先に述べた。学則は，全文が 

 

学生便覧に掲載されており，学生は常に読むことができる。これを具体的に表現した学習目標（学

生が身につけるべき能力）は，学生玄関や各教室に掲示されているほか，学生便覧にも掲載されてい

る。これらについては，ただ渡すだけではなく，入学時の新入生オリエンテーションの際，教務ガイ

ダンスで説明し，理解を促している（資料１－２－①-１）。 

資料１－２－①-１ 

教務ガイダンス 

１. 高専の目的                 （学生便覧 とびら） 

２．学期について                （学生便覧  ５頁） 

   （以下省略） 

（出典 平成１７年度釧路工業高等専門学校新入生オリエンテーション実施要項） 

 

また，各授業のシラバスには，当該科目の内容と学習目標との関連が示され，授業を受けることで

自分がいま学習目標のどの能力を身につけるために勉強しているかが理解できる仕組みになっている。 

〈教職員への周知の状況〉先に述べた学生用印刷物は，毎年教職員にも配布され，周知が図られて

いる。また，学則や中期目標・中期計画はホームページに掲載され，教職員はいつでもこれを見るこ

とができる。なにより，教育理念や「養成すべき人材像」に書かれた教育目標・学習目標は，１年近
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い時間をかけて学内の議論により合意されたものである。特に，学習目標は，ＪＡＢＥＥプログラム

の学習・教育目標にもなっている。このため，企業や卒業生等による検証を経て必要があれば改訂し

ていくべきものであるという考えに立ち，現在もアンケート調査などを通じて，全学的に引き続き検

討が行われている。このため，教職員には広く周知され理解されている。また，新任教職員研修では，

「中期目標・中期計画」に関するガイダンスが行われ，周知と理解が図られている（資料１－２－

①-２）。 

 

資料１－２－①-２ 

平成１６年４月１日付け本校採用教員への説明会 

●日  時  平成１６年４月１２日（月）  １５：００～ 

   ●場  所    会議室 

   ●説明者    庶務課長，人事係長 

●対象者    ５名 電気工学科 教 授  山 岡   勝 

                  一般教科  助教授  田  村  聡  子 

                  機械工学科    〃   成  澤  哲  也                                   

建築学科    〃     森      太  郎 

                  建築学科    〃     井  上  圭  一                       

   ●内容等   ①入職誓約書関係（就業規則第１０条に基づく ※既に提出済み） 

         ②労働条件の明示（労働時間は本則で表記） 

                ③就業規則関係（労働条件の明示と併せて説明） 

                 ④変形労働時間制（制度内容，導入の経緯，適用の選択） 

   ●配付書類    ①労働条件通知書（各個人分） 

                 ②就業規則（給与規則，労働時間・休暇等規則） 

                 ③変形労働時間制関係資料 

④本校「中期目標・計画」，機構「中期目標・計画」 

                 ⑤独立行政法人通則法 

                 ⑥独立行政法人国立高等専門学校機構法 

平成１６年４月１日付け本校採用（事務系）者への説明会 

●日  時  平成１６年４月１２日（月）  １３：３０～ 

   ●場  所    会議室 

   ●説明者    庶務課長，人事係長 

●対象者    ２名 庶務課人事係員    早 坂   暁  

                会計課用度係員     吉 泉 朋 亜  

   ●内容等   ①入職誓約書関係 

         ②労働条件明示 

                ③就業規則関係（労働及び休憩時間，身分関係） 

   ●配付書類    ①入職誓約書 

                 ②就業規則（給与規則，労働時間・休暇等規則，出向規則） 

③その他（本校中期目標・計画，機構中期目標・計画） 
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    ＜説明会の進め方＞ 

      １．入職誓約書（既に提出済み）の内容に基づき，「独立行政法人通則法」， 

          「独立行政法人国立高等専門学校機構法」について説明を行う。 

      ２．本校「中期目標・計画」，機構「中期目標・計画」の説明を行う。 

      ３．労働条件通知書に基づき各規則の説明を行う。 

      ４．変形労働時間制の説明及び適用の選択についての説明を行う。 

      ５．その他，必要とされる事項の説明（例えば兼業・出張・研修の取り扱い） 

（出典 庶務課作成説明会実施要項） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生に対しては，学生便覧の配付や学習目標の玄関・各教室への掲示などにより周知を図っている

ほか，新入生オリエンテーションで説明し理解を促している。また，各授業のシラバスに学習目標と

授業内容との関連を示し学生が理解できる仕組みを整えている。教職員には「中期目標・中期計画」

策定の過程を通じ周知・理解され，また，現在も引き続く改定のための検討によりさらに理解が促進

されている。新任教職員研修でも説明されている。これらのことから，本校の目的は構成員に周知さ

れている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 

目的のうち，学則の定めはそれ自体としては抽象的でわかりにくい面があることから，次のとおり

平易な表現に書き直して，「学校案内」「中学生向けパンフレット」という２種類の広報誌に掲載し，

広く公表している（資料１－２－②-１，１－２－②-２）。 

資料１－２－②-１

制度と目的 

高等専門学校（高専）は，技術者を志す人たちのための高等教育機関です。科学技術の急速な発

展に適応できる，高度な知識と実践的な技術を身につけた技術者を養成することを目的として設け

られた学校です。（以下略） 

（出典 別添中学生向けパンフレット） 

 

資料１－２－②-２ 
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                                 （出典 学生課資料） 

なお，この他，高専見学会，体験入学，入試説明会，中学校訪問では，これらの広報誌を用い本校

の目的を説明している。参加者数等を併せて資料で示す。（資料１－２－②-３） 

資料１－２－②-３ 
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（出典  平成１７年５月２７日入試委員会配布資料） 

教育研究活動を実施する上での基本方針である「教育理念」及び「養成すべき人材像」は，中期目

標・中期計画として，その全文がホームページに掲載され，広く社会に公表されている。以下に，法

人化に際し掲載した文書を示す（資料１－２－②-４）。 

資料１－２－②-４

釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画（案）について 

 本校は，独立行政法人国立高等専門学校機構により設置された国立工業高等専門学校です。中期

目標・中期計画は，独立行政法人通則法の規定により，主務大臣が定めることとされています。そ

ういう意味では，ここに掲載した本校の中期目標・中期計画は法律上の中期目標・中期計画とは異

なります。 

 本校が，平成１６年度からはじまる最初の中期計画期間にどんな取組を行おうとしているのかと

いうことを社会に説明するための資料としてご覧いただくことを目的に掲載しました。 

 なお，内容については，近く示されることとなる独立行政法人国立高等専門学校機構の中期目標

・中期計画を勘案し変更する可能性があるものである点もご留意ください。 

平成１６年４月１日 

（出典 釧路高専ホームページ掲載記事 http://www.kushiro-ct.ac.jp/office/hp/jkoukai.html） 

なお，本校ホームページへの訪問数は，月当たり４万件前後であり，学内外の多くの人が本校の状

況を知るために閲覧している（資料１－２－②-５）。 

資料１－２－②-５
 
「本校のホームページの訪問数」 
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（出典：http://www.kushiro-ct.ac.jp/usage/） 

                      

（分析結果とその根拠理由）  

学則上の目的は，平易な文章に書きあらためられ中学生向けの広報誌に掲載し道内の中学生に配布

されている。また，高専見学会，体験入学，入試説明会や中学校訪問ではこれらの広報誌を用いて本

校の目的を説明している。教育理念・養成すべき人材像は中期目標・中期計画の一部としてホームペ

ージで公開されている。以上のことから，本校の目的は社会に広く公表されている。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

特になし。 

（改善を要する点）  

特になし。 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校の目的は，学則において学校教育法を引用し定められている。また，平成１６年度の法人化に 
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当たり全学的な議論を経て決定された「釧路工業高等専門学校中期目標・中期計画」により，｢教育

理念｣，「養成すべき人材像・教育目標と学習目標」として明文化されている。 

特に，「教育理念」においては，地域と連携し，地域に貢献することを目的として明記している。  

また，「養成すべき人材像」では学生が身につけるべき能力として７項目の学習目標を定めている。 

学習目標は，学則を具体的に表現したものとして学生玄関や各教室への掲示，学生便覧への掲載， 

ガイダンスなどでの説明を通じ学生に理解を促している。各授業のシラバスには，授業内容と学習目

標との関連が示され，学生が理解できる仕組みが整えられている。また，学習目標は，JABEEプログ

ラムの学習・教育目標にもなっているため，JABEE認定への取組を通じて教職員には広く周知され理

解されている。これらの本校の目的は，よりわかりやすい表現にして中学生向けの広報誌に掲載され，

また，学生募集PR活動などを通じ周知されている。教育理念や養成すべき人材像は，中期目標・中期

計画の一部としてホームページで広く社会に公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の学科構成は，次の５学科構成となっている（資料２－１－①-１）。 

資料２－１－①-１

第７条 学科，学級数および入学定員は，次のとおりとする。 

学    科 学 級 数 入 学 定 員 

機 械 工 学 科 １ ４０ 

電 気 工 学 科 １ ４０ 

電 子 工 学 科 １ ４０ 

情 報 工 学 科 １ ４０ 

建 築 学 科 １ ４０ 

（出典 釧路工業高等専門学校学則） 

各学科の概要は，以下に示されている（資料２－１－①-２）。 

資料２－１－①-２ 

各学科の概要掲載箇所 

（出典 別添本校学校要覧１０～２４頁） 

 

本校は，創設時上記のうち機械・電気工学科，建築学科の３学科構成によりスタートした。その構

成は，地元地域の強い要望に基づいていたことが以下の資料から伺える（資料２－１－①-３）。 

資料２－１－①-３ 

陳情書によると，設置希望学科は地域的条件から機械，電気，建築の関係学科であった。このな

かで，建築学科については，「地元業界からの強い要請もあり，建築科を是非ということでお願い

しておいたので，文部省に対しても杉野目学長の助言もあって，全国で４番目に建築科設置が決ま

ったという。」（「釧路高専だより」48.6，臨時号）と，当時の市教育長青山一二氏は回想してい

る。 

（出典 昭和５０年１０月発行釧路高専十年史） 

 

その後，昭和４５年に電子工学科，昭和６１年に情報工学科をそれぞれ増設し，現在の構成に至っ

たもので，増設の経緯も，時代のニーズや地域産業界の要望を受け，それに応える形で実現されたも

のである。従って，現在の学科構成は，地元の地域的条件や産業界の要望に基づいたものということ

ができ，これは，「職業に必要な能力を育成する」という本校の目的や，「地域の社会的・技術的要

請に応え地域と連携し，地域に貢献する」という本校の教育理念に一致したものである。また，５学

科の専攻分野は，工学の幅広い分野を網羅するものとなっており，「職業に必要な能力」の基礎とな 

るべき「深く専門の学芸を教授」するにふさわしい内容をもっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学科構成は，工学の幅広い分野を網羅するものとなっており，地域の要望に基づいて設置された経 
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緯からも適切なものとなっている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科の構成は以下のとおりである（資料２－１－②-１）。 

資料２－１－②-１

第５１条 専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専      攻 入学定員 

建 設 ・ 生 産 シ ス テ ム 工 学 専 攻 ８人 

電 子 情 報 シ ス テ ム 工 学 専 攻 １２人 

 

（出典 釧路工業高等専門学校学則） 

 

学則で定める専攻科の目的は，基準１で（資料１－１－①-２）として既に示した。これをよりわ

かりやすく表現したものが，次の記述である（資料２－１－②-２）。 

資料２－１－②-２

専攻科の目的（わかりやすい表現）掲載箇所 
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（出典 学校案内2004版１７頁） 

ここでは，専攻科教育の目的とともに専攻科における教育方針及び教育目標が記載され，併せて，

準学士課程５学科と専攻科２専攻との関係が示されている。また，両専攻の教育方針及び教育目的は，

両専攻の概要を示しているものでもある。本校専攻科は，準学士課程５学科の専門分野を基礎として，

その上に２専攻に集約する形で体系的に構成されており，準学士課程の「深く専門の学芸を教授し」

を基礎とし，さらに「精深な程度において特別の事項（本校の場合は工学）を教授し，その研究を指

導することを目的とする（学校教育法第７０条の６第２項）」にふさわしい構成となっている。 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の専攻科を構成する２専攻は，準学士課程５学科の専門分野を基礎とし，その上に各学科の専

門分野を集約する形で体系的に構成されており，学校教育法の規定に適合しているとともに，教育の

目的と整合性が取れている。 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 全学的なセンター等として次の２施設がある（資料２－１－③-１）（資料２－１－③-２）。 

（資料２－１－③-１）

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，工業に関する研究開発，教育研究の

推進及び地域産業の振興に貢献することを目的とした共同利用施設として，釧路工業高等専門学校

地域共同テクノセンター（以下「センター」という。）を置く。 

（出典 釧路工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程） 

 

（資料２－１－③-２）
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（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報処理教育及び電子計算機シ

ステムの利用を円滑にすると共に，教育，研究及び事務等に関する情報処理の高度化を図るため，

本校に情報処理センター（以下「センター」という。）を置く。 

（出典 釧路工業高等専門学校情報処理センター規程） 

地域共同テクノセンター設置目的は，①工業に関する研究開発②教育研究の推進③地域産業の振興

への貢献の３点のための共同利用施設である。これを具体化するため業務を以下のとおり定めている

（資料２－１－③-３）。 

（資料２－１－③-３）

（業務） 

第２条センターは，次に掲げる業務を行う。 

一 産官学交流に関すること。 

二 共同研究及び研究交流に関すること 

三 民間機関等に対する技術援助，技術相談及び学術情報の提供に関すること。 

四 本校の学生及び地域社会に対する技術教育に関すること。 

五 その他センターの目的を達成するために必要な事業に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程） 

 

センターの業務は，「産学連携事業の推進」とも言い換えることができ，このことは，本校の教育

理念として示した「地域の社会的・技術的要請に応え地域と連携し，地域に貢献する」ことを推進す

る上で直接的に必要不可欠な事柄である。また，産学連携による研究活動の推進は，次の理由により

「職業に必要な能力を育成する」という目的に貢献するものである。 

高専における研究の位置づけは，次のとおり定められている（資料２－１－③-４）。 

（資料２－１－③-４）

 （教育水準の維持向上） 

第２条（略） 

２ 前項の場合において，高等専門学校は，その教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な

研究が行われるように努めるものとする。 

（出典 高等専門学校設置基準） 

 

本校の教員が，同センターを利用し産学連携による研究活動を推進し，教育の内容を学術の進展に

即応させ，教育水準の維持向上に努めることによって，「職業に必要な能力の育成」に貢献している

ということができる。 

 

以上のことから，同センターの設置は本校の教育の目的を達成する上で適切なものである。 

次に情報処理センターの設置目的は，①情報処理教育（を行うこと）②電子計算機システムの利用を

円滑にすること③教育，研究及び事務に関する情報処理の高度化の３点と明示されている。これを具

体化するため業務を以下のとおり定めている（資料２－１－③-５）。 
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資料２－１－③-５

（業務） 

第２条 センターは，次に掲げる業務を行う。 

 一 センターの管理，運営に関すること。 

 二 電子計算機（以下「電算機」という。）による情報処理教育の実施に関すること。 

 三 電算機による研究に関すること。 

 四 教育，研究及び事務等の情報処理に関する調査，研究，企画立案，及び啓蒙に関すること。 

 五 校内の情報ネットワークの構築及び管理に関すること。 

 六 校内・外の情報ネットワークの連絡・調整に関すること。 

 七 総合的情報処理化に関すること。 

 八 センターの事務に関すること。 

 九 その他電算機及び情報処理に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校情報処理センター規程） 

第一号及び第二号は，情報処理教育の「場」としての機能を，第三号以下の各号は本校における情

報処理あるいは情報ネットワークの中枢を担う「組織」としての機能の両面を有していることがわか

る。組織としての機能は，同規程で定められているセンター長，副センター長及び情報処理委員会が

主として担い，場としての機能は各学科の教員がセンターの演習室を共同利用し行っている。情報社

会の現代，これらの機能は学校にとって必要不可欠なものである。以上のことから，同センターの設

置は教育の目的を達成する上で適切なものである。 

（分析結果とその根拠理由）  

 地域共同テクノセンターと情報処理センターの２つの全学的なセンターを設置している。地域共同

テクノセンターは共同研究の推進など産学連携活動の中核として，地域社会貢献と教員の研究活動を

基礎とした教育水準の向上に貢献している。情報処理センターは情報処理教育の場として，また情報

ネットワークの中枢として機能しており教育研究に必要不可欠である。以上のことから，両センター

の設置は，本校の教育の目的を達成する上で適切である。 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況）  

検討・運営体制としては教務委員会がある（資料２－２－①-１）。 

 

資料２－２－①-１

（委員会の設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校に校長の諮問機関として，教務委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会において審議する時効は，次のとおりとする。 

 一 学校行事等に関する事項 

 二 教育課程の編成及び実施に関する事項 
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 三 入学，転学，転科，進級及び卒業に関する事項 

 四 授業評価に関する事項 

 五 教育内容及び教育方法等の改善のための研修に関する事項 

 六 教育環境改善に関する事項 

 七 その他教務に関する事項 

（組織） 

第３条  委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。 

 一 教務主事及び教務主事補 

 二 一般強化教員から２名 

 三 専門学科教員から各１名 

 四 学生課長 

 五 その他校長が必要と認めた者 若干名 

   （省略） 

第４条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

   （以下省略）  

（出典 釧路工業高等専門学校教務委員会規程） 

委員会の位置づけは，校長の諮問機関である。これは，主事が校長の命を受けて各所掌事項を掌理

するという組織体制をとっているからである（資料２－２－①-２）。 

（資料２－２－①-２） 

第３章 学科，学級数，入学定員及び教職員組織 

 （省略） 

第９条 本校 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを

除く。）を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 （以下省略） 

（出典 釧路工業高等専門学校学則） 

委員長は，教育計画の立案その他教務に関することを掌理している教務主事がなっていることで，

責任が明確になっている。委員構成は教務主事を補佐する役割を持つ教務主事補の他，一般科目担当

教員及び各学科の専門科目担当教員がそれぞれの立場で企画立案に参画するほか，学科との綿密な連

絡体制を担っている。また，学生課長が加わり専門的な見地から企画立案に携わる。次に，同委員会

の活動の状況を示す。委員会は休業期間中を除く毎月定例で開催され，年間の開催回数は通常８回程

度，他に必要に応じ臨時に開催されることもある。各年度の開催状況と，審議の様子を示すため直近

の議事概要を以下に資料として示す（資料２－２－①-３，２－２－①-４）。 

資料２－２－①-３

            教務委員会の活動状況を示す資料（その１） 
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（出典本校学内向けウェブサイト議事録閲覧目次） 

 

資料２－２－①-４

            教務委員会の活動状況を示す資料（その２） 

６月定例教務委員会議事概要 

日  時 ： 平成１７年６月３日（金）１６：２５～１８：１０ 

場  所 ： 小会議室 

出 席 者 ： １１名   欠席者 ０名 

１．報告事項 

（１）学生の修学状況について                        （資料１） 

 教務係長から，資料１に基づき報告があった。 

（２）北海道地区高専教務主事・専攻科長会議について 
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 委員長から，今年度はレジュメのとおりの日程で旭川高専が当番で行われる旨の報告が

あった。なお，学科で希望する協議題・承合事項があれば，９月の定例委員会で報告願い

たい旨の補足があった。 

（３）その他 

     なし 

 ２．審議事項 

 （１）７・８・９月月間行事予定表(案)について                （資料２） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

 なお，次のような補足があった。 

・今年度は，７／８～１０に開催される地区高専体育大会後の一週間，授業があるこ

と 

・学寮防災研修は，当初９／１０（土）に予定されていたが，寮務委員会での審議の

結 果，９／３０（金）に変更となったこと 

 （２）第４学年見学旅行計画について                     （資料３） 

委員長から資料５に基づき説明があり，審議の結果了承された。なお，委員から，次のような意見

が出された。 

・見学旅行では工場見学をしなければいけないが，月末は工場見学を実施していない企

業が多いので実施時期の変更を検討してもらえないか。 

→９月末の１～３・５学年の前期末試験時に併せて実施するため，変更はできない 

（委員長）

→申し合わせでは，工場見学を必ず実施しなければならないという決まりはない 

（教務係長）

 （３）退学願について 

 委員長から○○○○の退学願について説明があり，審議の結果，了承された。 

 （４）病気欠席について                           （資料４） 

 委員長から資料４に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

 （５）特別学修の単位認定について                      （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

 （６）未修得進級除外科目について                      （資料６） 

 委員長から，各学科からお知らせいただいた未修得進級除外科目は資料６のとおりであ

る旨の説明があった。 

 （７）その他 

なし 

３．その他 

 ・オフィスアワー，補習・補講の実施状況について 

 委員長から，オフィスアワー，補習・補講の記録は半期ごとに提出することになっている

が，現在，認証評価の自己評価書を作成中であり，その資料に取り入れるため，６／６（月）

までの「学生指導記録」，「ＯＨ予定実施状況」，「補習願」及び「補講届」を６／１０

（金）までに教務係へ提出願いたい旨の要請があった。 
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 なお，ＪＡＢＥＥ第８小委員会から，月曜日の昼休みと７時限終了後に放送している内容を

教室に掲示，ＨＰに掲載してほしいとの要請があったが，第８小委員会で検討してもらうこと

となった。 

 また，オフィスアワーの時間に補習・補講が実施されているようだが，問題はないかとの質

問があり，次のような意見交換があった。 

・オフィスアワーは，原則，全教員が教官室で待機するべきである 

・授業時間割上，月曜日しか補習・補講する時間がとれない 

・オフィスアワーがまだ学生に十分定着していない状況なので，教官室で待機するという

原 則は守るべきである 

・建築学科は，オフィスアワーの時間に学科の全教員が１年生に対して補習を行っている

が， その間，オフィスアワーを利用して教官室を訪問した学生に対応することも可能で

ある 

・補講等を行う場合，居場所を掲示するなどして，教官室を訪れた学生へも対応できるよ

う にしてはどうか 

 以上のような意見交換の後，委員長から，オフィスアワーの時間に補習・補講を行う場合は

各教員がその旨を教官室に表示するなど訪れた学生への対応を十分考慮した上で実施すること

としてはどうかとの発言があり，了承された。 

 ・中間試験日程の見直しについて 

 委員長から，今回の前期中間試験は５Ｍの試験科目数が多く，時間割上，７・８時限まで実

施しなければ試験期間内に収まりきらない状況であり，中間試験日程を４日間から５日間に見

直してはどうかとの発言があった。その際，１・２学年は試験実施科目が少ないため時間割上

空き時間が生じるが，中間試験は授業回数に含まれることもあり，試験を実施しない座学の授

業を入れることで対応する旨の説明があり，審議の結果，了承された。なお，後期中間試験か

ら５日間の日程で実施することとなった。 

・委員長から，授業評価アンケートの改善案と，授業公開の「教員相互評価表」を未提出の者は

早急に提出するよう，委員から学科へ伝えていただきたい旨説明があった。その後，委員長か

ら，授業公開について各委員の意見を伺いたい旨の発言があり，意見は次のとおりであった。 

・評価方法は，５段階評価より，いくつかの項目に対してよい点，改善する点をチェックす

る 形式の方がよい 

・今回，どの授業を参観するかは各人に委ねられていたが，ある程度，参観する授業を指定

されたほうがよいのではないか 

・委員から一意見として，５月定例委員会で，留年生に係る「学外実習」の単位認定について，

単位の持ち越しは認められないこととなったが，今年も希望者全員が学外実習に行けない厳し

い状況であり単位の持ち越しを認めてほしいとの発言があり，委員長から，５月定例委員会で

決定済みであり，再検討する場合は来年度以降になるとの説明があった。 

・委員から，専攻科に関する次のような質問があり，専攻科委員会へ伝えることとした。 

・「現専攻科１年生に関し，本科５年の時の科目で「可」の評価となっているものについて

は，別途学力認定試験を実施し，６０点以上の評価を得てもらう」とあるが，具体的には

どのように対応すればいいのか 
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・専攻科生が本科科目の履修取消をする場合，本科の履修取消願を提出させるような仕組み

はないのか 

・教員から，校外ＨＲを水・木・金曜に実施するよう要請があったにもかかわらず，その後，金

曜日は避けて，水・木曜日に実施するよう要請があったのはなぜかとの質問があったことにつ

いて以下のような説明があった。 

・年度当初，授業回数をカウントしたときには前期の金曜日の授業回数は１５回以上確保さ

れていたが，その後，金曜日は授業回数が少ないことが判明し，校外ＨＲの実施日は金曜

日を外すよう学生委員会に要請したつもりだが，うまく伝わっていなかったようだ 

・前後期で授業回数が３０回確保できればよいので，後期時間割を作成する際は，前期に回

数の少なかった授業を回数の多い曜日に入れる等の考慮をすることもできるが，できれ

ば，校外ＨＲは水・木曜日に実施してほしいため，再度，日程の変更を要請する。 

 

 また，委員から，講義日数の一覧をＨＰに貼付けてはどうかとの提案があり，了承された。

なお，この日数は曜日数でカウントしているので，午後に授業がないものも授業があるものと

してカウントされるため正確なものではなく，あくまで目安であり，各自で回数を確認するよ

う注意願いたい旨の補足があった。 

以   上 

（出典 平成１７年６月３日教務委員会議事概要） 

議事概要は，学生課が作成し，校長決済を経てホームページに掲載される。（学内のみ閲覧可）ま

た，審議の概要は，定例で開催される運営会議に報告される。 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育課程全体を企画調整し有効に展開するための検討・運営組織は，教務委員会である。委員会規

程により役割，委員構成等を定め，委員長を教務主事として責任体制を明確にしている。毎月定例で

会議を開催し重要事項を審議・決定し実際に運営している。活動内容は，運営会議に報告される。 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

はじめに，次の定例教務委員会議事概要を示す（資料２－２－②-１）。 

（資料２－２－②-１）

           科目間調整会議の設置を示す資料 

・一般教科と専門学科との科目調整会議について 

委員長から，応用数学・物理（応用物理）の授業内容・進度等について，専門学科との調整の必

要性が指摘されているため，応用数学については澤柳主事補，応用物理については坂口主事補が調

整役となり，中間試験期間頃に科目調整会議を開催することとしたので，各学科から一名ずつ参加

してほしい旨の要請があった。 

 また，ＪＡＢＥＥ小委員会から教員間ネットワーク構築の会議について教務委員会で企画・開催

することが提言されており，今後，上記二科目以外についても，必要に応じて，企画・開催してい

くこととなった。 

（出典 平成１７年５月１１日教務委員会議事概要） 

一般科目と専門科目との科目間の連動や調整のための打合せは，これまでも個別的に行われていた

が，それは組織的なものではなく記録も作成されていない。従って，調整結果や成果を具体的に明ら
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かにすることができない。今回，教務委員会の企画により初めて組織的な取組が開始されたところで

ある。以下にその記録を示す（資料２－２－②-２）。 

資料２－２－②-２

           科目間調整会議の活動を示す資料 

科目調整会議第1回（6月7日）まとめ 

1．応数と専門学科(15：00～16：30) 

出席者：荒井，山岡，浅水，神谷，草刈，澤柳 

・個別の議論に入る前に，共通認識を作るため，他高専の応数のカリキュラム・シラバスをいくつ

か見て，本校と他高専との共通点や違いを説明。（本校は扱う分野・内容をかなり絞っており，扱

う項目には時間をかけている。但し，応数5分野のうち4分野は扱っている。） 

・次に，前もって各学科から出された意見・要望について，レジュメに基づき一通り返答があっ

た。その中で，若干の意見交換がされた。 

・レジュメの最初に戻り，「扱う内容」についての詳しい議論に入ったところで，次回への持越し

となった。 

2．物理・応物と専門学科(16:30～18:00) 

出席者：成澤，松永，松本，大槻，神谷，井上，松崎，森，澤柳（司会） 

・試験と学生の得点分布が資料として出された。また時間は物理：1年(2単位)，2年(3単位)，応

物：3年(2単位)，4年(2単位) 

・出された意見と返答 

（1）レベルについて 

 ・学生の理解度が低いといって，レベルを下げないで欲しい。 

 ・高専レベルの目標を押さえた方が良い。専攻科に来る学生は，(学科によって専門のレベルが違

うのは仕方ないが)せめて物理のベースは同じであって欲しい。 

 →学年末に赤点が出ないようにやっている。必要な公式などは扱っている。２極化し，上の学生

が退屈しているのは感じている。 

（2）専門とのつながり 

 ・専門との関係をどう考えているか？ 

 →専門でどのように使われているか分からない。 

 ・シラバスが詳しくないのでいつ何を扱うかが分かりにくい。実験もいつ何をしているか分かる

と，専門の実験でも対応させやすい。 

（3）扱う分野とその順番 

 ・物理で力学が最後になっており，専門を教えるとき不便。 

 →現在使っている検定教科書がオームの法則，波動，力学となっている。加速度，力が学生には

難しいようなので，中学との関連をみると，この順番で良いように感じる。 

 ・応物では力学，波動，熱学。他分野は扱わないのか？ 

 →電磁気は専門でやるはず。 

 ・機械は物理で電磁気をやらなければ他にやる機会がない。逆に流体などは電気，電子，情報で

はやる機会がない。 

 ・現代物理は扱わないのか？ 
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 →時間的に無理。下の学生を落とさないためには今で精一杯。1年生を見ていても，英語，数学で

手一杯に見える。 

 ・他高専ではどんなカリキュラムになっているのか？ 

 ・大学編入を目指す学生のことも考えて欲しい。 

その他にも，「力」の理解の大切さ，物理的理解の大切さ，教科書の問題などについて意見が出さ

れた。 

・次回に向けて 

（1）専門とのつながりを図るため，「いつ何を扱っているか（実験も含む）」がもう少し詳しく分

かるものを物理・応物で用意してもらい，それを専門学科にまわして，専門との対応をチェック。 

（2）専門からは，物理の中で出せそうな専門の話題や問題を出してもらう。 

（3）物理・応物には，他高専のカリキュラム・シラバスを用意してもらう。 

これらが準備できたら，前期末試験の時期をめどに第2回目を行う。 

（出典 平成１７年６月７日第１回科目調整会議記録） 

（分析結果とその根拠理由）  

教務委員会の企画により，組織的な取組が開始されたばかりである。「応用数学と専門」及び「物

理・応用物理と専門」の２部会で検討が進められ，来年度のシラバス改定に向け準備が進んでいる。 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

はじめに，学級担任体制について述べる（資料２－２－③-１）。 

（資料２－２－③-１）

                 学級担任制を示す資料 

（職の設置） 

第２条 本校に，本学学則第９条の規定に基づく教務主事，学生主事及び寮務主事のほか次の職を

置く。 

 一 校務主事 

 二 図書館主事 

 三 専攻科長 

 四 一般教科主任（副主任を含む。） 

 五 学科主任 

 六 専攻主任 

 七 学級総担任 

 八 学級担任 

 九 学級副担任 

（以下省略） 

第４章 学級総担任，学級担任及び学級副担任    

（資格） 

第１４条 学級総担任及び学級担任は，教授，助教授または講師をもってあて，学級副担任は，教

授，助教授，講師又は助手をもってあてる。 

（職務） 
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第１５条 学級総担任は，校長の命を受け，次の事項を掌理する。 

 一 各学年の学級担任の職務について連絡，調整を図ること。 

 二 その他各学年の学級の運営に関し，必要と認められること。 

第１６条 学級担任は，校長の命を受け，次の事項を掌理する。 

 一 学級の教務に関すること。 

 二 学級の厚生補導に関すること。 

 三 学級の特別教育活動に関すること。 

 四 その他学級の運営に関し，必要と認められること。 

第１７条 学級副担任は，校長の命を受け，学級担任の職務を補佐する。  

（出典 釧路工業高等専門学校教員組織及び職務分掌規程） 

本校の学級担任体制は，上記規程に示すとおり，学級総担任・学級担任・学級副担任から構成され，

それぞれの職務が定められている。より具体的な職務内容は，教務・学生両委員会の審議を経て作成

された「学級担任の手引き」により示され，毎年年度始めに開催される「担任会議」で配付・説明が

行われる（資料２－２－③-２）。 

（資料２－２－③-２）

学級担任の具体的な職務内容を示す資料 

目  次 

  １ ホームルームと学級担任の役割                    １ 

   1.1 ホームルームとは                       １ 

   1.2 ホームルームの機能                      １ 

   1.3 ホームルーム運営の留意事項                  １ 

   1.4 ホームルームでの具体的な指導事項               ２ 

  ２ 日常の指導                           ２ 

   2.1 学生理解                           ３ 

   2.2 生活上のしつけ                        ５ 

   2.3 教室管理                           ６ 

   2.4 学生への連絡                         ６ 

  ３ 行事における指導                         ６ 

  ４ 事件・事故への対処                        ８ 

   4.1 連絡を受けた場合の処置                    ８ 

   4.2 事後の処置                          ９ 

  ５ ロングホームルームの指導                     ９ 

   5.1 ＬＨＲの取り扱い                       ９ 

   5.2 ＬＨＲのテーマ（活動の内容）について            １０ 

   5.3 ＬＨＲに対する担任の心構え                 １０ 

   5.4 ＬＨＲの工夫                        １０ 

   5.5 ＬＨＲのテーマの具体例                   １０ 

   5.6 視聴覚教材                         １２ 

   5.7 進路資料室                         １３ 
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  ６ 事務手続き                          １３ 

   6.1 教務関係の「取扱い及び申し合わせ類集」より         １４ 

   6.2 「学生便覧」より                      １６ 

   6.3 表彰に関する内規                      １７ 

   6.4 成績通知書                         １７ 

   6.5 指導要録                          １７ 

  ７ 職員相互の連絡                         １７ 

   7.1 教員との連絡                        １８ 

   7.2 事務職員との連絡                      １８ 

   7.3 副担任                           １９ 

（出典 学級担任の手引き平成１７年度版） 

なお，学級担任体制の機能強化を図ることを目的に，最近いくつかの整備を図っている。その経緯

を以下に示す（資料２－２－③-３）。 

（資料２－２－③-３）

            学級担任体制の機能強化を示す資料 

◎審議事項 

 ○校務分掌について（担任２人制について） 

  校長から，資料に基づき説明があり，審議が行われた。主な発言は以下のとおり。 

１．「クラス担任は，そのクラスの授業担当であることを前提としない。」ことについて 

・担任が授業を担当せず，毎朝のＳＨＲ，週１回のＬＨＲを継続的に実施するのみでは，学生の状

況把握（きめ細かな指導）には不十分ではないか。 

・授業を担当していないと，学生指導や保護者への対応の際に不足を生じるおそれがあるのではな

いか。 

２．「原則として１年から３年まで持ち上がりとする。」ことについて 

・３年間続くとマンネリ化するおそれがあるので，２年間（１年～２年または２年～３年）のほう

が良いのではないか。 

・学生と担任の相性が悪い場合，それが３年も続くと不測の事態が起こるおそれがある。環境の変

化も必要であり，２年間が限度ではないか。 

・低学年を３年連続で担任するのは負担が大きい。 

３．「１年～３年については主担任と副担任を置く。主担任は一般教官，副担任は当該専 門学科

の教官とする。副担任は，主担任の業務を補佐する。４年～５年のクラス担任は 当該学科の専門

教官１名とする。」ことについて 

・他の校務分掌とのバランスも考慮しなければならないので，４～５年も従来どおり校長が担任を

決定したほうが良いのではないか。 

・副担任の任務が明確でないが，どの程度の仕事量なのか。 

４．その他 

・学年会議を定常的に開催し，横の連携を強化することで，学習指導・進路指導などへの効果が期

待できる。（教務主事） 

・ＳＨＲの実施にあたり，登校時間の規定，交通機関を利用している学生への配慮等については学
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生委員会で審議する。（教務主事） 

 以上の発言をふまえて，１６年度以降のクラス担任については次のとおりとし，関連 する学内

規程の改正については，２月の運営会議で審議事項として取り上げることが了承された。 

・１年～３年については各クラスに主担任と副担任を置く。原則として主担任は一般教官，副担任

は当該専門学科の教官とし，副担任は，主担任の業務を補佐する。 

・各クラスの主担任を決定する際には，授業担当者であることを考慮するが，必ずしもそのことを

前提としない。 

・４年～５年のクラス担任は当該学科の専門教官１名とする。 

・１年～３年の主担任及び４年～５年の担任は校長が任命する。 

・１年～３年の副担任は学科が決定し，助手を含めることができる。 

・原則として，主担任は１年～３年のうち２年間の持ち上がり（１年～２年または２年～３年）と

し，３年までの持ち上がりについては経過を見ながら検討する。なお，担任が２年連続したら１年

休むという慣例は廃止する。 

・ＳＨＲを時間を定めて毎朝開催する。 

・クラス担任の学年会議を定常的に開催し，学習指導，進路指導などの横の連絡を図る。 

（出典 平成１６年１月１９日臨時運営会議議事概要） 

以上のとおり，本校の学級担任体制は組織的に整備されており，さらに近年その機能強化を図るた

め，副担任制の導入や，原則として１年から３年までの持ち上がり制，学年会議の定常的な開催など

が決定され充実を図っているところである。 

次に，課外活動の指導教員等の支援体制について述べる。本校では，クラブ顧問の体制が整ってい

る。課外活動指導に関する申し合わせ事項を以下に示す（資料２－２－③-４）。 

（資料２－２－③-４）

課外活動指導に関する申し合わせ事項 

 

昭和５５年３月１９日教官会議了承 

                     平成４年６月２２日教官会議一部改正  

                      平成１１年１２月２日学生委員会一部改正 

                     平成１３年３月５日学士委員会一部改正 

                     平成１７年６月７日学生委員会一部改正 

Ⅰ. 課外活動に対する基本的考え方 

   課外活動は究極として自己の人間形成に資すべきもの，またそうでなければならない。

異なる環境に育ち異なる考え方を持つ者同志が，同じ目標に向かって活動する中で心身は鍛練され

集団意識は涵養され，正課教育では求められない人間形成の場が開けていく。 

 以上の基本的認識から課外活動も重要な教育活動の一環と考えるが，これは，正課教育に支障の

ない範囲にとどめるべきであり，そのための十分な配慮・指導が必要である。 

 実施に際しては，学生の自主的，自発的活動を主体に学校が指導，援助する。 

Ⅱ. クラブ顧問の指導体制 

 １. 顧問の選任について 

  (1) 部及び同好会のクラブ顧問は全教官で当たることとする。 
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  (2) 各クラブの顧問には原則として２～３名の教官がつき，互選により代表顧問を決める。 

  (3) 顧問の任期は４月教官会議の日より１年間（次年度４月教官会議まで）とするが，ク

ラブとの結びつき及び地区連盟など外部団体との連携から継続して担当することが望ましく，

変更の場合にも一度に全員の交替は避ける。 

  (4) 顧問の就任依頼は原則として学生が行うものとし，毎年次年度の顧問就任依頼届を12

月末まで学生係に提出する。なお，その結果を見て学生主事が調整措置を講ずることが

ある。 

  (5) 顧問の任命は，学生主事の上申した最終調整案に対する校長の決裁によりなされる。 

    顧問名簿一覧表は，４月教官会議に提示される。 

    註 同好会新設の場合は学生準則第２1条により，学生団体結成願を提出し校長の許

可を得なければならない。顧問の任命はその手続きを経てから行う。 

   なお，継続活動に必要な顧問就任依頼届が提出されない同好会に対しては，調査

の結果如何により廃止とすることがある。 

 ２. 指導内容，範囲について 

  (1) 顧問は，クラブ活動のスケジュールの把握，事故防止などについての一般的な指導を

行う。 

  (2) 随時の見回り指導。 

  (3) 対外試合における引率。 

  ※ 技術指導は義務づけるものではない。 

（出典 課外活動指導に関する申し合わせ事項） 

上記申し合わせのとおり，本校では課外活動の指導体制を全教員により当たる旨の申し合わせを設

けている。その結果としての本年度の体制が以下の「学生会・クラブ（部・同好会）顧問名簿である。

名簿は，校長名で各教員に通知され，教員の職務として明確化されている（資料２－２－③-５）。 

（資料２－２－③-５）

         クラブ顧問を職務としていることを示す資料 

                             平成１７年４月１３日 

  教 員 各位 

                                                 校 長  木 谷   勝 

       平成１７年度学生会・クラブ（部・同好会）顧問について 

 標記のことについて，別紙のとおり決定しましたので，お知らせします。 

 顧問の先生には，課外活動に関する申し合わせ等に基づき，指導くださるようよろしく 

ご協力願います。【別紙平成１７年度学生会・クラブ（部・同好会）顧問名簿】 

 

（別紙） 
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（出典 学生課作成文書） 

 

顧問教員は，上記の申し合わせに基づき，日々の学生指導に当たっているほか，クラブ顧問会議を

開催し，活動全般にわたる指導上の問題等について話し合う機会を設け，教育活動を円滑に進めるた



釧路工業高等専門学校 基準２ 

-  - 32

めの方策について活発な議論を展開している（資料２－２－③-６）。 

資料２－２－③-６

○平成１６年度クラブ顧問会議開催実績 

平成１６年５月１１日（火）１６：２５～ 

審議事項 

１．クラブ活動における遠征補助について 

 ２．課外活動中における事故について 

 ３．文化系クラブの交流について 

 ４．課外活動に関する申し合わせ事項について  

 ５． 学生会予算関係について 

 ６．その他 

 （１）鶴翔寮の防災訓練（５月１５日（土））への協力について 

 （２）部員名簿の提出について 

 （３）その他 

体育系クラブ代表顧問会議    平成１６年１１月９日（火）１６：２５～               

 審議事項 

 １．全国高専体育大会の見直しについて 

（出典 学生課作成文書） 

学級担任やクラブ顧問の行う教育活動をさらに側面から支援するための業務は，学生課が行ってい

る。学生課の事務分掌を示す（資料２－２－③-７）。 

（資料２－２－③-７）

            学生課による教育活動の支援を示す資料 

   第４節 学生課専門員及び各係の事務分掌 

 （専門員（進路指導・インターンシップ担当）） 

第 20 条 専門員は，次の事務を分掌する。 

 (1) 学生の就職先開拓及び就職指導に関すること。 

 (2) 進学希望学生への指導に関すること。 

 (3) インターンシップに関すること。 

(4) その他進路指導に係る事務の企画，調査及び連絡調整に関すること。 

 （学生係） 

第 21 条 学生係においては，次の事務を分掌する。 

(1) 学生の課外活動に関すること。 

(2) 学生及び学生団体の指導に関すること。 

(3) 学生の掲示，集会及び印刷物に関すること。 

(4) 奨学生及び奨学金に関すること。 

(5) 授業料，入学料及び寄宿料の減免猶予に関すること。 

(6) 学生の福利施設の管理運営に関すること。 

(7) 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

(8) 学生旅客割引証及び通学証明書に関すること。 
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(9) 日本スポーツ振興センター及び学生傷害保険に関すること。 

(10) 学生の賞罰に関すること。 

(11) その他他の係に属しない学生課所掌事務を処理すること。 

 （教務係） 

第 22 条 教務係においては，次の事務を分掌する。 

 (1) 入学者選抜に関すること。 

(2) 修学指導に関すること。 

(3) 教育課程に関すること。 

(4) 学生の入学，進級及び卒業に関すること。 

(5) 学生の休学，復学，転科，転学及び退学に関すること。 

(6) 授業及び試験に関すること。 

(7) 学生の成績，欠席及び欠課等に関すること。 

(8) ＪＡＢＥＥに関すること。 

(9) 教科書及び教材に関すること。 

(10) 学生指導要録の記録及び保管等学籍に関すること。 

(11) 学生の諸証明に関すること。 

(12) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。 

(13) 学生の海外語学研修に関すること。 

(14) 教務事務システムに関すること。 

(15) その他教務に関する事務を処理すること。 

 （寮務係） 

第 23 条 寮務係においては，次の事務を分掌する。 

(1) 学寮の管理及び運営に関すること。 

(2) 学生の入寮及び退寮に関すること。 

(3) 寮生の給食及び栄養管理に関すること。 

(4) 寮費に関すること。 

(5) 寮生の福利厚生に関すること。 

(6) 寮生の健康管理に関すること。 

(7) 学寮宿日直勤務に関すること。 

(8) 外国人留学生に関すること。 

(9) その他学寮に関する事務を処理すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程） 

学生課は，上記の役割分担のもとで，例えば専門員は就職や進学指導面で学級担任と協力・連携し，

学生係は課外活動や学生団体の指導面でクラブ顧問と協力し，教務係は就学指導面で，また寮務係は

寮生の生活指導面で学級担任と連携して教育活動を支援している。 

（分析結果とその根拠理由）  

 学級担任体制が整備されており，さらに近年副担任制や担任の学年持ち上がり制，学年会議の定常

的開催を決めるなどの機能強化を図っている。課外活動においてはクラブ顧問を全教員で当たる旨の

申し合わせを行い，課外活動を通じた教育活動を校長の命による職務として明確化している。クラブ

顧問は日常的な個別の課外活動指導の他クラブ顧問会議を開催し，教育活動を円滑に進めるための方
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策を検討している。学生課は，学級担任やクラブ顧問と協力・連携し，教育活動を支援している。以

上のことから，本校では，教育活動を円滑に実施するための支援体制は機能している。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

特になし 

（改善を要する点）  

特になし 

（３）基準２の自己評価の概要 

機械工学科，電気工学科，電子工学科，情報工学科，建築学科からなる５学科構成は，地域産業界 

の強い要望や時代のニーズに基づいて設置されてきた経緯があり，また，工学の幅広い分野を網羅し

ており，職業に必要な能力の育成にふさわしい内容を持っている。建設・生産システム工学専攻，電

子情報システム工学専攻の２専攻で構成する専攻科は，準学士課程５学科を基礎とし，その上に各学

科の専門分野を集約する形で体系的に構成されている。 

２つのセンターを設置し，地域共同テクノセンターは地域企業との共同研究など産学連携に基づく 

研究活動の中心として，また，情報処理センターは情報処理教育の場として及び情報ネットワークの

中枢としてそれぞれ機能しており，両センターとも本校にとって必要不可欠である。 

教務主事を委員長とする教務委員会が置かれ，主事補，一般科目・専門学科教員及び学生課長で構 

成されたメンバーにより教育課程全体の企画調整や教育課程の有効な展開について定例の会議により

審議され，様々な活動が行われている。このほど，教務委員会の企画により科目間調整会議が設置さ

れ，一般科目・専門科目間調整の組織的取組が開始されたところである。また，委員会の活動は，運

営会議に報告され，全学に周知徹底されている。 

学級担任体制が整備され，学級担任は，教務委員会・学生委員会により作成された「学級担任の手 

引き」に基づいてホームルームの運営や日常的な学生指導などに当たっている。さらに，副担任や学

年会議の定常的開催などの機能強化が図られている。全教員によるクラブ顧問体制が整備され，課外

活動を通じた教育活動を職務として明確化している。学生課は，学級担任やクラブ顧問と連携協力し，

教育活動を支援している。
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

 はじめに，本校の一般科目担当専任教員の配置状況を示す（資料３－１－①-１）。 

資料３－１－①-１

一般教科担当教員配置状況掲載箇所 

（出典 別添学校要覧8頁） 

この表は，教員の定員上の配置を示すものである。教員の定員上の配置は，国による予算措置と実

際の科目担当の乖離や，より柔軟で効率的な教員資源の配分の観点から，永年にわたる紆余曲折を経

て現在の形に至ったものであり，必ずしも実際の教育の体制と一致していない面がある。具体的な例

としては，同表中（兼）と表示されている教員である。（兼）の表示は，定員上の配置は専門学科に

所属しながらも一般科目を担当している教員を示している。また，その反対に，定員配置上は一般科

目に属しながら実質的には専門科目を担当している教員も含まれている。実質的な教員の配置状況を

示すために，教育課程表と各科目の担当教員を対比する表を作成した（資料３－１－①-２）。 

資料３－１－①-２

教育課程と担当教員対比表（一般） 

教育課程表（平成１７年度） 

一般科目                

区    単 学 年 別 単 位 数    

  授 業 科 目 位             担当教員名 

分     数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年     

 国語 8 3 3 2       

1MED 小田島，1JA 舘

下，2MDJA 加藤

（岳），2E 舘下，3MA

舘下，3E 加藤（岳），

3DJ 小田島 

  

  ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実践 2       2     
4M 小田島，4EJ 舘下，

4DA 加藤（岳） 

必   地理 2 2           
1MEA（中西），1DJ（山

内） 

  社 
倫理・社

会 
2   2         藤本 

    日本史 1   1         
2MEJ（加藤文），2DA

木村 

修 会 世界史 2     2       木村 
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    法学 2       2     南須原 

  数学 18 6 6 6       

1M（片山）・山﨑・加

藤（雅），1E（清野）

・（片山），1D（阿部

義）・（清野），1J

（清野），1A（阿部

義） 

                    

2M 加藤（雅）・（伊

藤），2E（阿部義）・

林（義），2D 加藤

（雅）・（東），2J 山

﨑・（辻），2A 山﨑・

（張間） 

                    

3M 加藤（雅）・林

（義），3E 林（義），

3D 澤柳，3J 林（義）・

山﨑，3A 山﨑・加藤

（雅） 

科 物理 5 2 3         
1ME 松﨑，1DJA 森，2ME

森，2DJA 浦家 

  化学 5 3 2         

1M 加藤（隆），1E 浦

家，1D 加藤（隆），1J

（本多正），1A（坂田

澄），２年全加藤

（隆） 

  

理科 

生物 1     1       
3MDA（成田），3EJ（杉

山） 

目 保健・体育 7 3 2 2       

保健 1MED 三島，1JA 舘

岡 体育 1MED 恐神，

1JA 舘岡，2MED 恐神，

2JA 舘岡，３年全三島 

  
外 

国 

語 

英語 
18 6 5 4 2 1   

1ME 林（幸），1D 伊

関，1JA 田村，2MJ 片

岡，2EA 吉田，2D 伊

関，３年混合－伊関，

吉田，林幸，田村，片

岡，（高村），（小

松） 
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（中村），4M（高

村），4E 吉田，4D（小

松），4J（中村），4A

（阿部孝），５年全外

国人講師 

  

  

ド

イ

ツ

語 

2       2     
4ME 藤本，4D 木村，4JA

南須原 

  修得単位計 75 25 24 17 8 1     

  芸 
音

楽 
2 2         1MEDJ（高橋） 

  術 
美

術 
2 2         

1MEDJ（小川），1A（加

藤直） 

  保健・体育 2       2   
 

 

4M 恐神，4EDJ 舘岡，4A

三島 

  数学Ⅰ 2       2   ４年次編入生のみ選択可  

選 数学Ⅱ 2       2     澤柳，林（義） 

   
４学年は英語演習

（Ⅰ）田村・伊関 

  
英語演習（Ⅰ，

Ⅱ） 

2 1 1

 
５学年は英語演習

（Ⅱ）田村 

  日本文学 2         2   （高井） 

択 歴史と文化Ⅰ 2         2   木村 

  歴史と文化Ⅱ 2         2   （赤坂） 

  思想史 2         2   藤本 

科 社会学 2         2   未定 

  
社会科学概論 

2         2   南須原 

  心理学 2         2   （小杉） 

目 
環境学 2         2   （杉山） 

  英会話Ⅰ 2     2     外国人講師 

  英会話Ⅱ 2        2   外国人講師 

  中国文化Ⅰ 1         1   前期開講 

  中国文化Ⅱ 1         1   後期開講 

  韓国文化Ⅰ 1         1   前期開講 

  韓国文化Ⅱ 1         1   後期開講 

  開設単位計 36 4   (2) (9) 23     
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  修得単位計 6 以上 2   4 以上     

   修得単位合計 
 81

以上 
27 24

17～

19

10～

12 以

上

１～3

以上
    

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

これによれば，本年度の実質的な一般科目担当教員の配置は２２名である。また，本年度内地研究

員のため授業担当となっていない教員１名及び学生指導上の問題から授業担当からはずしている２名

を加えると合計２５名が本校の一般科目担当の専任教員の配置となる。 

 次に，非常勤講師の配置について同資料に基づき分析する。全一般科目454時間中123時間を非常勤

講師が担当し（依存率２７％），実人数は２８名である。本校では，非常勤講師の採用方針に関連し，

中期計画で次のとおり定めている（資料３-１-①-３）。 

資料３-１-①-３

○適切な教職員の配置等に関する具体的方策 

非常勤講師への依存率を適正化し，また，有能な人材の非常勤講師としての積極的登用を進め教

育の充実を図る。 

（出典：釧路工業専門学校中期目標・中期計画） 

依存率の適正化とは，できる限り自前の教育を行おうという意図である。一般科目担当専任教員の

週当たり授業担当は標準１６時間である。この時間数は，他高専の例と比較しても決して少ないもの

ではなく，一般科目のクラス数の多さからやむを得ないもので，全体としては妥当な数と思われる。

科目ごとの非常勤講師への依存状況についてみると以下のことが言える。本校の一般科目は，学習目

標（１），（３），（６）を主にカバーしているが，このうち（６）については，日本語による記述，

発表，討論などに関わる必修科目はすべて専任教員によっており，また英語についてもクラス数の多

さに比べ専任比率は高い。高学年の英語・英会話ではネーティブスピーカーを外国人（非常勤）講師

として登用し，教育の充実を図っている。（３）は，主として数学・物理・化学に関連するが，特に

数学で非常勤講師依存が高い。これは，クラス数の多さとともに前述の授業担当外教員３名が数学担

当であったことが原因している。しかし，教育上は，専任教員の作成による同一シラバスによる授業

展開や同一試験問題による成績評価などにより適切な教育が実施されている。次に学習目標（１）に

関しては，一部科目（地理，生物，心理学，環境学など）で非常勤講師に全面依存している。これは，

従来の専任教員の採用が国による予算定員の枠組みに拘束され，教育課程改変上の要求に即応しにく

い国立高専の弊害が現れたものであり，法人化により徐々に改善されるもの考えている。一方，倫理

・社会や法学，世界史などは専任教員によっており充実している。 

 設置基準上の必要専任教員数は２２名であり，本校の配置教員数２５名はこの基準を上回っている。 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の一般科目は，学習目標（１）（３）（６）を主にカバーしている。専任教員２５名を配置し

ており，設置基準を十分に満たしている。また，学習目標を達成するための主要科目には適切な数の

専任教員が配置され，科目によっては非常勤講師に依存している面もあるが中期計画を定めてその実

現を図っており，一般科目全体としての教員配置は適切なものである。 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ
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れているか。 

（観点に係る状況）  

 各学科の専任教員配置状況を示す（資料３－１－②-１）。 

資料３－１－②-１

専任科目担当教員配置状況掲載箇所 

（出典 別添学校要覧11頁，14頁，17頁，20頁，23頁） 

ここでも，配置上は専門学科に所属しながら事実上は一般科目を担当する者及び一般科目に配置さ

れているが専門科目を担当する教員が混在しており，ダブルカウントを防ぐとともに実質的な教員配

置を示すため，各学科の教育課程表と科目の担当教員を対比した表を作成した（資料３－１－②-２

～３－１－②-６）。 

資料３－１－②-２

教育課程と担当教員対比表（専門） 

教育課程表（平成１７年度） 

機械工学科             

区           学 年 別 単 位 数      

  

授業科目 

単

位

数           担当教員名 

分     １年 ２年 ３年 ４年 ５年    

  応用物理 4     2 2    ３年森，４年松﨑 

  情報処理Ⅰ 1     1      荒井 

  情報処理Ⅱ 2       2    荒井 

  材料力学Ⅰ 2     2      麓 

  材料力学Ⅱ 2       2    成澤 

必 材料力学Ⅲ 1         1  成澤 

  機械材料Ⅰ 2     2      岩渕 

  機械材料Ⅱ 2       2    岩渕 

  材料評価学 1         1  岩渕 

  熱力学Ⅰ 2       2    山岸 

  熱力学Ⅱ 1         1  山岸 

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ 1 1          荒井 

修 伝熱工学 2         2  麓 

  流体工学Ⅰ 2       2    丹 
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  流体工学Ⅱ 1         1  丹 

  流体機械 2         2  丹 

  機械工作法Ⅰ 1  1  宮澤 

  機械工作法Ⅱ 2  2  宮澤 

  生産工学 1  1  宮澤 

科 機械工学概論 1 1          渡邊 

  ｼｽﾃﾑ設計工学 2       2    渡邊 

  ＣＡＤ 2     1 1   
 

前期荒井，後期渡

邊 

  創造工学 2   2        成澤，麓 

  機械設計製図 6 2 2 2     
 

１年渡邊，２年

麓，３年小杉 

  機械設計法 2     2      田中 

  工学実験 6     3 3   

 

３年宮澤・岩渕・

成澤，４年山岸・

丹・田中・渡邊・

麓・小杉 

目 工作実習 6 3 3       
 

１年（渡辺）・小

杉，２年田中 

  工業力学 2   2        田中 

  振動工学 2         2  成澤 

  電気電子工学 2       2    成澤 

  制御工学 2         2  宮澤 

  計測工学 2         2  小杉 

  数値解析法 2         2  荒井 

  卒業研究 7         7

 

山岸・宮澤・丹・

岩渕・荒井・田中・

成澤・渡邊・麓・小

杉 

  修得単位小計 78 7 10 17 21 23    

  学外実習Ⅰ 1       1 

  学外実習Ⅱ 2       2 
｝ 

いずれか一方を選択

することができる。

選 応用数学基礎 2       2   4 年次編入生のみ選択可 
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  応用数学Ａ 4       4   
１科目以上選択すること。

澤柳・（佐藤穆） 

澤柳・（佐藤穆） 

  応用数学Ｂ 4         4
4 年次編入生のみ選択可  

択 工業英語 1         1  山岸 

  空調工学 1         1  山岸 

  表面工学 1         1  岩渕 

科 応用流体工学 1         1  丹 

  生産ｼｽﾃﾑ工学 1         1  荒井 

  応用数学Ⅱ 1         1  澤柳 

目 工業数学演習 1         1  山岸 

  熱ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 1         1  田中 

  開設単位小計 21       (9) (15)    

  修得単位小計 

８

以

上 

      8 以上    

専門科目開設単位計 99 7 10 17 (30) (38)    

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 

 

資料３－１－②―３ 

              教育課程と担当教員対比表（専門） 

電気工学科               

区     学 年 別 単 位 数   

     授 業 科 目 
単位

数 
         備   考 

分     １年
２

年

３

年
４年 ５年   

 応用物理 4     2 2   ３年松﨑，４年浦家 

 情報処理 2      2   高木 

 電気磁気学 4     2 2   ３年松永，４年未定 

 電気回路Ⅰ 4   2 2     ２年工藤，３年工藤 
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必 電気回路Ⅱ 1        1 須田 

 電気基礎 2 2        松永 

 電気計測 2     2     工藤 

 電子工学 2     2     須田 

 電子回路 3      2 1 ４年野口，５年須田 

修 電気材料 2        2 小林 

 電気製図 3 3        松永 

 電気機器Ⅰ 2     2     高木 

 高電圧工学 2      2   小林 

 送配電工学 2      2   山岡 

科 制御工学 4      2 2 ４年千田，５年千田 

 機械工学概論 2   2      千田 

 コンピュータリテラシー 1 1        佐藤（英） 

 電子計算機 4   2 2     ２年野口，３年野口 

 電磁波工学 1        1 松永 

目 創造工学 2   2      須田・佐々木 

 電気工学実験Ⅰ 3     3     工藤・佐々木 

 電気工学実験Ⅱ 3      3   小林・高木 

 電気工学実験Ⅲ 3      3   千田・佐藤（英） 

 電気工学実験Ⅳ 3        3 松永・佐藤（英） 

 電気工学実験Ⅴ 3        3 野口・佐藤（英） 

 

卒業研究 8        8

小林・松永・工藤・野口

・山岡・高木・須田・千

田・佐々木・佐藤（英） 

 修得単位小計 72 6 8 17 20 21   

 電気機器Ⅱ 2      2   高木 

 学外実習Ⅰ 1      1   

選 学外実習Ⅱ 2      2   
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 応用数学基礎 2      2   ３年数学授業 

 応用数学Ａ 4      4   （佐藤穆），（東） 

 応用数学Ｂ 4        4 4 年次編入生のみ選択可  

択 通信工学 2        2 須田 

 計測工学 1        1 未定 

 電気法規・電気施設管理 1        1 （菊地） 

 発変電工学 1        1 山岡 

科 電気設計 2        2 佐々木・野口 

 電気応用 2        2 小林 

 電力系統工学 2        2 山岡 

 光エレクトロニクス 1        1 未定 

目 画像工学 1        1 未定 

 計算機特論 2        2 未定 

 応用数学Ⅱ 1        1 澤柳 

 開設単位小計 31      (11) (25)   

 
修得単位小計 

14 以

上 
14 以上 

  

  専門科目開設単位計 103 6 8 17 (31) (44)   

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料３－１－②―４ 

教育課程と担当教員対比表（専門） 

 電子工学科              

 区     学 年 別 単 位 数   

 
     授 業 科 目 

単位

数 
           

 
分     １年

２

年

３

年
４年 ５年   

  応用物理 4     2 2   ３年浦家，４年松﨑 

  電子工学総合演習 2 2        梶原 

  電子工学基礎Ⅰ 2 2        中村 

  電子工学基礎Ⅱ 2   2      佐治 

  コンピュータリテラシー 2 2        山田・浅水 

 必 情報処理 1   1      浅水・山田 

  プログラム言語 2     2     坂田 

  電子計算機工学 2   2      坂田 

  電磁気学Ⅰ 2     2     櫻田 

  電磁気学Ⅱ 2      2   松本 

  電気回路Ⅰ 2   2      浅水 

  電気回路Ⅱ 2     2     中村 

  電気回路Ⅲ 1        1 櫻田 

 修 電子回路 2     2     坂口 

  信号処理 2      2   中村 

  電子材料Ⅰ 1      1   坂口 

  電子材料Ⅱ 1        1 坂口 

  論理設計 2      2   坂田 

  演算工学 2      2   佐治 

  電磁波工学 2        2 櫻田 

  通信伝送工学 2      2   戸谷 

 科 システムプログラム 2        2 坂田 

  制御工学 2        2 梶原 
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  半導体工学 2        2 坂口 

  電子計測 2        2 松本 

  通信網工学 2        2 浅水 

  電子工学特論 2        2 （若原）・（古谷） 

  デバイス工学 1        1 松本 

  創造工学 2   2      松本・梶原・櫻田・戸谷 

 目 画像工学 2        2 未定 

  電子工学実験Ⅰ 2   2      浅水・櫻田・戸谷 

  電子工学実験Ⅱ 3     3     坂口・戸谷 

  電子工学実験Ⅲ 3     3     松本・戸谷 

  電子工学実験Ⅳ 3      3   梶原・山田 

  電子工学実験Ⅴ 3      3   梶原・山田 

 

 卒業研究 8        8

坂田・佐治・中村・坂口

・櫻田・松本・梶原・浅

水・戸谷・山田 

  修得単位小計 79 6 11 16 19 27   

  学外実習Ⅰ 1      1   

  学外実習Ⅱ 2      2   

  光エレクトロニクス 1        1 櫻田 

  メカトロニクス 1        1 梶原 

 選 応用数学基礎 2      2   ３年数学授業 

  応用数学Ａ 4      4   （佐藤穆），（東） 

  応用数学Ｂ 4        4 4 年次編入生のみ選択可  

 択 応用情報処理 1      1 山田 

  シーケンス制御 1      1 松本 

  計測システム 1      1 櫻田 

 科 電気応用 2        2 未定 

  電力系統工学 2        2 未定 

  情報論 2        2 未定 

 目 計算機特論 2        2 未定 
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  情報理論 1        1 未定 

  電子機器 2        2 佐治 

  応用数学Ⅱ 1        1 澤柳 

  開設単位小計 30      (12) (24)   

 
 修得単位小計 

7 以

上 
     7 以上   

 専門科目開設単位計 109 6 11 16 (31) (51)   

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 

資料３－１－②―５ 

教育課程と担当教員対比表（専門） 

情報工学科                 

区 学 年 別 単 位 数 

            

分 

授 業 科 目 

単

位

数 １年
 ２

年

 ３

年

 ４

年 

 ５

年 

備   考 

  応用物理 4     2 2    ３年森，４年松﨑 

  情報数学 4 2 2        １年大貫，２年本間 

  コンピュータリテラシー 4 4          林（裕）・土江田 

  情報工学基礎Ⅰ 2   2        大貫・中島（陽） 

  情報工学基礎Ⅱ 2   2        林（裕） 

必 情報工学演習 1   1        大貫 

  プログラミング言語 4   2 2      高橋・中島（陽） 

  創造工学 2   2        大貫・中島（陽）天元 

  確率統計 2     2      天元 

  電気回路 2     2      中島（陽） 

  論理回路 2     2      大槻（典） 

修 アルゴリズム・グラフ論 2     2      本間 

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ 2     2      高橋・大貫 

  電磁気学 2       2    大槻（典） 
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  電子回路 2       2    本間 

  計測制御 2       2    大槻（典） 

  数値解析 2       2    神谷 

科 オートマトン 2       2    高橋 

  ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 2       2    大貫 

  情報伝送工学 2         2  神谷 

  計算機方式 1         1  大貫 

  知的所有権 1         1  後期：（古谷） 

  コンパイラ 2         2  林（裕） 

目 データベース 2         2  高橋 

  ソフトウエア工学 2         2  本間 

  図形処理 2         2  高橋 

  情報論 2         2  神谷 

  情報工学実験Ⅰ 4     2   2  
３年林（裕）・土江田，

５年大槻（典） 

  情報工学実験Ⅱ 2       2    天元 

  卒業研究 7         7  

神谷・大貫・大槻（典）

・高橋・本間・天元・林

裕・土江田・中島（陽） 

  修得単位小計 72 6 11 16 16 23    

  学外実習Ⅰ 1       1 

  学外実習Ⅱ 2       2 
｝

いずれか一方を選択する

ことができる。 

  情報工学実験Ⅰ 2       2   本間 

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ 2       2   大貫・高橋 

  プログラミング言語Ⅰ 2       2    未定 

選 論理回路Ⅰ 2       2    未定 

  確率統計Ⅰ 2       2    未定 

  応用数学基礎 2       2    未定 

  応用数学Ａ 4       4   （佐藤穆），（東） 

  応用数学Ｂ 4         4 4 年次編入生のみ選択可  

択 人工知能Ⅰ 1         1  天元 



釧路工業高等専門学校 基準３ 
 

 -48-

  人工知能Ⅱ 1         1  天元 

  ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 2         2  未定 

  プログラミング方法論 2         2  未定 

  画像処理 1         1  大槻（典） 

科 信号処理 1         1  大槻（典） 

  通信網工学 2         2  未定 

  光エレクトロニクス 1         1  未定 

  画像工学 1         1  未定 

  ｿﾌﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞⅠ 1         1  神谷 

目 ﾌﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞⅡ 1         1  神谷 

  応用情報処理 1         1  未定 

  シーケンス制御 1         1  未定 

  電気応用 2         2  未定 

  電力系統工学 2         2  未定 

  応用数学Ⅱ 1         1  澤柳 

  開設単位小計 44       (19) (28)    

  修得単位小計 

14

以

上 

      14 以上   

専門科目開設単位計 116 6 11 16 (35) (51)   

 

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

資料３－１－②―６ 

教育課程と担当教員対比表（専門） 

  建築学科 

区 学 年 別 単 位 数 

分 
 授 業 科 目 

 

単

位

数 

１

年 

２

年

３

年
４年 ５年

備  考 

  応用数学 2     2    （佐藤穆） 

  応用物理 3    2 1    ３年松﨑，４年松﨑 

  住宅計画 1   1       西澤・（永田） 
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  情報処理Ⅰ 1   1       佐藤（彰）・大槻（香） 

  建築構造力学 8   2 2 2 2  
２年大楽，３年井上，４年中

島（敏），５年中島（敏） 

  創造工学 2   2       
三森，井上，依田・大楽，西

澤・大槻（香） 

必 建築一般構造 1 1        三森 

  建築概論 1 1        依田 

  建築材料 2    2        

  建築工学実験 2     2    三森，佐藤（彰），大槻 

  鋼構造 2     2    草苅 

修 鉄筋コンクリート構造 2       2    

  建築計画 3    1 2    ３年佐藤（彰），４年西澤 

  建築設計製図 17 2 4 6 5    
１年佐藤（彰），２年西澤，

３年依田，４年千葉 

  建築設計演習 1       1  西澤 

  建築史 2     2    西澤・依田 

科 建築生産 3     1 2  ４年大楽，５年大楽 

  建築環境工学 3    2 1    
３年中島（敏），４年中島

（敏） 

  コンピュータリテラシー 1 1        井上，大槻（香） 

  情報処理Ⅱ 1    1        

  建築ＣＡＤ 2     2    千葉，大槻（香） 

目 図学 1 1        井上 

  測量学 1       1  （白木） 

  建築総合演習 1       1  
草苅，三森，佐藤（彰），千

葉 

  建築設備 2     1 1  
４年佐藤（彰），５年佐藤

（彰） 

  都市計画 2       2  千葉 

  建築法規 2     2    ４年（本田），５年（本田）

  土質基礎工学 2       2  大楽 
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  卒業研究 8       8  

中島敏，大楽，依田，草苅，

三森，佐藤彰，千葉，西澤，

井上，大槻香 

  修得単位小計 79 6 10 16 25 22    

  学外実習Ⅰ 1     1 

  学外実習Ⅱ 2     2 
｝

いずれか一方を選択すること

ができる。 

選 耐震工学 1       1  井上 

  建築防災工学 1       1  草苅 

択 建築構造解析 1       1  井上 

  溶接工学 1       1  草苅 

科 環境概論 1       1  中島（敏） 

  福祉住環境論 1       1  依田 

目 コンクリート工学特論 1       1  大楽 

  開設単位小計 10     (3) (10)    

 修得単位小計 

7

以

上 

    7 以上    

専門科目開設単位計 89 6 10 16 (28) (32)    

＊担当教員名の（ ）書きは非常勤講師を示す。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

これによれば，各学科の実質的教員数は以下のとおりである（資料３-１－②-７）。 

資料３-１－②-７ 

学科  配置専任教員数 助手人数 備 考 

機械工学科 ９ １  

電気工学科 ９ １  

電子工学科 ９ １  

情報工学科 ８ ２ 内地研究員１名を含む 

建築学科 ８ ２  

計 ４３ ７  

       一般科目 ２５名，校長１名 教員合計 ７６名 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

設置基準上の必要専任教員数は３６名で，本校の配置教員数４３名はこの基準を上回っている。 

 各学科の専門科目は，学習目標の（２）（３）（４）（５）（７）に主として対応する。各学科と

もほぼすべての講義科目を専任教員が担当しており，また，実験・実習科目，演習科目，卒業研究は

すべて専任教員により指導されている。さらに，実験・実習・卒業研究には専任教員を補助して助手
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も指導に当たっている。専門学科所属教員の週当たり平均授業担当時間数は，卒業研究も含み16.3時

間である。各教員は，専攻科の授業も担当しており，その担当時間数は決して少ないものではないが，

定員・予算上の制約と前記の非常勤講師採用に関する中期計画に基づき，可能な限りの自前教育を行

うべく努力している。専門科目の一部として分類されている応用数学・応用物理は，専門学科との連

携の下で一般科目配置教員が担当している。これは，中期計画の以下の事項（資料３-１－②-８）の

一部を実現したものである。 

資料３-１－②-８ 

○適切な教職員の配置等に関する具体的方策 

教育において一般教育と専門学科間及び専門学科相互の連携を進め，教員の専門性を生かして，

他学科の科目を担当できるよう検討する。 

（出典：釧路工業専門学校中期目標・中期計画） 

 一部科目で見られる非常勤講師による科目担当は，（資料３-１-①-３）に基づく有能な人材の積

極登用の例であり，具体的には以下のような事例があげられる（資料３-１－②-９）。 

資料３-１－②-９ 

○電気工学科（電気法規・電気施設管理）→民間企業の現職技術者による授業 

○電子工学科（電子工学特論）→現職大学教員による先端的技術に関する授業 

○電子工学科（電子工学特論），情報工学科（知的所有権）→現職弁理士による知財教育 

○建築学科（住宅計画）→現職室内装飾デザイナーによる授業 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 （分析結果とその根拠理由）  

 専門学科配置教員数は４５名であり，設置基準を十分に満たしている。授業担当においてはほぼす

べての科目を専任教員が担当しており，また，実験・実習科目，演習や卒業研究には教員を補助する

適切な数の助手が配置され，教員とともに指導に当たっている。教員の担当授業時間数は全体として

多いが，中期計画に基づき一般科目配置教員による科目担当や有能な非常勤講師の積極登用などの工

夫も行われており適切な配置が行われている。 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科新設に伴い，教授３名の増員が予算上措置されたが，本校では専攻科単独の教員組織を設置

せず，大学評価・学位授与機構による教員審査で適格の判定を得た一般科目・専門学科所属の全教員

により教育に当たっている。授業担当の状況を（資料３－１－③-１）に示す。 

資料３－１－③-１

教育課程と担当教員対比表（専攻科） 

 建設・生産システム工学専攻 

学年別 

配当 
区  分 授業科目名 

単

位

数 １年
２

年

備    考 担当教員 

一 必
技術科学英語Ⅰ 2 2    吉田 



釧路工業高等専門学校 基準３ 
 

 -52-

日本語表現技法 2 2    舘下 修 

 小 計 4 4  4 単位修得   

技術科学英語Ⅱ 2 2    吉田 

技術者倫理 2 2    藤本，岩渕，神谷 

統計学 2 2    澤柳 

応用解析学 2 2    山﨑 

般 

科 

目 

選 

択 

 小 計 8 8  4 単位以上修得   

一般科目開設単位小計 12 12  8 単位以上修得   

熱力学特論 2 2    山岸 

制御工学特論 2 2    千田 

多変量解析 2 2    天元 

数値計算特論 2 2    荒井 

ロボティクス 2 2    梶原 

人工知能特論 2  2   高木 

信号画像処理Ⅰ 2 2    中村 

環境マネジメント 2  2   加藤（雅） 

応用力学 2 2    井上 

設計支援システム 2 2    千葉 

アドバンストプログラミング 2 2    栁川 

選 

択 

アドバンストコンピューティング 2 2  林（裕） 

専

門

共

通

科

目 

専門共通科目開設単位数小計 24 20 4 

  

14 単位以上修得   

建設・生産システム工学特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ 2 1 1   （各教員） 

建設・生産システム工学特別演習 4 2 2   （各教員） 

建設・生産システム工学特別実験 2 1 1   （各教員） 

建設・生産システム工学特別研究 16 6 10   （各教員） 

必

修 

 小 計 24 10 14 24 単位修得   

材料システム工学 2 2    岩渕 

寒冷地工学 2  2   麓 

空調設備 2 2    森 

環境工学特論 2  2   佐藤（彰） 

コンピュータ設計工学 2 2    荒井 

品質工学 2  2   渡邊 

内燃機関工学概論 2  2   田中 

油空圧工学概論 2  2   丹 

機械制御工学特論 2 2    宮澤 

耐震構造 2  2   草苅 

建設材料学 2 2    大楽 

専 

門 

科 

目 

 

専

門

展

開

科 

 

目 

 

 

選 

 

択 

寒中コンクリート工学 2  2   三森 
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建築計画特論 2 2    佐藤（彰） 

デジタルイメージ特論 2  2   千葉 

インターンシップ 4  4     

 

 小 計 32 12 20 16 単位以上修得   

  

専門展開科目開設単位小計 56 22 34 40 単位以上修得   

専門科目開設単位小計 80 42 38 54 単位以上修得   

全授業科目開設単位数合計 92 54 38     

修得単位数合計 62 単位以上     

 

 電子情報システム工学専攻 

学年別 

配当 区 

分 
授業科目名 

単

位

数
１

年

２

年

備    考 担当教員 

技術科学英語Ⅰ 2 2    吉田 

日本語表現技法 2 2    舘下 
必 

修 
 小 計 4 4  4 単位修得   

技術科学英語Ⅱ 2 2    吉田 

技術者倫理 2 2    藤本，岩渕，神谷 

統計学 2 2    澤柳 

応用解析学 2 2    山﨑 

一

般

科

目 
選 

択 

 小 計 8 8  4 単位以上修得   

一般科目開設単位小計 12 12  8 単位以上修得   

熱力学特論 2 2    山岸 

制御工学特論 2 2    千田 

多変量解析 2 2    天元 

 

専

門

科

目 

 

専

門

共

通

科 

選

択 

数値計算特論 2 2  

 

荒井 

 
ロボティクス 2 2  

  
梶原 

人工知能特論 2  2   高木 

信号画像処理Ⅰ 2 2    中村 

環境マネジメント 2  2   加藤（雅） 

応用力学 2  2   井上 

設計支援システム 2  2   千葉 

アドバンストプログラミング 2 2    栁川 

 

アドバンストコンピューティング 2 2  林（裕） 

 

目 

専門共通科目開設単位数小計 24 16 8 

  

14 単位以上修得   
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電子情報システム工学特別ｾﾞﾐﾅｰﾙ 2 1 1   （各教員） 

電子情報システム工学特別演習 4 2 2   （各教員） 

電子情報システム工学特別実験 2 1 1   （各教員） 

電子情報システム工学特別研究 16 4 12   （各教員） 

必

修 

 小 計 24 8 16 24 単位修得   

電磁気学特論 2 2    松﨑 

エネルギー変換工学 2  2   山岡 

プラズマ工学 2 2    小林 

電磁波工学特論 2  2   工藤 

ソフトウェアアーキテクチャ 2 2    野口 

デバイス材料工学特論 2 2    須田 

量子統計工学 2 2    坂口 

応用光学 2  2   櫻田 

機能デバイス工学 2 2    坂口 

ネットワーク工学特論 2 2      

信号画像処理Ⅱ 2 2    佐治 

コンピュータアーキテクチャ 2 2    坂田 

計測工学特論 2 2    松本 

情報数学特論 2 2    大槻（典） 

ネットワークデザイン 2  2   髙橋  

ソフトウェア工学特論 2  2   大貫 

ソフトコンピューティング特論 2  2   神谷 

並列・分散処理 2 2    本間 

インターンシップ 2  2     

選

択 

 小 計 38 24 14 16 単位以上修得   

 

専

門

展

開

科

目 

専門展開科目開設単位小計 62 32 30 40 単位以上修得   

専門科目開設単位小計 86 48 38 54 単位以上修得   

全授業科目開設単位数合計 98 60 38     

修得単位数合計 62 単位以上     

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

すべての科目を専任教員が担当し，自前の教育を行っていることから，教員配置は適切である。な

お，平成１７年度に予算措置された教員については，予算措置の決定が年度末に至ったこと及び教育

の目的に照らして企業経験者の採用を目指していることなどの理由から適任者が得られず，現在２回

目の公募を行っている。早急な充当により教員配置を充実したい（資料３-１-③-２）。 

                                     資料３-１-③-２ 

専攻科教員公募に関する資料 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

（出典 本校ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 専攻科教育のための単独の教員組織を設置せず，大学評価・学位授与機構の審査を経た一般科目・

専門学科所属の全教員により教育に当たっている。すべての科目を専任教員が担当し自前の教育を行

っており教員の配置は適切である。なお，現在は，企業経験者などの採用のための公募を行っている

最中であり，さらに教員配置の充実を図っている。 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

観点に関連する高専機構の中期計画（資料３－１－④-１）とこれらに対する本校の現状（資料３

－１－④-２）（資料３－１－④-３）（資料３－１－④-４）を資料として以下に示す。 

資料３－１－④-１

観点に関する高専機構の中期計画を示す資料 

（３）優れた教員の確保 

①多様な背景を持つ教員組織とするため，中期目標の期間中に，公募制の導入などにより，教授及

び助教授については，採用された学校以外の高等専門学校や大学，高等学校，民間企業，研究機関

などにおいて過去に勤務した経験を持つ者，又は１年以上の長期にわたって海外で研究や経済協力

に従事した経験を持つ者が，全体として６０％以上となるようにする。 

③専門科目（理系の一般科目を含む。以下同じ。）については，博士の学位を持つ者や技術士等の

職業上の高度の資格を持つ者，理系外の一般科目については，修士以上の学位を持つ者や民間企業

等における経験を通して高度な実務能力を持つ者など優れた教育力を有する者を採用する。 

 中期計画期間中に，この要件に合致する者を専門科目担当の教員については全体として７０％以

上とし，理系以外の一般科目担当の教員については全体として８０％以上となるようにする。 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構の中期目標及び中期計画） 

 

資料３－１－④-２ 

多様な背景を持つ教員に関する調査 

 

                      

平成１５年度

末 
        

平成１６年度

末 
        

                      

多様な経験のある教員 45 人   多様な経験のある教員 47 人     

   （内訳）      （内訳）    うち平成１６年度採用者

   他学校勤務 25 人   他学校勤務 26 人 → 4 人  

   民間等勤務 20 人   民間等勤務 21 人 → 1 人  

   
海外研

究 
 0 人 

 

  
海外研

究 
 0 人 → 0 人  
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 総教員数 74 人    総教員数 75 人     

                      

（出典 高専機構の調査に対する本校の回答文書） 

  

資料３－１－④-３

中期目標達成のための教員の学位に関する数値目標と現状分析 

   

（出典 平成１６年４月２６日教官会議配布資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１－④-４

中期目標達成のための教員の学位に関する数値目標と現状分析（平成１７年４月１日版） 
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（出典 庶務課文書） 

 

資料３－１－④-２のとおり，本校では他学校勤務及び民間等勤務経験者の数は既に高専機構の数

値目標を達成している。このことは，本校がこれまで中等教育部分の年齢層にある学生教育を念頭に

高等学校教員の経験を持つ者の採用や，実践的技術者教育の目的のため企業経験者の採用を積極的に

行ってきたことの表れであると言える。教員の多様性には女性教員の登用も含まれが，これに関連す

る本校の中期計画を以下に示す（資料３－１－④-５）。 

 

資料３－１－④-５

３ 教職員の人事の適正化のための措置 

○ 外国人・女性等の教員採用の促進に関する具体的方策 

・ 国際コミュニケーション能力育成のため，英語担当として，英語を母国語とする外国人教員を

最低１名確保するように努める。 

・ 教員選考は，出身，性別，ハンディキャップの有無に関わらず行うが，女性教員比率の向上に

努める。 

（出典：釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画） 

  

専任教員のうち女性の占める率は，現在5.3％（75名中４名）だが，平成16年には女性の助教授を採

用し，比率向上を図った。外国人の専任教員は現在在職していないが，平成12年度から15年度までに

ついては文部科学省による予算措置があり，１名の外国人教師を任用し教育上の効果を上げている

（資料３－１－④-６）。 

資料３－１－④-６

外国人教師関連記事掲載箇所 
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（出典 高専だより） 

学位の取得率は，徐々に向上しているが，現在のところ数値目標を達成していない。特に専門科目

担当教員の博士取得については，専攻科設置の取組を開始した当初からの懸案事項であり学校として

の支援を行ってきた。（資料３－１－④-７）は，寄付行為を基に設立された基金の実施要項である。
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このうち，「学術に関する研究の推進事業」は，主に学位取得のために要する旅費等に対する支援と

して機能してきた（資料３－１－④-８）。 

資料３－１－④-７ 

学術に関する研究の推進事業掲載箇所 
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（出典 釧路工業高等専門学校教育研究・国際交流振興基金事業実施要項） 

 

 

資料３－１－④-８

学位取得のための基金申請例 
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（出典 教育研究・国際交流基金経費申請書） 

高専機構の中期計画が公表され，学位取得に関する数値目標が設定された平成１６年４月，校長は

教官会議で資料３－１－④-３を示し，学位取得の現状と見通し及び学校としての支援策を説明した

（資料３－１－④-９）。 

資料３－１－④-９

・教官の学位取得について 

校長から，高専機構中期計画達成のための学位取得の現状及び見通しについて，資料２に基づ

き説明があった。数値目標達成のためには現職教員の学位取得が不可欠であり，現在，特にマス

ター取得のために北教大釧路校に在学することについて調査中である旨と，その場合の支援策と

して，非常勤講師の補充，授業担当時間数の削減及び校務分掌の見直し等を考慮したい旨が述べ

られた。 

（出典 平成１６年４月２６日教官会議議事要録） 

教員の学位取得に関しては，以上のとおり学校として及び教員個人として様々な取り組みを行って

おり，以下に示す（資料３－１－④-１０）のとおり，中期計画期間中の実現は十分に可能な状況に

なっている。 

資料３－１－④-１０

教員の学位取得計画の状況掲載箇所 

中期計画 

 

評価項目 評価項目・評価指標等に対する実績・特筆すべき事例等 

（資料３－１

－④-１）の

③ 

優れた教

育能力を

有する教

員の採用

状況 

○学位（博士）取得を目指して現在６名の教員が博士課程に社会人学

生として在学中。また，これ以外に６名が論文博士取得を準備中。 

○学位（修士）取得のため一般教科の４名の教員が，修士課程（北海

道教育大学釧路校）に社会人入学した。 

○すべての教員公募において，学位を資格要件としており，特に現在

行っている専攻科教員採用の公募では，技術士資格保有者を民間企業

から採用しようとしている。 
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○学位未取得教員に対し，今後の計画調書を提出させ（17.3）現在の

状況と取得見込みに関する実態を掌握している。これらに基づいて，

学位取得を目指す教員には校務分掌の軽減等の措置を図り，学校とし

て計画的に目標達成に取組んでおり，中期計画期間中実現は十分に可

能である。 

（出典 別紙平成１６事業年度における釧路高専の実績・特筆すべき事例等について←高専機構本部

への提出資料） 

次に，教員の年齢構成については，（資料３－１－④-１１）に示すとおり30歳代前半から60歳代

まで均衡ある構成となっている。本校の教員採用の方法については，後述するが，教員採用の必要性

が生じたときは，当該学科等の主任が教員選考委員会の設置を校長に申し出ることとされている。当

該学科では，教員の年齢構成等を念頭に，職種とともに採用しようとする教員の年齢も含め教員公募

の内容を検討し原案を作成することとなり，このため，均衡ある年齢構成への配慮は十分に行われる

仕組みとなっている。 

 

資料３－１－④-１１

 

            教員別年齢層（平成17年度末） 

            （現地での閲覧資料を参照） 

 

優秀教員評価制度について，本校では平成１４年度に開始された国立高等専門学校協会の事業とし

ての教員顕彰に当初から参加している。同事業は，法人化後も高専機構の事業として引き継がれ，本

校は，これまでに最高賞である文部科学大臣賞のほか奨励賞受賞などの成果を上げている。本校から

推薦した教員に対しては，本校独自に教育業績賞を授与している。また，同賞受賞者には基金から研

究上の支援も行い教育活動の活性化を図っている（資料３－１－④-１２）（資料３－１－④-１３）

（資料３－１－④-１４）。 

資料３－１－④-１２

顕著な功績が認められる教員や教員グループの表彰状況掲載箇所 

中期計画 

 

評価項目

 

評価項目・評価指標等に対する実績・特筆すべき事例等 

教育活動や

生活指導な

どにおいて

顕著な功績

が認められ

る教員や教

員グループ

を毎年度表

彰する。 

顕著な功

績が認め

られる教

員や教員

グループ

の表彰状

況 

 

 

○機構の実施する教員顕彰に参加し，本校から推薦した教員が文部科学

大臣賞を受賞する成果を得た。 

○本校の教育活動に顕著な成績を挙げた教員１名に釧路工業高等専門学

校教育業績賞を授与し表彰した。表彰式は学生総会の際に行い，当該教

員から学生に対し教育に対する心情等を話してもらうこととしている。

○本校の教員表彰制度により表彰された教員は，より高い質を持った教

育を目指すことが予想され，また高専機構の教員顕彰では今年度の文部

科学大臣賞のほか過去には奨励賞も受賞しており，これらの成果を学生

に発表することで，学生の勉学意欲への相乗効果も期待できる。（良い
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  先生に教わっているという意識付けの効果） 

（出典 平成１６事業年度における釧路高専の実績・特筆すべき事例等について←高専機構本部への

提出資料） 

 

資料３－１－④-１３

平成１６年度高専機構教員顕彰実施要項 

 

平成１６年８月５日

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長裁定

 

１．顕彰要項 

（１）趣旨 

高等専門学校教員は主として教育者の面を持つが，一方で研究者の面を持つとと

もに高等専門学校の管理運営にも果たすべき役割がある。高等専門学校教員個々に

対する業績評価は，これらを総合して行われるべきものであるが，現状において

は，ともすれば専門の研究業績のみが重視され，学生教育や管理運営に係る業績が

適正に評価されていない恐れがある。このような観点から，管理運営やＦＤ活動を

含み，学生教育を中心とする分野において顕著な業績を上げている教員を顕彰する

とともに，顕彰を通じて高専における教育の充実・向上を目指すものである。 

（２）顕彰基準 

国立高等専門学校における教育活動，学生生活指導，地域社会への貢献等におい

て顕著な功績があったと認められる者とする。 

（３）賞の名称 

国立高等専門学校教育業績賞とし，以下の賞を設ける。 

文部科学大臣賞                        １名 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長賞   若干名 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長奨励賞 若干名 

（４）候補者の推薦 

下記２の候補者推薦要領により，各国立高等専門学校校長が行う。 

（５）顕彰対象者の決定 

上記によって推薦された候補者の中から，下記３の顕彰対象者選考要領に基づい

て選考委員会が顕彰教員を選考・決定し，文部科学省へ表彰の依頼をする。 

（６）顕彰の時期 

平成１７年３月開催予定の校長会議の席上で行う。 

 

２．候補者推薦要領 

（１）推薦基準 

①別に定める教員による自己評価（第１部），教員による相互評価（第２部），
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学生による教員の評価（第３部）の総合評価に基づき候補者の選考を行う。 

②教員による自己評価（第１部）の点数集計を行う際に，一般教科担当教員で卒

業研究，留学生を担当しない場合は，「Ａ．５卒業論文指導の状況等」及び

「Ａ．６留学生の指導等」を自己採点しないので合計点（満点）が変わることと

なり，不利になるため，この場合の取扱いを次のようにする。 

※  専門学科教員のＡ．５（満点 11 点），Ａ．６（満点６点），合計（満点 17

点）の自己採点結果の平均点（例えば，Ａ．５（７点），Ａ．６（２点），合計

（９点））を一般教科担当教員全員の共通の点数とする。なお，合計点（満点

170 点）は，変更しないこととする。 

③教員による自己評価，教員による相互評価及び学生による教員評価の結果がと

もに良好で，かつ，文部科学大臣等の表彰をするにふさわしい教員を選考する。

(必ずしも最高点の者でなくてもよい。) 

（２）推薦人員 

各国立高等専門学校から１名とする。ただし，昨年度の受賞者は除く。 

（３）提出書類 

①教員顕彰申請書（様式１） 

当該教員の自己採点集計表を添付 

※顕彰題目及び顕彰内容は受賞後に公表されることを前提に記入すること。 

②自己申請書（Ａ４版１～２枚，任意書式） 

特に必要と思われる場合は，裏付けとなる資料を添付（返却しない） 

※受賞後に公表されることを前提に記入すること。 

③校長の所見（Ａ４版１枚，任意書式） 

④各高等専門学校における教員の教育業績等評価実績資料（様式２） 

 

３．顕彰対象者選考要領 

（１）選考委員会の構成 

①独立行政法人国立高等専門学校機構教育・ＦＤ委員会委員３名及び長岡及び豊

橋技術科学大学等の教授２名の計５名で構成する。 

（注：委員となった校長は当該学校の教員の審査には加わらない。） 

②委員会に委員長を置き，教育・ＦＤ委員会委員の中から互選する。 

（２）選考方法 

審査項目及び配点は下記のとおりとし，選考委員が採点を行う。 

採点結果を踏まえ，提出書類を総合的に審査し，選考する。 

①教員の自己申請書の内容       ４０点 

②当該教員の教育業績自己採点     ２０点 

③教員の相互評価結果         ２０点 

④学生の評価結果           ２０点 

                  合計 １００点 
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４．日程 

 １０月中旬 候補者募集 

 １２月中旬 候補者締め切り 

１月上旬 選考委員会開催，顕彰教員を決定 

２月下旬 文部科学省へ顕彰教員への表彰を依頼 

３月下旬 校長会議において表彰 

 

（出典 高専機構発各高専あて文書） 

 

資料３－１－④-１４ 
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（出典 庶務課法人文書） 

（分析結果とその根拠理由）  

 多様な背景を持つ教員組織とするための取組は，他学校勤務経験者・民間企業経験者の率が高専機

構の定めた中期計画上の数値目標を既に達成しているほか，女性教員や外国人教員の確保に関しても

学校として中期計画を定め取組んでいる。学位取得の状況は十分とはいえないが，促進のための様々

な取組や支援が行われており，目標達成は十分に可能である。また，教員の年齢構成に配慮された教

員採用の仕組みが整備されて，その結果，均衡ある年齢構成が実現されている。高専機構の教員顕彰

で大きな成果を上げ，学校独自の表彰制度とともに教員組織の活動の活発化に貢献している。 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 専任教員の採用，昇格等の選考手続きについて，平成１３年に以下の校長裁定を定めている。（資

料３－２－①－１）さらに，同校長裁定に基づく評価項目その他の基準を明確にすることを目的とし

て平成１６年には教員選考基準を定めている（資料３－２－①－２）。 
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資料３－２－①－１ 

釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて 

                                                      平成１３年 ９月１０日 

                                                      校長裁定 

 本校の教員（教授，助教授，講師及び助手をいう。）の採用又は昇任（以下「採用等」とい

う。）の選考（他の学科及び一般教科（以下「学科等」という。）から異動させる場合を含む。）

は，次により行うものとする。 

１ 各学科等において，教員の採用等を必要と認めたときは，当該学科等主任が校長に申 し出る

ものとする。 

２ 校長は，上記の申し出がありこれを必要と認めたとき又は教育研究上特に必要がある と認め

たときは，教員選考委員会を設置する。 

３ 教員選考委員会は，次の業務を行う。 

 (1)  候補者の審査 

 (2)  公募の内容 

 (3)  欠員に対応する学内関連異動の有無の検討（欠員とは，退職時によるものの外，上  位官

職に空きがある場合も含む。） 

４ 教員選考委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 

 (1) 校長 

 (2)  教務主事，学生主事及び寮務主事 

 (3)  当該学科等主任 

 (4)  事務部長 

 (5)  校長が必要と認める者若干名 

５ 教員選考委員会は，校長が招集し，議長となる。 

６ 教員選考委員会は，当該業務の終了をもって解散する。 

７ 教員の採用等の選考は，教員選考委員会の議及び面接結果に基づき，校長が行う。 

８ 欠員補充の採用等（学科等からの昇任及び学科等間で昇任を伴わない異動は除く。） は，原

則として公募によるものとする。 

９ 学科主任は，公募にあたっては，公募官職，専門分野，担当科目及び資格条件の設定 

  を行い，教員選考委員会の承認を受けなければならない。 

10  公募に必要な書類は，次に掲げるものとする。 

 (1)  履歴書（所定様式）（写真貼付） 

 (2)  著書・論文等一覧（第１号様式） 

 (3)  著書・論文等の概要（第２号様式，主要なもの５編以内） 

 (4)  主要著書・論文の別刷（(3)に掲げたもの，複製可） 

 (5)  教育，学生指導の実績（企業からの採用者の場合は，社内教育等の実績） 

 (6)  高等専門学校における教育，研究，学生指導等に関する抱負（２，０００字以内） 

 (7)  推薦状 

 (8)  その他必要とする書類 

11  公募の方法は，インターネット（国立情報学研究所「研究者公募情報」）によるほか， 関連
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高等教育機関，企業及び学会誌等への依頼により行うものとする。 

12  学科等からの昇任及び学科等間で昇任を伴わない異動をさせる場合は，教員選考個人  調書

（第３号様式）及び１０(2)，(3)を提出させるものとする。 

13  教員選考委員会及び公募に関する事務は，選考の対象となる学科等の主任の協力を得 て庶務

課人事係において処理する。 

    附 記 

  この裁定は，平成１３年７月１日から適用する。 

（出典 庶務課文書） 

 

資料３－２－①－２ 

釧路工業高等専門学校教員選考基準 

                                                 平成１６年１１月２２日 

                           校長裁定 

第１．目的 

 この基準は，「釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて」（平成１３年９月 

１０日校長裁定）（以下「選考手続き」という。）第７項に定める教員選考に際し，必要な評価項

目その他の基準を定めることを目的とする。 

第２．選考の透明性，客観性 

 教員選考の透明性を図るため，公募に当たってはこの基準を明らかにして行うとともに，この基

準に則った選考の過程を記録，保存（別紙様式）することにより説明責任を果たすとともに，その

客観性の保持を図るものである。  

第３．評価基準の適用 

 １．選考は，第４に定める評価項目による５段階の客観的評価に基づくものとする。各評価項目

は，補充しようとする教員の職務内容，職位等を勘案し，その都度適切な重みづけ（係数）を付し

て適用する。 

  ２．各評価項目には，それぞれ具体的な「評価の観点例」を定めるものとする。 

第４．評価項目 

 １．教育能力 

  （１）「担当授業科目」に関して広く知識を有し，教育する能力を有すること。また，時代の

要請により変化するカリキュラムへの対応も可能とする柔軟な思考力に基づき企画，実行す

る能力を有すること。   

    （２）学生の学習への思いやりや授業のスキル改善に対し熱意をもっていること。 

     〔評価の観点例〕 

        ①担当授業科目に関連し作成した教科書・教材等 

    ②担当授業科目に関連した教育法・教授法の改善等に関する論文・研究発表等 

    ③他の教育機関における教員としての経験 

④高専における担当科目についての授業計画・内容についての構想 

    ⑤大学等における非常勤講師・助手又はTA等としての経験 

    ⑥高専の設置目的・現状等に対する理解 



釧路工業高等専門学校 基準３ 
 

 -69-

    ⑦企業等における教育経験 

    ⑧企業等との連携による高専や大学での技術者教育への参画 

    ⑨教育関係の表彰や受賞 

    ⑩教育関係ＦＤへの参画や参加 

    ⑪教育関係学協会（日本工学教育協会など）への参加 

        ⑫学内の教育関係委員会等での経験，特に努力したこと 

        ⑬補講・補習等への参画 

    ⑭その他必要な事項 

 ２．研究能力 

    （１）教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究を行っていること。 

（２）研究成果の社会への還元及び社会との共同研究等の場への学生の参加を通じて研究指導

を行う能力を有していること。 

     〔評価の観点例〕 

        ①査読付き論文 

    ②その他の学術論文・誌上発表等 

    ③著書 

    ④学会発表，学会活動 

⑤今後の研究計画・展望 

⑥科学研究費補助金その他研究助成等の採択・申請状況 

⑦研究関連の表彰や受賞 

⑧特許の取得 

⑨卒業研究・特別研究の学会等での発表 

⑩地域社会や企業等との共同研究，技術相談等への取組 

        ⑪その他必要な事項 

 ３．学生指導能力 

      学級担任，クラブ活動指導及び寮における生活指導などの学生指導に熱意があり，これら指

導上の能力を有していること。 

     〔評価の観点例〕 

       ①教育機関又は社会における青少年指導の実績 

    ②自身のクラブ活動・ボランティア活動等の実績や体験 

    ③カウンセリング技法・青年心理学等の履修又は講習等への参加 

    ④学内の学生指導関係委員会の経験，特に努力したこと 

       ⑤学生指導に当たって特に努力したこと 

    ⑥その他必要な事項 

  ４．学校運営・社会貢献能力 

    （１）高等専門学校の歴史的経緯や取り巻く環境を知り，社会の変化や教育に関する国民のニ

ーズ等に対応して，教育・研究以外の学校運営に関する業務に積極的に取り組む姿勢を有し

ていること。 

    （２）地域社会又は学協会の行事等にも積極的に貢献できる教養・人格・品格・エネルギー等
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を備えていること。 

    〔評価の観点例〕 

     （学校運営） 

①社会の動きや最新の技術動向に対する関心 

②高専制度に関する理解度 

③高専や大学，企業等における管理職の経験 

④高専や大学，企業等における広報活動の経験 

⑤主事・主事補等の経験，特に努力したこと 

⑥その他必要な事項 

     （社会貢献） 

①地域社会における審議会・委員会委員等の経験 

②地域社会における行事の企画や運営 

③学会活動の内容 

④海外技術協力への参加 

⑤その他必要な事項 

第５ その他の望ましい能力・条件等 

  第４による客観的な評価には，以下の「その他望ましい能力・条件等」を加算することができ

る。 

  １．企業経験を有し，産業界のニーズを教育に反映させる識見や能力を有していること。 

    〔評価の観点例〕 

①企業における研究・開発・設計等の実務経験 

②社内教育への参画 

③学協会会員の経験 

④高専や大学との共同研究等の産学連携の経験 

⑤高専や大学における非常勤講師等の経験 

  ２．十分な国際性をもっており，国際的に通用する技術者の育成ができること。 

    〔評価の観点例〕 

①海外企業の技術者との連携の経験 

②JAICA等への協力の経験 

③国際的な技術者教育認定，国際的な技術者資格に関する関心と知識 

  ３．技術士などの資格を有していること。 

    〔評価の観点例〕 

技術士，PE，CEなどの資格 

第６ 学内昇任人事に関する準用 

 この基準は，「選考手続き」第８の括弧書きにある公募によらない選考の場合においても準用さ

れる。 

附則 この基準は，平成１６年１１月２２日から施行する。 

（出典 庶務課文書） 

（資料３－２－①－１）では，校長による教員選考委員会の設置を定め，また採用等は原則的に公

募によることを明記している。教員選考委員会設置状況を資料に示す（資料３－２－①－３）。 
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資料３－２－①－３ 

教員選考委員会設置状況調べ  

   

   

委員会等名 設置年月日 発令予定日 

一般教科（助教授）採用 １５．２．６ １６．４．１

電気工学科（教授）採用 １５．２．６ １６．４．１

電気工学科（助教授）採用 １５．２．６ １６．４．１

電子工学科（助手）採用 １５．２．６ １６．４．１

建築工学科（助教授）採用 １５．２．６ １６．４．１

一般教科（助教授）昇任（５件） １５．２．２０ １５．４．１

機械工学科（助教授）昇任 １５．２．２０ １５．４．１

情報工学科（助教授）昇任 １５．２．２０ １５．４．１

一般教科（教授又は助教授）採用 １５．８．１１ １６．４．１

機械工学科（助教授）採用 １６．１．１６ １６．４．１

電子工学科（助教授）昇任 １６．２．９ １６．４．１

一般教科（教授）昇任 １６．２．２６ １６．４．１

電子工学科（助教授）採用 １６．７．１２ １６．４．１

機械工学科（助手）採用 １７．３．１ １６．10．１

電気工学科（助教授）昇任 １７．３．１ １７．４．１

電子工学科（教授）昇任 １７．３．１ １７．４．１

電子工学科（教授）昇任 １７．３．１ １７．４．１

情報工学科（教授）採用 １７．３．１ １６．10．１

電気工学科（助教授）採用 １７．６．１６ １７．４．１

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 

選考は，次のとおり行われる。以下，採用の実例を資料で示す（資料３－２－①－４，３－２－①

－５，３－２－①－６）。選考委員会では，候補者の提出資料に基づき，設置基準に対する候補者の

該当性に関する審査を経て，候補者の①教育能力②研究能力③学生指導能力④学校運営・社会貢献能

力を比較検討し，また，その他の望ましい能力・条件等の項目により総合的に判断し，さらに最終段

階では面接によって確認し，決定するというプロセスにより，適切な選考が行われる。選考委員が候

補者の能力評価を行うため用いる様式も併せて資料として示す（資料３－２－①－７）。 
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資料３－２－①－４ 

        

        

（出典 電子工学科教員選考委員会配布資料） 

 

資料３－２－①－５ 

公募文書（実際の例） 

                                                                     釧高専庶第１８６号 

                                                                    平成１６年７月２０日 

     各関係機関の長 殿 

                                                    釧路工業高等専門学校長 

                                                           木 谷    勝 「公印省略」 

教員の公募について（依頼） 

 謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

    さて，このたび本校では下記の要領で教員を公募することになりました。 

    つきましては，ご多用中のところ恐縮ですが，貴機関関係者へご周知くださいますとともに，

適任者 のご推薦についてよろしくお願い申し上げます。                                    

                                          記 

  １．公募人員  助教授 １名 

  ２．所    属    電子工学科 

  ３．専門分野    情報通信・無線通信システム関連分野 

  ４．担当科目    無線通信工学，電子回路実験，プログラム演習 

                      （専攻科）ﾈｯﾄﾜｰｸ工学特論，特別研究，実験・実習・ｾﾞﾐﾅｰﾙ等 
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  ５．応募資格    以下の条件をすべて満たす方 

①博士の学位を有する方，または本年度内に取得見込みの方 

                      ②高等専門学校の教育・研究，学生指導に理解と熱意を持つ方 

                      ③年齢３０歳前後の方 

  ６．採用予定時期    平成１７年４月１日 

  ７．選考方法  第一次選考：書類審査  平成１６年１１月１５日（予定） 

                 第二次選考：面接審査（第一次選考合格者）  平成１６年１１月２６日（予定） 

                 最終選考：決定                      平成１６年１１月２９日（予定） 

                         ※面接に伴う旅費等は，応募者の負担となります。 

  ８．提出書類    ①履歴書「写真貼付」（所定様式） 

                  ②著書・論文等一覧（第１号様式）（所定様式）  

                 ③著書・論文等の概要 （第２号様式，主要なもの５編以内）（所定様式） 

                  ④主要著書・論文等の別刷（③にあげたもの，複写可） 

                  ⑤「高等専門学校における教育，研究，学生指導等」に関する抱負をまとめた 

                   もの(2000字以内） 

                  ⑥推薦状（自薦の場合は，本人に関する所見を求め得る方１名を明記） 

  ９．応募期限    平成１６年１０月２９日（金）必着 

１０．提出先    〒084-0916 釧路市大楽毛西２丁目３２番１号  

                釧路工業高等専門学校 庶務課人事係(℡ 0154-57-7205  ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

        郵送の場合は「簡易書留」とし，封筒に「電子工学科教員公募」と明記して下さい。 

        ※原則として提出された書類は返却いたしませんが，返却を希望される場合は，返信用封

筒を同封して下さい。 

１１．問合わせ先    釧路工業高等専門学校 電子工学科主任 坂 田   篤 

                      E-mail：sakata@kushiro-ct.ac.jp 

                      ℡ ０１５４－５７－７３３２ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

１２．その他    ※カリキュラム等の詳細については，本校ホームページ                         

(http://www.kushiro-ct.ac.jp/)をご覧下さい。                             

※提出書類中の①，②，③の様式は，本校ホームページからダウンロー

ドにより使用可能です。                                        

（出典 関係大学・高専・研究機関・企業向け公文書） 

 

資料３－２－①－６ 

第５回電子工学科教員選考委員会議事録 

 ○日  時  平成１７年１月２８日（金） １６：３６～１７：１０ 

  ○場  所    会議室 

  ○出席者    校長，教務主事，寮務主事，坂田電子工学科主任， 

        事務部長，神谷教授（情報工学科）  

                                        （ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：人事係長） 

  校長より開会宣言がなされた後，１月２７日（木）に行われた面接結果について報告する旨が述
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べらた。 

（坂田主任報告） 

○○： 

・学生の時，クラッシックギターのクラブのマネージャーを経験している。明るい人柄だと感じ

た。物事もプラス思考で考えられるのではないかと思う。 

・電子工学科の課程を修了し，教育の能力としては，○○大学で非常勤講師として従事し，現在は

○○大学で助手として光工学のマスターを教えている実績がある。 

・研究能力としても十分な能力がある。 

・学生指導能力としては，学生に対してやさしさと厳しさを持って接している。 

・クラブ活動や担任について，積極的な姿勢を示していた。 

・社会貢献についても，子供への教育についての考え方を持っていた。 

・国際性を持っている。 

・専門性について，電子回路の基礎及び実験・実習も修得され，実験・実習の教育実績もある。 

以上から，電子工学科において十分な教育をできる資質を有している。 

○○○○： 

・教育能力としてコーチトレーニングやＴ・Ａの実績あるが，実績としては少し足りない。 

・研究能力では，共同研究等で頑張っており○○○○と甲乙付けがたい。 

・学生指導能力は，研究しながら教育もしていきたいと考えており○○○○と大差ない。 

・社会貢献につては，資質があり，甲乙付けがたい。 

・専門性については，○○○○と比較して足りない。 

（教務主事報告） 

○○○○： 

・電子工学科が求めている担当科目は判断できないが，印象として○○○○は人当たりがよい。話

をそらさないで適格に答えていたし，人間性も温厚で好印象を受けた。学生に人気がよいのでは

ないか。抱負で述べているとおりの印象を受けた。 

・配偶者は勤務しているが○月退職予定で，父親が○○市と縁の深い人であり，○○○○に勤務上

の心配はないようである。 

○○○○： 

・先生の資質としては申し分ない。 

・担当科目が多少弱いかもしれない。 

以上から２人とも甲乙付けがたいが，どちらかと言えば○○○○が適切である。 

（校長） 

○○○○： 

・教育能力は公募書類で把握できた。学生と接してどうかと面接したが，明るくハキハキして印象

は人当たりがよい。学生に好かれるタイプかなと思う。スキル改革の熱意もある。 

・研究能力は，現在執筆中の論文がある。科研はない。 

・地域との共同研究をやっている。地域と連携して指導してくれそうである。 

・学生指導では，学生の時クラブ活動をやっていて，担任及びクラブ活動を一生懸命やるような積

極性がある。 
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・学校運営能力については，「主事補もやります。」という姿勢を持っている。 

・国際性については，学会発表等で研究者との交流がある。 

以上から，○○○○は教員として適切である。 

○○○○： 

・積極性があり，高専に対する理解もある。Ｔ・Ａの経験もある。 

・学生指導についても積極的でコーチングを学んだり教員に対する志向ある。 

・電子工学科の担当科目は，現在自分で勉強している。 

総合的に見ると○○○○を○点としたら，○○○○は○点か○点。結論は○○○○が本校の教員

として適切である。 

 面接結果としては，順位は第１位 ○○○○，第２位○○と判断した。 

 校長より，以上の面接結果報告を踏まえて，各委員へ意見を求めたが特になく，両者の面接結果

の見解でもある第１位の○○○○を候補者とすることで決定することが述べられ，了承された。 

  以上の結果，校長より最終決定として，○○○○を平成○年○月○日付けで電子工学科○○とし

て決定し，同人へ採用内定通知書を通知する旨が述べられた。 

 続いて校長より，本委員会の選考資料として記録・保存するため，各委員は１月２４日開催の第

４回選考委員会（資格審査，面接候補者の決定）において，○名の応募者について評価項目により

評価した「電子工学科教員選考資料」を，及び１月２７日実施した面接の面接官は，面接の評価に

ついて同資料を別途作成し，同資料を人事係長まで提出するよう，並びに本委員会としての所見の

作成について電子工学科主任である坂田教員へ依頼され，了承された。 

 また，電子工学科坂田主任から電子工学科教員選考資料に評価項目として専門性を追加してほし

い旨意見がなされ，了承された。 

以上をもって，第５回電子工学科助教授選考委員会を終了し，同委員会を解散した。 

（出典 電子工学科教員選考委員会議事録） 

 

資料３－２－①－７ 

 

教員選考資料 

   

Ⅰ 選考に関する能力の評価 候補者氏名                 

用いた評価の観点例 評価 
評 価 項 目 

○数字を記入する 

重み付

け １～５ 

１．教育能力                                                                                  

〔評価の観点例〕 

        ①担当授業科目に関連し作成した教科書・教材等 

    ②担当授業科目に関連した教育法・教授法の改善等に関する論文・研究発表等 

    ③他の教育機関における教員としての経験 

        ④高専における担当科目についての授業計画・内容についての構想 

    ⑤大学等における非常勤講師・助手又は TA 等としての経験 

    ⑥高専の設置目的・現状等に対する理解 
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    ⑦企業等における教育経験 

    ⑧企業等との連携による高専や大学での技術者教育への参画 

    ⑨教育関係の表彰や受賞 

    ⑩教育関係ＦＤへの参画や参加 

    ⑪教育関係学協会（日本工学教育協会など）への参加 

        ⑫学内の教育関係委員会等での経験，特に努力したこと 

        ⑬補講・補習等への参画 

    ⑭その他必要な事項 

（１）「担当授業科目」に関して広く知識を有し，教育する能

力を有すること。また，時代の要請により変化するカリキュ

ラムへの対応も可能とする柔軟な思考力に基づき企画，

実行する能力を有すること。 

      

（２）学生の学習への思いやりや授業のスキル改善に対し

熱意をもっていること。 

      

２．研究能力                                                                                   

〔評価の観点例〕 

        ①査読付き論文 

    ②その他の学術論文・誌上発表等 

    ③著書 

    ④学会発表，学会活動 

        ⑤今後の研究計画・展望 

        ⑥科学研究費補助金その他研究助成等の採択・申請状況 

        ⑦研究関連の表彰や受賞 

        ⑧特許の取得 

        ⑨卒業研究・特別研究の学会等での発表 

        ⑩地域社会や企業等との共同研究，技術相談等への取組 

        ⑪その他必要な事項 

（１）教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研

究を行っていること。 

      

（２）研究成果の社会への還元及び社会との共同研究等

の場への学生の参加を通じて研究指導を行う能力を有し

ていること。 

      

      

評 価 項 目 
用いた評価の観点例 

重み付
評価 
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○数字を記入する 

け 
１～５ 

３．学生指導能力                                                                              

〔評価の観点例〕 

       ①教育機関又は社会における青少年指導の実績 

    ②自身のクラブ活動・ボランティア活動等の実績や体験 

    ③カウンセリング技法・青年心理学等の履修又は講習等への参加 

    ④学内の学生指導関係委員会の経験，特に努力したこと 

       ⑤学生指導に当たって特に努力したこと 

    ⑥その他必要な事項 

学級担任，クラブ活動指導及び寮における生活指導など

の学生指導に熱意があり，これら指導上の能力を有して

いること。 

      

４．学校運営・社会貢献能力                                                                      

〔評価の観点例〕 

     （学校運営） 

       ①社会の動きや最新の技術動向に対する関心 

       ③高専や大学，企業等における管理職の経験 

       ④高専や大学，企業等における広報活動の経験 

       ⑤主事・主事補等の経験，特に努力したこと 

       ⑥その他必要な事項 

     （社会貢献） 

       ①地域社会における審議会・委員会委員等の経験 

       ②地域社会における行事の企画や運営 

       ③学会活動の内容 

       ④海外技術協力への参加 

       ⑤その他必要な事項 

（１）高等専門学校の歴史的経緯や取り巻く環境を知り，

社会の変化や教育に関する国民のニーズ等に対応して，

教育・研究以外の学校運営に関する業務に積極的に取り

組む姿勢を有していること。 

      

（２）地域社会又は学協会の行事等にも積極的に貢献でき

る教養・人格・品格・エネルギー等を備えていること。       

  計   

Ⅱ その他の望ましい能力・条件等       

用いた評価の観点例 評価 
評 価 項 目 

○数字を記入する 

重み付

け １～５ 
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１．企業経験を有し，産業界のニーズを教育に反映させる

識見や能力を有していること。                         

〔評価の観点例〕 

       ①企業における研究・開発・設計等の実務経験 

       ②社内教育への参画 

       ③学協会会員の経験 

       ④高専や大学との共同研究等の産学連携の経

験 

       ⑤高専や大学における非常勤講師等の経験 

      ⑥その他必要な事項 

      

２．十分な国際性をもっており，国際的に通用する技術者

の育成ができること。                                

〔評価の観点例〕 

       ①海外企業の技術者との連携の経験 

       ②JICA 等への協力の経験 

       ③国際的な技術者教育認定，国際的な技術者資

格に    関す      

      

      る関心と知識       

    ④その他必要な事項       

３．技術士などの資格を有していること。             

〔評価の観点例〕 

   技術士，PE，CE などの資格 

      

※「用いた評価の観点例」欄  その他必要な事項の場合は，必要な事項を記入するこ

と。 
総計   

    

    

    

 
選考年月日 ： 平成   年   

月   日 

   

 委員氏名 

（出典 別紙教員選考で実際に用いられている様式） 
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新採用の場合とは異なり，現職教員の昇任人事は，公募によらないことが通例である。しかし，こ

の場合でも選考の手順は新採用の場合と同様の能力評価を行うとともに，候補者自身が作成する能力

に関する自己評価等の資料による選考（資料３－２－①－８），既に昇任している教員との能力比較

を行う（資料３－２－①－９）などにより選考の客観性・透明性を確保している。 

 

資料３－２－①－８ 

昇任候補者自身が作成する能力に関する自己評価資料 
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（出典 教員選考で実際に用いられている様式） 
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資料３－２－①－９ 

既昇任他教員との能力比較を示す資料 

 

第１回電子工学科教員（教授）選考委員会 

      日  時  平成１７年３月２日（水） １４：４０～  

      場  所    小会議室 

    （議 題） 

        １．候補者の選考協議について 

        ２．その他 

   （配布資料）                                                              

       ●教員選考委員会の設置について                              資料１ 

       ●高等専門学校設置基準（教員の資格）                        資料２ 

       ●教員選考個人調書                                            資料３ 

       ●著書・論文等一覧                                            資料４ 

       ●著書・論文等の概要                                          資料５ 

       ●釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて（校長裁定）  資料６ 

       ●釧路工業高等専門学校教員選考基準              資料７ 

       ●他教員の教授昇任時の選考資料    資料８ 

       ●電子工学科教員選考資料                    

       ●教員選考資料（候補者作成用）                 

（出典 電子工学科教授昇任選考委員会レジュメ） 

非常勤講師の採用に関しては，以下の校長裁定によっている。ここでは，設置基準上の講師の資格を

有しているかどうかの判定の他，本校の教育目標に沿った教育指導能力の判定を校長が行うこととな

っており，システムとして機能している（資料３－２－①－１０）。 

資料３－２－①－１０ 

釧路工業高等専門学校非常勤講師任用に関する申し合わせ 

                                                         平成１５．11．25  

                                                         校長裁定 

 （趣旨） 

 １ 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）における非常勤講師の任用については，教

育効果の向上と人事管理等の適切な運用を行うため，この申し合わせによるものとする。 

  （任用範囲） 

  ２ 非常勤講師の任用にあたっては，依頼担当科目について学科等内での関連性・効率性等の要

素を十分に検討考慮した上で，担当できる適任者がいない等，真にやむを得ない理由により必

要と認められる場合に限るものとする。 

  （任用基準） 

  ３ 非常勤講師は，優れた識見を持ち，本校の教育目標及び方針に添った教育指導のできる者

で，次の各号に該当するものとする。 
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  （１）高等専門学校設置基準（昭和３６年８月３０日文部省令第２３号）に定められた教員の資

格（講師の資格以上）を有すること。 

  （２）年齢７０歳未満（各年度の４月１日現在）であること。 

  （３）心身ともに健全であること。 

  （任用方法）   

  ４ 任用は選考により行う。 

  （１）選考は，年度授業計画に基づき提出された任用候補者名簿の中から，校長が行う。 

  （２）任用候補者名簿は，教務主事が学科等主任の協力を得て作成するものとする。  

  （選考書類） 

  ５ 選考に必要な書類は，次に掲げるものとする。 

  （１）非常勤講師選考個人調書 

  （２）著書・論文等一覧 

  （３）その他必要と認める書類 

  （特例） 

  ６ 特別な事情により，この申し合わせにより難い場合は，校長は別段の取扱いをすることがで

きる。 

 （事務） 

  ６ 事務は，庶務課人事係で処理する。 

    附記 

  この裁定は，平成１５年11月25日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。 

（出典 庶務課文書） 

（分析結果とその根拠理由）  

 専任教員の採用，現職教員の昇格等に関する規程が校長裁定により定められ，教員選考委員会が，

①教育能力②研究能力③学生指導能力④学校運営・社会貢献能力に区分された評価項目に従い選考し

ており，適切な運用が行われている。また，これらの過程はすべて記録として保管され客観性・透明

性の確保を図っている。非常勤講師の任用についても規程が整備され，システムとして機能している。 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況）  

本観点は，教員の採用及び昇格等に関するものであり，本校では，教員の教育活動に関する評価

は，教員自身の資質向上と学校全体としての教育力の向上を目的としている。このため，これを実

施する体制等については，基準９に記述する。ただし，本校では，毎年，教員の勤務評定が実施さ

れている。文部科学省通知に基づき校長の責任と権限のもとで法人化の後も実施され，評価要素と

して「責任」「知識」「教授」「研究」「指導」があり総合評価が行われる。その結果は，昇給，

昇格，ボーナスの査定などに反映される。校長は，勤務評定に際し，学生による授業評価と教員に

よる改善レポートの提出，予算配分におけるポイント制の申告，教員顕彰における自己申告などを

総合的に判断しており，また，評定要素には教育に関することも含まれていることから，この意味

では校長が本観点における実施体制ということができる（資料３－２－②-１）。 
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資料３－２－②-１ 

教員の勤務評定 

 

 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準３ 
 

 -85-

 

（出典 勤務評定で実際に用いられている様式） 

（分析結果とその根拠理由）  

  観点に係る教育活動の評価は，勤務評定として校長により実施されている。 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

教育課程の展開をサポートする事務組織及び技術職員による組織構成は，次のとおりである 
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（資料３－３－①-１）。 

資料３－３－①-１

事務組織及び技術職員の組織構成掲載箇所 

                            （出典 別添学校要覧４頁，５頁） 

事務組織は，３２名の職員で構成され，このうち，教育課程に関わる事務を直接行うのは学生課で

ある。全員が試験合格者であり，司書は１名配置されている（資料３－３－①－２）。 

資料３－３－①－２ 

教育課程の展開に直接関わる事務組織の（学生課及び庶務課情報資料係）事務分掌 

 ＊各係の人数を（ ）書きで加えた。 

（学生課）（課長１名） 

 （専門員（進路指導・インターンシップ担当））（１名） 

第 20 条 専門員は，次の事務を分掌する。 

 (1) 学生の就職先開拓及び就職指導に関すること。 

 (2) 進学希望学生への指導に関すること。 

 (3) インターンシップに関すること。 

(4) その他進路指導に係る事務の企画，調査及び連絡調整に関すること。 

 （学生係）（３名） 

第 21 条 学生係においては，次の事務を分掌する。 

(12) 学生の課外活動に関すること。 

(13) 学生及び学生団体の指導に関すること。 

(14) 学生の掲示，集会及び印刷物に関すること。 

(15) 奨学生及び奨学金に関すること。 

(16) 授業料，入学料及び寄宿料の減免猶予に関すること。 

(17) 学生の福利施設の管理運営に関すること。 

(18) 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

(19) 学生旅客割引証及び通学証明書に関すること。 

(20) 日本スポーツ振興センター及び学生傷害保険に関すること。 

(21) 学生の賞罰に関すること。 

(22) その他他の係に属しない学生課所掌事務を処理すること。 

 （教務係）（４名） 

第 22 条 教務係においては，次の事務を分掌する。 

 (1) 入学者選抜に関すること。 

(16) 修学指導に関すること。 

(17) 教育課程に関すること。 

(18) 学生の入学，進級及び卒業に関すること。 

(19) 学生の休学，復学，転科，転学及び退学に関すること。 

(20) 授業及び試験に関すること。 

(21) 学生の成績，欠席及び欠課等に関すること。 

(22) ＪＡＢＥＥに関すること。 
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(23) 教科書及び教材に関すること。 

(24) 学生指導要録の記録及び保管等学籍に関すること。 

(25) 学生の諸証明に関すること。 

(26) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。 

(27) 学生の海外語学研修に関すること。 

(28) 教務事務システムに関すること。 

(29) その他教務に関する事務を処理すること。 

 （寮務係）（２名） 

第 23 条 寮務係においては，次の事務を分掌する。 

(10) 学寮の管理及び運営に関すること。 

(11) 学生の入寮及び退寮に関すること。 

(12) 寮生の給食及び栄養管理に関すること。 

(13) 寮費に関すること。 

(14) 寮生の福利厚生に関すること。 

(15) 寮生の健康管理に関すること。 

(16) 学寮宿日直勤務に関すること。 

(17) 外国人留学生に関すること。 

(18) その他学寮に関する事務を処理すること。 

（庶務課）  

 （情報資料係）（３名，うち１名は司書） 

第 15 条 情報資料係においては，次の事務を分掌する。 

（１） 情報資料の収集及び整備に関すること。 

（２） 情報資料の受入れ及び保管に関すること。 

（３）利用者に対する閲覧，貸出及び参考業務等のサービスに関すること。 

（４） 情報資料の目録データベースの利用者への提供及び維持管理に関すること。 

（５） 学外機関との相互貸借業務に関すること。 

（６） その他図書館運営に関すること。 

（７） 研究紀要の発行に関すること。 

（８） 情報公開に関すること。 

（９） 広報の方策に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程） 

技術職員は１２名配置され，以下の規程により技術室に組織されている（資料３－３－①－３）。 

資料３－３－①－３ 

（目的） 

第１条 この規程は，釧路工業高等専門学校の技術に関する専門的業務を円滑かつ効果的に処理する

とともに，技術職員（技術室所属職員に限る。以下同じ。）の能力及び資質等の向上を図り，もつ

て教育研究支援体制の充実に資することを目的とする。 

（技術室） 

第２条 前条の目的を達成するため，事務部に技術室を置き，技術職員並びに第３条に規程する技術
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専門員及び技術専門職員をもつて組織する。 

２ 技術室に専門分野ごとに，次に掲げる系を置き，教育研究支援のための技術開発及び技術業務並

びに学生の技術指導等に関する業務を処理させる。 

一 物理学・化学系 

二 機械工学系 

三 電気工学系 

四 電子工学系 

五 情報工学系 

六 建築学系 

３ 前項に定める業務のほか技術室に，次に掲げる業務を処理させる。 

一 技術室の業務計画の策定等に関すること。 

二 技術研修（一般・専門），技術発表会及び技術講演会等の企画・実施等に関すること。 

三 技術資料の作成，保管及び提供等に関すること。 

四 各学科等の共通機器等の保守・管理に関すること。 

五 その他技術室の技術分野に関し必要なこと。 

（職の設置） 

第３条 技術室に，「独立行政法人国立高等専門学校機構における技術専門員及び技術専門職員の配

置等の取扱について（独立行政法人国立高等専門学校機構理事長裁定）」に定めるところにより，

技術専門員及び技術専門職員を置く。 

（技術専門員） 

第４条 技術専門員は，極めて高度の専門的な技術を有し，その技術に基づき，教育研究の支援のた

めの技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術

研修に関する企画及び連絡調整を行う。 

２ 技術専門員は，次の各号の一に該当する者のうちから選考するものとする。 

一 職務に関連する技術系の国家資格試験（大卒程度以上）に合格した者 

二 特許取得等の独創的な技術開発を行つた者 

三 学会賞等を受賞した者 

四 科学研究費補助金等の公募採択型の各種助成金を受けた者 

五 修士以上の学位を有する者 

六 学会等において職務に関連する論文発表等を行つた者 

七 職務に関連する著作を発表した者 

八 技術職員研修会等において講師の経験を有する者 

（技術専門職員） 

第５条 技術専門職員は，高度の専門的な技術を有し，その技術に基づき，教育研究の支援のための

技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修

に関する調査研究を行う。 

２ 技術専門職員は，次の各号の一に該当する者のうちから選考するものとする。 

一 前条第２項各号に該当する者 

二 職務に関連する技術系の国家資格試験に合格した者（前条第２項第１号に該当する者を除 
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く。） 

三 技術発表会等において職務に関連する技術発表等を行つた者 

四 技術職員研修会等の研修を修了した者 

（技術室長及び技術室次長） 

第６条 技術室に技術室長及び技術室次長を置く。 

２ 技術室長は，技術室における所管業務を総括する。 

３ 技術室次長は，技術室長を補佐する。 

４ 技術室長及び技術室次長は，技術専門員又は技術専門職員をもつて充てる。 

（出典 釧路工業高等専門学校技術職員の組織等に関する規程）

 

技術職員は，以下の資料で示すとおり（資料３－２－①－４）実験・実習，創造工学，卒業研究等

の授業を直接サポートしている他，ネットワークの運用・管理にも当たっている。 

資料３－３－①－４ 

           技術室業務予定表（次頁） 

（出典 技術室作成資料） 
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資料３－３－①－４ 

 

（出典 別紙技術室作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

必要な能力を持った事務職員，技術職員が適切な数で組織的に配置され十分機能している。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教員組織の活動をより活発化するための取組として，高専機構の実施する教員顕彰を活用し，文部

科学大臣賞を受賞するなどの成果を上げている。 

（改善を要する点）  

特になし。 

（３）基準３の自己評価の概要 

  一般科目担当教員，専門科目担当教員ともに設置基準を十分に上回る数が配置されている。主要

な一般科目は専任教員が担当し，一部科目で非常勤講師に依存している面もあるが，依存率の適正

化に関する中期計画を定め実現を図っている。専門科目では，ほぼすべての科目を専任教員が担当

し，実験・実習科目，卒業研究等では教員の補助として助手も指導に当たっている。教員の授業担

当時間数は全体的に多いが，有能な非常勤講師の登用などの工夫も行っている。専攻科教育のため

の単独の組織は置かず，審査を経た全教員により教育に当たっており，すべての科目を専任教員が

担当し自前の教育を行っている。現在，企業経験者等を採用するための公募を行っており，さらに

教員配置の充実を図ろうとしている。 

他学校・民間企業勤務等の多様な経歴を持つ教員が多く配置され，また，女性教員や外国人教員

の確保に関しても中期計画を定め取組んでいる。学位取得の状況は十分とはいえないが，教員の努

力や学校の支援策により十分に改善可能である。高専機構の実施する教員顕彰では文部科学大臣賞

を受賞する成果を上げ，また，学校独自の表彰制度も設けて活動の活発化を図っている。教員の年

齢構成に配慮された採用の仕組みが整備され，その結果，均衡のとれた組織構成となっている。 

教員の採用，昇格等の規定が校長裁定により定められ，教育能力，研究能力，学生指導能力，学

校運営・社会貢献能力に区分された各評価項目に従い客観的で透明な選考を行っている。 

また，必要な能力を持った職員で構成される事務組織と技術職員の組織が置かれ，教育活動を支

援している。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の目的，教育理念，教育目標及び学習目標等を踏まえ，以下のとおり関係する委員会等にお 

ける議論を経て各段階でのアドミッション・ポリシーを明確に定めている（資料４－１－①－１）。 

 

資料４－１－①－１ 

準学士課程入学者選抜－釧路高専が求める人の姿－の掲載箇所 

 

                        （出典 別添中学生向けパンフレット） 

アドミッション・ポリシーの必要性に鑑み，入試広報としての観点を踏まえた検討がなされるよ

う，広報委員会と連携したWGの設置が入試委員会において決定された（資料４－１－①－２）。 
 

                              （資料４－１－①－２） 

７ 入試広報の在り方について 

  ・広報委員との連携（アドミッション・ポリシーの検討等） 

    委員長から，広報委員会と連携をとり入試広報の在り方について具体的に検討して 

いくためWGを立ち上げたいこと，また，メンバーを広報委員会から加藤(岳)先生・草 

苅先生，入試委員会からは同じく加藤(岳)先生・松崎先生，入試委員ではないが千田 

先生にお願いしたい旨発言があり，審議の結果，了承された。 

 ついては，このWGで早急にアドミッション・ポリシーを作成し，今年度作成予定の 

入試関係広報物に掲載したいことや，今後の入試広報物の大幅な内容検討等を継続的 

に行っていただきたい旨要望があった。 

              （出典 平成１６年５月３１日入試委員会議事概要） 
 

この後，同WGにおいて検討を重ね，アドミッション・ポリシー及び学科ごとの“求める人材像”

の案が策定され，運営会議において審議・了承されている（資料４－１－①－３，４－１－①－４，

４－１－①－５）。 

 

                              （資料４－１－①－３） 

３ 本科及び各学科のアドミッションポリシーについて 

  校長から，以下の作成経過とともに資料４に基づき本校のアドミッションポリシーにつ 

いて提案があり，了承された。また，このアドミッションポリシーは本年度作成の入試広 

報に掲載することとした。 

 ・ 入試広報の在り方について検討するため，入試委員会と広報委員会が連携し，６月 

  １日にWG(加藤岳，草苅，松崎，千田の４名)を設置した。当面，アドミッションポリ 

シーの作成が急務との認識から，約１週間で本科アドミッションポリシー（案）を作 
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成し，併せて各学科に検討を依頼した結果が，学科アドミッションポリシー(案)であ 

   る。 

  ・ 作成に当たっては，1)表現を簡潔かつ平易にし，高専の要求を強調しないこと。2) 

教育目標等に整合していること。3)一度に多くを語らず，項目の数を抑えること。を 

基本方針とした。 

 

  なお，入試広報の在り方検討WGは引き続き入試広報物の内容見直しを行うこと，アドミ 

ッションポリシーを入学者選抜の具体的な方法にどのように反映させるかが今後の検討課 

題であることが併せて述べられた。 

                 （出典 平成１６年６月２８日運営会議議事概要） 

 

資料４－１－①－４ 

   編入学生募集のアドミッションポリシーの掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

   

（出典 本校ウェブサイト） 

 

料４－１－①－５ 

    専攻科のアドミッションポリシーの掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

 

（出典 本校ウェブサイト） 

 

ＪＡＢＥＥ受審に係る様々な懸案事項の検討を進めるための小委員会設置が運営会議において決定

され（資料４－１－①－６），８つの小委員会の設置並びに各小委員会への付託事項が教員会議にお

いて示され，審議・了承された（資料４－１－①－７）。 
 

                                資料４－１－①－６ 

２ 教育改善のためのスパイラルアップシステムの構築について 

  校長から，標記の件について資料３に基づき提案があり，JABEE準備WGによる自己評価に 

 より抽出された課題に対し，「課題ごとに問題解決の方策を立案するための小委員会」を 

必要数設置することとなった。この小委員会組織は，全教職員の参加意識と問題解決の効 

率性を図るという意味があり，また小委員会の立案する方策を実現する過程と今後計画さ 

れる「評価委員会」や「学習・教育レビュー室」等と相まって，全体として本校のPDCAサ 

イクルを構成する重要な要素となる旨の説明があった。 

 なお，最初にJABEE準備WGメンバーを中心とする第１小委員会を立ち上げ，第２小委員会 

以下の各小委員会のミッションや設置数等について早急に検討することとした。 

                 （出典 平成１６年６月２８日運営会議議事概要） 
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                                資料４－１－①－７ 

議題：JABEE認定に向けての小委員会活動について 

   校長から，今回の教官会議について以下のとおり説明があった。 

  教育機関は，その使命を達成するため｢教育方法の不断の改善｣を図る必要があり，JABEE 

 や認証評価への取組はそのための格好の契機である。特に平成１８年度のJABEE受審は，本 

校の生き残りのため必ずクリアしなければならない戦略的取組であるが，JABEE準備WGが本 

校の教育システムに関してJABEEの評価基準１～６に基づく自己評価を行った結果，多くの 

課題が抽出された。しかし，既存組織・従来手法（委員会→学科→委員会→全学）による 

課題解決を図るだけの時間的余裕がないため，校長直轄の組織として「課題ごとに問題解 

決の方策を立案するための小委員会」（４～５名程度）を必要数設置することが６月運営 

会議で決定され，まずJABEE準備WGのメンバーを中心とする第１小委員会を立ち上げた。 

 第１小委員会で審議の結果，第２小委員会以下の各委員会の任務や設置数を決めた。各 

小委員会が立案した事項については，校長の責任においてそのまま実施することになるの 

で，今回の第１小委員会からの説明・報告を受け，各小委員会委員に適任と思う教員を自 

薦・他薦し，積極的に参画してほしい。 

 続いて，第１小委員会の神谷教授から第１～第８小委員会の期待成果，ガイドライン等 

について資料に基づき説明があり，その後，内容について質疑応答が行われた。主なもの 

は以下のとおり。 

  （質疑応答 略） 

 最後に校長から，第２～第８小委員会（各４～５人）に出来るだけ多くの教員が参加し 

JABEE認定に向けて一致協力の下，作業を進めていくのが理想であり，自分の能力を最大限 

発揮できる小委員会を選んで，多くの自薦・他薦（特に自薦）により，特に若手教員に積 

極的に参画してほしい旨が改めて述べられた。 

 なお，小委員会メンバーの自薦・他薦については，庶務課長から電子メールで教職員に 

案内を出し，８月４日（水）までに質問等も併せて返信してもらうこととし，その結果を 

校長及び第１小委員会で審議の上，各小委員会委員を決定して教職員に通知することとな 

った。 

                 （出典 平成１６年７月２８日教官会議議事概要） 
 

このなかで編入学者選抜及び専攻科入学者選抜に係るアドミッション・ポリシーについては第３小

委員会において検討することとされ，その後８回にわたる小委員会での議論を重ねた結果，編入学者

選抜及び専攻科入学者選抜に係るアドミッション・ポリシーが策定され，教員会議において報告され

ている（資料４－１－①－８）。 

なお，専攻科入学者選抜に係るアドミッション・ポリシーについては，その後の専攻科委員会にお

ける審議の結果，一部修正がなされている（資料４－１－①－９）。 
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資料４－１－①－８ 

議題：JABEE各小委員会活動の結果報告について 

   校長から，今回の教官会議について以下のとおり説明があった。 

  ７月末にJABEE受審に向けた小委員会を立ち上げて以降，担当の先生方にはそれぞれのテ 

ーマに沿って，精力的に活動していただいた。今回の教官会議は，これまで検討してきた 

事項について，各小委員会のキャップから報告・説明してもらい，教員全体の共通理解を 

深めようとするものである。 

 続いて，第２～第８小委員会のキャップから各テーマに沿った内容の検討結果について 

各小委員会作成の資料（各章委員会の検討結果は，その都度HPで公開されており，本教官 

会議での資料はそれらを説明のため要約したもの）に基づき説明があり，その後，質疑応 

答が行われた。主なものは以下のとおり。 

 （質疑応答 略） 

（出典 平成１６年１１月２９日教官会議議事概要） 

 

                                資料４－１－①－９ 

２ アドミッションポリシーについて 

  委員長から，資料３に基づき，本案はJABEE第３小委が作成したものに一部修正を加えた 

 ものであり，先日作成したパンフレットでもすでに使用している旨の説明があった。 

  この後，意見交換が行われ，次のような意見が出された。 

  （意見交換 一部略） 

  ・５）について，「“地域”に貢献」とあるが，釧路地域に限定しているように受け取 

られないか。 → “地域・社会”としてはどうか。 

  これらの意見を踏まえて審議の結果，５）の「地域に貢献する」を「地域・社会に貢献 

する」に修正の上，原案のとおり了承された。 

（出典 平成１７年４月８日専攻科委員会議事概要） 
 

 

次に，本校教職員への周知であるが，本校では各種委員会の議事録をHPへ掲載しており，掲載と同

時に審議事項の概要とともに全教職員へその旨メールにて通知している。また，必要に応じ，教員会

議などでも報告している。さらに，アドミッション・ポリシーが記載されている各種広報物の配付に

より周知がなされている。 

また，将来の学生を含めた社会への公表については，HP及び学生募集要項への掲載はもとより，ア

ドミッション・ポリシーを記載した各種広報物を作成し，近隣の中学校及び高等学校に配付するとと

もに，中学生，保護者及び中学校教諭等を対象とした学校見学会や入試説明会の際にも資料として配

付し，説明を行っている。（資料１－２－②－２ 参照） 

さらに，受入予定の留学生に対しては，入学前の事前面談の際に説明を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では選抜対象ごとのアドミッション・ポリシーが明確に定められており，かつ，HPをはじめ，

学生募集要項や学校案内などの各種広報物に記載しており，これら広報物を近隣の中学校及び高等学
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校に配付するとともに，学校見学会及び入試説明会などの際に資料として配付し，説明を行うなど，

積極的に社会に対して公表している。また，教職員に対しても，各種委員会等の議事録，教員会議及

び各種広報物配付により周知がなされている。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーが明確に定められ，それらが教職員に周知され，将来

の学生を含めた社会に対する公表が十分になされている。 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

  準学士の入学者選抜方法は，推薦選抜及び学力選抜からなり，推薦選抜は定員の４割以内である。 

推薦選抜については，一定の学力を有することを出願資格として明記しており，また，選抜にあ 

たっては，内申点のほか，国・数・理・英に関する各種検定試験合格者に対する優遇措置を設けた 

り，生徒会活動などを重視した面接を行うなど，勉学に対する意欲や向上心及び協調性などを重視 

している（資料４－２－①－１）。 

 

 

資料４－２－①－

１  
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（出典 平成１７年度学生募集要項５・６頁） 

 

 

学力選抜については，中学在学時の数学の評価及び学力検査時の数学の得点をそれぞれ２倍換算

することにより，本校における勉学に対する適性を重視するとともに，中学１・２年時の成績よりも

３年時の成績にウエイトを置いた内申点評価を行うことにで，より直近の勉学意欲や努力が反映され

るよう工夫をしている（資料４－２－①－２）。 
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資料４－２－①－２

 

   
 

                                （出典 学生課資料） 

 

さらに，合格内定者に対して，公立高校の学力試験日に実施する入学説明会への出席を義務づける

いわゆる複数出願方式を採用していることから，本校への入学意思が希薄な学生（公立高校不合格に

よる本校の選択）を極力排除し，より強く本校への入学を希望する学生を選抜することが可能となっ

ている。この方式は管内中学校における進路指導とも連携するものであり，本校は道内高専の中で唯

一の複数出願方式採用校である。本方式の採用が，見かけの競争率の引き上げよりも，よりアドミッ
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ション・ポリシーに沿った学生の受け入れに寄与していると判断している（資料４－２－①－３，４

－２－①－４）。 

資料４－２－①－３

    

（出典 平成１７年度学生募集要項４頁） 

 

資料４－２－①－４

         道立高等学校の学力検査日程の掲載箇所 

    

     
 

    

                  （出典 平成１７年度道立高等学校入学者選抜の手引）
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編入学生の入学者選抜については，選択した専門分野に対する関心の度合いを見極めるため，工業

高校の各専門系を履修した学生に対しては基礎的な専門科目及び英語・数学の試験を課し，高等学校

普通科及び理数科の生徒に対しては，数学・英語・理科の試験を課している。また，この他に編入学

に対する目的意識や勉学意欲などに関する面接も併せて実施している（資料４－２－①－５）。 

資料４－２－①－５

編入学者選抜方法の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

    

（出典 本校ウェブサイト） 

  

 専攻科の入学者選抜方法は，推薦選抜・学力選抜・社会人特別選抜に分けられている。 

推薦選抜については，出身高等専門学校長の推薦を受けた学生に対して，目的意識や勉学意欲等に

関する面接（専門科目に関する口頭試問を含む）を行い，その結果と推薦書，調査書及び健康診断書

の内容を総合的に判断して合否を決定している（資料４－２－①－６）。 

資料４－２－①－６

            専攻科の入学者選抜方法の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

 

（出典 本校ウェブサイト） 

 

 学力選抜については，各専門分野に係る専門科目，数学及び英語の試験を課し，技術・科学に関す

る素養や基本的な教養を見極めるとともに，目的意識や勉学意欲などに関する面接も併せて実施して

いる（資料４－２－①－７）。 

資料４－２－①－７

        専攻科の入学者選抜方法の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

（出典 本校ウェブサイト）

 

また，専攻科のアドミッション・ポリシーに沿った多様な人材を受け入れることができるよう，企

業等の在職期間が１年以上ある者を対象に面接等により選抜を行う社会人特別選抜を平成１７年度入

学者選抜から導入したが，出願者はいなかった（資料４－２－①－８）。 

 

資料４－２－①－８

       専攻科の入学者選抜方法の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

 

 

（出典 本校ウェブサイト）

なお，各選抜の実施状況は次のとおり（資料４－２－①－９，４－２－①－10，４－２－①－11）。 
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資料４－２－①－９

         平成１３～１７年度入学志願者状況 

 

 

                           （出典 別添学校要覧３３頁）

 

資料４－２－①－10

平成１０～１７年度 編入学者選抜学力検査成績一覧表 

（現地での閲覧資料を参照） 

                                （出典 学生課資料） 

 

資料４－２－①－11 

        専攻科生平成１６，１７年度入学志願者状況 

 

                               （出典 学校要覧３３頁） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程，編入学，専攻科の入学者選抜は，各募集要項に明記されているとおり学力選抜のほか

推薦選抜（編入学生選抜を除く）も実施しており，選抜方法を問わず実施している面接等により，基

礎的な学力，目的意識，勉学意欲等を十分見極めるとともに，準学士課程の選抜では傾斜配分や各種

検定試験合格者への優遇措置を設けている。 

従って，アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実際の入学

者選抜が適切に実施されている。 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程において，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れが実際に行われているか 

については，年度当初に前年度の選抜方法について入学生の各種アンケートの集計結果等を入試委員 

会において詳細に検証し，次年度の選抜方法に反映させる方式を採っている。 

例えば，平成１６年度の入試委員会においては，推薦選抜の出願基準，推薦選抜への検定各種試験 

合格者の優遇，中学内申点と学力試験のウエイトの配分について，内申点ウエイト変更によるシミュ 

レーションの実施，各種PR方法などについての検証を行っており，これらの検証を基に，選抜方法の 

見直しが継続的に行われている（資料４－２－②－１，４－２－②－２）。 
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                                （資料４－２－②－１） 

第１回入試委員会議事要録 

 

開催日時  平成１６年４月２８日（水）１６時４０分～１８時００分 

開催場所  会議室 

出 席 者  １９名（欠席者１名） 

 

           （現地での閲覧資料を参照） 

 

 

                                （資料４－２－②－２） 

第２回入学試験委員会議事要録 

 

開催日時  平成１６年５月３１日（月） １５時３５分～１７時２５分 

開催場所  会議室 

出 席 者  ２０名 

 

         （現地での閲覧資料を参照） 

 

 また，推薦選抜の方法が適切なものとなっているかどうかを検証するため，推薦選抜による入学生 

の成績追跡調査（資料４－２－②－３）を継続的に行っており，また，公立高校からの大学進学の状 

況（資料４－２－②－４），入学者のアンケート調査（資料４－２－②－５），高専見学会・体験入 

学のアンケート調査（資料４－２－②－６，４－２－②－７）などあらゆる機会を捉えて受験生の動

向調査を行い，次年度以降の選抜方法の改善に役立てている。 

 

資料４－２－②－３ 

 

推薦選抜による入学生の成績追跡調査 

 

（現地での閲覧資料を参照） 
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資料４－２－②－４

公立高校からの大学進学の状況（釧路市内） 
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（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－５ 

入学者のアンケート調査 
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                                  （出典 学生課資料） 
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資料４－２－②－６ 
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（出典 学生課資料） 
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資料４－２－②－７ 
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（出典 学生課資料）

 編入学生の選抜については，入学後の追跡調査等（資料４－２－②－８）を参考に，次年度以降の

選抜方法の検証や編入学後の学生支援の改善（基準７－１－⑤で詳述）が図られている。 
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資料４－２－②－８

           編入学生進路等状況 

 

（現地での閲覧資料を参照） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 観点に係る状況からアドミッション・ポリシーに沿った学生の受入について分析・検証を行い，そ

の結果を入学者選抜方法の改善に役立て，よりよい学生の選抜方法について継続的に議論され改善が

図られるように十分配慮している。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程の入学試験実施状況（資料４－２－①－９参照）で明らかなように定員割れは無く，超 

過人数は定員の10％以内である。これらは本校が複数出願方式を採用していることから，入学辞退者 

が極端に少ないことによるものである。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 実入学者数が入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況にはなっていない。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・準学士課程の推薦選抜において，内申点及び理数系各種検定合格，国語，英語検定合格，生徒会活

動などを重視した面接を通して，本校アドミッション・ポリシーに沿った学生を選抜している。 

・学力選抜においては内申点及び学力検査の数学を２倍換算することや，内申点についても，中学１

・２年生の成績よりも３年の成績のウエイトを高くし直近の勉学意欲や努力を反映させ，学力検査と

内申点の比重を変更することにより，絶対評価の弊害を排除する方式を採用している。 

  

（改善を要する点）  

・特になし 

（３）基準４の自己評価の概要 

 学生の受け入れについて，アドミッション・ポリシーが入学対象者ごとに明確に定められ，それら

は募集要項，学校要覧，各種パンフ，HPなどに記載され，これが管内各中学校・高校に配布されると

ともに，入試説明会，道内合同入試説明会，高専見学会等の説明資料にも記載され説明されている。

これらの実施状況は，将来の学生や社会に対して本校が求める学生像を具体的に公表している。また，

教職員に対して種々の機会（各種会議，合同HR（集会），高専見学会，入試説明会，中学校訪問）を

捉えて周知している。以上の結果から，教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜の基本方針
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などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職員に周知されており，将

来の学生を含め社会に公表している。 

 準学士入学生，編入学生，専攻科生のアドミッション・ポリシーは明確に定められており，推薦選

抜，学力選抜の配分も適切であり，選抜方針も各募集要項に明確に記載されている。これらの選抜方

針は，入試委員会・専攻科委員会において，アドミッション・ポリシーに沿った選抜となっているか

議論され，より適切な選抜となるよう不断の改善が実施されている。従って，アドミッション・ポリ

シーに沿って適切な学生の受入方法が採用され，実際の入学者選抜が適切に実施されている。 

 アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入について分析・検証を行い，その結果を入学者選抜 

方法の改善に役立て，よりよい学生の選抜方法について継続的に議論され改善が図られるように十分 

配慮している。 

 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下る状況にはなっていない。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目 

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）さ

れ，教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として

教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものにな

っているか。 

（観点に係る状況）  

 国際化，情報化が進む中，社会情勢や産業構造の変化に伴い創造型技術が求められており，受動的 

な学習から学生自らが自発的，能動的に学習する意欲を持つ教育が必要とされている。そのために基 

礎教育を重視しつつ，学生の心身・学力の発達に合わせて一般科目と専門科目を楔形に配置する教育 

課程を編成しており，各学科ともに低学年においては物理・数学・英語など一般科目の単位数が多く 

配置され，専門科目は1年で6単位程度，2年で10単位程度，高学年の5年では30単位前後となっている 

（資料５－１－①－１）（資料５－１－①－２）（資料５－１－①－３）。 

資料５－１－①－１ 

 

    平成１７年度教育課程表の掲載箇所 

 

（出典 別添本校学校要覧１２，１５，１８，２１，２４頁）

 

資料５－１－①－２ 

平成１７年度前期授業時間割（各学科毎） 

（次頁） 

 

（出典 学生課資料）
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資料５－１－①－２
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                                 （出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－３ 

科目系統図 
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（出典 JABEE認定の向けた小委員会 第４小委員会作成資料）

専門科目は，学科ごとに定める実践的技術者として備えるべき内容・水準（資料５－１－①－４） 
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が達成されるように，各学年において取得すべき単位数が設定されており，また，職業に必要な実践 

的な能力を養成するために，実験・実習・製図に関する科目を適切に配置するとともに，卒業研究に 

よる創造型・問題解決型教育も設定されている。 

資料５－１－①－４

学科ごとに定める実践的技術者として備えるべき内容・水準を示す資料 

1 教育に関する目標を達成するための措置                      

（１）教育の成果に関する目標を達成すべき内容・水準（徳育，創造性教育を含む） 

(学科ごとの記載) 

機械工学科 

(1)ものづくりに必要な，力学・材料・加工・設計・製図等の幅広い基礎知識を有し，熱・流体・

振動・計測・制御など機械工学の専門知識を有すること。 

(2)ものづくりに関する諸分野の技術を適切に構成して，システムをデザインするとともに，それ

らをマネジメントできる能力を有すること。 

(3)自ら新しい課題を発見し，その解決に必要な手段・方法を創生し，得られた成果を工学的に解

析・評価出来る能力を有すること。 

(4)設計(CAD)・製造（CAM)・解析（CAE)・シミュレーションなどの各種ソフトウエアツールを駆使

して，課題を解決できる能力を有すること。 

電気工学科 

(1)エネルギー，情報通信，制御の分野に関する基礎知識を有すること。 

(2)これらの分野を統合した複合領域に対応した応用力と問題解決能力を持つこと。 

(3)他の技術者と連携した活動ができるコミュニケーション能力を持つこと。 

電子工学科 

(1)電子デバイス，電子制御，情報通信の分野における十分な基礎力と応用力を持つこと。 

(2)上記の分野について，自ら問題を発見し解決する能力を有すること。 

(3)関連分野に関しても十分な知識を持ち，専門分野との関連の上に自ら課題を創出する高いデザ

イン能力を持つこと。 

(4)ラジオ音響技能検定２級，ディジタル検定２級，情報処理技術者（基本情報技術者，初級シス

テムアドミニストレータ）のいずれかの資格取得ができる教育水準とする。 

情報工学科 

(1)様々なソフトウェアツールを駆使した文書作成技術及び問題解決技術を持つこと。 

(2)様々なプログラミング言語を駆使したソフトウェア開発技術をもつこと。 

(3)様々な形態の情報ネットワークに対する管理・運用技術を修得していること。 

(4)基本的なハードウェア技術を持つこと。 

(5)ソフトウェア開発技術者，初級システムアドミニストレータ，基本情報処理技術者，テクニカ

ルエンジニアのいずれかの資格試験に合格する教育水準とする。優秀な学生についてはCCNA（シス

コ社認定ネットワークアソシエイト）資格取得を目指す。 

建築学科 

(1)芸術，技術，文化，社会，法律，経済などの多様な文脈と歴史やライフサイクルなどの時間的

展開の中で建築を理解できること。 

(2)建築と生活環境に関する企画・設計・生産・維持管理などに関して全体的かつ体系的に考え実
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施できる基礎能力を持つこと。 

(3)建築企画，建築設計・計画，住居，建築環境，建築設備，建築構造，建築防災，建築材料，建

築生産，建築運用，建築保全・再生などの特定領域に関する，より専門的な知識や技術を身につけ

るとともに，包括的専門知識を持つこと。 

(4)上記の分野に関連した高専卒業以上を対象とした各種資格試験に合格できる水準であること。 

 (出典 釧路工業高等専門学校中期目標・中期計画)

また，新入学生への専門科目への導入に当たっては，平易な内容と興味を引き出す内容となってい

る（資料５－１－①－５）。 

資料５－１－①－５

専門科目への導入を示す資料 

（次頁） 
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                                （出典 シラバス）

  カリキュラム編成に当たっては，教員相互及び一般教科と専門学科との連携を深め，一般と専門

の連続性・統一性を図る体系となっている（資料５－１－①－６）（５－１－①－７）。 
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                               資料５－１－①－６

 

・一般教科と専門学科との科目調整会議について 

委員長から，応用数学・物理（応用物理）の授業内容・進度等について，専門学科との調 

整の必要性が指摘されているため，応用数学については澤柳主事補，応用物理については坂 

口主事補が調整役となり，中間試験期間頃に科目調整会議を開催することとしたので，各学 

科から一名ずつ参加してほしい旨の要請があった。 

また，JABEE小委員会から教員間ネットワーク構築の会議について教務委員会で企画・開催 

することが提言されており，今後，上記二科目以外についても，必要に応じて，企画・開催し

ていくこととなった。 

                   （出典 平成１７年５月１１日教務委員会議事概要）

 

資料５－１－①－７

科目調整会議の内容を示す資料 

 

科目調整会議第1回（6月7日）まとめ 

1．応数と専門学科(15：00～16：30) 

出席者：荒井，山岡，浅水，神谷，草刈，澤柳 

・個別の議論に入る前に，共通認識を作るため，他高専の応数のカリキュラム・シラバスをいく

つか見て，本校と他高専との共通点や違いを説明。（本校は扱う分野・内容をかなり絞ってお

り，扱う項目には時間をかけている。但し，応数5分野のうち4分野は扱っている。） 

・次に，前もって各学科から出された意見・要望について，レジュメに基づき一通り返答があっ

た。その中で，若干の意見交換がされた。 

・レジュメの最初に戻り，「扱う内容」についての詳しい議論に入ったところで，次回への持越

しとなった。 

2．物理・応物と専門学科(16:30～18:00) 

出席者：成澤，松永，松本，大槻，神谷，井上，松崎，森，澤柳（司会） 

・試験と学生の得点分布が資料として出された。また時間は物理：1年(2単位)，2年(3単位)，応

物：3年(2単位)，4年(2単位) 

・出された意見と返答 

（1）レベルについて 

 ・学生の理解度が低いといって，レベルを下げないで欲しい。 

 ・高専レベルの目標を押さえた方が良い。専攻科に来る学生は，(学科によって専門のレベルが

違うのは仕方ないが)せめて物理のベースは同じであって欲しい。 

 →学年末に赤点が出ないようにやっている。必要な公式などは扱っている。２極化し，上の学

生が退屈しているのは感じている。 

（2）専門とのつながり 

 ・専門との関係をどう考えているか？ 

 →専門でどのように使われているか分からない。 

 ・シラバスが詳しくないのでいつ何を扱うかが分かりにくい。実験もいつ何をしているか分か
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ると，専門の実験でも対応させやすい。 

（3）扱う分野とその順番 

 ・物理で力学が最後になっており，専門を教えるとき不便。 

 →現在使っている検定教科書がオームの法則，波動，力学となっている。加速度，力が学生に

は難しいようなので，中学との関連をみると，この順番で良いように感じる。 

 ・応物では力学，波動，熱学。他分野は扱わないのか？ 

 →電磁気は専門でやるはず。 

 ・機械は物理で電磁気をやらなければ他にやる機会がない。逆に流体などは電気，電子，情報

ではやる機会がない。 

 ・現代物理は扱わないのか？ 

 →時間的に無理。下の学生を落とさないためには今で精一杯。1年生を見ていても，英語，数学

で手一杯に見える。 

 ・他高専ではどんなカリキュラムになっているのか？ 

 ・大学編入を目指す学生のことも考えて欲しい。 

その他にも，「力」の理解の大切さ，物理的理解の大切さ，教科書の問題などについて意見が出

された。 

・次回に向けて 

（1）専門とのつながりを図るため，「いつ何を扱っているか（実験も含む）」がもう少し詳しく

分かるものを物理・応物で用意してもらい，それを専門学科にまわして，専門との対応をチェッ

ク。 

（2）専門からは，物理の中で出せそうな専門の話題や問題を出してもらう。 

（3）物理・応物には，他高専のカリキュラム・シラバスを用意してもらう。 

これらが準備できたら，前期末試験の時期をめどに第2回目を行う。 

（出典 平成１７年６月７日 第１回科目調整会議記録） 

次に，本校の教育目標に沿った教育課程の体系性については，学習・教育目標ごとに一般科目，専

門科目及び実験実習科目が適切に配置されている（資料５－１－①－８）（資料５－１－①－９）。 

資料５－１－①－８

JABEEにおける学習教育目標の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

 

注：本校の学習目標(1)～(7)がＡ～Ｇに対応する 

 

（出典 本校ウェブサイト）
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資料５－１－①－９

学習・教育目標と各科目との対応表 

 

○一般科目 

学習・教

育目標 
学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

3 年  応用物理  

4 年 法学 ドイツ語 応用物理 英語 英会話Ⅱ 英語演習Ⅰ 
本科 

5 年 
英語 英会話Ⅲ 英語演習Ⅱ 日本文学 心理学 歴史と文化Ⅰ 歴史と文化Ⅱ 

思想史 社会科学概論 環境学 

1 年 技術科学英語Ⅰ，技術科学英語Ⅱ，中国文化 

A-1 

専攻

科 2 年 中国文化 

3 年   

4 年   本科 

5 年 心理学 

1 年 技術者倫理 

A 

A-2 

専攻

科 2 年   

3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

B-1 

専攻

科 2 年   

3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

B 

B-2 

専攻

科 2 年   

3 年 応用物理 

4 年 応用物理 応用数学Ａ 本科 

5 年 応用数学Ⅱ 

1 年 統計学，応用解析学 

C-1 

専攻

科 2 年   

3 年 応用物理 

4 年 応用物理 本科 

5 年   

1 年   

C-2 

専攻

科 2 年   

C 

C-3 本科 
3 年   
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4 年 応用数学Ａ  

5 年 応用数学Ⅱ 

1 年 統計学，応用解析学 

  

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

D-1 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

D 

D-2 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 体育  本科 

5 年   

1 年   

E-1 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 体育 本科 

5 年   

1 年   

E-2 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 体育 本科 

5 年   

1 年   

E-3 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 体育 本科 

5 年   

1 年   

E 

E-4 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 体育 本科 

5 年   

1 年   

F 

F-1 

専攻

科 2 年   
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1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

F-2 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 コミュニケーション実践 体育 本科 

5 年   

1 年 日本語表現技法 

F-3 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 コミュニケーション実践 本科 

5 年   

1 年 日本語表現技法 

F-4 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 英語 英語演習Ⅰ 本科 

5 年 英語 英語演習Ⅱ 

1 年 科学技術英語Ⅰ，科学技術英語Ⅱ  

F-5 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年 英語 英会話Ⅱ 本科 

5 年 英語 英会話Ⅲ 

1 年 技術科学英語Ⅰ，技術科学英語Ⅱ  

 

F-6 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

G-1 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

G-2 

専攻

科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

G 

G-3 

専攻
1 年   
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 科 2 年   

1-3 年   

4 年   本科 

5 年   

1 年   

 

G-4 

専攻

科 2 年   

○機械工学科 

学習・教

育目標 
学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 技術者倫理，特別研究 
A-1 

専攻

科 2 年 特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 技術者倫理，特別研究 

A 

A-2 
専攻

科 2 年 特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別研究 
B-1 

専攻

科 2 年 特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別研究 

B 

B-2 
専攻

科 2 年 特別研究 

4 年
情報処理Ⅱ，機械材料Ⅱ，熱力学，流体工学，生産工学，システム設計工

学，工学実験，電気電子工学 

本科 

5 年

材料評価学，熱力学Ⅱ，伝熱工学，流体工学Ⅱ，流体機械，制御工学，数

値解析法，卒業研究， 

表面工学，応用流体工学 

1 年 機械制御工学特論，特別研究 

C-1 

専攻

科 2 年 品質工学，寒冷地工学，特別研究 

4 年 情報処理Ⅱ，機械材料Ⅱ，生産工学，ＣＡＤ，工学実験 
本科 

5 年 材料評価学，制御工学，数値解析法，卒業研究，表面工学 

1 年

機械制御工学特論，材料システム工学，コンピュータ設計工学，数値計算

特論，特別ゼミナール， 

特別演習，特別研究 

C 

C-2 
専攻

科 

2 年 品質工学，特別ゼミナール，特別演習，特別研究 
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4 年
情報処理Ⅱ，材料力学Ⅱ，流体工学，生産工学，システム設計工学，ＣＡ

Ｄ，工学実験 

本科 

5 年

熱力学Ⅱ，流体工学Ⅱ，流体機械，制御工学，計測工学，数値解析法，卒

業研究， 

生産システム工学，工業数学演習，応用流体工学，空調工学 

1 年

機械制御工学特論，熱力学特論，材料システム工学，コンピュータ設計工

学，数値計算特論， 

特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

C-3 

専攻

科 

2 年

油空圧工学特論，内燃機関工学概論，品質工学，寒冷地工学，特別ゼミナ

ール，特別演習，特別実験， 

特別研究 

4 年
情報処理Ⅱ，材料力学Ⅱ，熱力学，流体工学，生産工学，システム設計工

学，工学実験 

本科 

5 年

材料力学Ⅲ，材料評価学，熱力学Ⅱ，伝熱工学，流体工学Ⅱ，流体機械，

熱エネルギー工学，振動工学， 

制御工学，計測工学，数値解析法，卒業研究，表面工学，工業数学演習，

応用流体工学， 

空調工学 

1 年
機械制御工学特論，熱力学特論，材料システム工学，特別ゼミナール，特

別演習，特別実験，特別研究 

D-1 

専攻

科 
2 年

油空圧工学特論，内燃機関工学概論，品質工学，寒冷地工学，特別ゼミナ

ール，特別演習，特別実験， 

特別研究 

4 年
材料力学Ⅱ，機械材料Ⅱ，流体工学，生産工学，システム設計工学，工学

実験，電気電子工学 

本科 

5 年

材料力学Ⅲ，材料評価学，熱力学Ⅱ，伝熱工学，流体工学Ⅱ，流体機械，

熱エネルギー工学，振動工学， 

制御工学，計測工学，卒業研究，表面工学，生産システム光学，応用流体

工学，空調工学 

1 年

機械制御工学特論，熱力学特論，材料システム工学，数値計算特論，特別

ゼミナール，特別演習，特別実験， 

特別研究 

D 

D-2 

専攻

科 

2 年

油空圧工学特論，内燃機関工学概論，品質工学，寒冷地工学，特別ゼミナ

ール，特別演習，特別実験， 

特別研究 

4 年 機械材料Ⅱ，生産工学，ＣＡＤ，工学実験，電気電子工学 
E E-1 

本科 
5 年

材料力学Ⅲ，材料評価学，伝熱工学，熱エネルギー工学，振動工学，制御

工学，数値解析法， 

卒業研究，工業数学演習 
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1 年

機械制御工学特論，熱力学特論，材料システム工学，技術者倫理，数値計

算特論，特別ゼミナール，特別演習， 

特別実験，特別研究 

 

専攻

科 

2 年
内燃機関工学概論，品質工学，寒冷地工学，特別ゼミナール，特別演習，

特別実験，特別研究 

4 年 生産工学，ＣＡＤ，電気電子工学 
本科 

5 年 材料力学Ⅲ，振動工学，制御工学，卒業研究  

1 年

機械制御工学特論，材料システム工学，コンピュータ設計工学，技術者倫

理，特別ゼミナール，特別演習， 

特別実験，特別研究 

E-2 
専攻

科 

2 年 品質工学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 システム設計工学，ＣＡＤ，工学実験，電気電子工学 
本科 

5 年 数値解析法，卒業研究  

1 年
材料システム工学，コンピュータ設計工学，特別ゼミナール，特別演習，

特別実験，特別研究 

E-3 
専攻

科 
2 年 品質工学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 工学実験 
本科 

5 年 卒業研究  

1 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

E-4 
専攻

科 2 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 情報処理Ⅱ，ＣＡＤ，工学実験，電気電子工学 
本科 

5 年 計測工学，数値解析法，卒業研究，生産システム工学 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 数値解析法，卒業研究  

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究  

1 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-3 

専攻

科 2 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究  

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-4 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 システム設計工学 
本科 

5 年 卒業研究，工業英語 

F 

F-5 

専攻
1 年 数値計算特論，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
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 科 2 年 数値計算特論，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 工業英語 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

F-6 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 生産工学，電気電子工学 
本科 

5 年 流体工学Ⅱ，計測工学，卒業研究，生産システム工学 

1 年 コンピュータ設計工学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-1 

専攻

科 2 年 油空圧工学特論，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究，工業英語 

1 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-2 

専攻

科 2 年 品質工学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年 工学実験 
本科 

5 年 卒業研究  

1 年
コンピュータ設計工学，数値計算特論，特別ゼミナール，特別演習，特別

実験，特別研究 

G-3 
専攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究  

1 年 技術者倫理，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

G 

G-4 
専攻

科 2 年 品質工学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

○電気工学科 

学習・教

育目標 
学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

3-4 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 
本科 

5 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 

1 年  
A-1 

専攻

科 2 年 インターンシップ 

3-4 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 
本科 

5 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 

1 年   

A 

A-2 
専攻

科 2 年 インターンシップ 

3-4 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 
本科 

5 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ，卒業研究 

1 年 特別研究 
B-1 

専攻

科 2 年 特別研究，インターンシップ 

3-4 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ 

B 

B-2 本科 
5 年 学外実習Ⅰ，学外実習Ⅱ，卒業研究  
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1 年 特別研究   専攻

科 2 年 特別研究，インターンシップ 

3-4 年 電気磁気学(3 年），電気磁気学 
本科 

5 年   

1 年 電磁気学特論 
C-1 

専攻

科 2 年   

3-4 年
電気機器Ⅰ（3 年）電子計算機（3 年），電気回路Ⅰ(3 年)，電子工学(3 年），電気工学実験

Ⅰ（3 年），電気計測（3 年），情報処理，電子回路，制御工学，電気機器Ⅱ 本科 

5 年 通信工学，電力系統工学，電気回路Ⅱ，制御工学 

1 年 ソフトアーキテクチャー 

C-2 

専攻

科 2 年 人工知能特論 

3-4 年 送配電工学，高電圧工学 
本科 

5 年 電気法規，電気材料，電気応用，電子回路，電磁波工学，電気設計，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

C 

C-3 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年
電気磁気学(3 年)，電子工学(3 年)，電気工学実験Ⅰ(3 年)，電気機器Ⅰ(3 年)， 

電気磁気学，送配電工学，電子回路，電気機器Ⅱ，制御工学，高電圧工学 
本科 

5 年 
発変電工学，電力系統工学，電気法規，電気材料，電気応用，電子回路，電気回路Ⅱ，電磁

波工学 

1 年 電磁波工学特論，電磁気学特論，プラズマ工学，デバイス材料工学特論 

D-1 

専攻

科 2 年   

3-4 年
電子工学(3 年)，電気機器Ⅰ(3 年)，電気工学実験Ⅰ(3 年)，送配電工学，電気機器Ⅱ，高電

圧工学 本科 

5 年 制御工学，電気設計，卒業研究 

1 年 制御工学特論，ソフトアーキテクチャー，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

D 

D-2 

専攻

科 2 年 人工知能特論，エネルギー変換工学，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年 電気工学実験Ⅰ(3 年)，電気工学実験Ⅱ，Ⅲ 
本科 

5 年 電気工学実験Ⅳ，Ⅴ，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
E-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年 電気工学実験Ⅱ，Ⅲ 
本科 

5 年 電気工学実験Ⅳ，Ⅴ，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
E-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年 電気工学実験Ⅰ(3 年) 
本科 

5 年 電気工学実験Ⅳ，Ⅴ，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
E-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

E 

E-4 本科 
3-4 年   
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 5 年 電気工学実験Ⅳ，Ⅴ 

1 年   

  

専攻

科 2 年   

3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年 電気工学実験Ⅱ,Ⅲ 
本科 

5 年 電気工学実験Ⅳ,Ⅴ，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年 電気工学実験Ⅰ(3 年)，電気工学実験Ⅱ,Ⅲ 
本科 

5 年 電気工学実験Ⅳ,Ⅴ，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-4 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年   
本科 

5 年   

1 年 特別研究 
F-5 

専攻

科 2 年 特別研究 

3-4 年   
本科 

5 年   

1 年   

F 

F-6 
専攻

科 2 年   

3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
G-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
G-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

G 

G-3 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
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3-4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

 

G-4 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

○電子工学科 

学習・

教育目

標 

学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

4 年 学外実習ⅠⅡ 本

科 5 年 学外実習ⅠⅡ 

1 年   A-1 専

攻

科 
2 年 インターンシップ 

4 年 学外実習ⅠⅡ 本

科 5 年 学外実習ⅠⅡ 

1 年   

A 

A-2 専

攻

科 
2 年 インターンシップ 

4 年 学外実習ⅠⅡ 本

科 5 年 学外実習ⅠⅡ，卒業研究 

1 年 特別研究 B-1 専

攻

科 
2 年 インターンシップ，特別研究 

4 年 学外実習ⅠⅡ 本

科 5 年 学外実習ⅠⅡ，卒業研究 

1 年 特別研究 

  

B-2 専

攻

科 
2 年 インターンシップ，特別研究 

3,4

年 
電磁気学Ｉ（3 年），電磁気学Ⅱ 本

科 
5 年 電磁波工学 

1 年   
C-1 

専

攻

科 
2 年   

3,4

年 

電気回路Ⅱ（3 年），電子回路（3 年），プログラム言語Ⅱ（3 年），電子工学

実験ⅡⅢ（3 年），論理設計，信号処理，通信伝送工学 本

科 
5 年 

電気回路Ⅲ，システムプログラム，制御工学，電磁波工学，光エレクトロニク

ス 

C 

C-2 

専
1 年 コンピュータアーキテクチャ，信号画像処理Ｉ 
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 攻

科 
2 年 応用光学 

3,4

年 
論理設計，信号処理，演算工学 

本

科 
5 年 

応用情報処理，電子計測,画像工学，電子機器，メカトロニクス，通信網工学，

卒業研究 

1 年 
統計学，コンピュータアーキテクチャ，信号画像処理ＩⅡ，ロボティクス，特

別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

 

C-3 

専

攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

3,4

年 

プログラム言語Ⅱ（3 年），電気回路Ⅱ（3 年），電子回路（3 年），電磁気学

Ｉ（3 年），電子工学実験ⅡⅢ（3 年），論理設計，信号処理，電磁気学Ⅱ，演

算工学，電子材料Ｉ，通信伝送工学，電子工学実験ⅣⅤ 本

科 

5 年 

システムプログラム，電子計測，デバイス工学，電子材料Ⅱ，半導体工学，制

御工学，電気回路Ⅲ,画像工学，電磁波工学，電子機器，メカトロニクス，光エ

レクトロニクス 

1 年 コンピュータアーキテクチャ，信号画像処理Ｉ,計測工学特論,ロボティクス 

D-1 

専

攻

科 
2 年 応用光学 

4 年 論理設計，信号処理 本

科 
5 年 応用情報処理，デバイス工学，メカトロニクス,卒業研究 

1 年 

コンピュータアーキテクチャ，信号画像処理ⅠⅡ，計測工学特論，量子統計工

学，機能デバイス工学,ロボティクス,特別ゼミナール，特別研究，特別演習，

特別実験 

D 

D-2 
専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年 信号処理 本

科 5 年 計測システム，シーケンス制御，卒業研究 

1 年 信号画像処理Ｉ，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 E-1 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年 信号処理 本

科 5 年 計測システム，シーケンス制御，卒業研究 

1 年 信号画像処理Ｉ，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 E-2 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年 信号処理 本

科 
5 年 計測システム，シーケンス制御，卒業研究 

E 

E-3 

専
1 年 信号画像処理Ｉ，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
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 攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

本

科 
4 年 信号処理，電子工学実験ⅡⅢⅣⅤ 

1 年 信号画像処理Ｉ 

 

E-4 専

攻

科 
2 年   

本

科 
5 年 卒業研究 

1 年 計測工学特論，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 F‐1 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   本

科 
5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-2 

専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   本

科 
5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 
F-3 

専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   

本

科 
5 年 

卒業研究 

 

 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

F-4 

専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   本

科 
5 年   

1 年 特別研究 
F-5 

専

攻

科 
2 年 特別研究 

  

F-6 本

科 

4 年   
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 5 年   

1 年   

  

専

攻

科 
2 年   

本

科 
5 年 卒業研究 

1 年 計測工学特論，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 G-1 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   本

科 5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 G-2 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   本

科 5 年 卒業研究 

1 年 機能デバイス工学，特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 G-3 専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

4 年   
本

科 
5 年 

卒業研究 

 

1 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

  

G-4 

専

攻

科 
2 年 特別ゼミナール，特別研究，特別演習，特別実験 

○情報工学科 

学習，教

育目標 
学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

4 年 学外実習 I，学外実習 II 
本科 

5 年 学外実習 I，学外実習 II 

1 年   
A-1 

専攻

科 2 年 インターンシップ 

4 年 学外実習 I，学外実習 II 
本科 

5 年 学外実習 I，学外実習 II 

1 年   

A 

A-2 
専攻

科 2 年 インターンシップ 

4 年 学外実習 I，学外実習 II 
本科 

5 年 学外実習 I，学外実習 II, 卒業研究 
B B-1 

専攻
1 年 特別研究 
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 科 2 年 インターンシップ, 特別研究 

4 年 学外実習 I，学外実習 II 
本科 

5 年 学外実習 I，学外実習 II, 卒業研究 

1 年 特別研究 

 

B-2 
専攻

科 2 年 インターンシップ, 特別研究 

3,4 年 確率統計(3 年)，電磁気学, 確率統計 I 

本科 
5 年   

1 年 多変量解析 

C-1 
専攻

科 2 年   

3,4 年 情報工学実験 I(3 年), 電子回路，計測制御 
本科 

5 年   

1 年 アドバンストコンピューティング 
C-2 

専攻

科 2 年   

4 年 数値解析 
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

C 

C-3 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

3,4 年

プログラミング言語(3 年)，電気回路(3 年)，論理回路(3 年)，アルゴリズム・グラ

フ論(3 年)，コンピュータネットワーク I(3 年)，情報工学実験 I(3 年), 数値解析, 

オートマトン，オペレーティングシステム，コンピュータネットワーク II，プログ

ラミング言語 I，論理回路 I，確率統計 I，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 

情報伝送工学，計算機方式，コンパイラ，データベース，ソフトウェア工学，図形

処理，情報論，情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究，人工知能 I，人工知

能 II，画像処理，信号処理，ソフトコンピューティング I，ソフトコンピューティ

ング II 

1 年 多変量解析，情報数学特論，並列・分散処理 

D-1 

専攻

科 
2 年 ネットワークデザイン，ソフトウェア工学特論，ソフトコンピューティング特論 

3,4 年 情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 知的所有権，情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

D 

D-2 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

3,4 年 情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 知的所有権，情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
E-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

3,4

年 
情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 

E 

E-2 本科 

5 年 情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究 
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1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究  専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

3,4 年 情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
E-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

3,4 年 情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 情報工学実験 I，情報工学実験 II 

1 年   

 

E-4 
専攻

科 2 年   

3,4 年 情報工学実験 I(3 年)，情報工学実験 I，情報工学実験 II 
本科 

5 年 情報工学実験 I，情報工学実験 II，卒業研究 

1 年 特別演習，特別実験，特別研究 
F-1 

専攻

科 2 年 特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別演習，特別実験，特別研究 
F-2 

専攻

科 2 年 特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
F-4 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年   

1 年 特別研究 
F-5 

専攻

科 2 年 特別研究 

4 年   
本科 

5 年   

1 年   

F 

F-6 
専攻

科 2 年   

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

G 

G-2 本科 
4 年   



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 151

 5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

G-4 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

○建築学科 

学習・教育

目標 
学年 授業科目名（太字は選択科目で，それ以外は必修科目） 

備考（主要科

目） 

3,4 年 建築史，学外実習ⅠⅡ 

本科 
5 年 

都市計画，建築生産，環境概論，コンクリート工学特論，建築防災工学，

学外実習ⅠⅡ,卒業研究 

1 年 建設材料学，建築計画特論，技術者倫理，特別研究 

A-1 

専攻

科 2 年 環境マネジメント，環境工学特論，インターンシップ，特別研究 

技術者倫理，

（一般科目） 

4 年 建築法規，学外実習ⅠⅡ 
本科 

5 年 都市計画，環境概論，学外実習ⅠⅡ，卒業研究 

1 年 技術者倫理，特別研究 

A 

A-2 
専攻

科 2 年 環境マネジメント，インターンシップ，特別研究 

技術者倫理 

3,4 年 学外実習ⅠⅡ 
本科 

5 年 学外実習ⅠⅡ，卒業研究 

1 年 特別研究 
B-1 

専攻

科 2 年 インターンシップ，特別研究 

学外実習ⅠⅡ，

インターンシッ

プ 

4 年 建築設計製図，学外実習ⅠⅡ 
本科 

5 年 建築総合演習，卒業研究，学外実習ⅠⅡ 

1 年 特別研究 

B 

B-2 
専攻

科 2 年 インターンシップ，特別研究 

建築設計製図，

卒業研究，特別

研究 

3,4 年 
建築構造力学（３年），建築構造力学，建築環境工学（３年）建築環境工

学 本科 

5 年 土質基礎工学，建築生産，コンクリート工学特論，耐震工学，構造解析 

1 年 応用力学 

C-1 

専攻

科 2 年 環境マネジメント， 

（応用数学，応

用物理）建築構

造力学（３年） 

4 年 情報処理（３年）建築 CAD，建築設計製図， 
本科 

5 年   

C 

C-2 

専攻
1 年 空調設備，設計支援システム 

情報処理（３

年）建築 CAD，設

計支援システム 
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 科 2 年 環境マネジメント，デジタルイメージ特論  

3,4 年 建築設計製図，鋼構造 
本科 

5 年 卒業研究，建築総合演習，鉄筋コンクリート構造，溶接工学 

1 年 空調設備，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

 

C-3 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，建築

総合演習，特別

研究 

3,4 年 

建築設計製図（3 年），建築計画（3 年），建築環境工学（3 年），建築構

造力学（３年），建築材料（3 年）情報処理（3 年），建築史，建築工学実

験，建築構造力学，建築 CAD，建築設計製図，建築法規，建築生産，建築設

備，建築計画，鋼構造，建築環境工学，建築計画 本科 

5 年 

都市計画，建築総合演習，建築生産，土質基礎工学，鉄筋コンクリート構

造，建築設備，建築設計演習，建築構造力学，福祉住環境論，コンクリー

ト工学特論，溶接工学，建築防災工学，耐震工学，構造解析， 

1 年 空調設備，設計支援システム，建設材料学，応用力学， 

D-1 

専攻

科 2 年 デジタルイメージ特論，環境工学特論，耐震構造，寒中コンクリート工学 

建築環境工学，

建築計画，建築

生産，鉄筋コン

クリート構造，

建築設備，建築

構造力学，空調

設備，建設材料

学， 

3,4 年 建築工学実験，建築環境工学（３年），建築環境工学，建築設計製図 
本科 

5 年 建築構造力学，建築設計演習，建築総合演習，建築生産，卒業研究， 

1 年 
空調設備，建設材料学，建築計画特論，特別ゼミナール，特別演習，特別

実験，特別研究 

D 

D-2 
専攻

科 
2 年 環境工学特論，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

建築工学実験，

建築総合演習，

卒業研究，特別

研究 

3,4 年 建築設計製図，建築法規 
本科 

5 年 卒業研究，建築総合演習，建築設計演習 

1 年 空調設備，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
E-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，建築

総合演習，特別

実験，特別研究 

3 

,4 年 
建築設計製図（３年），建築設計製図 

本科 

5 年 卒業研究，建築設計演習 

1 年 空調設備，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

E-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

建築設計製図，

建築設計演習，

卒業研究，特別

研究 

4 年 建築設計製図 
本科 

5 年 卒業研究，建築総合演習，建築設計演習 

1 年 空調設備，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
E-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，特別

研究 

4 年   
本科 

5 年 建築総合演習 

1 年 空調設備 

E 

E-4 
専攻

科 2 年   

建築総合演習，

空調設備 

3,4 年 情報処理（3 年），建築設計製図，建築計画 
本科 

5 年 卒業研究，都市計画 
F F-1 

専攻
1 年 空調設備，建築計画特論，特別研究 

卒業研究，特別

研究 
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 科 2 年 環境マネジメント，特別研究  

4 年 建築設計製図 
本科 

5 年 卒業研究，都市計画 

1 年 空調設備，特別研究 
F-2 

専攻

科 2 年 環境マネジメント，特別研究 

卒業研究，特別

研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究 

1 年 特別研究 

F-3 

専攻

科 2 年 特別研究 

卒業研究，特別

研究 

3,4 年   
本科 

5 年 卒業研究， 

1 年 特別研究 
F-4 

専攻

科 2 年 特別研究 

卒業研究，特別

研究 

4 年   
本科 

5 年   

1 年   
F-5 

専攻

科 2 年 特別研究 

特別研究 

4 年   
本科 

5 年   

1 年   

 

F-6 
専攻

科 2 年   

  

4 年   
本科 

5 年 卒業研究，建築生産，コンクリート工学特論 

1 年 建設材料学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-1 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，特別

ゼミナール，特

別演習，特別実

験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究， 

1 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-2 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，特別

ゼミナール，特

別演習，特別実

験，特別研究 

3,4 年 情報処理(3 年)，建築計画 
本科 

5 年 建築防災工学，卒業研究 

1 年 空調設備，建設材料学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 
G-3 

専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，特別

ゼミナール，特

別演習，特別実

験，特別研究 

4 年   
本科 

5 年 卒業研究， 

1 年 空調設備，建設材料学，特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

G 

G-4 
専攻

科 2 年 特別ゼミナール，特別演習，特別実験，特別研究 

卒業研究，特別

ゼミナール，特

別演習，特別実

験，特別研究 

 

（出典 JABEE認定の向けた小委員会 第４小委員会作成資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

一般科目と専門科目との連携のもと，楔形の科目配置を踏まえたうえで段階的に学習・教育目標が 

達成されるよう各授業科目が各学年に適切に配置されている。 

 以上のことから，本校準学士課程の教育課程では，教育の目的に照らして，授業科目が，学年ごと 

に適切に配置され，教育課程の体系性が十分確保されている。また，授業の内容が，全体として教育 

課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程 

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考え

られる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 観点に係る配慮の事例として，以下の資料を示す（資料５－１－②－１）。 
 

資料５－１－②－１ 

取   組 概     要 参 考 資 料 

数学補講 
平成9年度より，1学年の定期試験で成績不良の者 

に対して課外補講を実施。 

資料５－１－②－２ 

資料５－１－②－３

大学編入学補講 

平成10年度より，学力選抜による大学進学を目指 

す学生のために，土曜日に3･4年生を対象に数学・ 

英語・物理の進学講座を開講して学力向上を支援 

している。その後，平成16年度より，平日の課外 

授業として授業時間割表に配置し，より多くの進 

学希望者を支援している。 

 

 

資料５－１－①－２ 

資料５－１－②－４ 

他学科開講科目 

履修制度 

例えば，電気工学科の「電気応用」を情報工学科 

の学生が選択履修できることや，4年編入学生が高 

校在学中に未履修であった数学の履修範囲をカバ 

ーするため，3年の数学を履修できるようにするな 

ど，選択科目に幅を持たせてある。 

 

資料５－１－①－１ 

資料５－１－①－２ 

特別学修による 

単位認定 

文部科学省認定の各種検定試験合格者に対して， 

選択科目の単位を認定する制度である。 

資料５－１－②－５ 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟによ 

る単位認定 

選択科目として，実習期間に応じ1～2単位を認定 

する。評価に関しては，学生の報告書や受入企業 

からの評価，学内での実施報告会などを通して， 

複数教員による評価を行うこととしている。 

 

資料５－１－②－６ 

資料５－１－②－７ 
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外部講師による 

集中講義 

特許取得への啓蒙を図ることを目的とした集中講

義(知的所有権)を設定しており，その成果が卒業

生の特許出願となって具体化し始めている。 

また，基礎技術とその効率化技術について技術の 

発展の状況を学ぶことを目的とした集中講義(電子 

工学特論)も設定されている。 

資料５－１－②－８ 

資料５－１－②－９ 

資料５－１－②－10 

資料５－１－②－11 

資料５－１－②－12 

海外語学研修支 

援 

平成9年に豪州ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ市のｳﾞｨｸﾄﾘｱ工業大学と学術 

交流協定を締結し，学生の海外語学研修を実施。 

資料５－１－②－13 

資料５－１－②－14 

                        （出典 本自己点検書のための作成資料）

 
 
 

                                 資料５－１－②－２

４ 教育内容の見直しと工夫・改善 

 (2) 教授方法の工夫・改善 

  ④ 留年・退学を減少させるための方策 

     ・・・・・・・・・・・・・・。成績不振の学生には教科担当教官の指導もさるこ 

とながら学校全体の教育指導体制の問題として対応する必要がある。数学については， 

平成9年度から1年生で定期試験の成績が不良の者に対する補講を実施している。・・・ 

                       （出典 H13自己点検・評価報告書P３９）
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資料５－１－②－３

○審議事項 

(4) １年次学生の数学補講について（資料８） 

委員長から，現在の数学補講のあり方では効果がみえてこなかったことから，資料８のと 

おり宿題方式での提案が数学科からあった旨説明があり，審議の結果，了承された。 

なお，実施方法を宿題方式にするか従来方式にするかについては，各学科に一任すること

となった。 

 資 料 ８  

数学補講（宿題方式） 

1. 対象学生を集め，プリントを配布。例題をやらせる。 

2.例題ができた学生は，残りを家でやってくるように指示して帰す。例題が出来ない学生 

は指導して理解させ，同じく残りを家でやってくるように指示して帰す。（教官1-2 名） 

3.数日後，再度対象学生を集め，宿題ができていることを確認の上，教官用に用意した確 

認用の類題を黒板等でやらせる。（各例題に対応した類題1 問ずつで十分。）（教官数名， 

1 人当り学生数名） 

4.確認用類題が滞りなくできれば終わり。できなければ宿題の問題をやらせて見る。 

5.宿題ができれば，確認用類題に再挑戦（+指導）。 

6.宿題の問題ができなければペナルティー。 

                   （出典 平成１６年５月１０日教務委員会議事概要）

 

 

 

                               資料５－１－②－４ 

６ 卒業生の進路指導 

(1) 進路指導の方針と実施状況 

② 卒業生の大学編入学 

  ・・・・・・・・。また，4年次に数学，英語の選択科目を各2単位設け，さらに， 

 土曜日に英語，数学，物理の進学講座を開講している。 

                   （出典 H13自己点検・評価報告書P４１）
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                                  資料５－１－②－５

 

釧路工業高等専門学校学業成績の試験，評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規 

 

第６条 学則第２８条の２に規定する文部科学大臣が定める学修（以下「特別学修」という。）に 

 対応する本校の科目及び単位は，別表のとおりとする。  

別表 特別学修 

検 定 試 験 級 科  目  名 単位数 認定学年 該当学科 

文部科学省認定 

実用英語技能検定試験 

文部科学省認定 

工業英語能力検定試験 

 

２級 

以上 
英会話Ⅱ（選択） ２ ５学年 

 

一般科目 

(各学科共通) 

通信工学（選択） ２ ５学年 電気工学科 

電子機器（選択） ２ ５学年 電子工学科 
２級 

応用情報処理(選択)

ｼｰｹﾝｽ制御（選択） 

１ 

１ 
５学年 情報工学科 

通信工学（選択） 

電気応用（選択） 
２ ５学年 電気工学科 

電子機器（選択） 

電気応用（選択） 
２ ５学年 電子工学科 

応用情報処理(選択)

ｼｰｹﾝｽ制御（選択） 

文部科学省認定 

ﾗｼﾞｵ･音響技能検定試験 

１級 

電気応用（選択） 

２ ５学年 情報工学科 

２級

情報 文部科学省認定 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ技術検定試験 ２級

制御 

メカトロニクス 

（選択） 
１ ５学年 電子工学科 

 

備考 文部科学省認定ラジオ・音響技能検定試験の２級に合格し単位の認定を受けた者が同一 

  検定試験の１級に合格した場合は，当該学科における電気応用（選択）２単位について認 

定するものとする。 

（出典 釧路工業高等専門学校学業成績の試験，評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規）
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資料５－１－②－６

 

釧路工業高等専門学校学外実習取扱要項 

 

（目的） 

第１条学外実習以下実習というは釧路工業高等専門学校の学生が企業等（「国又は地方公共団体の

機関を含む。以下「実習機関」という）において実習（実習機関の計画する研究・開発に関する研

修及び技術講習等を含む）を通じて工業技術の体得及び実習機関での就業体験をすることを目的と

する。 

（実習学年及び期間） 

第２条実習は、選択科目（学外実習Ⅰ及び学外実習Ⅱ）として第４学年以上において実施する。な

お、第３学年末休業から第４学年春季休業の間の実習については、第４学年とみなして、本要項を

適用するものとする。 

２ 実習を行う期間は、５日間以上で長期休業期間中とする。 

３ 実習の期間が正当な理由によって休業期間外にわたる場合は、特別欠席扱いとすることができ

る。 

（実習機関の選定） 

第３条実習機関の開拓及び選定は、原則として進路指導委員会委員が行い、進路指導委員会委員長

を経て、学級担任が学生に開示する。 

２ 前項による実習機関の選定にあたっては実施機関から提出される学外実習受入調書第、（１号様

式）により行う。 

３ 前項の学外実習受入調書は、実施機関所定の様式をもって替えることができる。 

（履修の手続き） 

第４条実習の履修を希望する学生は、学外実習履修願（第２号様式）を学級担任を経て、校長に提

出しなければならない。 

２ 学外実習履修願を提出した学生の派遣先実習機関は、学級担任が調整し決定する。 

（学外実習履歴書及び誓約書の提出） 

第５条前条第２項により派遣先実習機関が決定した学生（以下「実習生」という）は、学外実習履

歴書（第３号様式）及び学外実習誓約書（第４号様式）を校長を経て、実習機関へ提出しなければ

ならない。 

２ 前項の学外実習履歴書及び誓約書は実施機関所定の様式をもって替えることができる。 

（事前及び実習期間中の指導等） 

第６条進路指導委員会委員長は、実習の開始に先だち実習生に対してガイダンス等必要な事前指導

を行うものとする。 

２ 学級担任は、実習生の状況を把握し、実習が円滑に行われるよう努めるものとする。 

３ 実習中に事故の発生又は制約事項に違反する行為等があった場合は、学級担任等関係教 

職員が緊密に連携し、迅速に対応するものとする。 

（学外実習心得） 

第７条実習生は、別に定める学外実習心得を守らなければならない。 
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（報告書等） 

第８条実習生は、学外実習終了後、速やかに学外実習報告書（第５号様式）を学級担任に提出し

なければならない。 

２ 校長は、学外実習終了後、実施機関の責任者から学外実習証明書（第６号様式）の提出を受け

るものとする。 

３ 前各項の学外実習報告書及び学外実習証明書は、実施機関所定の様式をもって替えることがで

きる。 

（成績評価及び単位修得科目の認定） 

第９条成績評価及び単位修得科目の認定は、第６条第１項に規定する事前指導及び前条により提

出された学外実習報告書、学外実習証明書並びに各学科が実施する学外実習報告会等に基づき各

学科が行い、認定科目は、実習時間３０時間をもって学外実習Ⅰ、実習時間６０時間をもって学

外実習Ⅱとする。 

２ 学級担任は、前項により単位修得科目を認定した場合は、遅滞なく、学外実習単位認定届（第

７号様式）を教務主事を経て、校長に提出するものとする。 

（事務） 

第10条実習に関する事務は、学生課が行う。 

（雑則） 

第11条この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附則（平成１７年４月１日釧高専達第４号） 

１ この要項は、平成１７年４月１日から実施する。 

 

 

 

（出典 釧路工業高等専門学校学外実習取扱要項）
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資料５－１－②－７ 
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（出典 平成１６年度学外実習報告書） 
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資料５－１－②－８ 

   

（出典 シラバス） 
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資料５－１－②－９ 

外部講師（非常勤講師）による集中講義の成果を示す資料 
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資料５－１－②－10 

    

（出典 シラバス） 
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                              資料５－１－②－１１

非常勤講師について（依頼） 

 

このことについて，下記のとおり非常勤講師を予定していますので，委嘱方よろしくお願

いします。 

 

記 

 

１ 講 師 名  ○○○○（豊橋技術科学大学電気電子工学系助教授） 

２ 授 業 日  平成１６年４月１９日（月）～平成１６年４月２０日（火） 

         平成１６年５月２４日（月）～平成１６年５月２５日（火） 

         平成１６年６月１４日（月）～平成１６年６月１５日（火） 

３ 派遣依頼期間 平成１６年４月１８日（日）～平成１６年４月２０日（火） 

         平成１６年５月２３日（日）～平成１６年５月２５日（火） 

         平成１６年６月１３日（日）～平成１６年６月１５日（火） 

４ 科   目  「電子工学特論」 集中講義 

５ 時 間 数  ３０時間（内訳別紙のとおり） 

６ 対   象  第５学年 電子工学科 

 

（別紙） 

平成１６年度 電子工学特論の集中講義について 

 

  １回目  平成１６年４月１９日（月） １～７時限 

       平成１６年４月２０日（火） １～４時限 

  ２回目  平成１６年５月２４日（月） １～７時限 

       平成１６年５月２５日（火） １～４時限 

  ３回目  平成１６年６月１４日（月） 時間未定 

       平成１６年６月１５日（火）   〃 

 

 

非常勤講師について（依頼） 

 

このことについて，下記のとおり非常勤講師を予定していますので，委嘱方よろしくお願

いします。 

 

記 

 

１ 講 師 名  ○○○○（古谷国際特許事務所 弁理士） 

２ 授 業 日  平成１６年１０月 ４日（月）～平成１６年１０月 ５日（火） 

         平成１６年１０月１８日（月）～平成１６年１０月１９日（火） 
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         平成１６年１１月 ８日（月）～平成１６年１１月 ９日（火） 

         平成１６年１２月１３日（月）～平成１６年１２月１４日（火） 

３ 派遣依頼期間 平成１６年１０月 ３日（日）～平成１６年１０月 ５日（火） 

         平成１６年１０月１７日（日）～平成１６年１０月１９日（火） 

         平成１６年１１月 ７日（日）～平成１６年１１月 ９日（火） 

         平成１６年１２月１２日（日）～平成１６年１２月１４日（火） 

４ 科   目  「電子工学特論」（電子工学科） 集中講義 

         「計算機方式」（情報工学科）  集中講義 

５ 時 間 数  ３０時間（内訳別紙のとおり） 

６ 対   象  第５学年 電子工学科 

         第５学年 情報工学科 

 

（別紙） 

平成１６年度 電子工学特論及び計算機方式の集中講義について 

 

  １回目  平成１６年１０月 ４日（月） ５～８時限 

       平成１６年１０月 ５日（火） １～４時限 

  ２回目  平成１６年１０月１８日（月） ５～８時限 

       平成１６年１０月１９日（火） １～４時限 

  ３回目  平成１６年１１月 ８日（月） ５～８時限 

       平成１６年１１月 ９日（火） １～４時限 

  ４回目  平成１６年１２月１３日（月） ５～６時限 

       平成１６年１２月１４日（火） １～４時限 

 

（出典 非常勤講師委嘱に係る決裁文書） 
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資料５－１－②－１２ 

若原氏による「電子工学特論」講義資料 
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                             （出典 集中講義資料） 

 

資料５－１－②－１３

（目的） 

第１ 海外語学研修（以下「研修」という。）は，釧路工業高等専門学校（以下「本校」とい 

う。）の学生が，本校の主催する研修に参加することにより，英会話の実践的能力を高める 

とともに国際感覚を身に付けることを目的とする。 

（申請） 

第２ 研修を希望する者は，次の各号に該当する場合に申請できるものとする。 

一 研修実施時期において第３学年以上に在学する者で，生活指導上問題のない者 

二 文部省認定実用英語技能検定試験準２級以上の合格者又は本校の英語の成績評価が各学 

年とも80点以上の者 

（許可） 

第３ 派遣の許可は，所定の審査を経て校長が決定する。 

（期間） 

第４ 研修期間は，長期休業期間中の３週間程度とする。 

（成績評価及び単位認定） 

第５ 成績の評価は，外国の大学等が発行した証明書等に基づき一般教科「英語」の教科代表教

員が行う。 

２ 認定科目は英会話Ⅲ（選択科目）とする。 

（事務） 

第６ 研修に関する事務は，学生課専門職員が行う。 
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（雑則） 

第７ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

附則 

この要項は，平成11年４月１日から実施する。 

                 （出典 釧路工業高等専門学校海外語学研修実施要項）
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資料５－１－②－14
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生の多様なニーズに対応して，数学課外補習など種々の取り組みが行われており，学生の多様な 

ニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成に十分配慮している。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 

 

（観点に係る状況）  

はじめに授業形態別の比率を示す（資料５－２－①-１）。 

 

資料５－２－①-１

 

授業形態別比率を示す資料 

（次頁） 

   

 

（出典 学生課資料）
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資料５－２－①-１
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     授業形態別比率表    

    第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 

一   般 82% 68% 62% 50% 18% 

専門講義 3% 11% 24% 37% 67% 機械工学科 

専門実習 15% 21% 14% 13% 15% 

一   般 85% 76% 60% 52% 19% 

専門講義 6% 12% 32% 32% 43% 電気工学科 

専門実習 9% 12% 8% 16% 38% 

一   般 83% 69% 66% 47% 18% 

専門講義 6% 14% 11% 36% 67% 電子工学科 

専門実習 11% 17% 23% 17% 15% 

一   般 82% 69% 62% 51% 18% 

専門講義 6% 17% 22% 38% 53% 情報工学科 

専門実習 12% 8% 16% 11% 29% 

一   般 82% 72% 66% 46% 15% 

専門講義 6% 22% 17% 27% 51% 建築学科 

専門実習 12% 17% 17% 27% 34% 

（出典 学生課資料）

 次に，学習指導法の工夫の例としては，以下のようなものが挙げられる。（資料５－２－①－２） 

資料５－２－①－２ 

観   点 内       容 参 考 資 料 

習熟度別授業 
3学年の「英語」において，全学科の学生 

を習熟度別にクラス分けして授業を実施。 

資料５－２－①－３ 

 

課題解決・ﾁｰﾑﾜｰｸ養成 

型授業 

2年全学生を対象とした｢創造工学｣では， 

20名程度の10ｸﾞﾙｰﾌﾟに分けられ，各ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

に与えられたﾃｰﾏに沿ったものづくりを通 

して，課題解決能力やﾁｰﾑﾜｰｸを養成する。 

 

資料５－２－①－４ 

 

少人数教育 

実験科目などにおいて，数名ずつの班を編

成し，班毎にローテーションを組んで授業

を行っている。 

 

資料５－２－①－５ 

視聴覚機器の利用 

全教室にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ投影設備，ﾋﾞﾃﾞｵ･DVD再 

生装置などを備えており，多様な授業形

態･ 

教材利用に対応できるよう配慮している。 

資料５－２－①－６ 

情報機器の利用 

低学年よりコンピュータリテラシーを展開 

し，インターネットの早期活用に配慮して 

いる。また，コンピュータ利用の講義形態 

も多く 情報処理演習室も有効に活用され

資料５－２－①－７ 
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も多く，情報処理演習室も有効に活用され 

ている。 

基礎学力不足の学生に 

対する配慮 

補習・補講やｵﾌｨｽｱﾜｰの積極活用などを図 

り，落伍者が減るよう配慮している。 

資料５－２－①－８ 

資料５－２－①－９ 

（出典 本自己点検書のための作成資料） 

 

 

資料５－２－①－３

３年英語で習熟度別授業を実施しているシラバス 

           （次頁） 
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                                （出典 シラバス） 
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                                資料５－２－①－４ 
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（つづき） 
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（つづき） 
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（つづき） 
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（つづき） 

 

 

 

 

   



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 186

（つづき） 

 

   

（出典 シラバス） 
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資料５－２－①－５ 

工学実験班編成表 

2004 年度 第３学年工学実験前期日程 

班編成 

 A 班 B 班 C 班 D 班 

１ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

２ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

３ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

４ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

５ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

６ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

７ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

８ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

９ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

１０ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ 

１１ ○○○○ ○○○○   

日  程 

回 月／日 生産ｼｽﾃﾑ実験室 材料実験室 精密実験室 実習工場 

1 4/14 A B C D 

2 4/21 A B C D 

3 4/28 A B C D 

4 5/12 A B C D 

5 5/19 B C D A 

6 5/26 B C D A 

7 6/2 B C D A 

8 6/16 B C D A 

9 6/30 C D A B 

10 7/7 C D A B 

11 7/14 C D A B 

12 9/1 C D A B 

13 9/8 D A B C 

14 9/15 D A B C 

15 9/22 D A B C 

注意事項 

前期実験は 4/14 より各実験室にて実験を行う。レポート用紙（A4），筆記用具，電卓，ﾎﾟｹｯﾄ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ PC-G850 と説明書（生産ｼｽﾃﾑ実験室）を忘れずに持参すること。 

服装は実習服を着用し，履物は各実験室の指示に従うこと。 

特別の理由がない限り欠席は認められないので注意すること。やむおえず欠課となった場合は，
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当実験室教官と打ち合わせて実験補講を行うこと． 

 

                             （出典 学生課資料） 

   

資料５－２－①－６

視聴覚機器の配置を示す資料 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.09.30
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.09.30
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.09.30
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.09.30
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.09.30
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

ＯＨＰ・オーバーヘッ

ドプロジェクター 

少

額

資

産 

H 

15.03.27
講義室 学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L780NT 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.09.17
講義室 学生課 

機器収納ｽﾁｰﾙﾗｯｸ 特注 800

×530×500 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.09.17
講義室 学生課 

機器収納ｽﾁｰﾙﾗｯｸ 特注 800

×530×500 

少
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額

資

産 

14.09.17 ×530×500 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.09.17
講義室 学生課 

機器収納ｽﾁｰﾙﾗｯｸ 特注 800

×530×500 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.09.17
講義室 学生課 

機器収納ｽﾁｰﾙﾗｯｸ 特注 800

×530×500 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

15.03.20
講義室 学生課 機器収納ﾗｯｸ 光映堂特注品 

機器収納ラック（特

注） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 鋼板製 特注 800×530×505

機器収納ラック（特

注） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 鋼板製 特注 800×530×505

機器収納ラック（特

注） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 鋼板製 特注 800×530×505

機器収納ラック（特

注） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 鋼板製 特注 800×530×505

機器収納ラック（特

注） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 鋼板製 特注 800×530×505

液晶プロジェクター

（松下） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 松下電器 TH-L785 

少
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（松下） 額

資

産 

16.10.01

液晶プロジェクター

（松下） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 松下電器 TH-L785 

液晶プロジェクター

（松下） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 松下電器 TH-L785 

液晶プロジェクター

（松下） 

少

額

資

産 

H 

16.10.01
講義室 学生課 松下電器 TH-L785 

 

 

 

 

 

 

   

 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

少
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プロジェクター 額

資

産 

14.01.15 講義室 TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

ＯＨＰ・オーバーヘッド

プロジェクター 

少

額

資

産 

H 

14.01.15

低学年棟

講義室 
学生課 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 松下電器 

TH-L770J 

少
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プロジェクター 額

資

産 

14.01.15 講義室 TH-L770J 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.15

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

少
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額

資

産 

14.02.15 講義室 1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.28

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.28

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.28

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.28

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

保管庫（ケース含） 

少

額

資

産 

H 

14.02.28

低学年棟

講義室 
学生課 

AV 機器収納ﾗｯｸ ｴﾙﾓ LK-

1000S 

 

                               （出典 資産管理台帳） 

 

資料５－２－①－７ 

平成１７年度前期の情報処理センター時間割 

第１演習室（情報処理センター内プログラミング演習室） 

 月 火 水 木 金 

1 ４Ｅ高木   ４Ｄ佐治   ５Ｄ佐治   ５Ｍ荒井   ２Ｅ野口    

2 ４Ｅ高木   ４Ｄ佐治   ５Ｄ佐治   ５Ｍ荒井   ２Ｅ野口    

3 ４Ｍ荒井   ５Ｄ坂田         １Ｋ荒井   ５Ｄ佐治    

4 ４Ｍ荒井   ５Ｄ坂田         １Ｋ荒井   ５Ｄ佐治    

5 １Ｋ２Ｓ千葉 ５Ｍ荒井   ３Ｍ荒井   卒業研究   ５Ｅ野口・佐藤 

6 １Ｋ２Ｓ千葉 ５Ｍ荒井         卒業研究   ５Ｅ野口・佐藤 

7        卒業研究   ４Ｍ荒井   卒業研究   ５Ｅ野口・佐藤 

8        卒業研究   ４Ｍ荒井   卒業研究           
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第２演習室（新棟プログラミング演習室） 

 月 火 水 木 金 

1 ４Ａ佐藤 ５Ｅ佐々木   4ＭＪ澤柳佐藤 ２Ｄ坂田   ３Ｄ坂田    

2 ４Ａ佐藤 ５Ｅ佐々木   4ＭＪ澤柳佐藤 ２Ｄ坂田   ３Ｄ坂田    

3                            ２ＫＳ高木   

4                            ２ＫＳ高木   

5      ４ＥＤ東・佐藤 １Ａ井上・大槻 １Ｄ山田・浅水 １ＫＳ千田   

6      ４ＥＤ東・佐藤 １Ａ井上・大槻 １Ｄ山田・浅水 １ＫＳ千田   

7                                    

8                                    

 

                           （出典 情報処理センター資料） 

 

  

資料５－２－①－８ 

          補講・補習の実施方法等について 

1. 授業時間数が不足したり，クラス全体に補足的に授業が必要な時などは，「補講届」（別

紙様式 1）に記入のうえ補講を行うことができる。 

2. 学生の要望があったり，一部の学生に補習が必要と判断される時には，学生に「補習願」

（別紙様式 2）を書かせた上で補習を行うことができる。なお，教員側から補習を設定する

場合は「教員記入欄」のみの記入でもよい。 

3. 担任は留年，単位未修得及び学習遅進の学生に「補習・質問の記録」（別紙様式３）を付

けさせ，定期的に学習状況の確認をする。「補習・質問の記録」は，学年末にまとめて担

任が教務係に提出する。 

4. 学生指導の証拠とするため，「補講届」，「補習願」は保存し，半期毎に教務係へ提出す

る。 

5. 教科の評点が 60 点を超えた場合は，「補習・質問の記録」に見られる努力を，評価に加え

ることができる。 

【補足】： 

（1）授業時間数は，なるべく授業振替等で確保する。特別な事情で不足した場合は補講 

を行うが，出欠に入れない。 

（2）1，2，5 は教員に対する強制ではない。簡単な個人指導や説明ですむものや OH などで対

応可能なものについては，「補講届」「補習願」として記録しなくてもよい。 

（3）学生が自ら学ぼうとする姿勢を養うため，当面，担任が学生の学習状況を把握し，補習

依頼に行くように指導したり，遅進学生が質問に行くように指導することが必要であ

る。 

 （4）「学習遅進の学生」の選定は，担任が教科担当と協議して決める。 

 

                           （出典 学内向けウェブサイト） 
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資料５－２－①－９

 オフィスアワー実施要領 

学生指導及びオフィスアワー（OH）について 

 

（1） 全教員はオフィスアワーを設定する。日時は原則，月曜日 8 時間目または 9 時間目とする。

（2） 学生指導の内容は OH 時間以外のものも含めて「学生指導記録」に記録する。 

（3） OH が実施できたか否かは，「OH 予定・実施状況」に記録する。 

（4） 「学生指導記録」及び「OH 予定・実施状況」は，半期毎に教務係に提出する。 

（つづき） 

          

学 生 指 導 記 録 

 

（    年   月 ～   年   月

No.  ） 

 月 /

日 

時  間 来 室 学

生 

内   容 記録・対応・備考 

1   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

2   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

3   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

4   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

5   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

6   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

7   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )
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8   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

9   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

10   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

11   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

12   OH  

OH 外 

(     ) 

 質問(         )

相談(         )

その他(        )

 

 

※半期毎に学生課教務係へ提出願います。（全教員→教務係） 

 

                          （出典 学内向けウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 講義，演習，実験，実習等の授業形態別の構成比率からバランスは適切である。習熟度別授業の実

施や視聴覚機器の整備など教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫・配慮が十分に行われている。 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 シラバスは平成7年度から作成しているが，当初は記載されていた内容が授業時間ごとの講義内容

のみで，その目的を十分果たしているとはいえなかった。その後，H16年度にシラバスの様式を全面

改訂して授業項目ごとの達成目標を具体的に記述することとし，さらにH17年度からは本校の学習・

教育目標との対応を明確にするとともに，成績評価方法を明確にして学生の到達度評価が可能となる

ようにした（資料５－２－②－１）。 

 

資料５－２－②－１ 
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                         （出典 学内向けウェブサイト） 

 

 

 

また，シラバスの学生への周知方法については，以下のとおりである。（資料５－２－②－２） 
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                                  資料５－２－②－２ 

学 年 周  知  方  法  等 参 考 資 料 

１年 

入学時に全科目のｼﾗﾊﾞｽを配付するとともに，保管用フ 

ァイルを購入させ，その活用を促している。また，授業 

開始時に担当教員がｼﾗﾊﾞｽの内容について説明を行う。 

２～５年 

各科目の授業開始時にｼﾗﾊﾞｽを配付し，担当教員がその 

内容について説明を行う。 

なお，４年生については，JABEE履修生となることを考 

慮し，ｼﾗﾊﾞｽ保管用ﾌｧｲﾙを購入させた。 

全学年共通 本校HPにおいて常時閲覧が可能となっているほか，各ホ

ームルーム教室にも紙媒体で配置している。 

資料５－２－②－３ 

資料５－２－②－４ 

資料５－２－②－５ 

（出典 本自己点検評価のための作成資料）

 

資料５－２－②－３ 
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（出典 １年担任会議配付資料） 

 

                                 （資料５－２－②－４）

 

釧路高専教務関連規定・申合わせ及び学生支援体制等の改訂に伴う説明資料（抜粋） 

 

◎ 60 点合格のための学生支援対策 

１． シラバスの学生への周知（科目毎に担当教員が説明） 

１）各教科の授業開始に先立って，担当教科に関するシラバスを印刷配布の上，内容を十分に説

明すること。 

２）1年及び4年についてはシラバス用ファイルを始業日に購入しているので，これに綴じ込みい

つでも参照できるように指導する。（２，３，５年についても各自シラバスがいつでも参照で

きるようにファイルを作ることを薦める。） 

３）特に達成目標及び項目ごとに「・・・何々ができる」「・・・が説明できる」などの説明と

成績評価方法については十分に学生に説明する。 

４） 担当科目が本校の学習教育目標やJABEE基準のどの項目に対応しているかを説明する。 

５）ホームページでの閲覧が可能であることも周知する。 

 

                     （出典 教務主事作成による全教員への配付資料）
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（資料５－２－②－５） 

(７)授業開始時のシラバス配付について 

   委員長から１学年については入学式当日，教務係から配付する予定であるが，２～５学年 

については，授業開始時に各教員が配付をしてほしい旨説明があった。 

なお，例年どおり，各ＨＲ教室に１部づつ置くことになった。 

 

                     （出典 平成１７年４月４日教務委員会議事概要）
 

シラバス活用の状況については，授業評価アンケートによるQ1，Q2が該当の項目であり，H15年度

は3.2程度であったがH16年度は3.4程度となっており，学生に意識され始めた結果であるといえる

（資料５－２－②－６）（資料５－２－②－７）。 

 

資料５－２－②－６

 

（次頁） 
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１６年度講義科目学科別等平均 

  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14

全体 3.43 3.42 3.67 3.66 3.34 3.48 3.56 3.63 3.42 3.19 3.38 3.18 4.38 3.32 

一般文系 3.44 3.42 3.70 3.73 3.40 3.50 3.51 3.64 3.42 3.41 3.51 3.27 4.38 3.38 

一般理系 3.70 3.68 3.90 3.88 3.66 3.61 3.74 3.89 3.63 3.15 3.38 3.26 4.50 3.49 

一般教科体育 3.58 3.56 4.07 4.35 3.72   3.96 4.01   4.16   4.14 4.58   

基礎専門 3.34 3.31 3.73 3.79 3.47 3.60 3.45 3.65 3.50 3.29 3.29 3.13 4.31 3.24 

機械工学科 3.39 3.41 3.47 3.42 3.05 3.41 3.38 3.37 3.27 2.94 3.22 2.95 4.46 3.18 

電気工学科 3.20 3.21 3.30 3.18 2.92 3.07 3.45 3.27 3.16 2.78 3.14 2.75 4.17 2.98 

電子工学科 3.16 3.13 3.49 3.40 3.10 3.40 3.50 3.39 3.32 2.82 3.36 2.92 4.27 3.10 

情報工学科 3.28 3.29 3.43 3.21 2.98 3.44 3.48 3.48 3.32 2.88 3.41 2.98 4.28 3.20 

建築学科 3.46 3.47 3.74 3.74 3.39 3.60 3.58 3.72 3.58 3.05 3.36 3.10 4.31 3.53 

全体１年 3.75 3.74 3.82 3.84 3.53 3.53 3.67 3.77 3.53 3.34 3.55 3.48 4.68 3.58 

全体２年 3.65 3.63 3.82 3.84 3.52 3.60 3.75 3.75 3.57 3.23 3.36 3.26 4.39 3.46 

全体３年 3.27 3.25 3.59 3.61 3.27 3.47 3.47 3.60 3.38 3.16 3.31 3.09 4.27 3.19 

全体４年 3.29 3.28 3.59 3.59 3.24 3.48 3.54 3.55 3.35 3.16 3.33 3.14 4.39 3.26 

全体５年 3.15 3.16 3.52 3.38 3.09 3.32 3.37 3.43 3.29 3.00 3.36 2.89 4.09 3.09 

一般文系１年 3.69 3.68 3.82 3.84 3.49 3.41 3.61 3.76 3.46 3.41 3.57 3.46 4.65 3.60 

一般文系２年 3.65 3.61 4.04 4.04 3.73 3.75 3.78 3.86 3.66 3.53 3.48 3.35 4.35 3.51 

一般文系３年 3.19 3.17 3.45 3.48 3.19 3.35 3.28 3.47 3.28 3.39 3.53 3.13 4.20 3.16 

一般文系４年 3.20 3.19 3.48 3.57 3.17 3.51 3.34 3.43 3.24 3.26 3.41 3.09 4.30 3.21 

一般文系５年 3.17 3.23 3.61 3.61 3.29 3.52 3.39 3.62 3.41 3.56 3.69 3.26 4.13 3.30 

一般理系１年 3.83 3.80 3.98 3.90 3.69 3.67 3.77 3.88 3.62 3.19 3.48 3.36 4.67 3.55 

一般理系２年 3.72 3.70 3.75 3.77 3.56 3.58 3.73 3.82 3.60 3.01 3.26 3.13 4.38 3.48 

一般理系３年 3.39 3.37 3.90 3.97 3.71 3.51 3.70 3.98 3.69 3.22 3.29 3.18 4.27 3.33 

一般理系４年 3.31 3.35 4.06 4.31 3.98 3.51 3.88 4.37 3.83 3.00 3.29 3.29 4.59 3.60 

一般理系５年 3.26 3.31 3.93 3.81 3.42 3.85 3.11 3.74 3.41 4.00 4.04 3.70 3.78 3.74 

基礎専門１年 3.72 3.71 3.50 3.56 3.24 3.48 3.51 3.55 3.51 3.17 3.67 3.47 4.70 3.61 

基礎専門２年 3.55 3.57 3.62 3.58 3.19 3.43 3.68 3.57 3.42 2.83 3.30 3.02 4.43 3.37 

基礎専門３年 3.26 3.25 3.40 3.35 3.05 3.47 3.43 3.42 3.32 2.74 3.14 2.85 4.29 3.18 

基礎専門４年 3.32 3.31 3.53 3.42 3.13 3.47 3.58 3.50 3.39 2.94 3.30 3.01 4.43 3.28 

基礎専門５年 3.15 3.15 3.49 3.34 3.05 3.29 3.36 3.39 3.26 2.92 3.32 2.82 4.09 3.04 

機械工学科１年 3.85 3.86 3.98 3.97 3.72 3.65 3.82 3.88 3.63 3.38 3.36 3.48 4.72 3.71 

機械工学科２年 3.83 3.81 3.91 3.77 3.75 3.67 3.85 3.84 3.67 3.48 3.51 3.49 4.25 3.67 

機械工学科３年 3.47 3.49 3.68 3.71 3.35 3.54 3.45 3.71 3.43 3.41 3.21 3.22 4.43 3.40 

機械工学科４年 3.23 3.22 3.38 3.44 2.98 3.29 3.34 3.28 3.09 2.97 3.18 2.93 4.67 3.00 

機械工学科５年 3.21 3.23 3.40 3.31 2.88 3.18 3.22 3.27 3.13 2.80 3.15 2.79 4.26 2.98 

電気工学科１年 3.76 3.80 3.65 3.78 3.42 3.41 3.61 3.67 3.38 3.28 3.51 3.45 4.71 3.50 
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電気工学科２年 3.53 3.49 3.76 3.79 3.36 3.39 3.75 3.67 3.44 3.05 3.11 3.07 4.47 3.50 

電気工学科３年 3.27 3.25 3.65 3.68 3.44 3.56 3.57 3.68 3.48 3.20 3.26 3.03 4.27 3.15 

電気工学科４年 3.43 3.46 3.81 3.83 3.48 3.59 3.68 3.76 3.44 3.30 3.13 3.20 4.20 3.23 

電気工学科５年 2.98 3.00 3.23 2.98 2.82 2.91 3.18 3.07 3.07 3.01 3.46 2.77 3.87 2.75 

電子工学科１年 3.84 3.74 3.95 3.96 3.73 3.76 3.75 3.94 3.67 3.49 3.69 3.57 4.76 3.69 

電子工学科２年 3.19 3.19 3.69 3.70 3.25 3.43 3.64 3.61 3.36 3.01 3.43 3.18 4.46 3.12

電子工学科３年 3.07 3.02 3.64 3.60 3.15 3.42 3.53 3.51 3.30 2.98 3.33 3.02 4.36 2.99 

電子工学科４年 3.16 3.16 3.59 3.49 3.16 3.41 3.48 3.51 3.39 3.11 3.48 3.15 4.30 3.24 

電子工学科５年 3.11 3.13 3.47 3.52 3.28 3.44 3.34 3.43 3.31 3.15 3.45 2.98 4.08 3.10 

情報工学科１年 3.82 3.80 4.06 4.02 3.63 3.58 3.76 3.91 3.65 3.33 3.56 3.48 4.56 3.62 

情報工学科２年 3.88 3.87 3.90 3.93 3.72 3.85 3.83 3.87 3.72 3.30 3.49 3.29 4.48 3.57 

情報工学科３年 3.35 3.30 3.52 3.52 3.16 3.48 3.44 3.47 3.35 3.08 3.38 3.14 4.23 3.27 

情報工学科４年 3.10 3.08 3.36 3.41 3.05 3.37 3.41 3.42 3.23 3.21 3.48 3.25 4.43 3.22 

情報工学科５年 3.02 3.00 3.47 2.97 2.79 3.22 3.47 3.44 3.17 2.97 3.47 2.82 3.95 2.88 

建築学科１年 3.51 3.50 3.47 3.52 3.18 3.24 3.42 3.48 3.32 3.20 3.62 3.40 4.64 3.38 

建築学科２年 3.84 3.83 3.85 3.97 3.56 3.67 3.68 3.79 3.66 3.41 3.30 3.33 4.25 3.45 

建築学科３年 3.17 3.15 3.45 3.53 3.21 3.29 3.33 3.62 3.33 3.10 3.38 3.04 4.03 3.13 

建築学科４年 3.56 3.53 3.84 3.81 3.56 3.76 3.80 3.83 3.64 3.25 3.32 3.21 4.31 3.59 

建築学科５年 3.32 3.34 3.88 3.85 3.48 3.65 3.59 3.80 3.61 3.07 3.33 3.00 4.19 3.51 

                              （出典 学内向けウェブサイト）

 

 

平成１６年度実験・実習・製図学科別平均 

  Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９
Ｑ１

０ 

Ｑ１

１ 

Ｑ１

２ 

Ｑ１

３ 

Ｑ１

４ 

Ｑ１

５ 

全   体 3.44 3.44 3.50 3.26 3.53 3.40 3.48 3.59 3.51 3.15 3.24 3.15 3.22 4.41 3.53 

機械工学科 3.58 3.59 3.67 3.42 3.55 3.51 3.64 3.64 3.67 3.36 3.49 3.42 3.45 4.70 3.69 

電気工学科 3.48 3.45 3.59 3.29 3.74 3.49 3.57 3.76 3.61 3.14 3.32 3.04 3.12 4.52 3.52 

電子工学科 3.05 3.04 3.25 2.97 3.37 3.11 3.15 3.36 3.07 2.72 2.79 2.85 2.90 4.02 3.20 

情報工学科 3.28 3.27 3.01 2.97 3.18 3.18 3.19 3.18 3.36 2.99 3.00 2.85 2.80 3.76 3.24 

建築学科 3.54 3.56 3.53 3.31 3.59 3.46 3.53 3.74 3.53 3.21 3.12 3.15 3.39 4.38 3.67 

 

                              （出典 学内向けウェブサイト）
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資料５－２－②－７  

１５年度授業評価アンケート集計表（講義・演習） 

  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q9 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14

全体 3.18 3.19 3.65 3.64 3.35 3.48 3.51 3.63 3.41 3.2 3.38 3.15 4.36 3.23

一般文系 3.21 3.17 3.74 3.67 3.46 3.65 3.53 3.66 3.43 3.52 3.59 3.33 4.38 3.29

一般理系 3.34 3.33 3.79 3.83 3.53 3.48 3.71 3.83 3.54 3.14 3.27 3.18 4.45 3.37

一般教科体育 3.04 3.13 3.81 4.08 3.56 2.71 3.65 3.68 3.09 4.04 3.8 3.95 4.56 3.92

基礎専門 3.03 3.05 3.53 3.45 3.28 3.3 3.2 3.48 3.37 3.06 3.31 2.93 4.32 3.1

機械工学科 3.11 3.11 3.5 3.48 3.17 3.32 3.39 3.47 3.23 3.13 3.29 3.07 4.44 3.15

電気工学科 3.22 3.22 3.68 3.68 3.38 3.49 3.49 3.62 3.42 3.28 3.34 3.14 4.42 3.23

電子工学科 3.05 3.05 3.63 3.56 3.31 3.41 3.44 3.56 3.36 3.07 3.38 3.1 4.37 3.13

情報工学科 3.17 3.17 3.64 3.62 3.37 3.57 3.57 3.71 3.47 3.26 3.47 3.21 4.22 3.19

建築学科 3.37 3.39 3.81 3.85 3.51 3.62 3.64 3.81 3.56 3.29 3.42 3.23 4.35 3.46

全体１年 3.45 3.44 3.7 3.68 3.39 3.43 3.57 3.64 3.42 3.23 3.44 3.34 4.54 3.43

全体２年 3.16 3.12 3.68 3.7 3.51 3.65 3.61 3.71 3.47 3.38 3.47 3.3 4.49 3.35

全体３年 3.15 3.17 3.74 3.72 3.34 3.48 3.58 3.7 3.47 3.27 3.27 3.14 4.34 3.21

全体４年 2.98 3.01 3.5 3.49 3.19 3.42 3.33 3.49 3.27 3.07 3.36 2.98 4.37 3.11

全体５年 3.1 3.15 3.64 3.58 3.32 3.44 3.42 3.63 3.42 3.04 3.35 2.93 3.96 3.01

一般文系１年 3.43 3.39 3.74 3.57 3.4 3.44 3.59 3.61 3.42 3.35 3.48 3.35 4.48 3.47

一般文系２年 3.15 3.02 3.8 3.81 3.61 3.87 3.59 3.81 3.56 3.68 3.72 3.46 4.47 3.37

一般文系３年 3.19 3.17 3.95 3.84 3.46 3.68 3.74 3.78 3.51 3.64 3.61 3.31 4.27 3.17

一般文系４年 3 3.05 3.52 3.54 3.34 3.66 3.23 3.46 3.23 3.51 3.62 3.22 4.32 3.05

一般文系５年 2.97 2.91 3.64 3.55 3.45 3.53 3.35 3.6 3.35 3.22 3.44 2.96 3.56 3.08

一般理系１年 3.42 3.41 3.77 3.79 3.39 3.44 3.59 3.73 3.47 3.01 3.34 3.18 4.52 3.36

一般理系２年 3.26 3.25 3.8 3.75 3.74 3.59 3.94 3.93 3.57 3.2 3.16 3.2 4.48 3.41

一般理系３年 3.27 3.25 3.85 4.04 3.64 3.54 3.77 3.97 3.74 3.42 3.22 3.19 4.28 3.39

一般理系４年 3.03 3.13 3.75 3.95 3.38 2.83 3.6 3.98 3.26 2.8 3.3 2.9 4.58 3.15

一般理系５年 3.17 3.28 3.72 3.5 3.33 3.29 3.11 3.39 3.18 3.72 3.76 3.47 3.78 3.28

基礎専門３年 3.01 2.98 3.18 3.04 2.66 2.84 2.46 2.94 2.96 2.63 2.95 2.58 4.16 2.73

基礎専門４年 3.04 3.06 3.63 3.55 3.48 3.52 3.44 3.64 3.51 3.2 3.43 3.02 4.38 3.21

基礎専門５年 3.1 3.3 4.3 4.5 4.3 2.89 4.2 4.5 3.8 3.7 3.85 3.7 4.3 3.8

機械工学科１年 3.34 3.32 3.53 3.38 3.29 3.26 3.49 3.5 3.3 3.11 3.43 3.3 4.5 3.45

機械工学科２年 3.22 3.09 3.8 3.76 3.6 3.79 3.61 3.71 3.49 3.54 3.37 3.33 4.61 3.47

機械工学科３年 2.94 3.05 3.55 3.61 3.04 3.22 3.39 3.41 3.21 3.27 3.29 3.14 4.53 3.09

機械工学科４年 2.99 3.02 3.41 3.46 3.1 3.33 3.23 3.42 3.11 3.01 3.18 2.93 4.44 2.99

機械工学科５年 3.06 3.05 3.3 3.28 2.94 3.1 3.29 3.37 3.13 2.89 3.21 2.77 4.17 2.85

電気工学科１年 3.43 3.44 3.64 3.62 3.32 3.4 3.63 3.53 3.41 3.16 3.31 3.28 4.61 3.41

電気工学科２年 3.16 3.13 3.72 3.85 3.55 3.76 3.58 3.77 3.46 3.44 3.48 3.13 4.63 3.32

電気工学科３年 3.22 3.18 3.95 3.94 3.51 3.59 3.64 3.81 3.49 3.3 2.92 3 4.33 3.03
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電気工学科４年 2.87 2.88 3.43 3.35 3.05 3.29 3.12 3.34 3.21 3.15 3.6 3.1 4.42 3.16

電気工学科５年 3.39 3.42 3.65 3.57 3.48 3.4 3.32 3.62 3.55 3.38 3.48 3.2 3.9 3.13

電子工学科１年 3.26 3.23 3.87 3.77 3.47 3.45 3.62 3.8 3.47 3.2 3.47 3.38 4.59 3.44

電子工学科２年 3.09 3.05 3.76 3.59 3.57 3.68 3.7 3.73 3.53 3.34 3.51 3.34 4.62 3.4

電子工学科３年 3.1 3.13 3.68 3.58 3.23 3.28 3.47 3.56 3.4 3.1 3.37 3.11 4.28 3.08

電子工学科４年 2.81 2.83 3.24 3.21 2.89 3.18 3.02 3.08 2.98 2.72 3.23 2.68 4.26 2.8

電子工学科５年 2.94 3.01 3.58 3.62 3.41 3.46 3.39 3.59 3.43 3 3.33 2.94 4.01 2.91

情報工学科１年 3.64 3.59 3.87 3.85 3.57 3.64 3.6 3.81 3.51 3.44 3.65 3.46 4.46 3.48

情報工学科２年 3.08 3.05 3.45 3.59 3.36 3.54 3.56 3.53 3.43 3.27 3.47 3.36 4.19 3.18

情報工学科３年 3.03 3.06 3.56 3.6 3.28 3.59 3.6 3.68 3.46 3.34 3.39 3.27 4.36 3.29

情報工学科４年 3.06 3.09 3.57 3.54 3.31 3.56 3.57 3.75 3.5 3.19 3.41 3 4.17 2.99

情報工学科５年 3 3.03 3.81 3.46 3.35 3.49 3.49 3.8 3.41 2.94 3.43 2.83 3.71 2.94

建築学科１年 3.58 3.59 3.6 3.75 3.32 3.43 3.52 3.58 3.41 3.26 3.4 3.31 4.5 3.38

建築学科２年 3.27 3.29 3.69 3.72 3.47 3.52 3.59 3.82 3.45 3.37 3.5 3.36 4.45 3.42

建築学科３年 3.45 3.44 3.98 3.9 3.64 3.69 3.79 4.01 3.74 3.34 3.35 3.17 4.2 3.52

建築学科４年 3.17 3.22 3.87 3.89 3.6 3.7 3.71 3.87 3.59 3.33 3.48 3.24 4.57 3.67

建築学科５年 3.24 3.33 4.01 4.06 3.59 3.9 3.64 3.88 3.68 3.14 3.41 2.98 3.88 3.3

機械工学科１年 3.34 3.32 3.53 3.38 3.29 3.26 3.49 3.5 3.3 3.11 3.43 3.3 4.5 3.45

電気工学科１年 3.43 3.44 3.64 3.62 3.32 3.4 3.63 3.53 3.41 3.16 3.31 3.28 4.61 3.41

電子工学科１年 3.26 3.23 3.87 3.77 3.47 3.45 3.62 3.8 3.47 3.2 3.47 3.38 4.59 3.44

情報工学科１年 3.64 3.59 3.87 3.85 3.57 3.64 3.6 3.81 3.51 3.44 3.65 3.46 4.46 3.48

建築学科１年 3.58 3.59 3.6 3.75 3.32 3.43 3.52 3.58 3.41 3.26 3.4 3.31 4.5 3.38

機械工学科２年 3.22 3.09 3.8 3.76 3.6 3.79 3.61 3.71 3.49 3.54 3.37 3.33 4.61 3.47

電気工学科２年 3.16 3.13 3.72 3.85 3.55 3.76 3.58 3.77 3.46 3.44 3.48 3.13 4.63 3.32

電子工学科２年 3.09 3.05 3.76 3.59 3.57 3.68 3.7 3.73 3.53 3.34 3.51 3.34 4.62 3.4

情報工学科２年 3.08 3.05 3.45 3.59 3.36 3.54 3.56 3.53 3.43 3.27 3.47 3.36 4.19 3.18

建築学科２年 3.27 3.29 3.69 3.72 3.47 3.52 3.59 3.82 3.45 3.37 3.5 3.36 4.45 3.42

機械工学科３年 2.94 3.05 3.55 3.61 3.04 3.22 3.39 3.41 3.21 3.27 3.29 3.14 4.53 3.09

電気工学科３年 3.22 3.18 3.95 3.94 3.51 3.59 3.64 3.81 3.49 3.3 2.92 3 4.33 3.03

電子工学科３年 3.1 3.13 3.68 3.58 3.23 3.28 3.47 3.56 3.4 3.1 3.37 3.11 4.28 3.08

情報工学科３年 3.03 3.06 3.56 3.6 3.28 3.59 3.6 3.68 3.46 3.34 3.39 3.27 4.36 3.29

建築学科３年 3.45 3.44 3.98 3.9 3.64 3.69 3.79 4.01 3.74 3.34 3.35 3.17 4.2 3.52

機械工学科４年 2.99 3.02 3.41 3.46 3.1 3.33 3.23 3.42 3.11 3.01 3.18 2.93 4.44 2.99

電気工学科４年 2.87 2.88 3.43 3.35 3.05 3.29 3.12 3.34 3.21 3.15 3.6 3.1 4.42 3.16

電子工学科４年 2.81 2.83 3.24 3.21 2.89 3.18 3.02 3.08 2.98 2.72 3.23 2.68 4.26 2.8

情報工学科４年 3.06 3.09 3.57 3.54 3.31 3.56 3.57 3.75 3.5 3.19 3.41 3 4.17 2.99

建築学科４年 3.17 3.22 3.87 3.89 3.6 3.7 3.71 3.87 3.59 3.33 3.48 3.24 4.57 3.67

機械工学科５年 3.06 3.05 3.3 3.28 2.94 3.1 3.29 3.37 3.13 2.89 3.21 2.77 4.17 2.85

電気工学科５年 3.39 3.42 3.65 3.57 3.48 3.4 3.32 3.62 3.55 3.38 3.48 3.2 3.9 3.13



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 209

電子工学科５年 2.94 3.01 3.58 3.62 3.41 3.46 3.39 3.59 3.43 3 3.33 2.94 4.01 2.91

情報工学科５年 3 3.03 3.81 3.46 3.35 3.49 3.49 3.8 3.41 2.94 3.43 2.83 3.71 2.94

建築学科５年 3.24 3.33 4.01 4.06 3.59 3.9 3.64 3.88 3.68 3.14 3.41 2.98 3.88 3.3

  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q9 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14

全体 3.18 3.19 3.65 3.64 3.35 3.48 3.51 3.63 3.41 3.2 3.38 3.15 4.36 3.23

一般文系 3.21 3.17 3.74 3.67 3.46 3.65 3.53 3.66 3.43 3.52 3.59 3.33 4.38 3.29

一般理系 3.34 3.33 3.79 3.83 3.53 3.48 3.71 3.83 3.54 3.14 3.27 3.18 4.45 3.37

一般教科体育 3.04 3.13 3.81 4.08 3.56 2.71 3.65 3.68 3.09 4.04 3.8 3.95 4.56 3.92

基礎専門 3.03 3.05 3.53 3.45 3.28 3.3 3.2 3.48 3.37 3.06 3.31 2.93 4.32 3.1

機械工学科 3.11 3.11 3.5 3.48 3.17 3.32 3.39 3.47 3.23 3.13 3.29 3.07 4.44 3.15

電気工学科 3.22 3.22 3.68 3.68 3.38 3.49 3.49 3.62 3.42 3.28 3.34 3.14 4.42 3.23

電子工学科 3.05 3.05 3.63 3.56 3.31 3.41 3.44 3.56 3.36 3.07 3.38 3.1 4.37 3.13

情報工学科 3.17 3.17 3.64 3.62 3.37 3.57 3.57 3.71 3.47 3.26 3.47 3.21 4.22 3.19

建築学科 3.37 3.39 3.81 3.85 3.51 3.62 3.64 3.81 3.56 3.29 3.42 3.23 4.35 3.46

全体１年 3.45 3.44 3.7 3.68 3.39 3.43 3.57 3.64 3.42 3.23 3.44 3.34 4.54 3.43

全体２年 3.16 3.12 3.68 3.7 3.51 3.65 3.61 3.71 3.47 3.38 3.47 3.3 4.49 3.35

全体３年 3.15 3.17 3.74 3.72 3.34 3.48 3.58 3.7 3.47 3.27 3.27 3.14 4.34 3.21

全体４年 2.98 3.01 3.5 3.49 3.19 3.42 3.33 3.49 3.27 3.07 3.36 2.98 4.37 3.11

全体５年 3.1 3.15 3.64 3.58 3.32 3.44 3.42 3.63 3.42 3.04 3.35 2.93 3.96 3.01

一般文系１年 3.43 3.39 3.74 3.57 3.4 3.44 3.59 3.61 3.42 3.35 3.48 3.35 4.48 3.47

一般文系２年 3.15 3.02 3.8 3.81 3.61 3.87 3.59 3.81 3.56 3.68 3.72 3.46 4.47 3.37

一般文系３年 3.19 3.17 3.95 3.84 3.46 3.68 3.74 3.78 3.51 3.64 3.61 3.31 4.27 3.17

一般文系４年 3 3.05 3.52 3.54 3.34 3.66 3.23 3.46 3.23 3.51 3.62 3.22 4.32 3.05

一般文系５年 2.97 2.91 3.64 3.55 3.45 3.53 3.35 3.6 3.35 3.22 3.44 2.96 3.56 3.08

一般理系１年 3.42 3.41 3.77 3.79 3.39 3.44 3.59 3.73 3.47 3.01 3.34 3.18 4.52 3.36

一般理系２年 3.26 3.25 3.8 3.75 3.74 3.59 3.94 3.93 3.57 3.2 3.16 3.2 4.48 3.41

一般理系３年 3.27 3.25 3.85 4.04 3.64 3.54 3.77 3.97 3.74 3.42 3.22 3.19 4.28 3.39

一般理系４年 3.03 3.13 3.75 3.95 3.38 2.83 3.6 3.98 3.26 2.8 3.3 2.9 4.58 3.15

一般理系５年 3.17 3.28 3.72 3.5 3.33 3.29 3.11 3.39 3.18 3.72 3.76 3.47 3.78 3.28

基礎専門３年 3.01 2.98 3.18 3.04 2.66 2.84 2.46 2.94 2.96 2.63 2.95 2.58 4.16 2.73

基礎専門４年 3.04 3.06 3.63 3.55 3.48 3.52 3.44 3.64 3.51 3.2 3.43 3.02 4.38 3.21

基礎専門５年 3.1 3.3 4.3 4.5 4.3 2.89 4.2 4.5 3.8 3.7 3.85 3.7 4.3 3.8

機械工学科１年 3.34 3.32 3.53 3.38 3.29 3.26 3.49 3.5 3.3 3.11 3.43 3.3 4.5 3.45

機械工学科２年 3.22 3.09 3.8 3.76 3.6 3.79 3.61 3.71 3.49 3.54 3.37 3.33 4.61 3.47

機械工学科３年 2.94 3.05 3.55 3.61 3.04 3.22 3.39 3.41 3.21 3.27 3.29 3.14 4.53 3.09

機械工学科４年 2.99 3.02 3.41 3.46 3.1 3.33 3.23 3.42 3.11 3.01 3.18 2.93 4.44 2.99

機械工学科５年 3.06 3.05 3.3 3.28 2.94 3.1 3.29 3.37 3.13 2.89 3.21 2.77 4.17 2.85

電気工学科１年 3.43 3.44 3.64 3.62 3.32 3.4 3.63 3.53 3.41 3.16 3.31 3.28 4.61 3.41

電気工学科２年 3.16 3.13 3.72 3.85 3.55 3.76 3.58 3.77 3.46 3.44 3.48 3.13 4.63 3.32
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電気工学科３年 3.22 3.18 3.95 3.94 3.51 3.59 3.64 3.81 3.49 3.3 2.92 3 4.33 3.03

電気工学科４年 2.87 2.88 3.43 3.35 3.05 3.29 3.12 3.34 3.21 3.15 3.6 3.1 4.42 3.16

電気工学科５年 3.39 3.42 3.65 3.57 3.48 3.4 3.32 3.62 3.55 3.38 3.48 3.2 3.9 3.13

電子工学科１年 3.26 3.23 3.87 3.77 3.47 3.45 3.62 3.8 3.47 3.2 3.47 3.38 4.59 3.44

電子工学科２年 3.09 3.05 3.76 3.59 3.57 3.68 3.7 3.73 3.53 3.34 3.51 3.34 4.62 3.4

電子工学科３年 3.1 3.13 3.68 3.58 3.23 3.28 3.47 3.56 3.4 3.1 3.37 3.11 4.28 3.08

電子工学科４年 2.81 2.83 3.24 3.21 2.89 3.18 3.02 3.08 2.98 2.72 3.23 2.68 4.26 2.8

電子工学科５年 2.94 3.01 3.58 3.62 3.41 3.46 3.39 3.59 3.43 3 3.33 2.94 4.01 2.91

情報工学科１年 3.64 3.59 3.87 3.85 3.57 3.64 3.6 3.81 3.51 3.44 3.65 3.46 4.46 3.48

情報工学科２年 3.08 3.05 3.45 3.59 3.36 3.54 3.56 3.53 3.43 3.27 3.47 3.36 4.19 3.18

情報工学科３年 3.03 3.06 3.56 3.6 3.28 3.59 3.6 3.68 3.46 3.34 3.39 3.27 4.36 3.29

情報工学科４年 3.06 3.09 3.57 3.54 3.31 3.56 3.57 3.75 3.5 3.19 3.41 3 4.17 2.99

情報工学科５年 3 3.03 3.81 3.46 3.35 3.49 3.49 3.8 3.41 2.94 3.43 2.83 3.71 2.94

建築学科１年 3.58 3.59 3.6 3.75 3.32 3.43 3.52 3.58 3.41 3.26 3.4 3.31 4.5 3.38

建築学科２年 3.27 3.29 3.69 3.72 3.47 3.52 3.59 3.82 3.45 3.37 3.5 3.36 4.45 3.42

建築学科３年 3.45 3.44 3.98 3.9 3.64 3.69 3.79 4.01 3.74 3.34 3.35 3.17 4.2 3.52

建築学科４年 3.17 3.22 3.87 3.89 3.6 3.7 3.71 3.87 3.59 3.33 3.48 3.24 4.57 3.67

建築学科５年 3.24 3.33 4.01 4.06 3.59 3.9 3.64 3.88 3.68 3.14 3.41 2.98 3.88 3.3

機械工学科１年 3.34 3.32 3.53 3.38 3.29 3.26 3.49 3.5 3.3 3.11 3.43 3.3 4.5 3.45

電気工学科１年 3.43 3.44 3.64 3.62 3.32 3.4 3.63 3.53 3.41 3.16 3.31 3.28 4.61 3.41

電子工学科１年 3.26 3.23 3.87 3.77 3.47 3.45 3.62 3.8 3.47 3.2 3.47 3.38 4.59 3.44

情報工学科１年 3.64 3.59 3.87 3.85 3.57 3.64 3.6 3.81 3.51 3.44 3.65 3.46 4.46 3.48

建築学科１年 3.58 3.59 3.6 3.75 3.32 3.43 3.52 3.58 3.41 3.26 3.4 3.31 4.5 3.38

機械工学科２年 3.22 3.09 3.8 3.76 3.6 3.79 3.61 3.71 3.49 3.54 3.37 3.33 4.61 3.47

電気工学科２年 3.16 3.13 3.72 3.85 3.55 3.76 3.58 3.77 3.46 3.44 3.48 3.13 4.63 3.32

電子工学科２年 3.09 3.05 3.76 3.59 3.57 3.68 3.7 3.73 3.53 3.34 3.51 3.34 4.62 3.4

情報工学科２年 3.08 3.05 3.45 3.59 3.36 3.54 3.56 3.53 3.43 3.27 3.47 3.36 4.19 3.18

建築学科２年 3.27 3.29 3.69 3.72 3.47 3.52 3.59 3.82 3.45 3.37 3.5 3.36 4.45 3.42

機械工学科３年 2.94 3.05 3.55 3.61 3.04 3.22 3.39 3.41 3.21 3.27 3.29 3.14 4.53 3.09

電気工学科３年 3.22 3.18 3.95 3.94 3.51 3.59 3.64 3.81 3.49 3.3 2.92 3 4.33 3.03

電子工学科３年 3.1 3.13 3.68 3.58 3.23 3.28 3.47 3.56 3.4 3.1 3.37 3.11 4.28 3.08

情報工学科３年 3.03 3.06 3.56 3.6 3.28 3.59 3.6 3.68 3.46 3.34 3.39 3.27 4.36 3.29

建築学科３年 3.45 3.44 3.98 3.9 3.64 3.69 3.79 4.01 3.74 3.34 3.35 3.17 4.2 3.52

機械工学科４年 2.99 3.02 3.41 3.46 3.1 3.33 3.23 3.42 3.11 3.01 3.18 2.93 4.44 2.99

電気工学科４年 2.87 2.88 3.43 3.35 3.05 3.29 3.12 3.34 3.21 3.15 3.6 3.1 4.42 3.16

電子工学科４年 2.81 2.83 3.24 3.21 2.89 3.18 3.02 3.08 2.98 2.72 3.23 2.68 4.26 2.8

情報工学科４年 3.06 3.09 3.57 3.54 3.31 3.56 3.57 3.75 3.5 3.19 3.41 3 4.17 2.99

建築学科４年 3.17 3.22 3.87 3.89 3.6 3.7 3.71 3.87 3.59 3.33 3.48 3.24 4.57 3.67

機械工学科５年 3.06 3.05 3.3 3.28 2.94 3.1 3.29 3.37 3.13 2.89 3.21 2.77 4.17 2.85
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電気工学科５年 3.39 3.42 3.65 3.57 3.48 3.4 3.32 3.62 3.55 3.38 3.48 3.2 3.9 3.13

電子工学科５年 2.94 3.01 3.58 3.62 3.41 3.46 3.39 3.59 3.43 3 3.33 2.94 4.01 2.91

情報工学科５年 3 3.03 3.81 3.46 3.35 3.49 3.49 3.8 3.41 2.94 3.43 2.83 3.71 2.94

建築学科５年 3.24 3.33 4.01 4.06 3.59 3.9 3.64 3.88 3.68 3.14 3.41 2.98 3.88 3.3
 

 

 平成１５年度授業評価アンケート（実験・実習・製図） 

  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15

全体 3.18 3.23 3.52 3.32 3.62 3.47 3.58 3.7 3.7 3.11 3.2 3.1 3.17 4.43 3.51

機械工学科 3.23 3.26 3.52 3.33 3.5 3.3 3.58 3.67 3.64 2.8 2.97 3.21 3.39 4.61 3.57

電気工学科 3.23 3.28 3.35 3.22 3.6 3.41 3.51 3.61 3.71 3.21 3.41 3.22 3.19 4.52 3.6

電子工学科 2.99 3.05 3.53 3.2 3.46 3.3 3.38 3.49 3.36 3.12 3.22 2.84 2.8 4.34 3.1

情報工学科 3.01 3.07 3.5 3.36 3.57 3.62 3.6 3.8 4.03 3.14 3.26 2.89 3.08 4.23 3.37

建築学科 3.4 3.44 3.64 3.44 3.9 3.69 3.79 3.92 3.85 3.26 3.21 3.29 3.4 4.44 3.87

                               （出典 学内向けウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスには，教育課程編成の基本方針に基づいて，学習・教育目標に対する当該科目の位置づけ，

授業科目の達成目標や成績評価方法を明確に記載するとともに，学生の自己（到達度）評価が可能な

ように講義項目ごとに達成目標が記載されている。また，シラバスが学生により良く活用されるよう

に，各種の意識付けの取り組みが行われ，その成果は授業評価アンケートにも現れている。 

したがって，教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され十分活用されている。 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 

  観点に係る本校の取り組みの事例は以下のとおりである。（資料５－２－③－１） 
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                                 資料５－２－③－１ 

取 組 事 例 取 組 の 概 要 参 考 資 料 

 

 

 

創造工学 

2年全学科の学生を10テーマ(1テーマ約20名) 

に配属して混合学級を構成し，与えられた課 

題の問題解決を図る授業である。 

他学科生とのコミュニケーションや発想・検 

討・設計・製作・完成品の機能評価・報告書 

作成・プレゼンテーションなどPBLに近い多 

様な教育効果が期待される。 

 

 

 

資料５－２－①－３ 

卒業研究 

習得した知識や思考方法を応用発展させ，創 

造的能力や成果発表を通じたプレゼンテーシ 

ョン能力の養成及び総合的判断力を養うよう 

なテーマ選定や指導・評価を行っている。 

資料５－２－③－２ 

資料５－２－③－３ 

 

 

 

インターンシップ 

H15年度までの本校のインターンシップ実施

学生数は10名程度であったが，多様な進路を

選択するためにはインターンシップが何より

効果的であるとの結論から，受入企業の開拓 

 

 を行った。 

その結果，H16年度インターンシップ実施学 

生は106名を数えた。評価に関しては，学生 

資料５－２－③－４ 

資料５－２－③－５ 

資料５－２－③－６ 

 

 の報告書や受入企業からの評価，学内での実 

施報告会など単に就労体験に終わらせること 

なく，報告書作成・プレゼンテーション能力 

など多彩な学習の一つとして定着してきてい 

る。 

 

（出典 本自己点検評価のための作成資料）

 

資料５－２－③－２ 

 

        卒業研究テーマ 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ フレーク状氷の連続生成装置の開発 

○○ ○○ AI－Motor を使ったメカトロニクス教材の開発 

○○ ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○ ○○ 表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研究 

○○ ○○ MTS 法によるパターン認識に関する基礎研究 

○○ ○○ 平面ローラバニシング加工の加工条件最適化 
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○○  ○○ 難切削材の切削加工条件の最適化に関する基礎研究 

○○  ○○ 交通渋滞緩和のための信号表示の最適化に関するアプローチ 

○○  ○○ 極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強靭化に関する研究 

○○  ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○ ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○ ○○ 大気乱流拡散に関する風洞実験 

○○ ○○ トランペットのマウスピースに生じる圧力損失と音色の関係 

○○ ○○ 感温磁性流体を用いた小型熱輸送機器の開発 

○○ ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○ ○○ LabView を用いた熱線風速計の構築 

○○  ○○ ＶB を用いた振動実験装置の製作 

○○ ○○ 岩盤調査ロボットの設計製作 

○○ ○○ 極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強靭化に関する研究 

○○ ○○ 鍛造解析ソフト(Super Forge)による型鍛造解析に関する基礎研究 

○○ ○○ MATLAB によるシーソー倒立振子の安定化制御 

○○ ○○ 蓄冷，蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

○○ ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○  ○○ 蓄冷，蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

○○ ○○ 過冷却液滴の物体衝突による急速凝固挙動に関する研究 

○○ ○○ メカニズムシミュレーションを主体とした３次元 CAD 教育システムの開発 

○○ ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○ ○○ 表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研究 

○○ ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○ ○○ リッツ法を用いた偏平 FRP シェルの振動解析 

○○ ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

○○ ○○ 寒冷地域における氷冷熱貯蔵に関する基礎研究 

○○ ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

  電気工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ ワンチップマイクロコンピュータ(PIC)学習支援システムの開発  

○○ ○○ FDTD 法によるマイクロストリップラインおよびパッチアンテナの解析 

○○ ○○ ARCS モデルに基づいたシーケンス制御学習教材の開発 

○○ ○○ レーダ画像上の雲の陰影の除去 

○○ ○○ 全方向移動のための速度検出システム 
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○○ ○○ リビングの照明設計 

○○ ○○ 遺伝的アルゴリズムと画像処理を用いたアイリスリングの測定 

○○  ○○ 電力系統工学解析用プログラムの開発 

○○ ○○ PIC を用いた制御実験のためのインターフェースの開発 

○○ ○○ 光センサーの基礎研究―半導体レーザーを用いた場合の ATR 特性の評価  

○○ ○○ インテリジェントパッドを用いた文書画像のサムネイル作成 

○○ ○○ 片側短絡型方形ＭＳＡのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○ ○○ FDTD 法による八木・宇田アンテナの解析 

○○ ○○ 全方向移動台車の構築 

○○ ○○ 風力発電が電力系統に与える影響 

○○ ○○ 円形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○ ○○ 方形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○ ○○ 光を用いた音波測定 

○○ ○○ 放電図形の研究 

○○ ○○ 教室の照明設計 

○○  ○○ 妨害電磁波の可視化 

○○ ○○ FDTD 法による導波管の解析 

○○ ○○ 碍子の絶縁特性 

○○ ○○ 強化学習を用いた氷海の最適航法の開発  

○○ ○○ 
片側短絡型円形マイクロストリップアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性

の解析 

○○ ○○ 畜産廃棄物バイオマスの現状と展望 

○○ ○○ 災害対応型太陽光発電装置 

○○ ○○ 交流高電圧プラズマ発生装置の製作 

○○ ○○ 双方向通信可能な力覚提示装置の開発 

○○ ○○ BaWO4 に関するフォノン特性シミュレーション 

○○ ○○ パルス変調伝送 

○○ ○○ 
フリーストル牛舎における画像認識処理技術を用いた乳牛の運動量に基づ

く発情発見システムの構築 

○○ ○○ コアに粉末金属を使ったトランスの基礎研究圧力依存性測定装置の構想 

  電子工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ 全方位視覚センサによる情報取得 

○○ ○○ 定点カメラ映像のための動きを用いた物体認識 

○○ ○○ 離散コサイン変換を用いた画像への電子透かしの埋込み 
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○○ ○○ ISO データ法及び K-means 法によるカラー画像の領域分割 

○○ ○○ 携帯電話を用いた学習システムの作成 

○○ ○○ 光散乱を用いた魚の雌雄判別法の開発 

○○ ○○ ロウ管からの光学的音声再生装置の開発 

○○ ○○ Java を用いた生徒用教材の作成  

○○  ○○ 末広方式を用いた CDMA 通信方式に関する研究 

○○ ○○ OpenGL を用いたライントレースカーのシミュレーション 

○○ ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

○○ ○○ ＤＳＰによるＩＩＲフィルタの作成とＦＩＲフィルタとの比較 

○○ ○○ 熱電半導体を用いた煙突の廃熱を応用した温度差発電装置の研究 

○○ ○○ FDTD 法を用いた多層膜構造の光学特性解析 

○○ ○○ ＪＡＶＡによる演算装置シミュレータの作成 

○○ ○○ 人間の流動量調査のための人物の頭部検出 

○○ ○○ 定点カメラ映像保存のためのカット点抽出 

○○  ○○ PLD 法を用いた超電導 MgB2 薄膜の作成 

○○ ○○ MusicXML を用いた楽譜処理 

○○ ○○ Pulsed Laser Deposition（PLD）による YBCO 薄膜の作製 

○○ ○○ ＪａｖａによるＳＩＭＡＣシミュレータの作成 

○○ ○○ Si や SiGe と，Ni と Zr の多層膜界面の評価 

○○ ○○ 分光スペクトルからの任意表色表現 

○○ ○○ M 系列による乱数の発生 

○○ ○○ 携帯電話用学習システムの開発 

○○ ○○ MgB2 厚膜の超電導回路化への検討 

○○ ○○ Squid 磁束計を用いた土壌インピーダンスの測定 

○○  ○○ 熱電半導体を用いた温度差発電装置の研究 

○○ ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

○○ ○○ 
SQUID 磁束計を用いた土壌インピーダンス測定のための低周波領域におけ

る磁気シールドの検討 

 ○○  ○○ USB カメラによる物体認識と動き検出 

○○  ○○ Web 上での電子工学科ＰＲ 

○○ ○○ Delphi による周波数成分を考慮した立体的なイミタンスチャータの製作 

○○ ○○ CPLD によるモータ制御コントローラの製作 

○○ ○○ 自律移動型ロボットによるロボットトライアスロン 

○○ ○○ 光と音によるロボットの感情表現に関する研究 
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○○ ○○ 高速ライントレースカーの精密制御 

○○  ○○ 蝶翅の持つ構造色の分光特性測定装置の開発 

  情報工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ 動画像によるユーザインターフェイスの開発 

○○ ○○ ネットワークシミュレートシステムの開発 

○○ ○○ ３次元空間マルチエージェントシステムの構築と考察 

○○ ○○ 携帯型ゲーム機を用いた音楽演奏装置の開発 

○○ ○○ ウェブカメラを用いた指し棒の指示動作抽出 

○○  ○○ 風紋を利用した除雪道シミュレーション 

○○ ○○ Circular-arc Graph の最大マッチングアルゴリズム 

○○ ○○ 部分的演奏から検索可能な楽曲検索システムの開発 

○○ 
○○ 非協力的非ゼロ和 2 × 2 対称ゲーム(チキンゲーム) における最適複合戦

略 

○○ ○○ Bipartite Permutation Graph の最短路アルゴリズム 

○○ ○○ ルータ実習支援システム”EMERALD” の開発 

○○ ○○ 輝度成分に影響されない対象領域の抽出 

○○ ○○ メタリック塗装のＣＧ表現 

○○ ○○ 周波数領域における雑音除去の評価基準の提案 

○○ ○○ OpenGL を用いた手話学習ソフトウェアの作成 

○○ ○○ JPEG 復号データの圧縮についての研究 

○○  ○○ 変化球の軌道シミュレーション 

○○ ○○ 写真の汚損部位検出と修復 

○○ ○○ 多脚型ロボットの姿勢制御に関する研究 

○○ ○○ 携帯電話の Java を用いた学習システムの開発 

○○ ○○ Permutation Graph の最大独立節点集合アルゴリズム 

○○ ○○ 卒業研究論文支援アーカイブ”ZAcro” の開発 

○○  ○○ 仮想マシンによる Linux カーネルの実習用材料の開発 

○○ ○○ 自己組織化モデルを用いた楽曲の分類 

○○ ○○ 支点固定の倒立振子の制御 

 ○○ ○○ 釧路高専のボイラーの最適負荷配分制御 

○○ ○○ 有限オートマトン学習ツール FADraw 2004 開発 

○○ ○○ 蟻の理論のシミュレーションと数学的考察 

○○ ○○ Web アプリケーションによるネットワークカメラ制御 
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○○ ○○ ハンドボール戦術シミュレーターの開発 

○○ ○○ T-Engine プラットフォームでのミドルウェアの検討と開発 

○○ ○○ 認識候補保持ラティスを用いたオンライン手書き文字列認識 

  建築学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 

○○ ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 

○○ ○○ ing-store ～繋がる好奇心～ 

○○ ○○ 木造住宅における床面剛性が耐震性におよぼす影響 

○○ ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 

○○ ○○ 道内の気温変化について 

○○  ○○ 北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 

○○ ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 

○○ ○○ 施設複合 ～地域住民が集う場の提案～ 

○○ ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 

○○ ○○ 湿り空気の状態計算を行うプログラムの作成 

○○ ○○ 濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実験研究 

○○  ○○ 学校教室における照明環境改善のための実測調査 

○○ ○○ 環境工学実験明瞭度試験のための単音節リスト再生プログラム作成 

○○ ○○ フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接合面の形状分析 

○○ ○○ 昭和保育園建設案 ～ 

○○ ○○ 時間日影図の作成 

○○ ○○ Refine Architecture ～廃校舎再生へ向けての一試み～ 

○○ ○○ 自遊林 ～自然の声を聴く場所～ 

○○  ○○ 北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 

○○ ○○ ２００３年十勝沖地震における地震動特性に関する研究 

○○ ○○ 集合住宅のかたち ～北方型集合住宅の提案～ 

○○ ○○ 濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実験研究 

○○ ○○ 鉄筋拘束による高強度コンクリートの耐凍害性に関する研究 

○○ ○○ ガラス廃材（カレット）の有効利用によるタイルブリックの開発 

○○  ○○ CUBE BOX ～リバーサイドにおけるホテル計画～ 

○○  ○○ Base of Welfare 

○○ ○○ The Place of the Life in area 

○○ ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 
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○○ ○○ 釧路駅と駅前の再生 

○○ ○○ 高齢者と若年者の日常生活に関する調査研究 

○○ ○○ フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接合面の形状分析 

                              （出典 学生課資料） 

 

資料５－２－③－３
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資料５－２－③－４  
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          （出典 平成15・16年度教育方法改善共同プロジェクト中間報告書） 
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資料５－２－③－５

２．審議事項 

(1) インターンシップについて 

委員長から，資料１に基づき説明があった後，種々意見交換が行われ，審議の結果，次の 

要領により，インターンシップ協力依頼のための企業訪問を実施することで了承された。 

○ 訪問予定企業へ校長名による依頼文書を送付する。なお，依頼文書については，専攻科

に関する記述等を追加する。 

○ 依頼文書送付後，各学科において，割り振られた企業へのアポイントを取る。 

○ 訪問時には，産学連携関連資料（岩渕教官に作成を依頼）もあわせて持参する。 

○ 訪問時期は３／２４から４月初旬を目途とする。 

なお，企業訪問にあたり，以下の点が確認された。 

・各学科への割り振りが決定次第，一覧を各学科へ提示する。 

・訪問にあたり公用車又は営業車の使用が可能となるよう事務側で検討してもらう。 

・今回の訪問は近隣の企業にとどめ，他の地域の企業については学生の希望等を調査した 

上で，随時訪問することとする。 

・今後，インターンシップを推進していくにあたっては，学科主任はもとより４年担任に 

も大きな役割を担ってもらう必要がある。 

 

（出典 平成１６年３月１１日進路指導委員会議事概要） 
 

 

（資料５－２－③－６）

２．インターンシップについて 

（１）平成16年度の実施結果と平成17年度に向けての取り組みについて 

インターンシップ担当である大貫委員から，平成16年度は54の参加企業等があり106名の学

生が参加した。その成果を学外実習報告書（席上配布，ＨＰ掲載略）に取りまとめるととも 

に，企業向けパンフレット（席上配付，ＨＰ掲載略）を作成した。報告書は，参加学生へ 

 の配布と図書館・進路資料室へ配架するとともに，本年度の参加企業への配布及び新年度に 

向けての企業開拓の資料として活用する。パンフは，今後の企業開拓に活用するためのもの 

であるが，既に１月３１日（月）７時限に実施した３年生対象のインターンシップ説明会で 

資料として一部配布した。また，シラバス（案）（席上配布，ＨＰ掲載略）を作成したが， 

今後更に記載内容を検討し正式なシラバスとして仕上げたいとの説明があった。 

併せて来年度に向けた企業開拓訪問計画について大貫委員から資料４に基づき説明があ 

り，釧路地域以外の地域については学科主任に担当願い，釧路地域については３月末までに 

４・５年の担任教員に企業訪問をお願いしたいとの説明があった。 

引き続き審議に入り，次のような意見交換が行われた後，了承された。 

１）企業訪問計画に関し，委員長から，釧路以外の地域の訪問企業については訪問時期を 

含め各学科主任間で打合せ済みであり，各担任の訪問計画の具体的な内容については， 

後日改めて相談したい旨の発言の後，委員から，訪問担当者として来年度の４年担任と 

なる教員にも本委員会としての協力要請をしてはどうかとの発言があり，大貫委員か 

ら，個別に協力を要請したいとの発言があった。また，委員長から，新４年の担任への 
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協力要請に関しては，運営会議での本委員会報告の中でも触れて行きたい旨発言があっ 

た。 

２）シラバスに関連して，委員から，各学科間でバラツキのない評価がなされるよう，統 

一した評価基準を設けるべきではとの発言があり，委員長から，来年度に向けて検討し 

たいとの発言があった。 

 

                 （出典 平成１７年２月４日進路指導委員会議事概要） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 創造性を育む教育方法として，2学年の混合学級による創造工学や卒業研究においてPBLに近い教育 

方法の工夫が行われている。また，インターンシップでは，学生の進路決定，専門科目への興味の喚 

起やプレゼンテーション能力の向上など多くの教育効果を生み出しており，多様な教育方法への活用 

が十分に行われている。 

 

 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

  成績評価・単位認定や進級・卒業認定については，学則をはじめとする規程や申し合わせにおい 

て定められている。（資料５－３－①－１）（資料５－３－①－２）（資料５－３－①－３） 
 

（資料５－３－①－１） 

第５章の２ 課程修了の認定，卒業等 

第２７条 全課程の修了の認定に必要な単位数は，167 単位以上（そのうち，一般科目について

は81 単位以上，専門科目については86 単位以上とする。）とする。 

第２８条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の高等専門学校において履修した授業

科目について修得した単位を，30 単位を超えない範囲で本校における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。 

第２８条の２  校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修その他文部

科学大臣が定める学修を，本校における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定すること

ができる。 

２  前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみな

す単位数と合わせて30 単位を超えないものとする。 

第２８条の３  前２条に関し，必要な事項は別に定める。 

第２８条の４  各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たっては，学生の平素の成績を評価

して行うものとする。 

第２８条の５  前条の認定の結果，原学年にとどめられた者は，当該学年に係る全授業科目を

再履修するものとする。 
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第２９条 全学年の課程を修了した者には，校長は，所定の卒業証書を授与する。 

２  本校を卒業した者は，準学士と称することができる。 

（出典 釧路工業高等専門学校学則） 

 
 

資料５－３－①－２ 

第１ 章総則 

第１条 本校学生の学業成績の試験，評価の方法及び進級並びに卒業の認定について学則その他

別に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

第２ 章試験 

第２条試験は，定期試験，追試験，再試験及びその他の試験とする。 

第３条 試験は，次のとおり実施する。 

一 定期試験 

(1) 前期中間試験 

(2) 前期末試験 

(3) 後期中間試験 

(4) 学年末試験 

二 追試験 

病気，忌引その他やむを得ない事由により定期試験の一部又は全部を受験することができな

い場合には，原則として当該試験終了後１週間以内に追試験を行う。追試験を受けようとする

者は，直ちに追試験受験願（医師の診断書等添付）（第１号様式）を学級担任教員及び科目担

当教員を経て学生課教務係に提出するものとする。 

三 再試験 

(1) 学年成績が60 点未満の科目及び出席が年間授業時数の５分の４に満たない科目が， 

下記の制限科目数以内の者に対し，再試験を実施する。 

結果の処理はその年度内に終了する。 

１ 年……４科目 

２ 年……４科目 

３ 年……４科目以内とする。 

４ 年……５科目 

５ 年……５科目 

(2) 正当な理由がなく欠席の多い者は，再試験を受けることができない。 

四 その他の試験 

必要に応じて行う。 

２ 実験，実習又は演習など平素の学業成績により評価することができる科目については，前項

の規定にかかわらず試験の一部又は全部を実施しないことがある。 

第３章 成績の評価及び単位の認定 

第４条 学業成績の評価は，次のとおりとする。 

一 期末及び学年成績は，試験の成績及び出欠状況・学習態度を参しゃくして評価を行うもの

とする。 

二 出席が年間授業時数の５分の４に満たない科目の評点は，60 点未満とする。 
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三 成績の評価は次の方法による。 

(1) 評価は，100 点法により60 点以上を合格とする。 

(2) 評価の段階は，次の基準による。 

評点評語 

80 点以上優 

80 点未満～70 点以上良 

70 点未満～60 点以上可 

60 点未満不可 

四再試験等の結果，合格した者の評点は60 点とする。 

五 第６条の規定により単位の認定を受けた科目の学業成績の評語は，第３号の規定にかかわら

ず「認」とする。 

２ 学年成績を指導要録に登載する場合は，評点と評語を併用し，成績証明書を発行する場合

は，評語を用いるものとする。 

第５条 単位修得の認定は，学年成績が60 点以上の科目について行うものとする。 

第６条 学則第28 条の２に規定する文部大臣が定める学修（以下「特別学修」という。）に対

応する本校の科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 特別学修の単位の認定は，本人からの特別学修単位認定申請書（第２号様式）の提出に基づ

き，校長が認定する。 

第４章 進級及び卒業の認定 

第７条 当該学年課程の修了及び卒業の認定は，原則として教員会議の議を経て，校長が行う。

２ 当該学年課程の修了及び卒業の認定にあたっては，次の各号の条件が全て満たされていなけ

ればならない。 

ただし，校長が特別の事情があると認めた場合は，この限りでない。 

一 各科目の学年成績の評点が，60 点以上である者 

二 原則として年間出席すべき日数の５分の４以上出席した者 

三 原則として各科目の年間授業時数の５分の４以上出席した者 

３ 不合格科目がある者に係る進級の取扱いについては，別に定める。 

第８条 授業料その他国庫納入金の未納又は学校備品等の未返還の者は，原則として進級及び卒

業は認めない。 

第９条 在学年数は，次のとおりとする。 

一 同一学年に３か年在学することはできない。 

二 全在学年数は，７か年を限度とする。ただし，休学期間は在学年数に通算しない。 

２ 特別の事情があると校長が認めた場合は，前項の規定にかかわらず引き続きその年数を延長

することができる。 

第５章 雑則 

第10 条 故意に試験を欠席したと認められる者，又は答案を提出しない者の試験評点は，零点

とする。 

第11 条 試験について，不正行為を行なつた者は，当該試験以後の受験を停止させるととも

に，当該期間中の全科目の評点を零点とし，懲戒を加えることがある。 

第12  条前期及び学業成績は，学業成績通知書によつて，学生の父母に通知する。 

（出典 釧路工業高等専門学校学業成績の試験，評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規）
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資料５－３－①―３

教務関係申し合わせ類集 

 

（現地での閲覧資料を参照） 

 

学則と内規は学生便覧に掲載され，申し合わせを含む教務関係事項のガイダンスは各クラス担任か

らの説明あるいは新入生オリエンテーションでの教務ガイダンスや始業式の教務関係訓話で学生への

周知を図っている（資料５－３－①－４）（資料５－３－①－５）（資料５－３－①－６）。 
 

資料５－３－①－４ 

 教務主事作成による全教員への配付資料 

釧路高専教務関連規定・申合わせおよび学生支援体制等の改訂に伴う説明資料 

○学業成績の試験・評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規（改訂全文） 

第１章 総則 

第１条 本校学生の学業成績の試験，評価の方法及び進級並びに卒業の認定について学則その他別

に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

第２章 試験 

第２条 試験は，定期試験，追試験，再試験及びその他の試験とする。 

第３条 試験は，次のとおり実施する。 

一 定期試験 

(1) 前期中間試験 

(2) 前期末試験 

(3) 後期中間試験 

(4) 学年末試験 

二 追試験 

病気，忌引その他やむを得ない事由により定期試験の一部又は全部を受験することができない

場合には，原則として当該試験終了後１週間以内に追試験を行う。追試験を受けようとする者

は，直ちに追試験受験願（医師の診断書等添付）（第１号様式）を学級担任教員及び科目担当教

員を経て学生課教務係に提出するものとする。 

三 再試験 

(1) 学年成績が60 点未満の科目及び出席が年間授業時数の５分の４に満たない科目が，下記の

制限科目数以内の者に対し，再試験を実施する。  

結果の処理はその年度内に終了する。  

１年……４科目以内とする。  

２年……４科目以内とする。 

３年……４科目以内とする。 

４年……５科目以内とする。 

５年……５科目以内とする。 
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(2) 正当な理由がなく欠席の多い者は，再試験を受けることができない。 

四 その他の試験 

必要に応じて行う。 

２  実験，実習又は演習など平素の学業成績により評価することができる科目については，前項の

規定にかかわらず試験の一部又は全部を実施しないことがある。 

第３章 成績の評価及び単位の認定 

第４条 学業成績の評価は，次のとおりとする。 

一 期末及び学年成績は，試験の成績及び出欠状況・学習態度を参しゃくして評価を行うものと

する。 

二 出席が年間授業時数の５分の４に満たない科目の評点は，60 点未満とする。 

三 成績の評価は次の方法による。 

(1) 評価は，100 点法により60 点以上を合格とする。 

(2) 評価の段階は，次の基準による。 

評点評語 

80 点以上優  

80 点未満～70 点以上良 

70 点未満～60 点以上可 

60 点未満不可 

四 再試験等の結果，合格した者の評点は60 点とする。  

五 第６条の規定により単位の認定を受けた科目の学業成績の評語は，第三号の規定にかかわら

ず「認」とする。 

２  学年成績を指導要録に登載する場合は，評点と評語を併用し，成績証明書を発行する場合は，

評語を用いるものとする。 

第５条 単位修得の認定は，学年成績が60 点以上の科目について行うものとする。 

第６条 学則第28 条の２に規定する文部科学大臣が定める学修（以下「特別学修」という。）に

対応する本校の科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 特別学修の単位の認定は，本人からの特別学修単位認定申請書（第２号様式）の提出に基づき，

校長が認定する。 

第４章 進級及び卒業の認定 

第７条 当該学年課程の修了及び卒業の認定は，原則として教員会議の議を経て，校長が行う。 

２ 当該学年課程の修了及び卒業の認定にあたっては，次の各号の条件が全て満たされていなければ

ならない。ただし，校長が特別の事情があると認めた場合は，この限りでない。 

一 各科目の学年成績の評点が，60 点以上である者 

二 原則として年間出席すべき日数の５分の４以上出席した者 

三 原則として各科目の年間授業時数の５分の４以上出席した者 

３ 不合格科目がある者に係る進級の取扱については，別に定める。 

第８条 授業料その他納付金の未納又は学校備品等の未返還の者は，原則として進級及び卒業は認

めない。 

第９条 在学年数は，次のとおりとする。 

一 同一学年に３か年在学することはできない。 
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二 全在学年数は，７か年を限度とする。ただし，休学期間は在学年数に通算しない。 

２ 特別の事情があると校長が認めた場合は，前項の規定にかかわらず引き続きその年数を延長する

ことができる。 

第５章 雑則 

第１０条 故意に試験を欠席したと認められる者，又は答案を提出しない者の試験評点は，零点と

する。 

第１１条 試験について，不正行為を行なつた者は，当該試験以後の受験を停止させるとともに，

当該期間中の全科目の評点を零点とし，懲戒を加えることがある。 

第１２条 前期及び学年成績は，学業成績通知書により，学生の父母に通知する。 

  

 【改訂の骨子】は（現地での閲覧資料を参照） 

教務関係申し合わせ類集の改訂 （現地での閲覧資料を参照） 

 

１． シラバスの学生への周知（科目毎に担当教員が説明） 

１）各教科の授業開始に先立って，担当教科に関するシラバスを印刷配布の上，内容を十分に説明

すること。 

２）1 年及び4 年についてはシラバス用ファイルを始業日に購入しているので，これに綴じ込みい

つでも参照できるように指導する。（２，３，５年についても各自シラバスがいつでも参照でき

るようにファイルを作ることを薦める。3 月教務委員会決議事項） 

３）特に達成目標及び項目ごとに「・・・何々ができる」「・・・が説明できる」などの説明と成

績評価方法については十分に学生に説明する。 

４） 担当科目が本校の学習教育目標やJABEE 基準のどの項目に対応しているかを説明する。 

５）ホームページでの閲覧が可能であることも周知する 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/gakusei/gakusei.html 
※ 各教科の最初の授業で，シラバス説明を行った後，遅滞なくその実施報告書を教務係へ提出する

ことが義務付けられていますので，忘れずに提出ください。 

 

 

 

２． 補講及び補習に関するガイドライン（第３小委員会答申） 

１）授業時間数が不足したり，クラス全体に補足的授業が必要なときなどは，「補講届」（様式あ

り）に記入の上補講を行うことができる。 

２）学生の要望があったり，一部学生に補習が必要と判断されるときには，学生に「補習願い」

（様式あり）を書かせた上で補習を行うことができる。なお，教員側から補習を設定する場合は

「教員記入欄」のみの記入でもよい。 

３）留年，単位未修得及び学習遅進学生は「補習・質問の記録」（様式あり）を記載し，定期的に

担任に見せて学習状況の確認を受けねばならない。 

４）学生指導の根拠とするため，「補講届」「補習願い」は一定期間保存する。「補講届」は半期

ごとに教務係に提出する。 

５）教科の評点が６０点を超えた場合は，「補習・質問の記録」に見られる努力を評価に加えるこ
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とができる。 

補足： 

１） 上記１），２），５）は教員に対する強制ではない。「補講届」「補習願い」が不必要と判断

した場合は記録の必要はない。 

２） 学生が自ら学ぼうとする姿勢を養うため，当面担任が学生の学習状況を把握し，補習依頼に行

くように指導したり，遅進学生に質問に行くよう指導することが必要である。 

※ 補講・補修の実施要領等については，本ガイドラインを参考に新年度早期に教務委員会へ実施案

を提出し，審議の上実施する。 

 

◎ 学生指導について 

１． オフイスアワー（OH）の設定 

１）全教員はオフイスアワーを原則週一回は設定する。 

２）学生指導の内容はOH 時間以外のものも含めて指導記録に記録保管する。 

３）OH が実施できたか否かは，「OH 予定・実施状況」（様式あり）に記録保管する。 

※ オフイスアワーに関しては，新年度早期に教務委員会にて原案作成し，全教員へ提示し，ＯＨの

曜日，時間帯等を審議のうえ実施していく予定。 

 

２．ＨＲ教室の清掃について 

１）１７年度より，経費節減及び学生の公徳心・社会性向上の指導の観点から，HR 教室(全学年)の

清掃は学生自ら実施することとなったことを年度当初に学生に周知していく。 

２）ＨＲ教室の汚れのチエックを担任だけに任せるのではなく，その教室に講義に行く先生がいつ

も関心を持って，時には注意をすることも大切であると考えます。全教員がいつも清掃について

学生を指導していくようにしていただきたい。 

３）特に４，５年生に対する指導は学科ごとに十分対応していただきたい。 

４）創造工学教室・共用教室等の清掃は今まで通り隔週の清掃が入ります。 

また，長期休業時には，床のワックスがけ等も行われます。 

                                 （出典 学生課資料） 

 

資料５－３－①－５ 

平成１７年度新入生オリエンテ－ション実施要項 

１．目的新入生に対して，高専制度と具体的な学園生活について理解を深めさせるとともに団体宿

泊生活を通じ新入生相互の交流を図り，高専生としての自覚並びにクラス内における融和を促

す。また，教職員に対する親近感を育成させるとともに，充実した修学と健全な学生生活の方途

を助言し，学園環境への速やかな順応を図ることを目的とする。 

２．実施期日平成１７年４月７日（木）・８日（金） １泊２日 

３．実施場所「ホテルエメラルド」（阿寒町阿寒湖温泉）℡（0154)67-2011 

４．参加者新入生全員，教職員（参加数等は次頁） 

５．携行品実施要項，学生便覧，筆記用具，洗面具，下着類，パジャマ，防寒着，タオル，バスタ

オル，健康保険証の写し 

６．輸送方法借上バス５台 



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 232

１号車機械工学科，２号車電気工学科，３号車電子工学科，４号車情報工学科，５号車建築学科 

７．注意事項(1）団体行動をとるので，常に５分前には必ず集合のこと。 

(2）服装は学校指定のジャージとする。 

(3）携帯電話，ＰＨＳ等は持っていかないこと。 

(4）バスの車中及びホテル内は常に清潔を心掛け，静粛にすること。 

(5）各部屋に入室後，あらかじめ研修室及び非常口・避難経路の確認をすること。 

(6）部屋の鍵は，各班長が責任をもって保管し，帰る際にはテーブルに置いて出ること。 

(7）貴重品の取り扱いには十分注意し，必要な場合はフロントへ預けること。 

(8）各部屋の冷蔵庫及び電話は使用しないこと。また，非常用避難ロ一プ等はいたずらをしないこ

と。 

(9）体調の悪い者は早目に学級担任又は引率の教職員に申し出ること。 

(10）ホテル内のゲームコーナー及び喫茶室は利用しないこと。 

(11) ３・４階の学生で１・２階へ移動する場合は，階段を使用すること。 

(12）外出は禁止する。 

(13) 欠席の連絡（連絡先は「新入生保護者の皆様へ」の１４頁参照） 

前日：学級担任へ連絡 

当日：学生課学生係へ連絡 

８． 参加者数及び部屋割 

(1）参加学生数２０４(３０)名（ ）は女子で内数 

機械工学科４０( ０)名， 電気工学科４１( ２)名 

電子工学科４１( ６)名， 情報工学科４１(１０)名 

建築学科４１(１２)名， 

(2）参加教職員及び部屋割 

※教務主事宮澤武 

学生主事小田島本有２５１８号室，学生主事補井上圭一２３１３号室 

学生主事補成澤哲也２７１７号室，学生主事補加藤雅也２４１８号室 

学生相談室長大槻香子２３１８号室，学生相談室三島利紀２６１７号室 

学生相談室中島陽子２４１３号室， 

※学生相談室舘岡正樹，※学生相談室佐藤英樹 

学級担任 

機械工学科林幸利２７００号室，電気工学科浦家淳博２６０１号室 

電子工学科加藤隆２５０２号室，情報工学科田村聡子２４０２号室 

建築学科森太郎２３０３号室 

学級副担任 

機械工学科小杉淳２７１３号室，電気工学科松永繁樹２６１３号室 

電子工学科山田昌尚２５１３号室，情報工学科大貫和永２４１２号室 

建築学科井上圭一２３１３号室 

事務局 

※学生課長栗原智，学生係長中野幸雄２３１５号室 

予備室（教務主事，学生相談員控室） ２３１７号室 
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※印は日帰り 
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                （出典 平成１７年度新入生オリエンテーション実施要項） 
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資料５－３－①－６

 

 資 料 ３  

始 業 式 実 施 要 項 

 

日 時  平成１７年４月８日（金）２時限 

場 所  第２体育館 

進 行  教務主事補 

 

１．開式のことば 

２．校長講話 

３．教務主事訓話 

４．寮務主事訓話 

５．新任教員紹介（校長） 

６．平成１６年度出席優良者表彰（校長） 

別紙（読み上げ学生課長， 介添え教務主事補） 

※ 表彰状等は，皆勤・精勤の代表者に渡す。代表者以外の者には，閉式後に教務係から 

渡す。 

７．留学生の紹介（教務主事） 

・第○学年○○工学科（○○○○） 

○○○○君 

・第○学年○○工学科（○○○○） 

○○○○君 

８．閉式のことば 

                    （出典 平成１７年４月４日教務委員会議事概要） 
 

これらの規定に基づき，進級認定会議，卒業認定会議等が開催され，単位修得・進級・卒業の認定

を適切に実施している（資料５－３－①－７）（資料５－３－①－８）（資料５－３－①－９）。 

 

（資料５－３－①－７） 

成績打合せ会議議事概要 

 

   日 時  平成１７年３月９日（水） １３：００～１４：４０ 

   場 所  会議室 

   出席者  ６８名（別紙名簿のとおり） 

 

  審議に先立ち，校長から３月７日提出期限の成績評価に基づく資料２の「制限科目数オーバ

ーの者」に対し，その後の指導等による評価の訂正があれば報告願いたい旨の発言があり，科

目担当教員からそれぞれ資料２に記載のとおり評価訂正の報告があった。 

 

議題１．再試験該当者以外の者について 
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 （１）１／３欠課オーバーの者について 

    資料１の該当者７名について学級担任から事情説明があり，審議の結果，再試験非該当

   に決定した。 

 （２）制限科目数オーバーの者について 

    各該当者について学級担任から事情説明及び学科主任の補足説明があり，審議の結果，

資料２に記載のとおり決定した。 

 （３）制限科目数以内で総欠課制限時数をオーバーしている者について 

    該当者について，教務主事から３月定例教務委員会で審議した「正当な理由の有無」に

ついての報告の後，学級担任から事情説明があり，審議の結果，資料３に記載のとおり決

定した。 

 （４）総欠課制限時数以内で１／５欠課のある者について 

    該当者について，教務主事から３月定例教務委員会で審議した「正当な理由の有無」に

ついての報告があり，審議の結果，資料４に記載のとおり決定した。 

 

  最後に，教務係長から，資料１から資料４について評価の訂正と再試験該当・非該当の確認

が行われた。 

 また，成績評価について，３月７日提出期限後から修正の必要が生じた場合（学生から試験

答案について指摘があった等），修正後の評価及び修正理由を記入し，本日中に教務係へ提出

願いたい旨，発言があった。 

 

 

（資料５－３－①－８） 

教員会議（進級認定）議事概要 

 

日 時  平成１７年３月２３日（水） １５時００分～１５時４３分 

場 所  会議室 

出席者  ６５名（欠席者１１名） 

配付資料 ・再試験非該当者一覧（資料１） 

・再試験結果欠点者一覧（資料２） 

・修了退学願提出者一覧（資料３） 

・復学・退学予定者（資料４） 

 

審議に先立ち，教務係長から資料説明があり，引き続き，校長から再試験成績評価に基づく

資料２の「再試験結果欠点者」に対し，その後の指導による評価の訂正があれば報告願いたい

旨の説明があり，各科目担当教員から評価訂正の報告があった。 

 

審議事項 

１．再試験非該当者について 

校長から，成績打合せ会議で再試験非該当となった資料１の学生のうち，退学願提出者（１

０名）と除籍予定者（１名）を除いた１８名について，特に異議がなければ原級と認定したい
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旨の提案があり，了承された。 

なお，校長から，修了退学願提出者については，議題３で審議する旨の説明があった。 

２．再試験結果欠点者について 

校長から，各学科と一般教科との間で行われた事前打ち合わせを踏まえ，さらに説明を要す

る者がいれば発言願いたい旨の説明があったが特に意見はなく，資料２に記載の６０名のう 

ち，４８名の進級と１２名の原級が認定された。 

３．修了退学について 

各該当者について学級担任から事情説明があり，校長から，資料３に記載の１２名につい 

て，特に異議がなければ当該学年修了として認定したい旨の提案があり，了承された。 

４．進級・原級・修了退学の認定について 

教務係長から，資料１・２・３により，審議結果の確認が行われた。 

５．復学・退学について 

校長から，復学・退学について，資料４のとおり確認が行われた。 

６．その他 

（１）校長から，原級者及び条件付き進級者に対し，懸案科目の補習を行う等，担当学科・教科

での協力体制を強化し，学業を継続できるよう，指導要請があった。 

（２）教務主事から，ＪＡＢＥＥへの対応として，再試験結果欠点科目をその後の打ち合わせ等

により合格点に引き上げた場合には，その妥当性の根拠となる資料（例えば，加点措置とし

てレポート提出をさせた場合は，その内容について質問されることがある）の保存をお願い

したい旨が述べられた。 

（３）教務係長から，以下のとおり連絡があった。 

・新年度の在籍予定学生数と教室配置については，後日全教員へ通知する。 

・１○学科○○について，本日（３／２３）現在で授業料未納（２期分）となっており，今

年度中（３／３１）に納入されなければ除籍となる。 

・原級決定者のうち，新たに修了退学を希望する者がいる場合は，明日（３／２４）中に教

務係へ申請書類を提出してほしい。 

 

以  上 

 

資料５－３－①－９

 

教員会議（卒業認定）議事要録 

 

日 時  平成１７年３月４日（金） １４時３０分～１４時４４分 

場 所  会議室 

出席者  ６０名（欠席者１６名） 

配付資料 ・総欠課制限時数超過者一覧（資料１） 

・認定会議用成績一覧表 

・第７回（２／１８）欠課時数集計表 
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◎ 議事に先立ち，教務係長から配付資料の確認が行われた。 

◎ 続いて宮澤教務主事から，本日の資料は期限（3月3日正午）までに入力された成績評価 

を基に作成されており，資料１に記載の者について，以後の指導等により成績評価の修正 

等があれば報告願いたい旨が述べられたが，科目担当教員から修正等の報告はなかった。 

 

審議事項 

１．総欠課制限時数超過者について 

宮澤教務主事から，標記の件について，２月２５日（金）の臨時教務委員会での審議結果の

報告が資料１に基づき行われた。発言内容は以下のとおり。 

・５○○○，５○○○はともに，総欠課制限時数超過に関して「正当な理由なし」と判断し

た（担任である荒井教員，千田教員から補足説明があった。）。  

・この他に２名が審議対象となったが，５○○○（欠課時数８４時間）については，再集計

の結果，制限時数内（７５時間）であった。また，５○○○（１０４時間）について 

は，同委員会において病気欠席が認められたため制限時数内となった。 

その後宮澤教務主事から，５○○○については，総欠課制限時数を超過しているが欠点科目

がないので卒業認定とし，５○○○については，欠点科目も多数あるため，卒業認定しないこ

ととしたい旨が述べられ，審議の結果了承された。 

２．卒業認定について 

宮澤教務主事から，機械工学科：３３名全員，電気工学科：３３名，電子工学科：３８名全

員，情報工学科：３２名全員，建築学科：３２名全員，計１６８名について，卒業を認定した

い旨の説明があり，それぞれ異議なく了承された。 

また，授業料未納者は卒業を認めないことになっているが，授業料免除申請者５名（５○○

○，５○○○，○○，５○○○，５○○○）に係る口座引き落としが２月下旬に行われてお 

り，３月７日（月）に全員の納入が確認できる予定である旨が述べられた。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価等に関する諸規定は，学則その他の規程や申し合わせにおいて定められ，学生便覧に掲載

している。また，これらの教務関係事項は様々な機会に学生へ周知を図っている。 

 以上の状況から成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に周知

され，規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施されている。 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

  観点に係る取組は以下のとおりである。（資料５－４－①－１） 
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資料５－４－①－１ 

学  年 概      要 参 考 資 料 

新入学時 

クラスつくりを目的に，新入生オリエンテーションにお 

いてクラス内の人間関係を構築する取組が行われ，これ 

に続く１～３年生では，LHRにおける進路のしおりを活 

用した取組も実施している。 

 

資料５－３－①－５ 

資料５－４－①－２ 

１～３年 

特別活動の時間(LHR)が教育課程に定められており，LHR 

指導にあたる学級担任に対しては「学級担任の手引き」 

等を配付し，LHR指導に関する情報を提供している。 

資料５－１－①－１ 

資料５－１－①－２ 

資料５－４―①―３ 

資料５－４―①―４ 

４・５年 

教育課程上に特別活動時間は設定されていないが，高専 

祭や校内体育大会などクラス単位で企画・参加すること 

により人間関係を広げられるような行事を年間スケジュ 

ールに組み込んでいる。 

 

資料５－４－①－５ 

資料５－４－①－６ 

 

（出典 本自己点検評価のための作成資料）
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資料５－４－①－２

  

 

 

 

 

 

                         （出典 クラス担任会議配付資料） 
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資料５－４－①－３

５ ロングホームルームの指導 

ロングホームルーム（ＬＨＲ）は，第３学年まで週１時間が設定されている。 

5.1 ＬＨＲの取り扱い 

1.出席をとり，授業と同様に，出欠を教務システムに入力する。 

2.欠課時数オーバーの規定はないが，ＬＨＲの欠席は，総欠課制限時数に含まれる。 

3.成績評価はしないが，認定会議の際，総合的な判断材料として審議の対象となる。 

5.2 ＬＨＲのテーマ（活動の内容）について 

1.年間のＬＨＲの使用計画の立案を年度当初にするとよい。 

1.年度始めの担任会議の際，教務委員会からＬＨＲの実施予定表が出され，それを参考に全校

的なテーマ，学年のテーマ，各ＨＲ等の計画を設定する。 

3.全校的なテーマは 

(a) 学級役員の選出等，学生課に書類として提出するもの。 

(b) 長期休業前の諸注意（学生委員会から資料が配布される）。 

(c) 校内体育大会や高専祭等学生会行事の選手や係を決める。 

(d) その他，ＬＨＲの時間帯を利用して校内大掃除，防火訓練等がある。 

4.学年のテーマは，交通安全講習会（学生委員会による）など学年独自に設定されたものであ

る。 

5.各ＨＲのテーマは，クラスが独自で使用するもので，担任講話，個人面談，長期休 

業の反省等，１年間を見通して必要なテーマを担任が設定する。 

6.ＬＨＲのテーマについては，「5.5 ＬＨＲのテーマの具体例」を参照のこと。なお，進路指

導委員会企画による「進路学習」が予定されている週があるので留意する必要がある。 

5.3 ＬＨＲに対する担任の心構え 

1.ＬＨＲを単なる連絡や諸注意だけで終わらせず，実りあるものにする工夫が大切である。 

2.学生会行事に関わるものは，学級代表や行事委員会等学生を積極的に使って討論決定させる

ことが必要である。 

3.担任は，学生と積極的に接する機会を多く作り，特に１年生は，中学校と高専の学校の違い

から生ずるギャップがあるため，きめ細かな人間味ある慎重な対応が望まれる。 

4.高専は，学年制なのでクラスは５年間という長い期間殆ど変わらない。従って，クラスの融

和や生活面でのけじめ，学習面での積極性を付けさせるとともに，ＬＨＲリーダーを育成して

いくという側面も考慮していきたい。 

5.4 ＬＨＲの工夫 

1.テーマ別に学生の担当者を決めて学生を大いに使う。 

2.ＬＨＲ日誌などをつけさせ，大切に時間を使わせる。 

3.学年で，又は，クラス共同で取り組む時間があってもよい。 

5.5 ＬＨＲのテーマの具体例 

1.諸連絡・諸注意 

2.出欠確認と教室清掃 

3.個人面談 

(a) テスト成績を基にした個人面談 
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(b) ４～５月にかけて全員面談 

10～11月は成績について全員個人面談 

12月必要な者の個人面談 

(c) 成績，生活についての個人面談 

(d) 平素の学習・生活指導について 

4.座席替え 

5.学校行事・学生会行事についての討議 

(a) 学校祭について 

(b) 体育大会の選手選出 

(c) 校外ホームルームについて  

6.ビデオ視聴 

(a) 「喫煙と健康」等のビデオを視聴させる 

(b) 個人面談と平行してのビデオ視聴 

(c) 科学映画を見て，後で皆で感想を述べ合う 

7.アンケート調査  

(a) 意識調査  

(b) 学業，生活一般についての意識調査 

(c) アルバイト，バイク，自動車等に関するもの。 

(d) 自己評価に関するもの 

8.作文を書かせる 

(a) 高専に入学して 

(b) 高専に来た理由 

(c) 高専の１年を振り返って 

(d) ２年生になって思うこと 

(e) 夏（冬）季休暇を終えて 

(f) １年間の反省 

(g) 自分の将来について 

(h) 最近の時事問題からテーマを選んで 

9.討論 

(a) 時に応じた問題（学校祭，体育大会，交通安全等）について 

(b) 学生会について 

(c) 校則について 

(d) 学習問題 

(e) 生活問題 

(f) 企業について 

（出典 学級担任の手引き９～１３頁） 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 244

                               資料５－４－①―４
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                               （出典 学生課資料） 
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資料５－４－①－５

  

                                   （出典 学生課資

料）



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 247

資料５－４－①－６
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（出典 校内体育大会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

低学年の特別活動の時間は教育課程表に明記され，授業時間割にもある。その実施内容，LHRの年

間スケジュールが示されるなど組織的な取組みが行われている。新入生に関しては入学当初より，ク

ラス内の人間関係を良好なものとするための取組みが行われ，さらに，年間数回，LHRを活用して進

路のしおりを手引きにした進路指導プログラムも準備している。4，5年生については，学校行事を通

して，人間の素養の涵養を図る取り組みが行われるように配慮している。 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

観点に係る本校の取り組みの事例は以下のとおりである。（資料５－４－②－１） 
 

資料５－４－②－１

取 組 事 例 概       要 参 考 資 料 

 

クラス担任制 

全学科全学年にそれぞれ学級担任を配置し，かつ， 

1～3学年には副担任も配置して生活指導全般につい 

て学生から直接相談を受ける体制となっている。 

 

資料５－４－②－２ 

 

学生相談室 

進路や人間関係など様々な悩みを気軽に相談できる 

よう，毎日本校教員又は非常勤ｶｳﾝｾﾗｰを相談員とし 

て配置し，相談を受け付けている。 

 

資料５－４－②－３ 

オフィスアワー 

毎週月曜日の8-9時限目に全教員がオフィスアワー 

を実施し，学生が気軽に教員室へ訪問できるように 

なっている。 

 

資料５－２－①－８ 

課外活動 
クラブ顧問として教員が配置され，その指導・監督 

にあたっている。 
資料５－４－②－４ 

ボランティア活 

動 

吹奏楽部による老人ホーム慰問演奏などの各種ボラ 

ンティア活動が，クラブ顧問等の指導のもとで行わ 

れている。 

 

資料５－４－②－５ 

教室清掃 HR教室の清掃をすべて学生に行わせている。 資料５－４－②－６ 

 

（出典 本自己点検評価のための作成資料）

  

資料５－４－②－２

クラス担任を示す資料（次頁） 
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（出典 校務分掌） 

 

 

資料５－４－②－３ 

学生相談室に関する事項の掲載箇所 

（http://www.kushiro-ct.ac.jp/soudan/index.html） 

 

                  （出典 本校ウェブサイト）

 

資料５－４－②－４ 
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                               （出典 学生課資料） 
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資料５－４－②－５ 

 ボランティア活動状況 

          平成 １６年度 ボランティア活動などの社会奉仕体験活動についての調査 

学校

名 
1 2 3 

4 教

員 

4 事

務員
5

左で④

の場合
6-1 6-2 7 8 

左で④の

場合 

大掃除 
学校近隣の清掃

活動 
30 3 0 1   16.5.10 1 2 4 

学校行事

として実

施 

献血 

釧路赤十字血液

センターへの協

力 

84 0 0 2   16.5.28 1 2 4 

実施を知

らせるポ

スターの

掲示 

ｱﾒﾘｶ伊能

大図里帰

りフロア

展 

受付，展示物の

警備等 
11 2 1 2   

16.7.16

～19 
4 2 4 

地域貢献

事業とし

て実施 

阿寒川と

遊ぶ会 

近隣地域住民主

催の催しでの演

奏会 

24 1 0 4

吹奏楽

部とし

ての活

動 

16.7.18 1 2 4 

課外活動

として実

施 

献血 

釧路赤十字血液

センターへの協

力 

112 0 0 2   16.5.28 1 2 4 

実施を知

らせるポ

スターの

掲示 

高専祭準

備 

学校近隣の清掃

活動 
30 3 0 1   16.10.21 1 2 4 

学校行事

として実

施 

釧路市芸

術祭「吹

奏楽ﾌｪｽﾀ

２００

４」 

市主催の催しで

の演奏会 
49 1 0 4

吹奏楽

部とし

ての活

動 

16.10.30 1 2 4 

課外活動

として実

施 

釧路 

さよなら

科学館お

もしろサ

イエンス 

市主催の催しで

の実験補助 
12 12 1 2   17.1.15 1 2 4 

地域貢献

事業とし

て実施 
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献血 

釧路赤十字血液

センターへの協

力 

113 0 0 2   16.5.28 1 2 4 

実施を知

らせるポ

スターの

掲示 

 

慰問演奏

会 

老人福祉施設で

の慰問演奏会 
13 1 0 4

吹奏楽

部とし

ての活

動 

17.3.11 1 2 4 

課外活動

として実

施 

Ⅱ 
学生の参加した社会奉仕体験活動の実態について（活動ごとに記入し

て下さい） 
     

１．社会奉仕体験活動の名称があれば記入し

て下さい。 
         

２．社会奉仕体験活動の具体的な実施内容を記入して

下さい。 
        

３．社会奉仕体験活動の参加者人数を記入して下さい。（延べ人数で記入して

下さい） 
     

４．社会奉仕体験活動に随行した教員，事務職員がいればその人数を記入して下さい。（延べ人数で記入し

て下さい） 
  

５．社会奉仕体験活動の参加形態について         

  ①学校が主催する活動に参加している。         

  ②学外の慈善団体等の主催する社会奉仕活動に参

加している。 
        

  ③学生達が独自に実施している社会奉仕活動に参

加している。 
        

  ④その他（具体的に記入願います）         

６－１．社会奉仕体験活動の学生の参加期間を記入願

います。 
        

６－２．参加期間中の実質参加日数を記入願

います。 
         

７．この社会奉仕体験活動は学校のカリキュラムとして実施された

ものですか。 
      

    ①はい   ②いいえ          

８．この社会奉仕体験活動にあたり，上記Ⅰ－２で記入した策で実施したものがあれば記

入して下さい。 
    

  ①単位取得の対象としている  ②参加した日や時間を休日とカウントしていない

（平日の場合） 
    

  ③表彰や学生への報告を行っている  ④その他（具体的に記

入願います） 
      

 

                      （出典 高専機構からの照会に対する回答） 
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資料５－４－②－６

４．教室清掃のチェックについて 

委員長及び成澤主事補から，新年度から外注による教室清掃は無くなり，各クラスの学生が教室

清掃を行うため，校内の美化を保つことがこれまで以上に重要となった。 

学生が自発的に清掃を行う意識を持たせるため，とりあえず４・５月に各１回，主事補が教室を

廻り，教室清掃チェック表（資料１０）により確認を行い，結果を教室に掲示したい。この実施に

は委員及び担任の協力が必要となるが，最終的には学生が自らチェックできる体制に持っていきた

い旨の説明があり審議の結果教室内の掲示物，飾り物，放置物，私物等もチェックの対象に加え，

了承された。 
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               （出典 平成１７年４月１日 学生委員会議事要録，資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 生活指導面においては，担任，各種委員会やクラブ顧問の指導あるいは全教員が一斉に行うOHなど

を通じて，授業以外で学生と接触し相談や指導を行っている。課外活動は，全教員がクラブ顧問に就

任し，対外試合の引率や，クラブ運営・指導などを通して学生と人間的な交流を行っている。   

 また，学生の自主性を養う観点からHR教室の清掃や各種ボランティア活動などを通して社会性や人

間の素養の涵養を図るために配慮している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・数学補講，大学編入学補講，他学科開講科目の履修制度，特別学修による単位認定，インターンシ

ップの積極的支援と単位認定，海外語学研修制度の取り組みなど，学生の多様なニーズに対応した取

り組みが行われている。 

・2学年の混合学級による創造工学や3学年の習熟度別英語教育など新しい試みが行われている。 

・特別活動（LHR）の年間スケジュールや進路指導上の学年ごとの対応など学生の人間的素養の涵養

に関する種々の試みが行われている。 

 

（改善を要する点）  

特になし 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科課程は，準学士課程における教育学習内容を考慮して，次の２専攻で構成される（資料５－

５－①－１）。 

資料５－５－①－１

         専攻科と本科の構図が掲載されている箇所 

       

 

（出典 本校ウェブサイトhttp://www.kushiro-ct.ac.jp/office/kyoumu/senkouka/annai04.pdf）

各専攻は，準学士課程の学習内容を基礎として，専門性の深化と周辺境界領域の知識・技術の修得

を考慮した教育課程を設計している（資料５－５－①－２）。 
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資料５－５－①－２ 

専攻科の教育課程の掲載箇所 

（次頁） 

        

（出典 本校ウェブサイトhttp://www.kushiro-ct.ac.jp/office/kyoumu/senkouka/annai04.pdf）

また，以下の科目関連図（資料５－１－①－３～７）に示すように，準学士課程と専攻科課程の科

目の連携がすべての学科・専攻について考慮されている。 

 

 

資料５－５－①-３ 

本科と専攻の科目関連図（次頁から） 
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（出典 専攻科設置概算要求書説明資料）
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資料５－５－①－４

（出典 専攻科設置概算要求書説明資料）
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資料５－５－①－５

 

 

（出典 専攻科設置概算要求書説明資料）
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資料５－５－①－６

 

 

（出典 専攻科設置概算要求書説明資料）
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資料５－５－①－７

 

 

（出典 専攻科設置概算要求書説明資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

 専攻科課程２専攻の教育課程は，科目関連図に示すとおり準学士課程の教育との連携を考慮したも

のとなっている。 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

はじめに，専攻科課程の編成を示す．(資料５－５－②－１) 

資料５－５－②－１

専攻科案内，教育課程表の掲載箇所 

 

                           （出典 別添学校要覧２５～２８頁）

一般科目では国語，英語教育によるコミュニケーション能力育成と深い数学的解析力の育成を考慮

している。専門共通科目では，各専門分野の基礎科目として両専攻に共通な科目群を設定し，専門分

野の基礎の充実と周辺分野の知識習得による視野の拡大を考慮している．専門展開科目ではそれぞれ

の専攻において発展的な内容の科目を配置し，それぞれの専門分野についてより高度な知識，技術の

修得を考慮している。また，他専攻科目の履修を規定し，専門の深化ばかりではなく，関連分野，周

辺分野の高度な知識・技術の修得についても考慮している。一般科目では必修科目を設定するととも

に，一般・専門共通・専門展開科目それぞれにおいて，履修単位の下限を設定し，履修内容に偏りが

生じないように制限している。さらに，履修モデルを提示し，学生が希望する分野に合わせた履修が

できるよう指導することにより，設計した教育体系から大きなずれが生じないように配慮している

(資料５－５－②－２)。 

資料５－５－②－２ 

          履修モデルの例（次頁） 
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                              （出典 専攻科学生便覧９頁）

授業内容は，専門の深化，周辺境界領域分野の学習という教育目的を満たすものとなっている(資

料５－５－②－３シラバスの例) (資料５－５－②－４授業時間割)。 

 

資料５－５－②－３ 

      一般科目，専門共通科目，専門展開科目の授業内容を示す資料（次頁） 
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                           （出典 専攻科シラバス） 
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資料５－５－②―４

 

                              （出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

一般科目，専門共通科目，専門展開科目がバランスよく配置され，それぞれ履修単位の下限を設定

することで履修内容に偏りが出ないように工夫している。さらに，履修モデル提示により学生の履修

計画を指導し，教育体系からのずれが生じないよう工夫している。以上のことから，授業科目は体系

的に配置され，教育の目的を達成するために適切なものである。 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

（観点に係る状況）  

他専攻授業科目の履修，他高等教育機関での単位認定を定めている(資料５－５－③－１)。 

資料５－５－③－１

他専攻授業科目の履修，他高等教育機関での単位認定に関する資料 

（他の専攻で履修した単位の認定） 

第９条 本校の他専攻で開設されている選択科目の履修を希望する者は，あらかじめ指導教官の

許可を得た上で，「他専攻授業科目履修届」（別紙第３号様式）を所定の期日までに提出しなけ

ればならない。これにより修得した単位は，８単位を限度として自専攻における単位として認定

することができる。 

（他の大学等で履修した単位認定） 

第 10 条 大学及び他の教育施設（以下「大学等」という。）で開設される授業科目の履修を希望

する者は，あらかじめ大学等の許可を得た上で，「大学等履修届」（別紙第４号様式）を提出し

なければならない。 

２ 前項の規定により修得した単位は，16 単位を超えない範囲で，専攻科における授業科目の

履修とみなし，単位を認定することができる。ただし，これにより認定できる一般科目の単位は２

単位，専門科目の単位は 14 単位をそれぞれ限度とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校専攻科の履修等に関する規則）

次に他専攻の科目履修実績を示す(資料５－５－③－２)。 

資料５－５－③－２ 

他専攻科目履修・修得状況 

      

年度 専 攻 ・ 学 年 人数
履修した他専攻科

目 
履修期 単位修得状況 

２ 空調設備 後 期 修 得 
Ｈ16 電子情報システム工学専攻１年 

１ 機械制御工学特論 後 期 修 得 

Ｈ17 
建設・生産システム工学専攻１

年 
２ 情報数学特論 前 期   

                                 （出典 学生課資料） 

インターンシップは現在２年次選択科目として設定しているため，今年度が実施初年度となる。

(資料５－５－③－３)。単位互換は，現在相手先と交渉中である。 
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資料５－５－③－３

専攻科のインターンシップを示す資料（次頁） 

    

                  （出典 平成１７年４月２２日専攻科委員会議資料） 

なお，インターンシップについては，専攻科課程在学中の任意の時期における単位取得を可能とし，

また，必修科目への変更を申請する予定である(資料５－５－③－４)。 
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資料５－５－③－４

③ 専攻科教育 

（略） 

・インターンシップ（全ての学生が１ヶ月程度）及び地元企業や地域社会との連携を通じ，地域

への貢献意識を備えていること 

                         （出典 本校中期目標・中期計画４頁）

当地域の経済的状況から，受け入れ企業はわずかであり，実習期間を１週間とする補充単位を設定

し，少しでも学生が技術的な経験を積むことができるようにしている(資料５－５－③－５)。 

資料５－５－③－５
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                            （出典 専攻科シラバス） 

人文系科目の履修単位数が少ないまま進学した学生に対する補充科目として当該科目の履修を奨励

している(資料５－５－③－６)。 

資料５－５－③－６

学習保証時間： 

教育プログラムは，「最低限これだけの学習時間は保証する」という時間を規定します．高専本科

・専攻科というルートでは，専門分野に関する学習時間は大学と比べても十分すぎるくらいにあり

ます．しかし，「人文科学，社会科学等（語学教育を含む）の学習 250 時間以上」という制限につ

いては，クリアするのがむずかしい場合があります．高専のもうひとつの弱点である，一般教養科

目の少なさが原因です．これについてクリアするための条件について説明します． 

 

 上の図で説明します．図は欠課がない場合を示したものです．本科において修得する人文科学・

社会科学系の科目の総学習保証時間は「一般選択で人文系を選択しないと」１８０時間です（ここ

で「時間」は実時間６０分です）．２５０時間には程遠く，専攻科の一般必修科目を加えると２２

５時間になりますが，まだ不足です．したがって，これをクリアするためには 

（１）専攻科の選択科目である技術者倫理を必ず履修・修得し， 

（２）科学技術英語Ⅱと（新規開講の）中国文化のうちどちらかを履修・修得する． 

という必要があります．これで，総学習時間は２７０時間となり，JABEE 基準をクリアします． 

 

（出典 専攻科ガイダンス資料) 

さらに，英語によるコミュニケーション能力育成のため，補習を実施して学生の能力向上を目指し

本科一般選択最低ライン １８０Ｈ

専攻科必修 
英語Ⅰ（22.5）＋日本語（22.5） 

専攻科選択  技倫（22.5）＋

英 語 Ⅱ （ 22.5 ） ， 中 国 文 化

１８０Ｈ 

２２５Ｈ 

２７０Ｈ

本科一般選択 
いずれか１科目（４５） 

３１５Ｈ

ＪＡＢＥＥにおける 
学習保証時間基準 
２５０Ｈ 

JABEE 補充科目とし

て設定 

必ず単位修得 

本科一般選択（４５） 
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ている(資料５－５－③－７)。 

資料５－５－③－７

      

                              （出典 英語学科資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

他専攻授業科目の履修，他高等教育機関の単位認定制度があり実績もある。インターンシップは選

択科目として教育課程に組み込まれている。地域の状況を考慮し，補充科目による企業実習を設定し

学生の実社会経験を奨励している。人文系科目は補充科目により不足を補う措置を講じ，英語教育は

補習教育で能力向上を図っている。以上のことから，学生の多様なニーズに配慮している。 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  
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授業形態は，一般科目ではコミュニケーション能力育成のための科目を，専門展開科目では特別ゼ

ミナール，特別演習，特別実験，特別研究という実験・実習・演習科目を配置している．これらの科

目配置により，高度な実践的技術者の養成という目的の達成を目指している(資料５－６－①－１)。 

資料５－６－①－１

            専攻科教育課程表の掲載箇所 

 

                         （出典 別添学校要覧２７・２８頁） 

講義科目でも，情報処理技術基礎科目（アドバンストコンピューティング，ＣＡＤ等）は実技演習

を含め，知識ばかりではなく技術修得指導に努めている(資料５－６－①－２)。 

資料５－６－①－２

実技・実習を含め技術修得指導に努めている授業科目の例 
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                                （出典 専攻科シラバス 

 

日本語表現技法では対話・討論型授業を展開し，日本語によるコミュニケーション能力育成を行っ

ている（資料５－６－①－３）。 

資料５－６－①－３

対話・討論型授業展開の例 
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                               （出典 専攻科シラバス）  
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教室にはＡＶ機器を備えていることから，各教員がそれぞれ情報機器を利用した講義展開を工夫し

ている（資料５－６－①－４）。 

資料５－６－①－４

    情報機器を利用した講義展開の工夫例 

      

  

                             （出典 専攻科担当教員資料） 
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学年定員が２０名で講義当たりの受講者数は少ない。このため，すべての科目で少人数授業による

きめ細やかな指導体制がとられている。(資料５－６－１－５) 

資料５－６－①－５ 

     

    専攻科科目履修者数一覧 （人） 

科目名 １年 ２年 

技術科学英語Ⅰ 14   

日本語表現技法 14   

統計学 14   

熱力学特論 11   

制御工学特論 16   

人工知能特論   10

環境マネジメント   15

設計支援システム 10   

アドバンスコンピューティング 9   

材料システム工学 7   

コピュータ設計工学 7   

耐震構造   7

建設材料学 4   

寒中コンクリート   7

建築計画特論 5   

電磁気学特論 7 3

エネルギー変換工学   5

デバイス材料工学特論 3   

量子統計工学 2   

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 2   

計測工学特論 6   

情報数学特論 9   

ソフトウエア工学特論   6

                         （出典 本自己評価のための作成資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

講義科目の中でも演習を取り入れて技術修得を目指す科目や対話・討論型の科目を置くなどしてお

り，単なる知識の教授にとどまることなく，学生に意見発表，討論を積極的に促す工夫を取り入れて

いる。情報機器の使用を前提として教室設備が用意され，これを駆使した指導方法の工夫をしている。

少人数教育は入学者数から当然である。以上のことから，教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫

がなされている。 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  
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インターンシップ及び地元企業や地域社会との連携を通じ，地域への貢献意識を備えていることを

専攻科課程における教育目標として設定しており，これを実現するため努力している．また，釧路地

域の経済的状況から，インターンシップの受け入れ企業はわずかであり，実習期間を１週間とする補

充単位を設定し，少しでも学生が技術的な経験を積むことができるようにしている。今年度が実施初

年度ではあるが，その実施状況を示す(資料５－６－②－1)。 

資料５－６－②－１

専攻科 期間（１） 期間（２） 企   業   名 

１Ｋ         

1 ○○○○  調整中 １０日間 村井建設（株） 
         

建築 

７／２７（水）～７／２９（金）＋２

日 
５日間 釧路工業技術センター       機械 

2 ○○○○  

８／ １（月）～８／ ５（金） ５日間 ＪＲ貨物（株）北海道支社   

７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 鈴木健夫デザイン室 
         

建築 3 ○○○○  

冬・春休み   クシロインテリアｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ   

4 ○○○○  ８／ ８（月）～８／１９（金） １０日間 釧路工業技術センター 
         

機械 

８／ ８（月）～８／１９（金） １０日間 釧路工業技術センター 
         

機械 5 ○○○○  

８／ １（月）～８／ ５（金） ５日間 ＪＲ貨物（株）北海道支社   

6 ○○○○        
         

建築 

7 ○○○○  ７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 萬木建設（株） 
         

建築 

１Ｓ      

1 ○○○○  ８／２２（月）～８／２６（金） ５日間 王子製紙㈱釧路工場          

８／２２（月）～８／２６（金） ５日間 池田暖房工業㈱ 札幌市 
2 ○○○○  

８／ ８（月）～８／１２（金） ５日間 釧路工業技術センター   

北海道大学大学院情報科学研究科 

 ﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ専攻情報通信ｼｽﾃﾑ学

講座 
3 ○○○○  ７／１９（火）～７／２９（金） ９日間 

   教授 ○○○○ 

         

情報 

4 ○○○○  ７／２５（月）～８／ ５（金） １０日間 北海電気工事㈱釧路支店   

5 ○○○○  
８／ １（月）～８／ ５（金）＋５

日 
１０日間 釧路工業技術センター 

         

情報 

6 ○○○○  ８／２２（月）～８／２６（金） ５日間 王子製紙㈱釧路工場   

7 ○○○○  ８／１５（月）～８／１９（金） ５日間 釧路工業技術センター 
         

電子 



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 281

２Ｋ      

1 ○○○○  調整中 ５日間 村井建設（株）   

2 ○○○○  ７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 釧路工業技術センター 
         

建築 

3 ○○○○        
         

建築 

4 ○○○○  ７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 千葉工務店 
北見市    建

築 

5 ○○○○        
         

建築 

6 ○○○○  ７／１９（火）～７／２５（月） ５日間 太平洋建設工業（株）   

7 ○○○○  ７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 残間金属工業（株）   

２Ｓ      

1 ○○○○  ８／ １（月）～８／ ５（金）  ５日間 北檜山町役場 
         

情報 

2 ○○○○          

3 ○○○○  ７／２５（月）～８／ ５（金） １０日間 釧路工業技術センター 
         

情報 

（株）日立製作所日立事業所 

勤労部 ○○ さま  4 ○○○○  ８／２２（月）～９／ ２（金） １０日間 

〒317-8511 日立市幸町３－１－１ 

日立市 

5 ○○○○        
         

電気 

6 ○○○○          

7 ○○○○  ８／ １（月）～８／ ５（金） ５日間 釧路工業技術センター 
         

電子 

豊橋技科大 電気電子工学系 ○○助

教授 
豊橋市 

8 ○○○○  ８／２２（月）～９／ ２（金） １０日間 

   

9 ○○○○          

10 ○○○○  ７／２５（月）～７／２９（金） ５日間 釧路工業技術センター 
         

電子 

（出典 学生課資料）

なお，インターンシップは，専攻科課程在学中の任意の時期における単位取得を可能とし，また，

教育目標をより確実に達成するため必修科目への変更を申請する予定である。 

（分析結果とその根拠理由）  

インターンシップが教育課程に組み込まれ，実施されている．地域の特性を考慮し，補充科目とし

てでも実社会経験を積ませようとしている。選択科目であること，実施率が１００％ではないことな

ど実施の程度として不十分ではあるが，今後の改善が計画されており活用が行われている。 
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観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

シラバス作成の指針が示され，それぞれ学習内容を明確にしていると同時に，必要な事前知識，全

体計画，達成目標，評価方法を明示している(資料５－６－③－１)。 

資料５－６－③－１

シラバス記入要領 

１） 学科，学年，講義名，担当教員名，単位数・期間，の欄はそれぞれ該当する内容を選択記入。 

２） 授業の目標と概要欄（1 行３７文字で6 行以内） 

・学習教育目標との関連を意識しながら，該当科目の目標と概要を記載 

・学習教育目標及びJABEE 科目のどの基準に当てはまるかその番号を本欄の末尾に記載する。 

例釧路高専教育目標(D)（E），JABEE （ｃ）（ｄ）（ｇ）など 

３） 履修上の注意（準備する用具，前提となる知識など）（1 行３７文字で6 行以内） 

・授業の進め方，必要な用具，前提となる知識などの授業に関する情報を記載。 

４） 到達目標（１行３７文字で４行以内） 

・本校学習教育目標および学科の教育目標に沿って到達すべきレベルを総括的に記載する。 

５） 成績評価方法（１行３７文字で４行以内） 

・主要授業科目の評価方法 

① 実験（工学実験・機械実習）： 学科で共通の評価基準を作成し適用し記載 

例） 実験（30％）＋レポート（60％）＋実験態度（10％） 

② 試験のない演習・実習（計算機実習・製図）： 共通のものは学科で基準作成し記載 

例） レポート（80％）＋授業態度（20％） 

③ 試験のある演習・実習：共通のものは学科で基準作成し記載 

例) 試験（30％）＋レポート（50％）＋授業態度（20％） 

④ 講義を中心とした授業：基本的に各教科担当者が，具体的算定方法を決めて記載 

例） 試験（100％）＋授業態度（±10％）※ 

※６０点以上の時に限り授業態度を加算することができる． 

試験の算定例・・・・・第３小委員会答申の資料３を参照し，明瞭な算定方法とすること。 

⑤ 卒業研究の複数教員による採点方法：学科で共通の評価基準を作成し記載するが，以下の答申

内容を満たす方法で作成する。 

・複数の教員による評価を行う． 具体的方法は学科にて作成 

・中間発表(10％)，卒業研究発表(30％)，卒業論文(25％)，卒業研究期間中に指導官 

教員が所定項目について複数回の口頭試問(25%)，研究態度(10%) 

・卒業研究期間中に指導官教員が所定項目について複数回の口頭試問時期は中間発表前，ゼミ，卒

業研究発表前とする． 

・学生は，毎回の卒業研究の内容を日誌に記録する． 

６） テキスト・参考書・メッセージ欄（１行３７文字で４行以内） 

・使用するテキスト・参考書名を記載し，メッセージ欄には履修に当たっての留意事項を記載す

る。 
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７） 授業の内容 

・授業項目（１行２４文字で９行以内） 

： 各授業期間ごとの履修項目を記載。（１行２４文字で９行以内） 

（ ）内に同じ項目での授業回数を記載。 

・時間： 期間ごと項目ごとの授業時間数を記載。 

前期中間・末，後期中間・末の試験時間を時間欄に記載する。 

・授業項目ごとの達成目標（１行２４文字で９行以内） 

： 授業項目ごとの達成目標を・・・できる。・・が説明できる。・・が求めらる。・・・が解け

る。など具体的な達成目標を記載する。 

シラバス入力上の条件 

【文字数】 

     
・この文字数や行数を越えると，文字が小さくなったり，罫線の位置が変わってしまったり，文字

がはみでたりします。上表の範囲以内で入力するようにしてください。 

・また，半角のカタカナやひらがな，JIS 第1 水準とJIS 第2 水準以外の全角文字は使用しないで

ください。 

・◯で囲まれた数字やローマ数字などは，メーカフォントであるためコンピュータ共有文字ではあ

りません。最悪の場合，システムの動作を止めてしまう可能性があります。 

【シラバスの更新】 

前年度のシラバスを利用して新年度のシラバスを作成したい方は，「登録」ではなく，「修正」

で前年度のシラバスを選択し内容を書き換えてください。 

保存すると，新年度のシラバスとして保存されます。 

【新機能】 

(1). 閲覧用ＰＤＦファイルの自動生成 

シラバス書き込み保存後にＰＤＦに変換すると，自動的に閲覧のページにＰＤＦファイル 

が保存されるようになりました。 

(2). 閲覧用ＰＤＦファイルインデックスの自動生成 

H16 年度版までは，教務係がおこなっていたインデックスの作成をＰＤＦシラバスファイ 

ル閲覧時に自動生成するようにしました。 

(3). 作成者によるファイル削除 

H16 年度版までは，教務係がおこなっていたデータファイルの削除が登録修正ページ 

より，作成者が削除できるようにしました。 

【アドレス】 



釧路工業高等専門学校 基準５ 

-   - 284

シラバス登録修正のページ（作成者のみアクセス可能） 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/syllabus/2005/index.html 

シラバス閲覧のページ（誰でもアクセス可能） 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/syllabus-pdf/index.html 

                          （平成１７年２月３日教務委員会資料）

シラバスは内部向けウェブ上に掲載されるとともに，第１回目の講義において学生に配布し，内容

説明を行うことを義務付けている(資料５－６－③－２)。 

資料５－６－③－２ 

      内部向けウェブサイトのシラバス掲載箇所 

        学 生 情 報 

新着情報    

図書関係 図書館   

会計関係 受付窓口   

学生関係 

公務員受験情報 

体育館等の使用 

学生関連行事 

学生相談室 

 

求人企業一覧 

企業説明会 

自動車通学関係 

お知らせ 

教務関係 教育・学習目標 

シラバス 

お知らせ 

 

授業評価アンケート 

 １５年度  １６年度 
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寮生関係 寮生数一覧 

寮生名簿 

 お知らせ 

 

                         （本校内部向けウェブサイト学生用） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスの記載内容は学習目標，概要，履修上の注意など必要な事項を網羅しており，特に，詳細

な講義内容，それぞれの講義項目に対する達成目標，科目全体としての達成目標が明確に示されてい

る。これらは学生の履修選択決定，自学自習のための資料として有効である。第１回講義においてシ

ラバスの説明を行うことは，その科目の学習内容について学生の理解を高めることに有効である。以

上のことから，シラバスは適切に整備され，活用されている。 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況）  

特別研究一覧を示す(資料５－７－①－１)。 

資料５－７－①－１ 

特別研究の内容を示す資料 

専 攻 科 特 別 研 究一 覧 

【建設・生産ｼｽﾃﾑ工学専攻】   

     

学 

年 
氏   名 研 究 テ ー マ 指 導 教 員 備 考 

１

Ｋ 
○○○○  廃棄ｱﾙﾐﾆｳﾑ－ＰＳ灰造粒体ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ材の創製 

 Ｍ岩渕義孝   

１

Ｋ 
○○○○ 

 感温磁性流体を利用した小型熱輸送機器に関す

る研究 
 Ｍ麓 耕二   

１

Ｋ 
○○○○  ＭＴＳ法によるパターン認識に関する研究(仮)  Ｍ荒井 誠   

１

Ｋ 
○○○○  ＰＳ灰造粒品を用いたﾓﾙﾀﾙ・ｺﾝｸﾘｰﾄの性状  Ａ三森敏司 

○○と共同研

究 

１

Ｋ 
○○○○  北海道沿岸地域の空間構造に関する基礎的研究  Ａ千葉忠弘   

１

Ｋ 
○○○○  ｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄの有効利用によるﾀｲﾙﾌﾞﾘｯｸの開発  Ａ大楽隆男   

１
○○○○ 釧路におけるグループホームに関する実態調査 Ａ千葉忠弘 Ａ 依田有康
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Ｋ 

２

Ｋ 
○○○○     休学中 

２

Ｋ 
○○○○ 

 都市計画マスタープラン策定後の住民参加の実

態に 

 関する研究 

 Ａ千葉忠弘   

２

Ｋ 
○○○○ 

 釧路市浪花町に現存する明治期木骨煉瓦造倉庫

について 
 Ａ千葉忠弘 Ａ 西澤岳夫

２

Ｋ 
○○○○  開口部からの日照時間算定  Ａ草苅敏夫 Ａ 中島 敏

２

Ｋ 
○○○○  ＰＳ灰造粒品を用いたﾓﾙﾀﾙ・ｺﾝｸﾘｰﾄの性状  Ａ三森敏司 

○○と共同研

究 

２

Ｋ 
○○○○  学校教室の照明環境改善に関する実験研究(仮)  Ａ佐藤彰治   

２

Ｋ 
○○○○ 

 凍結防止剤のコンクリート表層剥離(ｽｹｰﾘﾝｸﾞ)に

及ぼす 

 影響 

 Ａ大楽隆男   

２

Ｋ 
○○○○ 

 角形鋼管柱・Ｈ形梁接合部パネル架構の強度関

係について 
 Ａ草苅敏夫   

     

【電子情報ｼｽﾃﾑ工学専攻】   

     

学 

年 
氏   名 研 究 テ ー マ 指 導 教 員 備 考 

１

Ｓ 
○○○○  ﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ発電ﾌﾟﾗﾝﾄの運転実績調査と課題解決  Ｅ山岡 勝 

  

２

Ｓ 
○○○○    Ｅ千田和範 

  

２

Ｓ 
○○○○  幾何学学習支援システムに関する研究開発(仮)  Ｅ野口孝文 

  

１

Ｓ 
○○○○  ＦＤＴＤ法による微小光学素子の特性解析  Ｄ中村 隆 

  

１

Ｓ 
○○○○    Ｄ松本和健 

  

１

Ｓ 
○○○○  音楽信号からの雑音除去の研究  Ｊ大貫和永 

  

１

Ｓ 
○○○○  ネットワークセキュリティに関する研究(仮)  Ｊ高橋 晃 

  

１
○○○○ Ｄ梶原秀一
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Ｓ 

１

Ｓ 
○○○○ 

 ICP スパッタ装置で作製した２元系薄膜（Ni と Cu,Zr

と Ni）と Si 及び SiGe との界面反応の基礎研究 
 Ｄ坂口直志 

  

２

Ｓ 
○○○○  蝶翅鱗粉の持つ光学的特性の解析  Ｄ中村 隆 

  

２

Ｓ 
○○○○    Ｄ梶原秀一 

  

２

Ｓ 
○○○○ 

 可変ブロックを用いた動画像符号化における計

算量削減法の検討 
 Ｄ浅水 仁   

２

Ｓ 
○○○○  自己相似構造を持つ多層膜による発色現象(仮)  Ｄ櫻田安志 

  

２

Ｓ 
○○○○    Ｊ神谷昭基 Ｊ 中島陽子

２

Ｓ 
○○○○  画像中の顔の位置特定に関する研究(仮)  Ｊ林 裕樹 

  

２

Ｓ 
○○○○ 

 仮想マシンによるルータ実習支援環境の構築に

関する 研究(仮) 
 Ｊ高橋 晃 

  

２

Ｓ 
○○○○    Ｊ大槻典行 

  

 

 

 

 

 

                    （出典 平成１７年４月２２日専攻科委員会資料） 

 

特別研究テーマは基本的に入学までの学科指導で決定し，指導教員との関係確立を早期に行ってい

る。また，技術職員は必要に応じて研究指導に参加する(資料５－７－①－２)。 

 

資料５－７－①－２

技術職員が必要に応じて研究指導に参加している状況を表す資料（次頁） 
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                                   資料５－７－①－２ 

    

                                  （出典 技術室資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

研究テーマ決定は学科指導の下，入学までに決定し，指導体制を明確にしている。技術職員の研究

指導への参加は的確に行われている。従って，専攻科での修学にふさわしい研究指導が行われている。 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

成績評価・単位認定諸規定は，以下のとおり適切に整備されている（資料５－８－①－１）。 

資料５－８－①－１

専攻科の成績評価・単位認定諸規定（その１） 

第１１章専攻科 

（略） 

第５５条 専攻科の授業科目及びその単位数は，別表第４のとおりとする。 

  （略） 

第５７条 専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，62 単位以上を修得した者について

は，修了を認定する。 

２ 校長は，修了認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

  (略) 

第５９条 本章に定めるもののほか，専攻科に関する事項は，別に定める。 

                         （出典 釧路工業高等専門学校学則） 

 

専攻科の成績評価・単位認定諸規定（その２） 

 （目的） 

第１条 この規則は，釧路工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第５７条第３項及び第

５９条の規定に基づき，専攻科の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定等につい

て定めることを目的とする。 

 （授業） 

第２条 授業の１単位時間は，標準５０分とし，単位制とする。 

２ 授業は，講義，演習，実験及び実習のいずれか，又はこれらの併用により行うものとする。 

３ 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 45 単位時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等

を考慮して，次の各号の基準により単位数を計算するものとする。 

 (1) 講義については，15 単位時間の授業をもって１単位とする。 

 (2) 演習については，30 単位時間の授業をもって１単位とする。 

 (3) 実験及び実習については，45 単位時間の授業をもって１単位とする。 

 （履修方法） 

第３条 専攻科に開設する授業科目のうち，選択科目の履修にあたっては，年度当初に，別に定め
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る「選択科目履修届」（別紙第１号様式）を所定の期日までに提出しなければならない。 

 （試験） 

第４条 試験は，定期試験，追試験及びその他の試験とする。 

２ 定期試験は，各学期末に実施する。なお，平素の学業成績により評価することができる授業科

目については，定期試験の一部又は全部を実施しないことがある。 

３ 追試験は，病気，忌引，その他やむを得ない理由により，定期試験を受験できなかった者で，

「追試験願」（別紙第２号様式）を所定の期日までに校長に提出し，その許可を得た者に対し実

施する。 

４ その他の試験は，科目担当教官が必要と認めたときに実施することがある。 

 （成績の評価） 

第５条 成績は，授業科目ごとに前条に規定する試験の成績及び平素の学習状況等を総合して 100

点法で評価し，次の区分により評語で評定する。 

評  語 優 良 可 不可 評

定 評  価 100～80 79～70 69～60 59～0 

２ 特別研究は，前項の評語により評定する。 

 （単位の認定） 

第６条 前条の規定に基づき，評語が優，良及び可に評価された授業科目については，当該授業科

目の単位を修得したものとして，単位を認定する。 

 （再履修） 

第７条 単位を認定されなかった授業科目は，次年度において再履修することができる。 

 （修了に必要な単位） 

第８条 専攻科の修了にあたっては，学則第５７条第１項に定めるもののほか，次の区分により単

位を修得しなければならない。 

 

一 般 科 目 専 門 科 目 

選択科目 

     科 目 

 

専  攻 
必修科目 選択科目 必修科目

共通科目 展開科目 

合 計 

建設・生産システム

工学専攻 
４単位 

４単位 

以上 
24 単位 

14 単位 

以上 

1６単位 

以上 

62 単位

以上 

電子情報システム 

工学専攻 
４単位 

４単位 

以上 
24 単位 

14 単位 

以上 

1６単位 

以上 

62 単位

以上 

 （他の専攻で履修した単位の認定） 

第９条 本校の他専攻で開設されている選択科目の履修を希望する者は，あらかじめ指導教官の

許可を得た上で，「他専攻授業科目履修届」（別紙第３号様式）を所定の期日までに提

出しなければならない。これにより修得した単位は，８単位を限度として自専攻におけ

る単位として認定することができる。 

 （他の大学等で履修した単位認定） 

第 10 条 大学及び他の教育施設（以下「大学等」という。）で開設される授業科目の履修を希望す
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る者は，あらかじめ大学等の許可を得た上で，「大学等履修届」（別紙第４号様式）を提出しな

ければならない。 

２ 前項の規定により修得した単位は，16 単位を超えない範囲で，専攻科における授業科目の履修

とみなし，単位を認定することができる。ただし，これにより認定できる一般科目の単位は２単

位，専門科目の単位は 14 単位をそれぞれ限度とする。 

 （雑則） 

第 11 条 この規則に定めるもののほか，専攻科の授業科目の履修等に関し必要な事項は，別に定め

る。 

   附 則 

 この規則は，平成 16 年４月１日から施行する。 

(出典 釧路工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則)

諸規程は学生便覧に示されている。各科目の成績評価方法はシラバスに明記され，これらの資料は，

入学ガイダンス(資料５－８－①－２)において学生に配布・周知している。 
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資料５－８－①－２

 

諸規定の学生への周知に関する資料 

     

                      （出典 平成１７年３月３１日教務委員会資料） 

各科目では，シラバスに示す評価方法に従って成績評価を行い，単位認定を行っている(資料５－

８－①－３)。 
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資料５－８－①－３ 

           

専攻科学生成績一覧（平成１６年度前期） 

（現地での閲覧資料を参照） 

                          

 

欠課状況についても認定を行い，成績評価に用いている(資料５－８－①－４)。 

資料５－８－①－４ 

科目名：技術科学英語Ⅰ（金曜３・４時限

目） 
        

担当教員名：吉田            

             

回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

月日 4/15 4/22 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24 7/1 

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｋ  ○○○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○         

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×         

１Ｋ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

１Ｓ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         

                            （出典 本校内部向けウェブサイト）

 

 

専攻科課程では，平成１７年度末に第１期生が修了となるため実績はないが，修了要件に従い専攻

科委員会において修了認定を行うことが規定により定められている(資料５－８－①－５)。 

資料５－８－①－５ 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という）に，専攻科に関する事項を審議するため，

専攻科委員会（以下「委員会」という）を置く。 
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（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程に関すること 

二 教育計画及び授業時間の編成に関すること 

三 入学者選抜に関すること 

四 入学，退学，転学，休学，復学及び修了に関すること 

五 試験及び学業成績に関すること 

六 学生の進学及び就職に関すること 

七 学生の厚生補導に関すること 

八 その他専攻科の教務及び学生指導に関すること 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。 

一 専攻科長 

二 専攻主任 

三 専攻主任の所属する学科以外の学科の教員から校長が任命した者各２名以内 

四 教務主事 

五 学生主事 

六 寮務主事 

七 校務主事 

九 学生課長 

八 校長が必要と認めた者 

                    （出典 釧路工業高等専門学校専攻科委員会規程） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位認定に関する規定が定められ，学生便覧，シラバス等で学生に周知されている。各

科目の成績評価はシラバス記載事項に従い行われている。修了認定の実績はないが，適切に実施でき

る状況にある。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 特になし。 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 準学士課程において，授業科目は，学校教育法に定める高等専門学校の目的と，それを具体化した

本校の学習目標に基づき，一般科目と専門科目との連携のもと，基礎教育を重視し，楔形の配置によ

り系統的に基礎から応用へと履修できるよう各学年に適切に配置され，また，取得すべき単位が設定

されている。授業内容は，各科目の段階を追った系統図や学習目標との対応表からも学習目標の実現

という教育課程編成の趣旨に合致していると言える。さらに，科目間調整会議により学習内容や講義

時期・順序などについて調整・連絡を行うことで，カリキュラム改善・授業内容の改善を行い連続性
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と統一性を図っている。 

 数学補講，大学編入学補講などが実施され，他学科開講科目履修制度，特別学修による単位認定，

インターンシップの積極的支援などが行われ，また，学術の発展に対応して特許に関する科目の設置

や先端技術の基礎から応用までが学習できる集中講義の実施，及び社会から要請の多いものとしての

海外語学研修制度など，活発な取り組みが行われ，学生の多様なニーズ，学術の発展，社会の要請等

に対応した教育課程の編成に十分配慮している。 

 講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切になるようカリキュラムを編成し，習熟度

別授業や少人数教育など教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫を行っている。また，全教室には

プロジェクタ投影設備，ビデオ・DVD再生装置などの視聴覚機器を備え，多用な授業形態・教材利用

に対応できるよう配慮し，情報処理演習室も有効活用されている。基礎学力不足の学生には，補習・

補講やオフィスアワーの積極活用を促す取組が行われ，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導

法の工夫が十分に行われている。 

 シラバスには，教育課程の編成の基本方針に基づいて，学習目標に対する当該科目の位置づけ，科

目の達成目標や成績評価方法を明確に記載するとともに，学生が到達度を自己評価できるよう講義項

目ごとに達成目標が記載されている。また，シラバスが学生によってより良く活用されるよう，各種

の意識付けの取組が行われ，その成果は授業評価アンケート結果にも現れている。 

 創造性を育む教育方法として，混合学級による創造工学や卒業研究において，PBLに近い工夫が行

われている。また，インターンシップでは，学生の進路決定や専門科目への興味の喚起，プレゼンテ

ーション能力の向上など多くの教育効果が生み出されている。 

 成績評価，単位認定，進級・卒業認定等については，学則をはじめとする諸規程が定められ，これ

に基づいて進級認定会議，卒業認定会議等が開催され，適切に実施されている。諸規定は，学生便覧

に掲載されているほか，各クラス担任からの説明，新入生オリエンテーションでの教務ガイダンスや

始業式の教務関係訓話等で学生への周知を図っている。 

 低学年における特別活動の時間は教育課程表に明記され，授業時間割にも記載されている。その実 

施内容についても，年間スケジュールが示されるなど組織的な取組みが行われている。特に，新入生 

に関しては，入学当初よりクラス内の人間関係を良好なものとするための取組みが行われ，さらに，

「進路のしおり」を活用したプログラムも用意されている。4，5年生については，学校行事を通じて，

人間的素養の涵養を図る取組みが行われるように配慮している。 

 生活指導面においては，学級担任，各種委員会やクラブ顧問の指導，あるいは全教員が一斉に行う

オフィスアワーなどを通じて，授業以外で学生と接触し相談や指導を行っている。課外活動では，全

教員がクラブ顧問に就任し，対外試合の引率や，クラブ運営・指導などを通して学生と人間的な交流

を行っている。また，学生の自主性を養う観点から教室の清掃，各種ボランテイア活動などを通して

社会性や人間の素養の涵養を図るための取組を行っている。 

 専攻科課程２専攻の教育課程は，準学士課程の学習内容を基礎とし専門性の深化と周辺境界領域の

知識・技術の修得を目指したものとして編成されている。一般科目・専門共通科目・専門展開科目を

バランスよく配置し，履修単位の下限を設定して偏りが出ないよう工夫している。また，履修モデル

の提示による履修指導も行っている。 

 学生の多様なニーズに応えるため，他専攻科目の履修，他高等教育機関の単位認定制度がある。イ

ンターンシップは，現在のところ選択科目としているが，必修科目への変更を予定している。地域事

情から受入企業が少なく，補充科目として企業実習を設定し実社会経験を奨励している。人文系科目
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及び英語の補習教育の実施も学生のニーズに応えようとするものである。講義科目の中にも演習を取

り入れ，また，対話・討論型の授業展開などにより，単なる知識の教授にとどまらない教育方法の工

夫を行っている。 

 シラバスは，学習目標・授業科目の概要・履修上の注意など必要な事項が網羅されている。特別研

究のテーマは，入学までの学科指導で決定し，指導教員との関係確立を早期に行い明確な指導体制と

なるよう配慮している。 

成績評価や単位認定・修了認定に係る諸規定は整備され，学生便覧や入学ガイダンス等により学生

にも十分説明されている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 （準学士課程）卒業時において学生に身に付けさせる学力や資質・能力，養成する人材像について，

科目ごとに成績評価基準がシラバスに定められ（資料６－１－①－１），全教員による卒業認定会議

において成績一覧表から達成状況の把握・評価を行い，卒業認定基準に沿って認定を行っている（資

料６－１－①－２）（資料６－１－①－３）（資料６－１－①－４）。 

 

資料６－１－①－１ 
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                                  （出典 学生課資料） 
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資料６－１－①－２ 

◎ 議事に先立ち，教務係長から配付資料の確認が行われた。 

◎ 続いて宮澤教務主事から，本日の資料は期限（３月３日正午）までに入力された成績評価 

を基に作成されており，資料１に記載の者について，以後の指導等により成績評価の修正等 

があれば報告願いたい旨が述べられたが，科目担当教員から修正等の報告はなかった。 

 

審議事項 

１．総欠課制限時数超過者について 

宮澤教務主事から，標記の件について，２月２５日（金）の臨時教務委員会での審議結 

果の報告が資料１に基づき行われた。発言内容は以下のとおり。 

・５○○○，５○○○はともに，総欠課制限時数超過に関して「正当な理由なし」と判 

断した（担任である荒井教員，千田教員から補足説明があった）。 

・この他に２名が審議対象となったが，５○○○（欠課時数８４時間）については，再 

集計の結果，制限時数内（７５時間）であった。また，５○○○（１０４時間）に 

ついては，同委員会において病気欠席が認められたため制限時数内となった。 

その後宮澤教務主事から，５○○○については，総欠課制限時数を超過しているが欠点 

科目がないので卒業認定とし，５○○○については，欠点科目も多数あるため，卒業認定 

しないこととしたい旨が述べられ，審議の結果了承された。 

 

２．卒業認定について 

宮澤教務主事から，機械工学科：３３名全員，電気工学科：３３名，電子工学科：３８ 

名全員，情報工学科：３２名全員，建築学科：３２名全員，計１６８名について，卒業を 

認定したい旨の説明があり，それぞれ異議なく了承された。 

また，授業料未納者は卒業を認めないことになっているが，授業料免除申請者５名（５ 

○○○，５○○○，○○，５○○○，５○○○）に係る口座引き落としが２月下旬に行わ 

れており３月７日(月)に全員の納入が確認できる予定である旨が述べられた。 

 

            （出典 平成１７年３月４日開催教員会議（卒業認定）議事要録） 

 

 

資料６－１－①－３

             平成１６年度認定会議用成績一覧表 

              （現地での閲覧資料を参照） 
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（資料６－１－①－４） 

釧路工業高等専門学校学業成績の試験，評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規（抄） 

 

第７条 当該学年課程の修了及び卒業の認定は，原則として教員会議の議を経て，校長が行う。 

２ 当該学年課程の修了及び卒業の認定にあたっては，次の各号の条件がすべて満たされていなけ

ればならない。ただし，校長が特別の事情があると認めた場合は，この限りではない。 

 一 各科目の学年成績の評点が，６０点以上である者 

 二 原則として年間出席すべき日数の５分の４以上出席した者 

 三 原則として各科目の年間授業時数の５分の４以上出席した者 

                                  （出典 本校規程） 

 また，年度ごとの進級・原級・退学・除籍など学生の達成状況の集計（資料６－１－①－５）は教

務委員会において分析・評価され教育方法改善や学生支援の取組に活用されている。 

資料６－１－①－５
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                    （出典 平成１７年４月４日開催教務委員会資料） 

  

（専攻科課程） 科目ごとにシラバスに定められた成績評価方法に基づいて成績一覧表を作成し，専

攻科委員会において達成状況の把握・評価・単位認定を行うとともに，専攻科修了要件が満たされた

かを検証した上で修了認定を行う予定である（資料６－１－①－６）（資料６－１－①－７）。 

資料６－１－①－６

             専攻科成績一覧（平成１６年度前期） 

               （現地での閲覧資料を参照） 

 

 

資料６－１－①－７ 

釧路工業高等専門学校学則 

 

第５７条 専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，６２単位以上を修得した者につい

ては，修了を認定する。 

２ 校長は，修了認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

                                   （出典 本校規程） 

釧路工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則 

 

第８条 専攻科の修了にあたっては，学則第５７条第１項に定めるもののはか，次の区分により 

 単位を修得しなければならない。 

一 般 科 目 専 門 科 目 

選 択 科 目 

   科目 

 

専攻 
必修科目 選択科目 必修科目

共通科目 展開科目 

 

合 計 

建設・生産 

ｼｽﾃﾑ工学専攻 
4単位 4単位以上 24単位 

14単位 

以上 

16単位 

以上 
62単位以上

電子情報ｼｽﾃﾑ 

工学専攻 
4単位 4単位以上 24単位 

14単位 

以上 

16単位 

以上 
62単位以上

                                   （出典 本校規程） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 高専の目的に沿って，各課程に応じた学生が身に付けるべき学力や資質・能力，養成する人材像等

について，達成状況を評価する方法がシラバスに記載されており，これに基づいて提出された成績一

覧表を基に全教員による卒業認定会議が開催されて認定されている。専攻課程においては，専攻科委

員会が達成状況を把握・評価し，修了要件が満たされたかを基に認定を行うこととしている。 

以上の理由から，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力・資質・能力，養成する人材像などの達

成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

 進級状況・卒業時の状況は，学生の異動状況から判断すると，退学・原級ともに３％前後で推移し

ており，１～４年次学生（退学者を除く。）の進級率は９７％，５年次学生は退学者を除き全員卒業

している（資料６－１－②－１）。 

 

資料６－１－②－１ 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 卒業者数 

区分 
学

科 

A 入

学 

 者

数 

B 人

数 
B/A 

C 人

数 
C/A 

D 人

数 
D/A 

E 人

数 
E/A 

F 人

数 
F/A 

G 人

数 
G/A 

M 42 42 100.0% 42 100.0% 39 92.9% 34 81.0% 31 73.8% 31 73.8%

E 42 42 100.0% 42 100.0% 41 97.6% 37 88.1% 32 76.2% 32 76.2%

D 41 41 100.0% 41 100.0% 39 95.1% 35 85.4% 34 82.9% 34 82.9%

J 40 40 100.0% 39 97.5% 37 92.5% 34 85.0% 32 80.0% 32 80.0%

A 41 41 100.0% 40 97.6% 38 92.7% 32 78.0% 32 78.0% 32 78.0%

12 年

度 

入学 

計 206 206 100.0% 204 99.0% 194 94.2% 172 83.5% 161 78.2% 161 78.2%

M 42 42 100.0% 40 95.2% 36 85.7% 31 73.8% 29 69.0%     

E 42 42 100.0% 39 92.9% 38 90.5% 28 66.7% 27 64.3%     

D 42 42 100.0% 40 95.2% 40 95.2% 37 88.1% 35 83.3%     

J 43 43 100.0% 41 95.3% 37 86.0% 32 74.4% 29 67.4%     

A 42 42 100.0% 42 100.0% 42 100.0% 38 90.5% 37 88.1%     

13 年

度 

入学 

計 211 211 100.0% 202 95.7% 193 91.5% 166 78.7% 157 74.4%     

M 41 41 100.0% 39 95.1% 39 95.1% 36 87.8%         

E 42 42 100.0% 39 92.9% 38 90.5% 32 76.2%         

D 41 41 100.0% 40 97.6% 40 97.6% 38 92.7%         

14 年

度 

入学 
J 42 42 100.0% 40 95.2% 37 88.1% 31 73.8%         
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A 41 41 100.0% 39 95.1% 38 92.7% 34 82.9%          

計 207 207 100.0% 197 95.2% 192 92.8% 171 82.6%         

M 42 42 100.0% 41 97.6% 38 90.5%             

E 42 42 100.0% 42 100.0% 40 95.2%             

D 42 42 100.0% 42 100.0% 41 97.6%             

J 41 41 100.0% 40 97.6% 38 92.7%             

A 42 42 100.0% 41 97.6% 38 90.5%             

15 年

度 

入学 

計 209 209 100.0% 206 98.6% 195 93.3%             

M 42 42 100.0% 42 100.0%                

E 41 41 100.0% 40 97.6%                

D 40 40 100.0% 39 97.5%                

J 42 42 100.0% 42 100.0%                

A 41 41 100.0% 41 100.0%                 

16 年

度 

入学 

計 206 206 100.0% 204 99.0%                 

M 40 40 100.0%                    

E 40 40 100.0%                    

D 40 40 100.0%                    

J 41 41 100.0%                    

A 41 41 100.0%                     

17 年

度 

入学 

計 202 202 100.0%                     

 

                                  （出典 学生課資料） 

 

 

資格取得（資料６－１－②－２），卒業研究テーマ（資料６－１－②－３），卒業研究発表会予

稿集（資料６－１－②－４，６－１－②－５）にみられるように，資格取得者数も増加傾向にあり，

卒業研究も水準の高い研究・論文発表がなされている。 
 

（資料６－１－②－２） 

 

資 格 取 得 者 数 
検 定 試 験 名 

H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 

実用英語技能検定試験 ２級 １ ３ ３ １ 

ﾗｼﾞｵ・音響技能検定試験 ２級 １１ １０ １５ １７ 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ技術検定試験 ２級 － ８ ２７ １０ 

 

                        （出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料６－１－②－３ 

         卒業研究テーマ 

 
機械工学

科 
 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○  ○○ フレーク状氷の連続生成装置の開発 

○○  ○○ AI－Motor を使ったメカトロニクス教材の開発 

○○  ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○  ○○ 表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研究 

○○  ○○ MTS 法によるパターン認識に関する基礎研究 

○○  ○○ 平面ローラバニシング加工の加工条件最適化 

○○  ○○ 難切削材の切削加工条件の最適化に関する基礎研究 

○○  ○○ 交通渋滞緩和のための信号表示の最適化に関するアプローチ 

○○  ○○ 極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強靭化に関する研究 

○○  ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○  ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○  ○○ 大気乱流拡散に関する風洞実験 

○○  ○○ トランペットのマウスピースに生じる圧力損失と音色の関係 

○○  ○○ 感温磁性流体を用いた小型熱輸送機器の開発 

○○  ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○  ○○ LabView を用いた熱線風速計の構築 

○○  ○○ ＶB を用いた振動実験装置の製作 

○○  ○○ 岩盤調査ロボットの設計製作 

○○  ○○ 極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強靭化に関する研究 

○○  ○○ 鍛造解析ソフト(Super Forge)による型鍛造解析に関する基礎研究 

○○  ○○ MATLAB によるシーソー倒立振子の安定化制御 

○○  ○○ 蓄冷，蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

○○  ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○  ○○ 蓄冷，蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

○○  ○○ 過冷却液滴の物体衝突による急速凝固挙動に関する研究 

○○  ○○ メカニズムシミュレーションを主体とした３次元 CAD 教育システムの開発 

○○  ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○  ○○ 表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研究 
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○○  ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○  ○○ リッツ法を用いた偏平 FRP シェルの振動解析 

○○  ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

○○  ○○ 寒冷地域における氷冷熱貯蔵に関する基礎研究 

○○  ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

   電気工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○  ○○ ワンチップマイクロコンピュータ(PIC)学習支援システムの開発  

○○  ○○ FDTD 法によるマイクロストリップライン及びパッチアンテナの解析 

○○  ○○ ARCS モデルに基づいたシーケンス制御学習教材の開発 

○○  ○○ レーダ画像上の雲の陰影の除去 

○○  ○○ 全方向移動のための速度検出システム 

○○  ○○ リビングの照明設計 

○○  ○○ 遺伝的アルゴリズムと画像処理を用いたアイリスリングの測定 

○○  ○○ 電力系統工学解析用プログラムの開発 

○○  ○○ PIC を用いた制御実験のためのインターフェースの開発 

○○  ○○ 光センサーの基礎研究―半導体レーザーを用いた場合の ATR 特性の評価  

○○  ○○ インテリジェントパッドを用いた文書画像のサムネイル作成 

○○  ○○ 片側短絡型方形ＭＳＡのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○  ○○ FDTD 法による八木・宇田アンテナの解析 

○○  ○○ 全方向移動台車の構築 

○○  ○○ 風力発電が電力系統に与える影響 

○○  ○○ 円形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○  ○○ 方形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性の解析 

○○  ○○ 光を用いた音波測定 

○○  ○○ 放電図形の研究 

○○  ○○ 教室の照明設計 

○○  ○○ 妨害電磁波の可視化 

○○  ○○ FDTD 法による導波管の解析 

○○  ○○ 碍子の絶縁特性 

○○  ○○ 強化学習を用いた氷海の最適航法の開発  

○○  ○○ 
片側短絡型円形マイクロストリップアンテナのＦＤＴＤ法による放射特性の解

析 

○○  ○○ 畜産廃棄物バイオマスの現状と展望 
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○○  ○○ 災害対応型太陽光発電装置 

○○  ○○ 交流高電圧プラズマ発生装置の製作 

○○  ○○ 双方向通信可能な力覚提示装置の開発 

○○  ○○ BaWO4 に関するフォノン特性シミュレーション 

○○  ○○ パルス変調伝送 

○○  ○○ 
フリーストル牛舎における画像認識処理技術を用いた乳牛の運動量に基づく発

情発見システムの構築 

○○  ○○ コアに粉末金属を使ったトランスの基礎研究圧力依存性測定装置の構想 

   電子工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○  ○○ 全方位視覚センサによる情報取得 

○○  ○○ 定点カメラ映像のための動きを用いた物体認識 

○○  ○○ 離散コサイン変換を用いた画像への電子透かしの埋込み 

○○  ○○ ISO データ法及び K-means 法によるカラー画像の領域分割 

○○  ○○ 携帯電話を用いた学習システムの作成 

○○  ○○ 光散乱を用いた魚の雌雄判別法の開発 

○○  ○○ ロウ管からの光学的音声再生装置の開発 

○○  ○○ Java を用いた生徒用教材の作成  

○○  ○○ 末広方式を用いた CDMA 通信方式に関する研究 

○○  ○○ OpenGL を用いたライントレースカーのシミュレーション 

○○  ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

○○  ○○ ＤＳＰによるＩＩＲフィルタの作成とＦＩＲフィルタとの比較 

○○  ○○ 熱電半導体を用いた煙突の廃熱を応用した温度差発電装置の研究 

○○  ○○ FDTD 法を用いた多層膜構造の光学特性解析 

○○  ○○ ＪＡＶＡによる演算装置シミュレータの作成 

○○  ○○ 人間の流動量調査のための人物の頭部検出 

○○  ○○ 定点カメラ映像保存のためのカット点抽出 

○○  ○○ PLD 法を用いた超電導 MgB2 薄膜の作成 

○○  ○○ MusicXML を用いた楽譜処理 

○○  ○○ Pulsed Laser Deposition（PLD）による YBCO 薄膜の作製 

○○  ○○ ＪａｖａによるＳＩＭＡＣシミュレータの作成 

○○  ○○ Si や SiGe と，Ni と Zr の多層膜界面の評価 

○○  ○○ 分光スペクトルからの任意表色表現 

○○  ○○ M 系列による乱数の発生 
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○○  ○○ 携帯電話用学習システムの開発 

○○  ○○ MgB2 厚膜の超電導回路化への検討 

○○  ○○ Squid 磁束計を用いた土壌インピーダンスの測定 

○○  ○○ 熱電半導体を用いた温度差発電装置の研究 

○○  ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

○○  ○○ 
SQUID 磁束計を用いた土壌インピーダンス測定のための低周波領域における磁気

シールドの検討 

○○     ○○ USB カメラによる物体認識と動き検出 

○○  ○○ Web 上での電子工学科ＰＲ 

○○  ○○ Delphi による周波数成分を考慮した立体的なイミタンスチャータの製作 

○○  ○○ CPLD によるモータ制御コントローラの製作 

○○  ○○ 自律移動型ロボットによるロボットトライアスロン 

○○  ○○ 光と音によるロボットの感情表現に関する研究 

○○  ○○ 高速ライントレースカーの精密制御 

○○  ○○ 蝶翅の持つ構造色の分光特性測定装置の開発 

   情報工学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○  ○○ 動画像によるユーザインターフェイスの開発 

○○  ○○ ネットワークシミュレートシステムの開発 

○○  ○○ ３次元空間マルチエージェントシステムの構築と考察 

○○  ○○ 携帯型ゲーム機を用いた音楽演奏装置の開発 

○○  ○○ ウェブカメラを用いた指し棒の指示動作抽出 

○○  ○○ 風紋を利用した除雪道シミュレーション 

○○  ○○ Circular-arc Graph の最大マッチングアルゴリズム 

○○  ○○ 部分的演奏から検索可能な楽曲検索システムの開発 

○○  ○○ 非協力的非ゼロ和 2 × 2 対称ゲーム(チキンゲーム) における最適複合戦略 

○○  ○○ Bipartite Permutation Graph の最短路アルゴリズム 

○○  ○○ ルータ実習支援システム”EMERALD” の開発 

○○  ○○ 輝度成分に影響されない対象領域の抽出 

○○  ○○ メタリック塗装のＣＧ表現 

○○  ○○ 周波数領域における雑音除去の評価基準の提案 

○○  ○○ OpenGL を用いた手話学習ソフトウェアの作成 

○○  ○○ JPEG 復号データの圧縮についての研究 

○○  ○○ 変化球の軌道シミュレーション 



釧路工業高等専門学校 基準６ 
 

-   - 309

○○  ○○ 写真の汚損部位検出と修復 

○○  ○○ 多脚型ロボットの姿勢制御に関する研究 

○○  ○○ 携帯電話の Java を用いた学習システムの開発 

○○  ○○ Permutation Graph の最大独立節点集合アルゴリズム 

○○  ○○ 卒業研究論文支援アーカイブ”ZAcro” の開発 

○○  ○○ 仮想マシンによる Linux カーネルの実習用材料の開発 

○○  ○○ 自己組織化モデルを用いた楽曲の分類 

○○  ○○ 支点固定の倒立振子の制御 

○○     ○○ 釧路高専のボイラーの最適負荷配分制御 

○○  ○○ 有限オートマトン学習ツール FADraw 2004 開発 

○○  ○○ 蟻の理論のシミュレーションと数学的考察 

○○  ○○ Web アプリケーションによるネットワークカメラ制御 

○○  ○○ ハンドボール戦術シミュレーターの開発 

○○  ○○ T-Engine プラットフォームでのミドルウェアの検討と開発 

○○  ○○ 認識候補保持ラティスを用いたオンライン手書き文字列認識 

   建築学科 

氏 名 卒業研究テーマ 

○○  ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 

○○  ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 

○○  ○○ ing-store ～繋がる好奇心～ 

○○  ○○ 木造住宅における床面剛性が耐震性におよぼす影響 

○○  ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 

○○  ○○ 道内の気温変化について 

○○  ○○ 北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 

○○  ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 

○○  ○○ 施設複合 ～地域住民が集う場の提案～ 

○○  ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 

○○  ○○ 湿り空気の状態計算を行うプログラムの作成 

○○  ○○ 濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実験研究 

○○  ○○ 学校教室における照明環境改善のための実測調査 

○○  ○○ 環境工学実験明瞭度試験のための単音節リスト再生プログラム作成 

○○  ○○ フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接合面の形状分析 

○○  ○○ 昭和保育園建設案 ～ 
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○○  ○○ 時間日影図の作成 

○○  ○○ Refine Architecture ～廃校舎再生へ向けての一試み～ 

○○  ○○ 自遊林 ～自然の声を聴く場所～ 

○○  ○○ 北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 

○○  ○○ ２００３年十勝沖地震における地震動特性に関する研究 

○○  ○○ 集合住宅のかたち ～北方型集合住宅の提案～ 

○○  ○○ 濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実験研究 

○○  ○○ 鉄筋拘束による高強度コンクリートの耐凍害性に関する研究 

○○  ○○ ガラス廃材（カレット）の有効利用によるタイルブリックの開発 

○○  ○○ CUBE BOX ～リバーサイドにおけるホテル計画～ 

○○  ○○ Base of Welfare 

○○  ○○ The Place of the Life in area 

○○  ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 

○○  ○○ 釧路駅と駅前の再生 

○○  ○○ 高齢者と若年者の日常生活に関する調査研究 

○○  ○○ フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接合面の形状分析 

    

                                 （出典 別紙学生課資料） 
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資料６－１－②―４
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（分析結果とその根拠理由）  

  各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力について，進級の状況， 

卒業（修了）時の状況，資格取得の状況，卒業研究，卒業制作などの内容・水準から本校の教育成 

果や効果が十分に上がっている。 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進 

学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果 
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や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 進学や就職の状況は（資料６－１－③－１）のとおりである。平成１６年度には800社を超える

求人があり，公務員志望や自家就業を除けば例年就職希望者の就職率はほぼ100％を達成している

（資料６－１－③－２）。 

 

資料６－１－③－１

          卒業後の進路，就職状況の掲載箇所 

（出典 学校要覧３６頁）

 

資料６－１－③－２ 

          平成１２～１６年度就職内定状況 
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                                 （出典 学生課資料） 

これらは本校卒業生が社会的な要請に沿った人材であることを証明するものでもある。 

 近年，専攻科設置に伴い進学率が向上しているが，進学率向上のみを目指すのではなく，本校の学

習・教育目標に沿って，高専設置の目的である創造的・実践的技術者を養成し，地場企業はもとより

広く全国の大手企業からの求人（資料６－１－③－２ 参照）に対応できる体制を堅持していくこと

が本校の特色でもある。 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進学といった卒
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業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果は十分上がっている。 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 学生が行う学習達成度評価は，主に授業評価アンケートの集計結果から判断することとなるが，学

生の自己評価に関連するＱ11からＱ14は総じて平均以上の評価が得られている(資料６－１－④－１)。 
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資料６－１－④－１

       授業評価アンケート用紙及び平成１６年度集計表 
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講義科目学科別等平均 
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  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9
Q1

0 

Q1

1 

Q1

2 

Q1

3 

Q1

4 

全体 
3.4

3

3.4

2 

3.6

7 

3.6

6

3.3

4

3.4

8

3.5

6

3.6

3

3.4

2

3.1

9

3.3

8 

3.1

8 

4.3

8

3.3

2

一般文系 
3.4

4

3.4

2 
3.7 

3.7

3
3.4 3.5

3.5

1

3.6

4

3.4

2

3.4

1

3.5

1 

3.2

7 

4.3

8

3.3

8

一般理系 3.7
3.6

8 
3.9 

3.8

8

3.6

6

3.6

1

3.7

4

3.8

9

3.6

3

3.1

5

3.3

8 

3.2

6 
4.5

3.4

9

一般教科体育 
3.5

8

3.5

6 

4.0

7 

4.3

5

3.7

2
  

3.9

6

4.0

1
  

4.1

6
  

4.1

4 

4.5

8
  

基礎専門 
3.3

4

3.3

1 

3.7

3 

3.7

9

3.4

7
3.6

3.4

5

3.6

5
3.5

3.2

9

3.2

9 

3.1

3 

4.3

1

3.2

4

機械工学科 
3.3

9

3.4

1 

3.4

7 

3.4

2

3.0

5

3.4

1

3.3

8

3.3

7

3.2

7

2.9

4

3.2

2 

2.9

5 

4.4

6

3.1

8

電気工学科 3.2
3.2

1 
3.3 

3.1

8

2.9

2

3.0

7

3.4

5

3.2

7

3.1

6

2.7

8

3.1

4 

2.7

5 

4.1

7

2.9

8

電子工学科 
3.1

6

3.1

3 

3.4

9 
3.4 3.1 3.4 3.5

3.3

9

3.3

2

2.8

2

3.3

6 

2.9

2 

4.2

7
3.1

情報工学科 
3.2

8 

3.2

9 

3.4

3 

3.2

1 

2.9

8 

3.4

4 

3.4

8 

3.4

8 

3.3

2 

2.8

8 

3.4

1 

2.9

8 

4.2

8 
3.2

建築学科 
3.4

6

3.4

7 

3.7

4 

3.7

4

3.3

9
3.6

3.5

8

3.7

2

3.5

8

3.0

5

3.3

6 
3.1 

4.3

1

3.5

3

全体１年 
3.7

5

3.7

4 

3.8

2 

3.8

4

3.5

3

3.5

3

3.6

7

3.7

7

3.5

3

3.3

4

3.5

5 

3.4

8 

4.6

8

3.5

8

全体２年 
3.6

5

3.6

3 

3.8

2 

3.8

4

3.5

2
3.6

3.7

5

3.7

5

3.5

7

3.2

3

3.3

6 

3.2

6 

4.3

9

3.4

6

全体３年 
3.2

7

3.2

5 

3.5

9 

3.6

1

3.2

7

3.4

7

3.4

7
3.6

3.3

8

3.1

6

3.3

1 

3.0

9 

4.2

7

3.1

9

全体４年 
3.2

9

3.2

8 

3.5

9 

3.5

9

3.2

4

3.4

8

3.5

4

3.5

5

3.3

5

3.1

6

3.3

3 

3.1

4 

4.3

9

3.2

6

全体５年 
3.1

5

3.1

6 

3.5

2 

3.3

8

3.0

9

3.3

2

3.3

7

3.4

3

3.2

9
3

3.3

6 

2.8

9 

4.0

9

3.0

9

一般文系１年 
3.6

9

3.6

8 

3.8

2 

3.8

4

3.4

9

3.4

1

3.6

1

3.7

6

3.4

6

3.4

1

3.5

7 

3.4

6 

4.6

5
3.6

一般文系２年 
3.6

5

3.6

1 

4.0

4 

4.0

4

3.7

3

3.7

5

3.7

8

3.8

6

3.6

6

3.5

3

3.4

8 

3.3

5 

4.3

5

3.5

1

一般文系３年 
3.1

9

3.1

7 

3.4

5 

3.4

8

3.1

9

3.3

5

3.2

8

3.4

7

3.2

8

3.3

9

3.5

3 

3.1

3 
4.2

3.1

6

一般文系４年 3 2
3.1 3.4 3.5 3.1 3.5 3.3 3.4 3.2 3.2 3.4 3.0

4 3
3.2
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9 8 7 7 1 4 3 4 6 1 9 1

一般文系５年 
3.1

7

3.2

3 

3.6

1 

3.6

1

3.2

9

3.5

2

3.3

9

3.6

2

3.4

1

3.5

6

3.6

9 

3.2

6 

4.1

3
3.3

一般理系１年 
3.8

3
3.8 

3.9

8 
3.9

3.6

9

3.6

7

3.7

7

3.8

8

3.6

2

3.1

9

3.4

8 

3.3

6 

4.6

7

3.5

5

一般理系２年 
3.7

2
3.7 

3.7

5 

3.7

7

3.5

6

3.5

8

3.7

3

3.8

2
3.6

3.0

1

3.2

6 

3.1

3 

4.3

8

3.4

8

一般理系３年 
3.3

9

3.3

7 
3.9 

3.9

7

3.7

1

3.5

1
3.7

3.9

8

3.6

9

3.2

2

3.2

9 

3.1

8 

4.2

7

3.3

3

一般理系４年 
3.3

1

3.3

5 

4.0

6 

4.3

1

3.9

8

3.5

1

3.8

8

4.3

7

3.8

3
3

3.2

9 

3.2

9 

4.5

9
3.6

一般理系５年 
3.2

6

3.3

1 

3.9

3 

3.8

1

3.4

2

3.8

5

3.1

1

3.7

4

3.4

1
4

4.0

4 
3.7 

3.7

8

3.7

4

基礎専門１年 
3.7

2

3.7

1 
3.5 

3.5

6

3.2

4

3.4

8

3.5

1

3.5

5

3.5

1

3.1

7

3.6

7 

3.4

7 
4.7

3.6

1

基礎専門２年 
3.5

5

3.5

7 

3.6

2 

3.5

8

3.1

9

3.4

3

3.6

8

3.5

7

3.4

2

2.8

3
3.3 

3.0

2 

4.4

3

3.3

7

基礎専門３年 
3.2

6

3.2

5 
3.4 

3.3

5

3.0

5

3.4

7

3.4

3

3.4

2

3.3

2

2.7

4

3.1

4 

2.8

5 

4.2

9

3.1

8

基礎専門４年 
3.3

2

3.3

1 

3.5

3 

3.4

2

3.1

3

3.4

7

3.5

8
3.5

3.3

9

2.9

4
3.3 

3.0

1 

4.4

3

3.2

8

基礎専門５年 
3.1

5

3.1

5 

3.4

9 

3.3

4

3.0

5

3.2

9

3.3

6

3.3

9

3.2

6

2.9

2

3.3

2 

2.8

2 

4.0

9

3.0

4

機械工学科１年 
3.8

5

3.8

6 

3.9

8 

3.9

7

3.7

2

3.6

5

3.8

2

3.8

8

3.6

3

3.3

8

3.3

6 

3.4

8 

4.7

2

3.7

1

機械工学科２年 
3.8

3

3.8

1 

3.9

1 

3.7

7

3.7

5

3.6

7

3.8

5

3.8

4

3.6

7

3.4

8

3.5

1 

3.4

9 

4.2

5

3.6

7

機械工学科３年 
3.4

7

3.4

9 

3.6

8 

3.7

1

3.3

5

3.5

4

3.4

5

3.7

1

3.4

3

3.4

1

3.2

1 

3.2

2 

4.4

3
3.4

機械工学科４年 
3.2

3

3.2

2 

3.3

8 

3.4

4

2.9

8

3.2

9

3.3

4

3.2

8

3.0

9

2.9

7

3.1

8 

2.9

3 

4.6

7
3

機械工学科５年 
3.2

1

3.2

3 
3.4 

3.3

1

2.8

8

3.1

8

3.2

2

3.2

7

3.1

3
2.8

3.1

5 

2.7

9 

4.2

6

2.9

8

電気工学科１年 
3.7

6
3.8 

3.6

5 

3.7

8

3.4

2

3.4

1

3.6

1

3.6

7

3.3

8

3.2

8

3.5

1 

3.4

5 

4.7

1
3.5

電気工学科２年 
3.5

3

3.4

9 

3.7

6 

3.7

9

3.3

6

3.3

9

3.7

5

3.6

7

3.4

4

3.0

5

3.1

1 

3.0

7 

4.4

7
3.5

電気工学科３年 
3.2

7

3.2

5 

3.6

5 

3.6

8

3.4

4

3.5

6

3.5

7

3.6

8

3.4

8
3.2

3.2

6 

3.0

3 

4.2

7

3.1

5
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電気工学科４年 
3.4

3

3.4

6 

3.8

1 

3.8

3

3.4

8

3.5

9

3.6

8

3.7

6

3.4

4
3.3

3.1

3 
3.2 4.2

3.2

3

電気工学科５年 
2.9

8
3 

3.2

3 

2.9

8

2.8

2

2.9

1

3.1

8

3.0

7

3.0

7

3.0

1

3.4

6 

2.7

7 

3.8

7

2.7

5

電子工学科１年 
3.8

4

3.7

4 

3.9

5 

3.9

6

3.7

3

3.7

6

3.7

5

3.9

4

3.6

7

3.4

9

3.6

9 

3.5

7 

4.7

6

3.6

9

電子工学科２年 
3.1

9

3.1

9 

3.6

9 
3.7

3.2

5

3.4

3

3.6

4

3.6

1

3.3

6

3.0

1

3.4

3 

3.1

8 

4.4

6

3.1

2

電子工学科３年 
3.0

7

3.0

2 

3.6

4 
3.6

3.1

5

3.4

2

3.5

3

3.5

1
3.3

2.9

8

3.3

3 

3.0

2 

4.3

6

2.9

9

電子工学科４年 
3.1

6

3.1

6 

3.5

9 

3.4

9

3.1

6

3.4

1

3.4

8

3.5

1

3.3

9

3.1

1

3.4

8 

3.1

5 
4.3

3.2

4

電子工学科５年 
3.1

1

3.1

3 

3.4

7 

3.5

2

3.2

8

3.4

4

3.3

4

3.4

3

3.3

1

3.1

5

3.4

5 

2.9

8 

4.0

8
3.1

情報工学科１年 
3.8

2
3.8 

4.0

6 

4.0

2

3.6

3

3.5

8

3.7

6

3.9

1

3.6

5

3.3

3

3.5

6 

3.4

8 

4.5

6

3.6

2

情報工学科２年 
3.8

8

3.8

7 
3.9 

3.9

3

3.7

2

3.8

5

3.8

3

3.8

7

3.7

2
3.3

3.4

9 

3.2

9 

4.4

8

3.5

7

情報工学科３年 
3.3

5
3.3 

3.5

2 

3.5

2

3.1

6

3.4

8

3.4

4

3.4

7

3.3

5

3.0

8

3.3

8 

3.1

4 

4.2

3

3.2

7

情報工学科４年 3.1
3.0

8 

3.3

6 

3.4

1

3.0

5

3.3

7

3.4

1

3.4

2

3.2

3

3.2

1

3.4

8 

3.2

5 

4.4

3

3.2

2

情報工学科５年 
3.0

2
3 

3.4

7 

2.9

7

2.7

9

3.2

2

3.4

7

3.4

4

3.1

7

2.9

7

3.4

7 

2.8

2 

3.9

5

2.8

8

建築学科１年 
3.5

1
3.5 

3.4

7 

3.5

2

3.1

8

3.2

4

3.4

2

3.4

8

3.3

2
3.2

3.6

2 
3.4 

4.6

4

3.3

8

建築学科２年 
3.8

4

3.8

3 

3.8

5 

3.9

7

3.5

6

3.6

7

3.6

8

3.7

9

3.6

6

3.4

1
3.3 

3.3

3 

4.2

5

3.4

5

建築学科３年 
3.1

7

3.1

5 

3.4

5 

3.5

3

3.2

1

3.2

9

3.3

3

3.6

2

3.3

3
3.1

3.3

8 

3.0

4 

4.0

3

3.1

3

建築学科４年 
3.5

6

3.5

3 

3.8

4 

3.8

1

3.5

6

3.7

6
3.8

3.8

3

3.6

4

3.2

5

3.3

2 

3.2

1 

4.3

1

3.5

9

建築学科５年 
3.3

2

3.3

4 

3.8

8 

3.8

5

3.4

8

3.6

5

3.5

9
3.8

3.6

1

3.0

7

3.3

3 
3 

4.1

9

3.5

1

 

実験・実習・製図学科別平均 

  Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ Ｑ１３ Ｑ１４

全 体
3.4 3.4 3.5 3.2 3.5 3.4 3.4 3.5 3.5

3 15 3 24 3 15 3 22 4 41
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4 4 0 6 3 0 8 9 1 

機械工学科 
3.5

8 

3.5

9 

3.6

7 

3.4

2 

3.5

5 

3.5

1 

3.6

4 

3.6

4 

3.6

7 
3.36 3.49 3.42 3.45 4.70 3.69 

電気工学科 
3.4

8 

3.4

5 

3.5

9 

3.2

9 

3.7

4 

3.4

9 

3.5

7 

3.7

6 

3.6

1 
3.14 3.32 3.04 3.12 4.52 3.52 

電子工学科 
3.0

5 

3.0

4 

3.2

5 

2.9

7 

3.3

7 

3.1

1 

3.1

5 

3.3

6 

3.0

7 
2.72 2.79 2.85 2.90 4.02 3.20 

情報工学科 
3.2

8 

3.2

7 

3.0

1 

2.9

7 

3.1

8 

3.1

8 

3.1

9 

3.1

8 

3.3

6 
2.99 3.00 2.85 2.80 3.76 3.24 

建築学科 
3.5

4 

3.5

6 

3.5

3 

3.3

1 

3.5

9 

3.4

6 

3.5

3 

3.7

4 

3.5

3 
3.21 3.12 3.15 3.39 4.38 3.67 

 

                                   （出典 学生課資

料） 

 

個々の授業で学生の達成度が低い評価を得るのはＱ10の授業内容の難易度によるが，講義平均の 

難易度は３.19（５段階評価）であり，学生の平均という観点から見るとほぼ妥当な数値であると

判断している。 

また，学生の達成度評価を容易にするためにシラバスの授業項目ごとの達成目標を「・・が説明 

できる。」「・・が計算できる。」など具体的に記載（資料６－１－④－２）している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準６ 
 

-   - 334

資料６－１－④－２ 

具体的に記載しているシラバスの例 

    

 

                                  （出典 シラバス） 

 

学生の授業の理解度や達成度は，全学的・組織的な取組ではないが，教員が個々の授業の中で行う

小テストや学習ノート・理解度チェックテスト・授業に対する要望など（資料６－１－④－３）（資

料６－１－④－４）からも判断することができる。これらによって個々の教員が授業の中ですばやく
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対応することで，学生の積極性を引き出すよう努力が行われている。 

 

 資料６－１－④－３

学習ノートの例 

   

（出典 学習ノート機械工作法Ⅰ）
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資料６－１－④－４

                理解度チエックテストの例 

 

  

 

（出典 制御工学実施テスト）
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 また，学生自ら理解できていない科目の補習を申請出来る制度（資料６－１－④－５)や，オフイ

スアワーを活用した疑問箇所の質問（資料６－１－④－６）などの対策も講じている。 

 

資料６－１－④－５ 

          補講・補習の実施方法等について 

 

1. 授業時間数が不足したり，クラス全体に補足的に授業が必要な時などは，「補講届」（別紙様

式 1）に記入のうえ補講を行うことができる。 

2. 学生の要望があったり，一部の学生に補習が必要と判断される時には，学生に「補習願」（別

紙様式 2）を書かせた上で補習を行うことができる。なお，教員側から補習を設定する場合は

「教員記入欄」のみの記入でもよい。 

3. 担任は留年，単位未修得及び学習遅進の学生に「補習・質問の記録」（別紙様式３）を付けさ

せ，定期的に学習状況の確認をする。「補習・質問の記録」は，学年末にまとめて担任が教務

係に提出する。 

4. 学生指導の証拠とするため，「補講届」，「補習願」は保存し，半期毎に教務係へ提出する。 

5. 教科の評点が 60 点を超えた場合は，「補習・質問の記録」に見られる努力を，評価に加えるこ

とができる。 

 

 

【補足】： 

（1）授業時間数は，なるべく授業振替等で確保する。特別な事情で不足した場合は補講 

を行うが，出欠に入れない。 

（2）1，2，5 は教員に対する強制ではない。簡単な個人指導や説明ですむものや OH などで対応

可能なものについては，「補講届」「補習願」として記録しなくてもよい。 

（3）学生が自ら学ぼうとする姿勢を養うため，当面，担任が学生の学習状況を把握し，補習依頼

に行くように指導したり，遅進学生が質問に行くように指導することが必要である。 

 （4）「学習遅進の学生」の選定は，担任が教科担当と協議して決める。 

 

                                 （出典 学生課資料） 

 

 

 

資料６－１－④－６ 

学生指導及びオフィスアワー（OH）について 

 

（５） 全教員はオフィスアワーを設定する。日時は原則，月曜日 8 時間目または 9 時間目とする。

（６） 学生指導の内容は OH 時間以外のものも含めて「学生指導記録」に記録する。 
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（７） OH が実施できたか否かは，「OH 予定・実施状況」に記録する。 

（８） 「学生指導記録」及び「OH 予定・実施状況」は，半期毎に教務係に提出する。 

                         

                                  （出典 学生課資料） 

 

 今後，教員個々の授業評価アンケート結果に対して，現在の授業内容・レベルを下げないで学生の

自己達成度評価を向上させるために教員相互授業公開，保護者授業参観及び学生の授業評価アンケー

トを基に不断の授業改善対策を立てること，及び前出の補講・補習，OHの活用などを通して学生自ら

達成度向上の努力をさせることが本校の意図する教育の成果や効果に寄与するものである。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学習達成度の評価は，授業評価アンケートや小テスト・学習ノート・理解度チエックテストなどか

ら判断されるが，定期試験結果が何よりも学生の達成度評価となる。学生が自己達成度を把握するた

めの手段としてシラバス記載方法の工夫や達成度の低い学生への支援対策を図り，教員の授業改善に

取り組むシステムも構築して，学生自ら能動的に達成度向上へ向けて努力させている。その成果は授

業評価アンケートからみて，学校の意図する教育効果は上がっている。 

 

 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 卒業生が身に付けた学力や資質・能力等に関する意見の聴取は，自己点検評価（資料６－１－⑤－

１）や専攻科設置要望書（資料６－１－⑤－２），卒業生（抽出2000名）に対する直接アンケートな

どを実施している（資料６－１－⑤－３）。 
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資料６－１－⑤―１
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        （平成１３年１月 釧路高専の現状と課題―自己点検・評価報告書） 

 

資料６－１－⑤－２ 
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                                （出典 庶務課資料） 

 

 

資料６－１－⑤－３ 

 



釧路工業高等専門学校 基準６ 
 

-   - 345
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釧路工業高等専門学校 基準６ 
 

-   - 347
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                        （出典 ＪＡＢＥＥ第２小委員会資料） 

 

 また，卒業生の教育成果の発表の場として本校が行う各学科の卒業研究発表会を企業・保護者など

広く一般に公開することにより，企業からの意見等を聴取する機会にもなっている（資料６－１－⑤

－４）。 
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資料６－１－⑤－４ 

 

   

   

                                 （出典 学生課資料）

 

 

これらの卒業生・企業からの提言・提案については将来構想（資料６－１－⑤－５）に反映されて 

おり，また，集計中のものについてもその結果がまとまり次第，今後の教育改善等に役立てていくこ
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ととしている。 

資料６－１－⑤－５ 

４ 本校の将来構想 

（略） 

（２）教育研究組織の充実 

 ① 専攻科の設置 

   根釧及び十勝管内には工科系大学がなく，地域における工業系高等教育機関としての本校の

役割は重要である。科学技術の高度化，技術者資格問題への対応など，より一層レベルの高い

高等教育を望む地元学生の要望に対し，教育の継続性に優れ，教育効果の高い専攻科の設置は

急務である。 

        （出典 平成１３年１月釧路高専の現状と課題―自己点検・評価報告書９頁） 

  

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業生や進路先などの関係者から，卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見

を聴取するなどの取組を実施しており，その結果は本校の将来構想，専攻科設置，ＪＡＢＥＥ受審へ

の取組に反映され，教育方法の改善やカリキュラム編成，進路指導などに生かされている。その結果

から判断するといくつかの改善点はあるものの，教育の成果は十分に上がっている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・特になし。 

 

（改善を要する点）  

・卒業時の学生への本校の教育に対する満足度調査については，今後実施すべき項目である。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 高専の目的に沿って，各課程に応じた学生が身に付けるべき学力や資質・能力，養成する人材像等 

について，達成状況を評価する方法がシラバスに記載されており，これに基づいて提出された成績一 

覧表を基に全教員による卒業認定会議が開催されて認定されている。 

また，専攻科課程においては，専攻科委員会が達成状況を把握・評価し，修了要件が満たされたか 

を基に認定が行われることとなる。 

以上の理由から，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力・資質・能力，養成する人材像などの達 

成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 

 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力について，単位取得状況， 

進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況，卒業研究，卒業制作などの内容・水準から本 

校の教育成果や効果が十分に上がっている。 

 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進学といった卒業 

（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果は上がっているといえる。 

 学習達成度の評価は，授業評価アンケートや小テスト・学習ノート・理解度チエックテストなどか 

ら判断されるが定期試験結果が何よりも学生の達成度評価となる。学生が自己達成度を把握するため 
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の手段としてシラバス記載方法の工夫や達成度の低い学生への支援対策を図り，教員の授業改善に取 

り組むシステムも構築して，学生自ら能動的に達成度向上へ向けて努力させている。その成果は授業 

評価アンケートからみて，学校の意図する教育効果は上がっている。 

 卒業生や進路先などの関係者から，卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見 

を聴取するなどの取組を実施しており，その結果は本校の将来構想，専攻科設置，JABEE 受審への取 

組に反映され，教育方法の改善やカリキュラム編成，進路指導などに生かされている。その結果から

判断するといくつかの改善点の指摘はあるものの，教育の成果は十分に上がっている。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

新入学生を対象に実施される新入生オリエンテ－ションにおいては，高専の目的と特色をふまえた

上で履修単位，試験，成績評価，単位の認定等について，教務主事から説明がなされる（資料７－１

－①－１）。 

資料７－１－①－１

           ［ 教務ガイダンス ］ 

１． 高専の目的と特色                 （学生便覧      扉） 

２． 学期について                   （学生便覧     ５頁） 

３． 履修単位について                 （学生便覧     ８頁） 

４． 出欠について                   （学生便覧 ２４～２５頁） 

５． 試験について                   （学生便覧 ４２～４６頁） 

６． 成績の評価及び単位の認定について         （     〃     ） 

７． 進級について                   （     〃     ） 

  

      ［  学年ミ－ティング  ］ 

 

（出典 平成１７年度新入生オリエンテ－ション実施要項」５頁「教務ガイダンス」

ほか，各科目の初回授業時には当該科目のシラバスを配布し，授業担当教員が履修上の注意や達成

目標，学習法等について解説している。また，学級担任制度を導入し，その指導の一環として個人面

談を通して，不得意科目の把握・学習法に関する助言等，学生の学習状況についての理解に努めてい

る（資料７－１－①－２）。 

資料７－１－①－２

２．１学生理解 

１．資料によるもの 

 ・プライバシ－に配慮して取扱いには注意する。 

（ａ）学生調査書・・・入学時に記入のもの 

        住所、家族構成など 

（ｂ）指導要録・・・・９～１０月にならないと手に入らない 

       過去の素行、前歴、前年度までの担任所見など 

（ｃ）中学校の調査書・・・新入生の場合（１年担任のみ）   

２．個人面談によるもの 

（ａ）面談の方法 

  ①全員を対象とするもの 
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   実施の回数と時期： 

・ 年２～３回実施する例が多い。 

・ 時期は定期試験の前後、保護者懇談会の前等 

・ ＬＨの後半を使って個人面談に利用する例も多い。 

   確認事項 

    Ａ．家庭の状況の異動について（家族や氏名など） 

    Ｂ．健康状態（欠課に関係するので注意） 

    Ｃ．交友関係（学級内のグル－プ、校外、いじめ等の把握） 

    Ｄ．部活動 

    Ｅ．生活状況（起床、就寝、趣味、余暇の利用法） 

    Ｆ．学習状況（得意・不得意科目、学習法の助言） 

    Ｇ．その他気になる点 

   ②特定の学生を対象とするもの 

     問題行動があったり、なんとなく気になる場合、早めの対処が必要。問題行動とし

て、遅刻・欠課過多、授業態度不良、異常な行動など。 

 （ｂ）個人面談実施上の留意点 

   ①緊張感を持たせて実施するのか、ざっくばらんに話をするのか意識しておきたい。 

    （生の声を聞くためには大切） 

   ②全員を対象とする場合、かなりの時間と労力を必要とするので余裕をもって実施した

い。 

   ③実施直後に個人ファイルを作っておくと、保護者懇談会，成績通知書・指導要録の記入

の際に便利である。 

（出典 平成１７年４月「学級担任の手引き」３頁）

 

さらに週に一回のオフィスアワ－を設け，始業式での教務主事による訓話や校内放送による告知等

によって周知を図りつつ，学習に関する学生の相談に応じている（資料７－１－①－３）。 

資料７－１－①－３

２．審議事項 

（６）オフィスアワ－の実施方法等について 

   委員長から，ＪＡＢＥＥ小委員会からの提言を受け，学生への支援体制として，オフィス

アワ－の実施について原案を資料１０のとおり作成した旨の説明があった。また，時間の設

定を原則月曜日の８・９時限目としたのは，各教員がバラバラに設定するより，学生への意

識付けが容易であろうと考えたためである旨，あわせて説明があった。 

澤柳委員から若干の補足説明がなされた後，審議が行われ，字句等を修正のうえ，全教員

へ周知することで了承された。 

なお，様式については，電子ファイルをＨＰに貼り付けることとした。 

                 （出典 平成１７年４月４日開催 教務委員会議事概要）
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資料７－１－①－３

３．その他 

・オフィスアワ－，補習・補講の実施状況について 

委員長から，オフィスアワ－，補習・補講の記録は半期ごとに提出することになっているが， 

現在，認証評価の自己評価書を作成中であり，その資料に取り入れるため，６／６（月）までの 

「学生指導記録「ＯＨ予定実施状況「補習願」及び「補講届」を６／１０（金）までに教」， 」，

務係へ提出願いたい旨の要請があった。 

なお，ＪＡＢＥＥ第８小委員会から，月曜日の昼休みと７時限終了後に放送している内容を教 

室に掲示，ＨＰに掲載してほしいとの要請があったが，第８小委員会で検討してもらうこととな 

った。 

また，オフィスアワ－の時間に補習・補講が実施されているようだが，問題はないかとの質問 

があり，次のような意見交換があった。 

・オフィスアワ－は，原則，全教員が教官室で待機するべきである 

・授業時間割上，月曜日しか補習・補講する時間がとれない 

・オフィスアワ－がまだ学生に十分定着していない状況なので，教官室で待機するという原 

則は守るべきである 

， ， ・建築学科はオフィスアワ－の時間に学科の全教員が１年生に対して補習を行っているが 

その間，オフィスアワ－を利用して教官室を訪問した学生に対応することも可能である 

・補講等を行う場合，居場所を掲示するなどして，教官室を訪れた学生へも対応できるよう 

にしてはどうか 

以上のような意見交換の後，委員長から，オフィスアワ－の時間に補習・補講を行う場合は各 

教員がその旨を教官室に表示するなど訪れた学生への対応を十分考慮した上で実施することとし 

てはどうかとの発言があり，了承された。 

（略） 

                  （出典 平成１７年６月３日開催 教務委員会議事要録） 

（分析結果とその根拠理由） 

新入生に対しては新入生オリエンテ－ションでの教務ガイダンスにおいて，学習に関するガイダン

スが実施され，全学生に向けては初回授業時にシラバスに基づいた適切な指導が行われている。また，

担任による個人面談やオフィスアワ－での面談が実施されている。 

以上のことから，学習を進める上でのガイダンスは整備され，適切に実施されており，また，学生

の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制も整備され，機能している。  

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペ－ス，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケ－ションスペ－ス等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

図書館は平日の開館時間が午後八時まで延長され，また，長期休業中を除きすべての土曜日と定期

試験期間前と期間中の日曜・祝祭日にも開館しており（資料７－１－②－１），閲覧室内の自主学習

スペ－スのほか，図書館前の談話ホ－ルも学生の自主学習の場として有効に利用されている。（資料

７－１－②－２）。  
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資料７－１－②－１

図書館の利用案内が掲載されている箇所 

（http://www.kushiro－ct.ac.jp/）  

（出典 本校ウェブサイト） 

 

閲覧室内の自主学習スペ－スのほか，図書館前の談話ホ－ルも学生の自主学習の場として有効に利

用されている（資料７－１－②－２）。  

資料７－１－②－２

（出典 平成１７年１月発行 図書館だより第２８号）

 

プログラミング演習室や実習工場も学生の自主学習に活用されている（資料７－１－②－３，資料

７－１－②－４）。 

 

 

資 料 ７ － １ － ② － ３
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                          （出典 情報処理センタ－資料）

 

資料７－１－②－４

平成１６年度  実 習 工 場 利 用 状 況 

１．実習工場利用目的 

利 用 目 的 利用件数 利用形態 利用人数 利用時間 

工学実験テストピ－ス製作    41 15：30～17：00    41 61 時間 30 分

航空研    18 放課後    18 43 時間 40 分

ロボット研究会    23 放課後    27 64 時間 00 分

高専祭関連    11 放課後    17     28 時間 05 分

卒業研究 217 授業時間、放課後 271 749 時間 15 分 

その他     3 放課後    3    9 時間 30 分 

合計 312  373 956 時間 00 分 

 

２．工作機器利用状況 

工作機器名 台数 利用件数 工作機器名 台数 利用件数 

汎用旋盤  11 115 直立ボ－ル盤  1    5 

縦フライス盤  2 92 ラジアルボ－ル盤  1    4 

横フライス盤  1     4 卓上ボ－ル盤  4 64 

形削り盤  2 19 バンドソ－  3 53 

歯切り盤  1  ア－ク溶接機  4 10 

円筒研削盤  1  ガス溶接機  4    9 



釧路工業高等専門学校 基準７ 

-   - 358

平面研削盤  1     9 エア－プラズマ切断

機 

  1    5 

ＣＮＣ旋盤  1  と石切断機   1    8 

マシニングセンタ  1     

                               （出典 技術室資料）

また，教員室前のユ－ティリティ－スペ－スには机と椅子が配置され，必要に応じて教員の助言を 

受けながら学習できる環境が整えられ，利用されている。 

（分析結果とその根拠理由） 

図書館，プログラミング演習室，実習工場等，学生の自主的学習のために供与される施設・設備が

整備されており，利用状況から判断して学生に有効に利用されていることが分かる。ユ－ティリティ

－スペ－スは，自学用にも利用されているが，教員と学生のコミュニケ－ションを図る空間ともなっ

ており，学生に対する懇切な学習支援の一助となっている。 

以上のことから，学生のための自主的学習環境及びキャンパス生活環境は整備され，十分効果的に 

利用されている。 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニ－ズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況） 

授業内容に関して，学生の申し出により補講を実施する体制を整えているほか（資料７－１－③－

１），学級担任制の採用（前出 資料７－１－①－２）や授業評価アンケ－トに自由記述欄を設ける

ことにより，学生のニ－ズを聴き取る体制が整備されている（資料７－１－③－２）。 

今年度から実施されているオフィスアワ－もニ－ズの把握に資するシステムとして機能している 

（資料７－１－③－３）。 

資料７－１－③－１

２．審議事項 

（５）補講・補習の実施方法について 

   委員長から，ＪＡＢＥＥ小委員会からの提言を受け，学生への支援体制として，補講・補習の実

施方法等の原案を受け，資料９のとおり作成した旨の説明があり，澤柳委員から次のとおり補足説

明があった。 

・この案は，学生支援に係る活動を記録として残すことと，自ら学ぶ市政を養わせることを理念とし

て作成したものである。 

・用語の定義として，授業回数不足などにより，クラス全体を対象として行うものを「補講」，学生

からの申し出によるものや，遅進学生と判断される者に対するものなど，一部の学生を対象として

行うものを「補習」とした。 

・「学習遅旨」であることの判断は，クラス担任または教科担当教員の判断によることにする。 

この後，審議が行われ，字句及び様式について一部修正の上，全教員へ周知することで了承され

た。 

  なお，各様式については，電子ファイルをＨＰに貼り付けることとした。 

                （出典 平成１７年４月４日開催 教務委員会議事要録）
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資料７－１―③―２ 

 

 

                                  （出典 学生課資料）
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資料７－１③―３ 

３．その他 

・オフィスアワ－，補習・補講の実施状況について 

委員長から，オフィスアワ－，補習・補講の記録は半期ごとに提出することになっているが，

現在，認証評価の自己評価書を作成中であり，その資料に取り入れるため，６／６（月）までの

「学生指導記録「ＯＨ予定実施状況「補習願」及び「補講届」を６／１０（金）までに教務係へ

提出願いたい旨の要請があった。 

なお，ＪＡＢＥＥ第８小委員会から，月曜日の昼休みと７時限終了後に放送している内容を教

室に掲示，ＨＰに掲載してほしいとの要請があったが，第８小委員会で検討してもらうこととな

った。 

また，オフィスアワ－の時間に補習・補講が実施されているようだが，問題はないかとの質問

があり，次のような意見交換があった。 

・オフィスアワ－は，原則，全教員が教官室で待機するべきである 

・授業時間割上，月曜日しか補習・補講する時間がとれない 

・オフィスアワ－がまだ学生に十分定着していない状況なので，教官室で待機するという原則は守

るべきである 

・建築学科はオフィスアワ－の時間に学科の全教員が１年生に対して補習を行っているがその間，

オフィスアワ－を利用して教官室を訪問した学生に対応することも可能である 

・補講等を行う場合，居場所を掲示するなどして，教官室を訪れた学生へも対応できるようにして

はどうか 

以上のような意見交換の後，委員長から，オフィスアワ－の時間に補習・補講を行う場合は各

教員がその旨を教官室に表示するなど訪れた学生への対応を十分考慮した上で実施することとし

てはどうかとの発言があり，了承された。 

・中間試験日程の見直しについて 

委員長から，今回の前期中間試験は５Ｍの試験科目数が多く，時間割上，７・８時限まで実施

しなければ試験期間内に収まりきらない状況であり，中間試験日程を４日間から５日間に見直し

てはどうかとの発言があった。その際，１・２学年は試験実施科目が少ないため時間割上空き時

間が生じるが，中間試験は授業回数に含まれることもあり，試験を実施しない座学の授業を入れ

ることで対応する旨の説明があり，審議の結果，了承された。なお，後期中間試験から５日間の

日程で実施することとなった。 

・委員長から，授業評価アンケ－トの改善案と，授業公開の「教員相互評価表」を未提出の者は早

急に提出するよう，委員から学科へ伝えていただきたい旨説明があった。その後，委員長から，

授業公開について各委員の意見を伺いたい旨の発言があり，意見は次のとおりであった。 

・評価方法は，５段階評価より，いくつかの項目に対してよい点，改善する点をチェックする形式

の方がよい 

・今回，どの授業を参観するかは各人に委ねられていたが，ある程度，参観する授業を指定された

ほうがよいのではないか 

                      （出典 平成１７年６月３日開催 教務委員会議

事要録）
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（分析結果とその根拠理由） 

自己申請による補講制度を設け，学習支援のニ－ズを学生から汲み上げるシステムが構築されてお

り，学習支援に関するニ－ズを教員に直接申し出ることを促す人間関係作り（学級担任制）や環境整

備（授業評価アンケ－ト・オフィスアワ－）が図られている。 

以上のことから，学習支援に関する学生のニ－ズは適切に把握されている。 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

ラジオ・音響技能検定試験やディジタル技術者検定試験等の資格試験や検定試験を受験する学生の

ために，図書館にはそれらの試験に関連する図書を備えている（資料７－１－④－１）。 

資料７－１－④－１

  図書館にある資格に関する図書（17.6.1 調べ） 

  

ラジオ・音響検定試験  ９０冊 

ディジタル技術者検定

試験 
８７冊 

情報処理技術者試験 １００冊 

電検関係 ２８冊 

建築士関係 ５２冊 

就職・進学関係 １３９冊 

 

                              （出典 情報資料係資料）

また，多くの資格・検定試験が本校を会場として実施されており，学生の受験に伴う負担を軽減し

ている（資料７－１－④－２）。 

資料７－１－④－２

資格試験・検定試験の本校会場実施分（１６年度） 

      釧路工業高等専門学校 

検定試験の種類 実施日 時間 受講人数 

ディジタル検定試験 平成 16 年 6 月 27 日 9:00－16:00 18 

英語検定試験 平成 16 年 6 月 13 日 9:00－15:30 34 

数学検定試験 平成 16 年 6 月 19 日 9:00－17:00 86 

漢字検定試験 平成 16 年 6 月 18 日 16:30－17:30 40 
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ＡＲ検定試験 平成 16 年 6 月 13 日 9:00－14:00 25 

漢字検定試験 平成 16 年 11 月 12 日 16:30－17:30 23 

英語検定試験 平成 16 年 10 月 14 日 9:00－15:30 247 

ＡＲ検定試験 平成 16 年 11 月 14 日 8:30－14:00 21 

工業英語検定試験 平成 16 年 11 月 14 日 9:00－11:30 50 

ディジタル検定試験 平成 16 年 11 月 28 日 9:00－12:30 7 

音楽検定試験 平成 16 年 11 月 27 日 9:00－16:00 10 

数学検定試験 平成 16 年 12 月 11 日 12:00－17:00 29 

漢字検定試験 平成 17 年 1 月 22 日 10:00－11:00 52 

英語検定試験 平成 17 年 1 月 23 日 9:00－15:30 91 

工業英語検定試験 平成 17 年 1 月 29 日 9:00－12:30 28 

ＴＯＥＩＣ 平成 17 年 3 月 27 日 9:00－17:00 140 

                                 （出典 学生課資料）

前記検定試験及び実用英語技能検定試験，工業英語能力検定試験においては特別学修による単位認

定制度を設けて学生の意欲を喚起している（資料７－１－④－３，７－１－④－４，７－１－④－

５）。 

資料７－１－④－３

第１ 章総則 

第１条本校学生の学業成績の試験，評価の方法及び進級並びに卒業の認定について学則その他別

に定めるもののほか、この内規の定めるところによる。 

第２ 章試験 

第２条試験は，定期試験，追試験，再試験及びその他の試験とする。 

第３条試験は，次のとおり実施する。 

一定期試験 

(1) 前期中間試験 

(2) 前期末試験 

(3) 後期中間試験 

(4) 学年末試験 

（略） 

第５条単位修得の認定は，学年成績が60 点以上の科目について行うものとする。 
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第６条学則第28 条の２に規定する文部大臣が定める学修（以下「特別学修」という。）に対応す

る本校の科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 特別学修の単位の認定は，本人からの特別学修単位認定申請書（第２号様式）の提出に基づ

き，校長が認定する。 

（出典 学業成績の試験・評価及び進級並びに卒業の認定に関する内規）

 

資料７－１－④－４

第５章の２ 課程修了の認定、卒業等 

第２７条 全課程の修了の認定に必要な単位数は，167 単位以上（そのうち，一般科目について

は81 単位以上，専門科目については86 単位以上とする。）とする。 

第２８条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の高等専門学校において履修した授業

科目について修得した単位を，30 単位を超えない範囲で本校における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。 

第２８条の２  校長は、教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修その他文部科

学大臣が定める学修を，本校における授業科目の履修とみなし，単位の修得を認定することが

できる。 

２  前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみなす

単位数と合わせて30 単位を超えないものとする。 

第２８条の３  前２条に関し，必要な事項は別に定める。 

第２８条の４  各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たっては，学生の平素の成績を評価し

て行うものとする。 

第２８条の５  前条の認定の結果，原学年にとどめられた者は，当該学年に係る全授業科目を再

履修するものとする。 

第２９条 全学年の課程を修了した者には，校長は，所定の卒業証書を授与する。 

（出典 釧路工業高等専門学校学則）

 

資料７－１－④－５ 

２．審議事項 

（略） 

 （２）特別学修の単位認定について 

   委員長から資料５に基づいて説明があり，審議の結果，了承された。 

（略） 

＜資料５＞ 

特別学修単位認定申請者一覧 

学年・学科 氏  名 検定試験名 合格年月日 

（証明年月日） 

単位認定科目 認定単位数 

５○ ○○○○ ﾗｼﾞｵ・音響技能検定

試験２級 

15年11月9日 電子機器 ２単位 

                （出典 平成１７年６月３日開催 教務委員会議事要録）
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英語の授業では３学年において習熟度別の指導形態を導入し，検定試験への合格を目指す効果的

な学習支援を実践している（資料７－１－④－６）。 

資料７－１－④－６ 

 

英語の授業では３学年において習熟度別の指導形態を導入の掲載箇所（木曜日 １・２時限目） 
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                      （出典 平成１７年度 前期時間割１～３年）

さらに，技術者として資格を取得することの意義について，実務経験豊かな外部講師による特別講

演を受講させ，学生のキャリアアップへの動機付けを図っている（資料７－１－④－７）。 

資料７－１－④－７ 

                           平成１６年１０月２２日 

  教員各位 

                                  校長 

 

特別講演の実施について 

 

  このことについて、下記のとおり実施するので、通知します。 

                 記 
 

  １．日 時    平成１６年１２月１７日（金）３・４時限 

  ２．対 象    電気工学科 第４・５学年 

  ３．場 所    大講義室 

  ４．講 師    ○○○○ 氏 

          （○○○○株式会社 ○○工場施設部 副部長） 

  ５．演 題    「製造業（紙）の 

             電気設備の特徴と電気技術の動向」 

                               （出典 学生課資料）

ヴィクトリア工業大学との学術交流に関する協定に基づき，学生の海外語学研修が実施されてお

り（資料７－１－④－８），その費用の一部を本校の教育研究・国際交流振興基金が負担すること

により，学生を経済的にも支援している(資料７－１－④－９，７－１－④－10)。 
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資料７－１－④－８ 

（目的） 

第１ 海外語学研修（以下「研修」という。）は、釧路工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の学生が、本校の主催する研修に参加することにより、英会話の実践的能力を高めるととも

に国際感覚を身に付けることを目的とする。 

（申請） 

第２ 研修を希望する者は、次の各号に該当する場合に申請できるものとする。 

 一 研修時期において第３学年以上に在学する学生で、生活指導上問題のない者 

 二 文部科学省認定英語技能検定準２級以上の合格者又は本校の英語の成績が各学年とも８０店

以上の者 

（許可） 

第３ 派遣の許可は、所定の審査を経て校長が決定する。 

（期間） 

第４ 研修期間は、長期休業期間中の３週間程度とする。 

（成績評価及び単位認定） 

第５ 成績の評価は、外国の大学等が発行した証明書等に基づき一般教科「英語」の教科代表教員

が行う。 

２ 認定科目は英会話Ⅱ（選択科目）とする。 

 

（出典 釧路工業高等専門学校海外語学研修実施要項） 

 

資料７－１－④－９

（事業） 

第３条 前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。 

 一 学術に関する研究の推進事業 

 二 産学官協力事業 

 三 教職員・学生の海外派遣事業 

 四 外国人研究者の招へい事業 

 五 外国人留学生の受入事業 

 六 その他本校の教育研究事業及び国際交流事業 

 

（出典 釧路工業高等専門学校教育研究・国際交流振興基金規程）
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資料７－１－④－10

４．平成１６年度釧路工業高等専門学校教育研究・国際交流振興基金事業の採否について 

校長から，資料５に基づき説明があり，審議の結果了承された。 
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（出典 平成１６年６月２８日運営会議配布資料）

 

外国留学に関する規定も学校教育法施行規則に則って整備されている（資料7－1－④－11）。 

資料7－1－④－11

第３章 入学、転科、休学、退学、転学及び留学 

 

第２６条の２ 校長は、教育上有益と認めるときは、学生が外国の高等学校又は大学に留学すること

を許可することができる。 

 ２ 校長は、前項の規定により留学することを許可された学生について、外国の高等学校又は大学

における履修を本校における履修とみなし、30単位を超えない範囲で単位の履修を認定すること

ができる。 

（略） 

（出典 釧路工業高等専門学校学則） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生の学習意欲やキャリア意識を喚起しながら，学生のニ－ズに即して各種資格・検定試験に向

けての準備を効果的に進められる体制が整っており，外国留学についても経済的な面を含めた援助

の体制がある。 

以上のことから，これら支援体制が十分に整備され，機能している。  

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 留学生の日常生活と学習活動を支援する目的でチュ－タ－制度を設け，日本語によるコミュニケ

－ション能力の向上や異文化への無理のない順応を促し，不安なく勉学に打ち込める環境作りに努

めている（資料７－１－⑤－１，７－１－⑤－２）。 
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資料７－１－⑤－１

 

（出典 平成１７年４月 チュ－タ－の手引き）

  

資料７－１－⑤－２

 

   

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準７ 

-   - 370

 

   

 

 

 

さらには個別時間割を設定し，個人指導を含めた学習支援を行っている（資料７－１－⑤－３）。 

資料７－１－⑤－３

平成１７年度  留学生前期時間割  

 
 
 ３年電気        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 8:50～

9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

月 
電 子 計 算 機 数      学 応 用 物 理 Ｈ  Ｒ   
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 野口 林義 松﨑 須田   

電 気 回 路 Ⅰ 数      学 英     語     
火 

工藤（２Ｅ） 林義 吉田     

電 気 計 測 電 子 工 学 日   本   語 電 気 機 器 Ⅰ 
水 

工藤 須田 高井 高木 

英     語 数     学 生      物 体     育 
木 

  林義 杉山 三島 

電 気 磁 気 学 電 気 回 路 Ⅰ 電気工学実験Ⅰ   
金 

松永 工藤 工藤・佐々木   

     水曜日５・６時限「日本語」は国際交流室で行う。

         

 ３年情報        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 8:50～

9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

アルゴリズムグラフ

論 
英      語 数     学 Ｈ  Ｒ   

月 

本間 片岡 林義 山﨑   

確 率 統 計 プログラミング言語 ｺﾝﾋﾟｭ－ﾀﾈｯﾄﾜ－ｸⅠ   

火 
天元 

高橋・中島陽（２

年） 
高橋・大貫   

プログラミング言語 数     学 日   本   語 電 気 回 路 
水 

天元・土江田 林義 高井 神谷・中島陽 

英     語 論 理 回 路 プログラミング言語     
木 

  大槻典 天元・土江田     

体     育 応 用 物 理 数     学 情報工学実習Ⅰ 
金 

三島 森 山﨑 大槻典（個人指導）

     水曜日５・６時限「日本語」は国際交流室で行う。

         

 ４年情報        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 8:50～

9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

電磁気学 応用物理 応用数学Ａ     
月 

大槻典 松﨑 澤柳・佐藤穆     

火 
体      育 英     語 情報工学実習Ⅲ 数学Ⅱ 
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 舘岡 中村 本間（個人指導） 林義 

応用数学Ａ ｺﾝﾋﾟｭ－ﾀﾈｯﾄﾜ－ｸⅡ オ－トマトン 電子回路 
水 

澤柳・佐藤穆 大貫・高橋 高橋 本間 

数値解析 情報工学実験Ⅰ 情報工学実験Ⅰ     
木 

神谷 本間 本間     

計測制御   情報工学実習Ⅱ ｵﾍﾟﾚ－ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 
金 

大槻典   天元（個人指導） 大貫 

（出典 平成１７年度 留学生前期時間割）

 

また，編入学生に対しては，英語と数学の入学前指導を実施しているほか，学習履歴に応じて他学

年の授業も履修できるよう個別時間割を設定し，学習活動を支援している（資料７－１－⑤－４）。 

資料７－１－⑤－４

平成１７年度  編入学生前期時間割 

 ４年機械        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 
8:50～9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

機 械 材 料 Ⅱ Ｃ   Ａ   Ｄ 数     学 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼ

ｮﾝ実践 
  

月 

岩渕 荒井 加藤雅（３年） 小田島   

材 料 力 学 Ⅱ 流 体 工 学 Ⅰ 数     学   
火 

成澤 丹 加藤雅（３年）   

  電気電子工学 熱 力 学 Ⅰ 情 報 処 理 Ⅱ 
水 

  成澤 山岸 荒井 

応 用 物 理 ドイツ語
ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮ

ﾝ実践 
法     学   

木 

松﨑 藤本 小田島 南須原   

システム設計工学 英     語 ドイツ語 工  学  実  験 

金 
渡邊 高村 藤本 

山岸・丹・田中・渡邊・麓・小

杉 

         

 ４年電気        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 
8:50～9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

月 
情 報 処 理 数     学 電 気 工 学 実 験 Ⅱ   



釧路工業高等専門学校 基準７ 

-   - 373

 高木 林義（３年） 小林・高木   

（Ｓ）電気機器Ⅱ 電 子 回 路     
火 

高木 野口     

制 御 工 学 送 配 電 工 学 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮ

ﾝ実践 
電 気 工 学 実 験 Ⅲ 

水 

千田 山岡 舘下 千田・佐藤英 

ドイツ語 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮ

ﾝ実践 
数     学 英     語     

木 

藤本 小田島 林義（３年） 吉田     

法     学 高電圧工学 応 用 物 理 ドイツ語   
金 

南須原 小林 浦家 藤本   

         

 ４年情報        

1 2 3 4 5 6 7 8 

 
8:50～9:35 

9:40～

10:25 

10:35～

11:20 

11:25～

12:10 

13:00～

13:45 

13:50～

14:35 

14:40～

15:25 

15:30～

16:15 

電 磁 気 学 応 用 物 理 数     学     
月 

大槻典 松﨑 林義（３年）     

確 率 統 計 英     語 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮ

ﾝ実践 
ドイツ語   

火 

天元（３年） 中村 舘下 南須原   

プログラミング言語 数     学 オ－トマトン 電 子 回 路 
水 

天元・土江田（３年） 林義（３年） 高橋 本間 

数 値 解 析 論 理 回 路 プログラミング言語 
木 

神谷 大槻典（３年） 天元・土江田（３年） 
 

計 測 制 御 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼ

ｮﾝ実践 
ドイツ語 法     学 ｵﾍﾟﾚ－ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 

金 

大槻典 舘下 南須原 南須原 大貫 

     

                     （出典 平成１７年度 編入学生前期時間割）

学習上の支援が必要な障害を持つ学生は，現在は在籍していない。  

（分析結果とその根拠理由） 

個別的な学習計画の設定により，留学生や編入学生が学習上の問題に直面しないよう十分な配慮が

なされている。 

以上から，特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制は十分に整備され，機能している。 
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

クラブ活動に関しては学生の自主的な参加による課外活動として定着しており，体育系・文化系を

問わず活動場所が確保され，部・同好会ともに教員が顧問となって円滑な運営が図られている（資料

７－１－⑥－１，７－１－⑥－２）。 

資料７－１－⑥－１ 
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（出典 平成１７年度 学生会・クラブ（部・同好会）顧問名簿）

 

資料７－１－⑥－２

（趣旨） 

第１条釧路工業高等専門学校福利施設（鶴峰会館と称する。以下「会館」という。）の管理運営につい 

ては、この規程の定めるところによる。 

（会館の目的） 

第２条会館は、学生の課外活動の発展を助長させるとともに、学生及び教職員の福利厚生に寄与するこ 

とを目的とする。 

（管理及び運営） 

第３条会館は、校長が管理する。 

２ 学生主事は、校長の命を受け、会館の運営に当たる。 

３ 会館の運営に関する必要な事項は、学生委員会において審議し、校長が決定する。 

（事務） 

第４条会館に関する事務は、学生課学生係において行う。 

（雑則） 

第５条この規程に定めるもののほか、会館の使用及びその他の必要な事項については別に定める。 

（出典 釧路工業高等専門学校福利施設管理規程）

 

運営にかかる費用はその一部を学生会予算からの補助によってまかなっており，高等専門学校体育

大会や高体連・高野連主催大会，高等専門学校の文化系クラブ交流会等への参加や高専祭における発

表を通して，日頃の成果を発揮している（資料７－６－⑥－３）。 
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資料７－１－⑥－３

 
                 （出典 平成１７年５月１０日開催 学生委員会資料） 
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資料７－１－⑥－４

 北海道地区国立高等専門学校体育大会 成績一覧の掲載箇所 

（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                             （出典 本校ウェブサイト）

 

学生会は，担当学生主事補をはじめとする学生委員会の指導の下，各種行事の企画・運営にあたっ

ている。学生会室は活動の場であると同時に，学生会執行部や各種委員・教員の協議の場として活用

されている（資料７－１－⑥－５）。 

資料７－１－⑥－５ 

（目的） 

第１条 釧路工業高等専門学校学生会（以下「学生会」という。）は、学校の指導のもとに、

学生の自発的な活動を通じて、その人間形成を助長し、高等専門学校教育の目的達成に資す

ることを目的とする。 

（目標） 

第２条 学生会は、前条の目的を実現するために、次の各号に掲げる目標の達成に努めなけれ

ばならない。 

 一 学生生活を楽しく、豊かで規律正しいものにし、良い校風をつくる態度を養う。 

 二 健全な趣味や豊かな教養をつちかい、個性の伸長をはかる。 

 三心身の健康を増進し、余暇を活用する態度を養う。 

 四 学生生活における集団の活動に積極的に参加し、自主性を育てるとともに集団生活にお

いて協力し、義務と責任を自覚し、民主的に行動する態度を養う。 

 五 学校生活において自治的能力を養うとともに、公民としての資質を向上させる。 

                    （出典 釧路工業高等専門学校学生会準則 ）

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生による自主的な活動である課外活動は活発であり，物心両面にわたる援助・助言も組織として

十分に行われている。以上のことから，その支援体制は整備され，十分に機能している。 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

１学年から３学年までの各学級においては始業前のショ－トホ－ムル－ムが実施され，学級担任が

学生の状況の把握に努め，効果的，迅速な指導を行える体制を整えている。（資料７－２－①－１）。 

資料７－２－①－１

              臨時運営会議議事要録 

 日 時   平成１６年１月１９日（月） １５時４０分～１７時０８分 

 出席者   １７名 

 欠席者    ２名 

  配付資料    ・クラス担任について                                    
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◎審議事項 

 ○校務分掌について（担任２人制について） 

  校長から，資料に基づき説明があり，審議が行われた。主な発言は以下のとおり。 

１．「クラス担任は，そのクラスの授業担当であることを前提としない。」ことについて 

・担任が授業を担当せず，毎朝のＳＨＲ，週１回のＬＨＲを継続的に実施するのみでは，学生の

状況把握（きめ細かな指導）には不十分ではないか。 

・授業を担当していないと，学生指導や保護者への対応の際に不足を生じるおそれがあるのでは

ないか。 

２．「原則として１年から３年まで持ち上がりとする。」ことについて 

・３年間続くとマンネリ化するおそれがあるので，２年間（１年～２年または２年～３年） 

のほうが良いのではないか。 

・学生と担任の相性が悪い場合，それが３年も続くと不測の事態が起こるおそれがある。環境の

変化も必要であり，２年間が限度ではないか。 

・低学年を３年連続で担任するのは負担が大きい。 

３．「１年～３年については主担任と副担任を置く。主担任は一般教官，副担任は当該専 門学

科の教官とする。副担任は，主担任の業務を補佐する。４年～５年のクラス担任は 当該学科の

専門教官１名とする。」ことについて 

・他の校務分掌とのバランスも考慮しなければならないので，４～５年も従来どおり校長が担任

を決定したほうが良いのではないか。 

・副担任の任務が明確でないが，どの程度の仕事量なのか。 

４．その他 

・学年会議を定常的に開催し，横の連携を強化することで，学習指導・進路指導などへの効果が

期待できる。（教務主事） 

・ＳＨＲの実施にあたり，登校時間の規定，交通機関を利用している学生への配慮等については

学生委員会で審議する。（教務主事） 

 

  以上の発言をふまえて，１６年度以降のクラス担任については次のとおりとし，関連 する

学内規程の改正については，２月の運営会議で審議事項として取り上げることが了承された。 

 

・１年～３年については各クラスに主担任と副担任を置く。原則として主担任は一般教官，副担

任は当該専門学科の教官とし，副担任は，主担任の業務を補佐する。 

・各クラスの主担任を決定する際には，授業担当者であることを考慮するが，必ずしもそのこと

を前提としない。 

・４年～５年のクラス担任は当該学科の専門教官１名とする。 

・１年～３年の主担任及び４年～５年の担任は校長が任命する。 

・１年～３年の副担任は学科が決定し，助手を含めることができる。 

・原則として，主担任は１年～３年のうち２年間の持ち上がり（１年～２年または２年～３年）

とし，３年までの持ち上がりについては経過を見ながら検討する。なお，担任が２年連続したら

１年休むという慣例は廃止する。 
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・ＳＨＲを時間を定めて毎朝開催する。 

・クラス担任の学年会議を定常的に開催し，学習指導，進路指導などの横の連絡を図る。 

                    （出典 平成１６年１月１９日運営会議議事要録）

 

学級担任は，このほか個人面談や清掃指導，行事における指導を通じて学生一人一人と接する機会

を持っており，学生の生活全般にわたって相談がしやすい，信頼感に支えられた人間関係の構築が図

られている。また，学生相談室が設置されており，相談員は非常勤カウンセラ－とともに新入生を対

象に学生相談室ガイダンスを開き，ウェブ上でも広報活動に努め，メ－ルによる相談を含めた学生の

悩みや不安に応える体制を整える一方，相談技法の向上を目的とした学外の研修会にも積極的に参加

し日々の面談に備えている（資料７－２－①－２，７－２－①－３，７－２－①－４）。 

資料７－２－①－２

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、学生相談室（以下「相談室」とい

う。）を置く。 

（目的） 

第２条 相談室は、学生の個人的諸問題について相談に応じ、問題解決のために必要な助言・援助

を与えることを目的とする。 

（業務） 

第３条 相談室においては、次の業務を行う。 

 一 学生の個人的諸問題に関する相談及び助言 

 二 学生の精神衛生上の相談及び助言 

 三 学生相談の活動に必要な研究及び調査 

 四 その他学生相談に関し、必要な事項 

（職員） 

第四条 相談室に、次の職員を置く。 

 一 相談室長 

 二 相談員 若干名 

２ 相談員は、本校教官の中から校長が任命する。 

３ 相談員のうち一名を相談室長（以下「室長」という。）とし、校長が選任する。 

４ 相談員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠による相談員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

５ 校長は、必要に応じて本校職員以外の者を相談員として委嘱することがある。 

（略） 

（出典 釧路工業高等専門学校学生相談室規程）
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資料７－２－①－３

       学生相談室の活動が掲載されているウェブサイト 

（http://www.kushiro－ct.ac.jp/soudan/index.html） 

 

                            （出典 本校ウェブサイト）

 

資料７－２－①－４

（１２）学生相談室 

  学生相談室は、学生たちが抱えている様々な問題について、どうしたらいいのか、一緒に考え

ながら、学生が自分の力で解決のためのカギを見つけて成長していくことを第一の目的にし、それ

によって、より良い学生生活を送ることができるように願って作られています。（中略） 

 学生相談室の開室時間帯は午後２時３０分から午後４時３０分ですが、学生相談室前の掲示板に

貼り出す予定表を見てください。担当の先生が交代で皆さんの来室を待っています。 

（出典 平成１７年度学生便覧１０３頁）

 

経済面の支援体制としては、奨学生選考（資料７－２－①－５，７－２－①－６），授業料・入学

金の免除及び徴収猶予に関する規定が設けられている（資料７－２－①－７，７－２－①－８，７－

２－①－９）。 

資料７－２－①－５

１ 日本育英会奨学生（以下「奨学生」という。）の選考については、この基準の定めるところに

よる。 

２ 奨学生を選考する場合は、出願者の人物、家計状況及び学業成績を考慮して行う。 

３ 家計状況については、日本育英会の定める家計の基準によるものとする。 

４ 学業成績については、原則として次の基準によるものとする。 

（略） 

（出典 釧路工業高等専門学校日本育英会奨学生選考基準）

 

資料７－２－①－６

             育英奨学制度の掲載箇所 

           （http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                              （出典 本校ウェブサイト）
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資料７－２－①－８ 

１ 釧路工業高等専門学校授業料（寄宿料を含む。）の免除及び徴収猶予に関する内規（昭和４１

年４月１日制定。以下「内規」という。）に定める授業料の免除については、この基準の定める

ところによるものとする。 

２ 授業料免除の対象者を選考する場合は、申請者の家計状況及び学業成績を考慮して行う。 

３ 内規第６条の全額又は半額の区分は、授業料免除選考基準に関する文部省通知によるものとす

る。 

（出典 釧路工業高等専門学校授業料免除基準）

 

資料７－２－①－９ 

 １ 釧路工業高等専門学校入学料の免除及び徴収猶予に関する内規第５条第１号に基づく入学料

徴収猶予者の選考に関して必要な事項は、この基準の定めるところによる。 

 ２  （略） 

（出典 釧路工業高等専門学校入学料徴収猶予選考基準）

 

更に，授業料未納学生とその保護者に対しては，除籍を回避するための教育的な配慮をしている

（資料７－２－①－10）。 

資料７－２－①－10 

◎審議事項  

 ・授業料滞納者の取り扱いについて 

  事務部長から発議の後、会計課長から資料に基づき説明があり、会計課及び学生課の提示した

案のとおり取扱い要領を制定し、改善を行うことが審議の結果了承された。 

  ＜資料＞ 

 

資料７－２－①－７

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第３６条第４項の規定に基づく 

授業料の免除、徴収猶予（月割分納を含む。）及び寄宿料の免除の取り扱いにいては、他の法令又

は特別に定めるもののほか、この内規の定めるところによる。 

第２章 授業料の免除 

（免除の資格） 

 （略） 

   第３章 寄宿料の免除 

（略） 

第４章 授業料の徴収猶予 

（出典 釧路工業高等専門学校授業料（寄宿料を含む。）の免除及び徴収猶予に関する内規）
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                （出典 平成１６年１０月１８日運営会議資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

学級担任制の採用によって相互信頼に根ざした，学生に対する配慮の行き届いた指導が行われる体

制が整い日々実践されているほか，学生相談室も学生の日常的な生活に係わる様々な相談に応じてい

る。授業料等の免除及び徴収猶予など修学上の経済的な問題への支援体制も整い，適切に運営されて

いる。以上のことから，学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が十分に整備され，

機能している。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

学習活動のみならず留学生の日常生活における諸問題を支援するチュ－タ－制度を設け，異文化の

中で留学生が安心して生活できる環境作りに努める（前出資料7－1－⑤－1） 

かたわら，「留学生ガイド」に基づいて新たに編入学した留学生へのガイダンスを行うとともに，

留学生指導教員が相談に応じ，助言する体制を整えている（資料７－２－②－１）。 
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資料７－２－②－１

                留学生支援を示す資料 
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がくりょう きょしつ ほしょくしつ がくしゅうしつ せんめんしつ 

16．学寮（居室，補食室，学習室，洗面室） ・・・・・・・・・・・ ５ 
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りゅがくせい おも  ぎょうじ 

17．留学生の主な行事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 けいひ 

18 経費について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

がいこくじんとうろく がいこくじんとうろく ざいりゅうきかんこうしん いちじ きこく  さいにゅうこく 

19．外国人登録（外国人登録，在留期間更新，一時帰国・再入国）・・ ７ 

りゅうがくせい しどう きょうかん      めいぼ 

20. 留学生，指導教官，チュ－タ－名簿 ・・・・・・・・・・・・・ ９ 

 

  さんこう  りゅうがくせい うけい  じょうきょういちらんひょう 

     （参考） 留学生の受入れ状況一覧表 ・・・・・・・・・ 10 

（出典 平成１７年４月 留学生ガイド）

また，地域の各種団体が主催する国際交流行事や北海道内高専の外国人留学生交流会にも自主的な

参加を促し，学校の枠を超えた国際的な交流の場で情報交換や異文化理解に努める機会を設けている

（資料７－２－②－２）。 

資料７－２－②－２

北海道内高専の外国人留学生交流会実施要項 

１ 目  的 

   北海道内の各高専に在学中の外国人留学生が一堂に集まり，それぞれの自国の状況，在留

中の勉学・生活状況等について情報交換を行うことにより，お互いの理解を深め，今後の留

学生活に役立てると共に，国際社会における知財立国としての日本，及びアジア地域の各国

の問題点・現状等について理解を深めてもらうことを目的とする。 

また，札幌方面の企業及び工場等を見学することにより，日本の工業技術を学び理解を深

めるとともに，スキ－やスノ－ボ－ドなどのウィンタ－スポ－ツを通じて，積雪寒冷地であ

る北国北海道の生活・文化を体験し，留学生及び指導教員等との親睦を図る。 

２ 開催期日 

  平成１７年１月６日（木）～１月８日（土） ２泊３日 

３ 講 演 会 

  「日本とアジア地域における知的財産権に関する諸問題」 

   講師 ： 旭川工業高等専門学校  

一般人文科助教授 谷 口 牧 子 

４ 開催場所 

  ［講演会・懇親会］ 

    北広島プリンスホテル（北広島市中の沢 450－1），TEL(011)373－1111 

  ［企業・工場見学］ 

    クロ－バ－電子工業㈱北海道工場（恵庭市戸磯 573－19），TEL(0123)34－5010 

  ［ウィンタ－スポ－ツ体験］ 

    真駒内スキ－場（札幌市南区常盤 383－6），TEL(011)592－1111 

  ［宿泊］ 



釧路工業高等専門学校 基準７ 

-   - 385

    北広島プリンスホテル（北広島市中の沢 450－1），TEL(011)373－1111 

４ 行  程 

  別紙のとおり 

５ 参 加 者 

  旭川高専 １１名（留学生６名，引率教職員３名，講演会講師１名，校長） 

  苫小牧高専 ９名（留学生７名，引率教職員２名） 

  函館高専  ８名（留学生６名，引率教職員２名） 

 釧路高専  ７名（留学生５名，引率教職員２名） 

                            合計 ３５名 

                                （出典 学生課資料） 

在学生にはいないが，過去に在籍した身体に障害を持つ学生のために，スロ－プや昇降機等，校内

の施設を整備した（資料７－２－②－３）。 

資料７－２－②－３

議題１ 身障者対策について 

 委員長より、校舎の身障者対策については、今までの校舎改修工事棟にて随時整備し、また、

平成１５・１６年度概算要求重点事項として施設整備要求を行っているところですが、先日、学

生課より、○年○○工学科の学生が病気の進行により、この７月より車いすの使用を余儀なくさ

れることとなったとの報告を受け、当該学生に現在、校内で不便を感じていることについてヒア

リングをおこなった結果、講義室・実験室・便所・校舎以外の建物についても、緊急に対応しな

くてはならない状況であるため、資料１のとおりに対応したい。また、予算については、前回の

施設整備委員会で了承された、平成１５年度営繕工事に予定については、一部実施を先送りと

し、身障者対策を優先的に実施することとし、今後、予算の状況をみながら進めていくこととし

たい。これらについて意見交換の上了承願いたいとの発言があり、原案のとおり了承された。 

＜資料１＞ 

身障者対策について（緊急対応事項） 

１．出入り口について 

 校舎 

 ・夜間及び休日の出入りについて 

  現在、職員玄関を使用しているが、学生玄関を利用できるよう運用を検討して対応 

 ・身障者用駐車場から学生玄関までの間雨天時の利用について 

 ・○年教室出入り口を引き戸に変更  

 ・２階○○工学科関係二重床実験室の段差解消 

 ・プログラミング演習室の段差解消 

 図書館 

 ・玄関前スロ－プの設置 

鶴峰会館  

・玄関前スロ－プの設置 

第１・２体育館  

・玄関前スロ－プの設置 
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２ 建物移動について 

・実験棟南側又は中央階段に階段昇降機設置 

  （２階・３階に車いす設置） 

３ 便所について 

・情報工学科等便所小便器手摺り設置 

・校舎内に利用可能ブ－ス設置（情報工学科棟１階・実験棟２階） 

（出典 平成１５年７月２８日施設整備委員会議事録）

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生をその生活面において支援するチュ－タ－や留学生指導教員を配置し、他機関に所属する外

国人との交流の場や異文化理解の機会を適切に提供している。身体に障害を持つ学生が直面する生活

上の困難を軽減するための施設・設備が整備されている。 

以上のことから，特別な支援が必要な者への生活面での支援は適切に行われている。 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況） 

自宅からの通学が困難な学生のために修学の便宜を図り，共同生活を経験する過程で教育の目的に

かなった人間形成を促す場として学生寮が運営されている（資料７－２－③－１） 

資料７－２－③－１

         学生寮（鶴翔寮）の掲載箇所 

（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                            （出典 本校ウェブサイト）

交代制で宿日直にあたる教職員及び寮務係職員が常時，寮生の生活を見守り，基本的な生活態度に

改善を要する寮生に対しては，朝・昼・夜の巡回指導を通して注意を喚起するとともに，夜間の在室

確認を点呼により毎日行うなど，教育寮としての機能を維持している（資料７－２－③－２，７－２

－③－３）。 

資料７－２－③－２

  （趣旨） 

第１条  独立行政法人国立高等専門学校機構学生寮教員宿日直規則（以下「教員規則」と いう。）

及び独立行政法人国立高等専門学校機構職員宿日直規則（以下「職員規則」と いう。）に基づく釧

路工業高等専門学校（以下「本校」という。）の学生寮における教 職員の宿日直勤務（以下「宿日

直」という。）を行わせる場合については、独立行政法 人国立高等専門学校機構教職員の労働時

間、休暇等に関する規則その他法令等に特別の 定めのある場合を除くほか、この規程の定めるとこ

ろによる。 

  （勤務体制） 

第２条 宿日直は２名で行うものとする。うち１名は教員とし、他の１名は教員又は職員 とする。

  （宿日直日） 

第３条 宿日直を行う日は，各閉寮日を除く開寮期間とする。 
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 （勤務時間等） 

第４条 宿日直の勤務時間は，機構教員規則及び機構職員規則に定めるとおりとする。 

２ 勤務場所は、学生寮宿直室とし、宿日直者は，勤務時間を厳守し，巡視等必要がある場合を除

き、みだりに勤務場所を離れてはならない。 

  （職務内容） 

第５条 学生寮における教員による宿日直の職務内容は，機構教員規則第３条第１項に定めるほか、

次のとおりとする。 

  一 寮生の生活指導に関すること。 

ア 「寄宿舎管理規程」、「寮生心得」及び「日課表」に基づく指導、助言 

イ 個人的相談に対する助言 

  二 寮生の健康管理に関すること。 

ア 医薬品の管理 

イ 急患の処置 

  三 寮生の学習その他の相談に関すること。 

  四 寮生の保護、安全に関する次の業務 

  ア 秩序の維持  

    イ 外来者の把握 

ウ 戸締まり、火気取扱いについての指導 

エ 災害時の処置 

  五 外部との連絡 

  六 文書等の収受 

２ 学生寮における職員による宿日直の職務内容は，機構職員規則第３条第２項に定めるほか、次の

とおりとする。 

 一 前項第一号から第三号の業務の補助 

  二 前項第四号から第六号の業務 

（出典 釧路工業高等専門学校学生寮教職員宿日直規程）

 

資料７－２－③－３

第２３条 寮務係においては、次の事務を分掌する。 

（１） 学寮の管理及び運営に関すること。 

（２） 学寮の入寮及び退寮に関すること。 

（３） 学寮の給食及び栄養管理に関すること。 

（４） 寮費に関すること。 

（５） 寮生の福利厚生に関すること。 

（６） 寮生の健康管理に関すること。 

（７） 学寮宿日直勤務に関すること。 

（８） 外国人留学生に関すること。 

（９） その他学寮に関する事務を処理すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程） 
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資料７－２－③－４

門限と点呼 

男子玄関は２３時に施錠し、朝７時に解錠します。また、点呼は毎日２２時３０分から４年生

の点呼当番が１年生から３年生に対して行います。 

女子玄関は２２時に施錠し、朝７時に解錠します。点呼は男子と同様に毎日２２時３０分から

４・５年生の点呼当番が全員に対して行います。寮生の安全を確認する大事な時間です。各自居

室で点呼を受けてください。 

点呼が終了した後は、外へは出られません。どうしても寮外へ出なければならないときは、当

直教員に申し出てください。 

（出典 平成１７年度 鶴翔寮生活のしおり）

 

資料７－２－③－５

 ２ 寮務委員による巡回について 

  委員による巡回は次のように朝、昼及び夜間に行う。 

（１） 夜間巡回（火気点検）は原則として２０時から、ＡＢ棟、ＣＤ棟、女子棟別に教員、寮生会

役員による、全居室内の点検を行う。 

（２） 昼巡回は寮務委員が全寮内の居室を解錠して生活指導を行う。 

（３） 朝巡回は寮務委員が全寮内の居室を解錠して生活指導を行う。 

（出典 平成１６年４月 寮務係申し合わせ類集） 

 

平成１４年度に設置された女子寮も円滑に運営されている。また、寮内における自習や学生の交流

の場となる学習室や談話室を設けている（資料７－２－③－６）。 
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資料７－２－③－６

 

施設・設備の利用について 

学寮には、教育・厚生施設と各種設備がありますので、気軽に利用してください。 

次に、施設・設備の内容と利用方法を列記します。これらの使用に当たっては、寮生相互が注意

し合って、きまりを守り、物品を大切にし、楽しい寮生活を送るよう努めてください。 

大 学 習 室 

男子寮生の学習及び寮生会活動等、多目的に使用できるようになっています。普段折りたたみ

式の長テ－ブルと椅子が用意され、いつも学習できる態勢になっています。その他の備品とし

て、製図台１２台及び１００インチプロジェクションテレビ等を用意しています。 

使用時間 

平 日 １７時３０分～２２時３０分

休 日 １０時３０分～２２時３０分

使用の際は、以下の手続きに従ってください。 

① 大学習室を使用する場合、当直室Ａに置いてある使用名簿記入の上、鍵を借り受け開錠

後、直ちに当直教員に鍵を返すこと。 

② 使用後は、当直教員に届け出ること。ただし、最終使用者は窓の施錠と消灯を確認しド

アを必ず施錠し、当直教員に鍵を返すこと。   

③ 製図機器を使用する場合、当直室Ａに置いてある使用名簿に記入の上、当直教員からスケ－ル

１組を借り受け使用後返却すること。 

談 話 室 

談話室は、Ｄ棟にあり、テレビ、囲碁、将棋、マ－ジャン卓があります。居室でのマ－ジャン

は禁止していますが、この部屋においては認めています。使用時間は、平日は１７時から２３時

まで、休日は９時から２３時までです。時間は厳守してください。 

補 食 室 

Ｂ棟、Ｄ～Ｆ棟に補食室があり、電子オ－ブンレンジ・ガステ－ブル及び瞬間湯沸器、（Ｅ・

Ｆ棟には電磁調理器）が備え付けられています。ガス器具の使用後は必ず元栓を締めることを忘

れないでください。なお、流し場に食器等を置いたままにしたり、汚したままにしないよう心が

けてください。 

 

 

 

 

以上の施設については、いずれのゴミも各自始末をきちんとしてください。退室の際は電気を

消すことを忘れないでください。 

談話コ－ナ－ 

男子玄関横に談話コ－ナ－があります。外部の方等との面会はここを使用してください。ただ

し、午後８時以後の女子寮生の出入りは禁止します。 

浴   室 

使用時間 

平 日 １３時３０分～２３時３０分

休 日 ９時００分～２３時３０分
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１７時から２１時３０分まで入浴できます。なお、浴槽に入る際は、体を洗い、浴槽の中へタ

オルを持ち込まないでください。また、浴室の清潔維持を心がけるとともに、節水を心がけまし

ょう。 

洗濯・乾燥室 

洗濯・乾燥室には洗濯機とガス乾燥機を設置しています。使用時間は、２３時３０分までで

す。なお、洗濯・乾燥室は清潔・整頓を励行し、水の節約にも心がけてください。また、共同で

使用する場所ですから、洗濯物を長い間放置しないよう注意してください。 

寮内ネットワ－ク 

各居室には情報コンセントが備えられています。寮内ネットワ－クにコンピュ－タを接続する

場合は、寮務係に置いてある鶴翔寮ネットワ－ク利用の手引きに従って、ネットワ－ク利用申請 

してください。 

そ の 他 

（１）自動販売機 

男子玄関横の談話コ－ナ－に自動販売機がありますので、利用してください。 

なお、深夜の自動販売機の利用は、０時から午前６時までの間は使用できません。 

（２）公衆電話 

男子玄関横の談話コ－ナ－に国内・国際兼用、Ｅ棟１階談話コ－ナ－に国内用の公衆電話

が各１台ありますので利用してください。 

（３）新聞 

男子寮及び女子寮の各談話コ－ナ－には、新聞が備えられていますので利用してくだ 

さい。 

（出典 平成１７年度 鶴翔寮生活のしおり）

（分析結果とその根拠理由） 

遠方からの就学者の支援のために設けられた学生寮が教育の目的に沿った形で円滑に運営されてい

る。以上のことから，学生の生活及び勉学の場として学生寮が優れて有効に機能している。 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

１学年を対象にした進路指導ガイダンスや進学・就職に関するガイダンス，企業説明会を開催して

いる（資料７－２－④－１）。 

資料７－２－④－１

                進路指導体制を示す資料 

 （設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に進路指導委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は、校長の諮問機関として、本校学生の進路指導について、企画、立案並びに事

業の実施について審議する。 

（審議事項） 
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第３条 委員会は次の各号に掲げる事項を審議する。 

 一 学生の就職開拓に関する計画の企画立案及び就職指導に関すること。 

 二 進学希望者への指導計画の策定に関すること。 

 三 学外実習（インタ－ンシップ）の実施に関すること。 

 四 その他学生の進路指導に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校進路指導委員会規程） 

低学年（１～３学年）の学生には，ホ－ムル－ムを活用して進路学習の時間を設定し，４・５年

生向けには「進路の手引き」に基づいた指導が行われている（資料７－２－④－２，７－２－④－

３）。 

資料７－２－④－２

ホームルームでの進路指導を示す資料 

審議事項 

１．進路指導に関する活動予定について 

   委員長から、本年度の活動予定（案）について資料４に基づき説明があり、審議の結果、

了承された。 

  なお、審議の中で、「進路のしおり」に関し、次のとおり取り扱うことが確認された。 

① 原稿の「履歴書の記入例」が情報工学科を対象とした記述であることから、他学科の記入 

例についても新たに加えることとし、執筆を各学科にお願いする。 

② 配布時期については、４学年の早い時期に配布し進路指導に活用すべきとの意見や、進路選

択に現実味を持つ４学年の後半に配布したほうが効果的であるとの意見など様々な考え方が

あることから、印刷・製本後速やかに各学科に配布し、学生への配布時期については各学科

の判断に委ねることとする。 

＜資料４＞ 別紙 
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  （出典 平成１７年４月２６日進路指導委員会議事要録）
 

資料７－２－④－３

          ４・５年生向けの進路指導を示す資料 

目  次 

  １ 10年後を想像してみよう                           １ 

  ２ 高専と大学の比較                              ２ 

    2.1 高専の利点     ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ２ 

    2.2 高専の欠点     ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ４ 

     2.3 高専という制度     ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ５ 

  ３ 10年後の自分を決める                                                 ６ 

  ４ 持つべき職業観                                                       ７ 

     4.1 生計の維持手段としての職業の機能    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ７ 

     4.2 個性の発揮の場としての職業の機能    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ８ 

     4.3 連帯の実現の場としての職業の機能    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ９ 

  ５ 卒業後に所属する組織を決定することの意義               10 

     5.1 新卒時に職場で経験すること   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     11 

     5.2 ビジネスマナ－研修  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     11 

     5.3 自己啓発講座  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     12 

     5.4 専門別研修  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     12 

  ６ 10年後理想の自分を目指して                                           14 

     6.1 体験しておくべき経験  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     14 

     6.2 資格の取得    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     15 

  ７ 進学に向けて                                                         16 

     7.1 大学編入  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     16 

     7.2 専攻科への進学  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     18 

  ８ 就職に向けて                                                         19 
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     8.1 成績対策  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     19 

     8.2 面接対策    ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     20 

     8.3 適性検査対策  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     20 

     8.4 健康  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     21 

     8.5 受験企業の決め方  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     22 

     8.6 公務員を目指して  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     23 

 ９ ４年生のうちにやっておくべき準備                                     24 

     9.1 試験対策  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     26 

     9.2 自分を知ってもらう  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     27 

     9.3 提出書類  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     28 

     9.4 自己紹介書の各欄の記入のポイント  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     29 

  10 Ｑ＆Ａ                                                               30 

[ 就職直前対策 ]                                                           38 

 

 

（出典 平成１７年度 高学年（４・５年生）の学生用進路の手引き）

 

就労をめぐる社会の状況や職業についての理解を促し，職業・進路意識の喚起に努めている。学生

の就職対策を目的とした企業訪問やインタ－ンシップ受入企業を開拓する取組も活発に行われ（資料

７－２－④－４，７－２－④－５），卒業生の進路実現に寄与している（資料７－２－④－６）。 

 

資料７－２－④－４

                  １６年度就職対策・企業訪問実施状況 

    

10/20～23 ５社（京都・岐阜・座間・伊勢崎・東京） 
機械工学科 岩渕義孝 

2/24～26 ３社（東京、東大阪、京都） 

    計 ８社 

       

6/20～23 ６社（東京） 

7/27～30 １１社（札幌） 

12/5～7 ４社（大阪） 
電気工学科 小林一義 

2/8～11 １０社（札幌） 

    計 31 社 

        

6/20～23 １２社（東京） 

8/24～25 ８社（札幌） 

11/23～26 ４社（大阪） 

電子工学科 坂田  篤 

2/17～17 ２社（帯広） 
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  3/28～31 １１社（東京・茨城・横浜） 

    〃 中村 隆 3/23～25 ６社（東京・横浜） 

    計 43 社 

    

7/27～28 ３社（東京） 
情報工学科 神谷昭基 

8/24～28 ５社（札幌・函館） 

    計 8 社 

    

6/20～23 ４社（東京） 
建築学科 依田有康 

8/5～7 ８社（札幌・旭川） 

    〃 大楽隆男 3/24～26 ９社（札幌） 

    計 21 社 

 

                                 （出典 学生課資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準７ 

-   - 396

資料７－２－④－５

平成１７年度インターンシップ実施状況例の掲載箇所 

  

 

 

                              （出典 学生課資料）
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資料７－２－④－７

「平成１６年度卒業生の進路状況」の掲載箇所 

（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

（出典 本校ウェブサイト，別添 学校要覧３６頁） 

 

大学への編入学を希望する学生に対しては，物理・数学の補習授業を行い，受験準備の面で学習支

援している（資料７－２－④－８）。 

資料７－２－④－８

           編入学希望者への補講授業を示す資料 

（ 別紙） 

平成１ ７ 年度大学編入補習講座のお知らせ 

今年度の大学編入補習講座を以下の予定で開講します。 

大学進学を目指す学生、もっと実力をつけたい学生は、日程表をみて参加してください。 

１ 開講科目 

物理と数学 

２．担当教官・対象学生 

数学林義実先生４・５年生 

物理澤柳先生４・５年生 

なお、時間割では４ 年生対象に設定されていますが、前期については、５ 年生も可能ならば

参加して構いません。 

３．場所及び日時 

選択教室（ 教室の隣） 毎週木曜日時間目5D 8－9 

４．開講日 

前期 

4／ 21 物理5／ 12 数学6／16 物理7／ 14 数学 

4／ 28 物理5／ 19 数学6／23 物理9／ 1 数学 

5／ 26 数学6／30 物理9／ 8 数学 

6／ 2 数学6／ 7 物理 

後期 

10／ 6 物理11／ 10 数学12／15 物理1／ 28 数学 

10／ 13 物理11／ 17 数学12／22 物理2／ 2 数学 

10／ 27 物理12／ 1 数学1／12 物理2／ 9 数学 

1／19 物理 

注１：２週から４週連続して行います。途中を休むと分からなくなるので、できるだけ続けて出

てください。 

注２：物理は教科書を持参して下さい。 

（出典 平成１７年４月２６日進路指導委員会資料）

 

専攻科における進路指導体制も整備されている（資料７－２－④－９）。 
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資料７－２－④－９

              専攻科の進路指導体制を示す資料 

２．審議事項 

（１）専攻科における進路指導体制について 

   委員長から、資料１に基づき、次のとおり説明があった。 

  ・本資料は前々回の委員会で提示した案に対する意見棟を踏まえ、修正したものである。 

  ・基本的には、進路調査は専攻主任が行い、その後、就職希望者については学科主任、進学希

望者については指導教員が対応するという考え方である。 

（略） 

＜資料１＞  別紙専攻科の業務分担（就職・進学体制） 

 

                    （出典 平成１７年１月２１日専攻科委員会）

 

（分析結果とその根拠理由） 

ガイダンスや進路学習を通して，学生の進路に関する意識を高めるとともに，就職・進学のための

支援体制が整っており，取り組みの内容も充実している。本科卒業生の進路決定率は極めて高い。開

設２年目の専攻科は進路指導体制を整えている。 

以上のことから，就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，十分に機能している。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

低学年から進路学習の時間を設け，進路意識を高める試みが行われ，学級担任制を活用したきめ細

やかな進路指導が高学年まで体系的に組み入れられており，学生の進路実現に実績を上げている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 新入生オリエンテ－ションにおける学習活動全般にわたるガイダンスや授業開講時のシラバスに沿

った解説によって，学習を進める上での履修指導が丁寧に行われる一方，学級担任制やオフィスアワ

－を設けることで日常的な自主学習に関する相談を受け，助言を行う体制が整い，よく機能している。

図書館や情報機器を活用できるプログラミング演習室，機械工作の設備が用意されている実習工場な

ど，自主的な学習を可能にする環境が整備されており，利用率も高い。図書館前及び教員室前のユ－

ティリティ－スペ－スも，自学自習やコミュニケ－ションの場として利用されている。 

学生の申し出を受けて補講を実施する制度も設けられ，ニ－ズに合わせた学習支援の体制がある。

また，学習の明確な目標の一つとなる各種資格・検定試験を受験する学生のために，図書館に関連図

書を揃えているほか，特定の検定試験には特別学修単位を認定する制度を設け，検定受験の意欲を喚

起している。オ－ストラリアのヴィクトリア工業大学との学術交流に関する協定に基づき，学生の海

外語学研修も実施されており，その費用の一部を本校の教育研究・国際交流振興基金が負担し，学生

を経済的にも支援している。 

異文化圏で学ぶ留学生の学習及び生活面での支援は，チュ－タ－や指導教員による個別の取り組み
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のほか，学外の協力も仰ぎつつ懇切に進められている。高等学校を卒業後，本校の４学年に編入学す

る学生に対しては，その学習進度に応じた個別的な指導を行い，学習上の円滑な移行を促す支援が行

われている。 

クラブ活動や学生会活動においては，体育系・文化系ともに活動場所が確保され，教員が顧問とな

って，学生の自主的な課外活動を支えている。各種体育大会や文化系クラブの交流会等への参加も活

発であり，日頃の練習の成果を発揮する機会も多い。 

１学年から３学年まで設定されている始業前のショ－トホ－ムル－ムの時間や個人面談，行事を通

して学級担任が学生の状況を把握し，効果的かつ迅速な指導を行える体制が整っている。また，学生

の様々な悩みや不安に応える学生相談室が校内に設けられており，非常勤カウンセラ－のほか，相談

技法に関する研修を積んだ教員が相談室員として待機し，学生の来談に備えている。奨学金制度・授

業料免除等，学生の経済面に係わる支援体制も整い，よく機能している。さらに，身体に障害を持つ

学生の学習・生活上の支援のために，スロ－プや階段昇降機等，校内の施設が整備されている。 

自宅からの通学が困難な学生のために，学生寮が設置されており，男女合わせて三百名を超える学

生が寮生活を続けている。寮内には学習室や談話室などの自習と交流の場が設けられ，利用されてい

る。教育寮としての機能を維持する目的で，教員による巡回指導や夜間の点呼が実施され，基本的な

生活態度に問題のある学生に対しては，改善を求める指導が行われる。 

１学年からの体系的な進路学習や就職・進学に関するガイダンスを通して，職業意識を育てるとと

もに，就労をめぐる社会状況への理解を促しており，就職対策を目的とした教員による積極的な企業

訪問や大学編入学を希望する学生に対する補習授業の取り組みと相まって，卒業生の進路決定におい

て十分な成果を上げている。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

本校の配置図（資料８－１－①－１），平面図（資料８－１－①－２），面積：敷地及び建物等

各施設・設備の概況を示す（資料８－１－①－３）。講義棟（管理棟を含む），実験棟，低学年棟，

情報工学科棟，実習工場，図書館，体育館，武道場があり，その他屋外運動施設として，陸上競技ト

ラック（サッカ－コ－トを含む），野球場，テニスコ－ト，ア－チェリ－場がある。校地面積，校舎

面積は高等専門学校設置基準の10,400㎡，13,058㎡以上に対して，いずれも満たしている。 

資料８－１－①－１

              釧路高専配置図の掲載箇所 

                              （出典 別添学校要覧４４頁）

                                  

資料８－１－①－２
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 （出典 平成１７年度 学生便覧１０９頁）

                                  

                                  資料８－１－①－３
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（出典 平成１７年度 学校要覧４２頁）

 

すべてのホ－ムル－ム教室にはＡＶ機器及び情報コンセント（無線ＬＡＮを含む）を備え，授業

方法改善に役立てている（資料８－１－①－４）。また，低学年棟新築，実験棟改修により，教室の

狭隘問題を解消した（資料８－１－①－５）。混合クラスなどにより受講人数がクラス単位から変わ

る場合には，選択教室，大講義室，小ゼミ室を活用している。さらに，創造ラボ（Ａ～Ｅ）を備え，

２学年における創造工学（混合学級）などに活用している(資料８－１－①－６)。 

資料８－１－①－４
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（出典 平成１７年度 学校要覧３０頁）

                                  

資料８－１－①－５

平成１３年１２月１４日 低学年棟新営工事完成 

平成１４年 ３月１８日 校舎改修１期工事完成 

（出典 平成17年度 学校要覧２頁）

 

                                 資料８－１－①－６

       授業における創造ラボ教室，選択教室及び小ゼミ室使用一覧 
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                                 （出典 学生課資料）

 

専門学科実験室・研究室は，それぞれ学生実験，本科卒業研究，専攻科特別研究に利用し，必要

な実験研究機材を備えている。各実験室の設備については，各種予算申請，校内の競争的資金により，

学科ごとに改善努力をしており，十分な設備が備えられているが，科学技術の急速な発展に対応して

その充実を図る必要がある（資料８－１－①－７）。専攻科棟は平成１８年３月竣工予定である(資

料８－１－①－８)。実験棟の南に接続する位置に建設される予定である(資料８－１－①－９)。 

                                 資料８－１－①－７

      別添平成１６年度校長裁量経費（特別設備充実費）の審査について 

審査日時 平成１６年１１月９日（火） 

場  所 校長室 

審査員  校長、教務主事、校務主事、事務部長 

     （会計課長、総務係長が同席） 

 

申請一覧 

 ①機械工学科 流体震動実験装置      10,854千円（担当－成澤，小杉） 

 ②電気工学科 電気材料ｼﾐｭﾚ－ｼｮﾝｼｽﾃﾑ        7,350千円（担当－須田） 

 ③電子工学科 電子計測ﾃﾞ－ﾀ取得・解析ｼｽﾃﾑ 8,697千円（担当－梶原，櫻田） 

 ④情報工学科 e－Learningﾄﾚ－ﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ       9,847千円（担当－大貫） 

 ⑤建築学科  赤外線放射温度計測ｼｽﾃﾑ   6,090千円（担当－佐藤） 

（中略） 

 予算の執行状況を調査した結果，別途1,000万円を特別設備等充実費に追加配分し，下記の 

通り採択することとした。（配分総額 2,000万円） 

  情報工学科 e－Learningﾄﾚ－ﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ       9,847千円（全面採択） 
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  機械工学科 流体震動実験装置       6,738千円（小杉分4,116千円を除く） 

  電子工学科 電子計測ﾃﾞ－ﾀ取得・解析ｼｽﾃﾑ  3,415千円（機器数を減する） 

 

（出典 平成１６年１１月開催 審査会議議事要録）

 

                                    資料８－１－①－８

議題１ 平成１６年度補正予算事業について 

  中村委員長から，平成１６年度補正予算事業として専攻科校舎等の建設を行うことについて，事業

の詳しい内容及び工事工程を山田会計課長から資料１に基づき説明後，意見交換のうえ了承願いたいと

の発言があった。 

 山田会計課長から，平成１６年度補正予算事業として第一体育館の耐震補強工事，専攻科校舎の新営

工事，実習工場の耐震補強を含む改修工事を行うこと，工事工程等については，機構本部施設課におい

て作業を進めており，工事発注が６月上旬，完成が来年３月中旬の見通しである旨，資料に基づき説明

があった。 

  （中略） 

 委員長より，工程について資料１のとおり行いたいとの発言があり，了承された。 

 （以下 略）      

（出典 平成１７年５月１２日 施設整備委員会議事要録）

 

                                    資料８－１－①－９

釧路工業高等専門学校専攻科校舎基本計画書 

１．専攻科校舎の目的 

研究開発能力を持った創造性豊かな研究開発型技術者の育成が必要となり、深い専門性に加え，学際

領域に関する素養と国際化に対応できる能力を身につけた質の高い技術者を育成するための専攻科校舎

を整備する。 

釧路工業高専中期目標 

専攻科教育 

本科５年間の教育で培われた実践的技術者としての素養に加え、より高度な解析力を駆使する技術開

発能力と研究開発能力を身につけた学際的な創造型技術者の育成を目標とする。 

現在，専攻科生は校舎内の本科生が使用している既設実験室や共同利用施設である創造ラボ室等の本

来，使用目的の違う部屋を使用して実験、ゼミ等をおこなっている状況である。 

それらの状況を本来の姿に戻すべくまた、専攻科のより質の高い技術者の育成をおこなう舎としての

専攻科校舎を整備する。 

２．組織 

設置年月日平成１ ６年４月１日 

定員専攻科１学年２０人（ 完成定員４０人） 

・建設・生産システム工学専攻８人 

・電子情報システム工学専攻１２人 

教員２人 
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３．キャンパス概要 

（１）敷地概要 

団地名大楽毛団地 

口座名校舎 

住所表示釧路市大楽毛西２丁目３２番１号 

地名地番釧路市大楽毛西２丁目１２８番地７ 

敷地面積１１８,９ ６５㎡ 

用途地域第１種中高層住居専用地域 

防火地域指定なし 

その他の区域法２２条区域、大気汚染・振動・騒音・悪臭・水質汚濁規制区域 

容積率２００％ 

建ぺい率６０％ 

日影規制３時間（ 10m 以内）、２時間（10m 超） 

地震地域係数１種 

地盤種別２種 

給水市水 

ガス都市ガス６Ｂ 

排水公共下水道分流方式 

埋蔵文化財なし 

（２）既設校舎概要 

建築年昭和４１ 年～平成１５年 
（出典 平成１６年１１月１０日 施設整備委員会資料）

 

共同利用施設として，実験棟にプログラミング演習室（第１），低学年棟にプログラミング演習

室（第２）と語学演習室がある。情報処理センタ－の管理によるプログラミング演習室（第１及び第

２）は合わせて１００台のパソコンが設置され，プリンタ－等とともにネットワ－ク接続され，コン

ピュ－タ教育を行うのに十分な環境を整えている(資料８－１－①－10)。 

資料８－１－①－10

 本センタ－は、本校の情報処理教育，卒業研究及び教員研究のための学内共同利用施設です。 

教育用コンピュ－タシステムは，Windowsサ－バとUNIXサ－バに，１００台のパソコン，プリンタ－等が

ネットワ－クで接続され，音声・動画処理を利用したマルチメディア教育が可能です。 

 校内ネットワ－クシステムは，ギガビット・ネットワ－クシステムの構築により，高速な通信が可能で

す。更に，講義室や会議室では無線ＬＡＮ及びNetLogin機能が利用可能です。 

（出典 平成１７年度 学校要覧３０頁）

 

語学演習室は実践的な英語教育を行う施設として，本校に外国人教員が配置されたときに設置し

たが，現在のところ十分な活用状況とは言えない。 

図書館は専門書，一般書，視聴覚教材を含め，88,000を超える蔵書がある。パソコン７台を設置

し，蔵書検索，就職情報検索などに供している。また，閲覧だけではなく，談話ホ－ルは学生の歓談
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・自学自習に，またゼミ室，視聴覚教室等の施設を持ち，教育指導に利用されている(資料８－１－

①－11)。 

                                   資料８－１－①－11

     図書館の掲載箇所（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                               （出典 本校ウェブサイト）

 

実習工場は旋盤，フライス盤，ＮＣ旋盤等を備えている。機械工学科の工作実習・学生実験，創

造工学等で利用されている。この他，学生の時間外利用，研究のための部品作製などに利用している

(資料８－１－①－12)，(資料８－１－①－13)，(資料８－１－①－14)。 

                                  資料８－１－①－12

実習工場の掲載箇所（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                             （出典 本校ウェブサイト）

 

                                  資料８－１－①－13

 
     （出典 技術室資料）

 

                                前出資料８－１－①－14

      実習工場時間外利用状況の掲載箇所（前出資料７－１－②－４） 

                               （出典 技術室資料）

 

地域共同テクノセンタ－は４研究室と１研修室により構成され，高度な試験研究を行うための実

験装置を備えている(資料８－１－①－15)。 

地域貢献が主目的であるため，教育での利用はそれほど多くないが，専攻科設置後は専攻科生の特
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別研究としてより高度な研究を行うため，利用が増加している。同センタ－は十分に活用されている。 

 

                                  資料８－１－①－15

     地域共同テクノセンタ－の掲載箇所（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                              （出典 本校ウェブサイト）

本校規程集目次(資料８－１－①－16)に示すように，施設に関する管理規定は整っている。 

資料８－１－①－16

第６章 施設 

（略） 

○福利施設管理規程 

○福利施設使用細則 

○地域共同テクノセンタ－規程 

○地域共同テクノセンタ－利用細則 

○情報処理センタ－規程 

○情報処理センタ－利用細則 

○施設活用の実態調査及び是正勧告規程 

○教育研究施設の有効活用規程 

○施設及び設備等に係る点検・評価等に関する取扱要項 

（略） 

第１０章 

○図書館規程 

○図書館閲覧細則 

○図書館附属施設使用細則 

（略） 

（出典 釧路工業高等専門学校規程集 目次）

 

各施設の整備計画は施設整備委員会(資料８－１－①－17)において年度計画が策定・実施される。 

                                  資料８－１－①－17

 （設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校に，校長の諮問機関として，長期的視野に立った本校の施設整備 

 の整備運営並びに点検・評価及び環境整備に関する事項を審議するため施設整備委員会（以下 

「委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会において審議する事項は，次のとおりとする。 

 一 長期的視野に立った施設の整備・運営に関する事項 

 二 施設整備計画に関する事項 

 三 施設及び設備等の利用状況の点検・評価に関する事項 

 四 施設及び設備等の効率的，弾力的，流動的利用に関する事項 

五 校地及び施設等の環境整備に関する事項 
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六 その他施設及び設備等の整備に関する事項 

（出典 釧路工業高等専門学校施設整備委員会規程）

 

施設の利用については，学生課が一般教室，各専門学科が実験室・研究室を管理し，それぞれ利

用規則を定めている（資料８－１－①－18）。本校では，すべての施設の時間外利用について，利用

記録を作成し管理している（資料８－１－①－19）。 

                                   資料８－１－①－18

 第１０章 施設・設備の使用 

（施設・設備の使用） 

第29条 学生及びその団体が，本校の施設・設備を利用しようとする場合には，その目的，施設・設

備の名称等を記載した施設・設備使用許可願（第15号様式）を校長に提出し，その許可を受けなけ

ればならない。ただし，日常その使用を認められた施設・設備についてはこの限りではない。 

   第１５号様式（略）（学生準則） 

（出典 釧路工業高等専門学校学生準則）

 

                                  資料８－１－①－19

       利用記録簿 

NO 月日 学年・学科・利用者名 使用目的 入室時間 退出時間 備 考 

       

       

       

       

                                  （出典 学生課資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

施設配置図及び概要から，本校における教育にふさわしい施設・設備は整っている。低学年棟の

新築，改修により教室面積，設備等は改善・充実しており，有効に活用されている。教室・実験室・

研究室の利用は利用細則により適切に管理されており，学生の利用に十分なものである。実験研究設

備は予算獲得等により順次整備されているが，更新時期については配慮が必要である。語学演習室は

利用率が低く，有効活用について早急な検討が必要である。情報処理センタ－，図書館等の共同利用

施設は教育目的に沿って十分な機器・蔵書を有しており，学生の時間外利用への体制も整っており，

利用率が高い。以上から，本校の施設・設備は十分に整備され，十分に有効活用されている。 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニ－ズを満たす情報ネットワ－クが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の学内ネットワ－ク整備状況を示す(資料８－１－②－１)。 
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                                    資料８－１－②－１

       学内ネットワーク整備状況（前出資料８－１－①―４） 

                       （出典 平成１７年度 学校要覧３０頁）

 

学内はギガビットネットワ－クで接続され，各教室・実験室・研究室情報コンセントを備え，さ

らに無線ＬＡＮの利用も可能である。学内においてネットワ－クに接続する端末はすべて情報処理セ

ンタ－への登録が義務付けられており，平成１７年５月現在で８２６台の端末が接続されている。プ

ログラム演習室の端末を加えると，１０００台弱の端末が接続されている(資料８－１－②－２)。さ

らに，学内ネットワ－クは学生寮にも敷設されており，寮生の学習利用に供している。学内ネットワ

－クは情報処理センタ－委員会が統括的な管理運営を行っている(資料８－１－②－３)。 

 

                                  資料８－１－②－２

  パソコン等接続状況（2005．5） 

機械工学科   ５７台 

電気工学科   ８８台 

電子工学科  １０２台 

情報工学科  ２３５台 

建築学科  １２８台 

一般教科   ４８台 

事務部   ６６台 

情報処理センタ－   １０台 

ＬＬ教室    ４９台 

テクノセンタ－    ４３台 

      合  計   ８２６台 

 

（出典 情報処理センタ－資料）

 

                                  資料８－１－②－３

 （設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報処理教育及び電子計算機 

 システムの利用を円滑にすると共に、教育、研究及び事務等に関する情報処理の高度化を図る 

 ため、本校に情報処理センタ－（以下「センタ－」）を置く。 

 （業務） 

第２条 センタ－は、次に掲げる業務を行う。 

一 センタ－の管理、運営に関すること。 

 二 電子計算機（以下「電算機」という。）による情報処理教育の実施に関すること。 

 三 電算機による研究に関すること。 

 四 教育、研究及び事務等の情報処理に関する調査、研究、企画立案及び啓蒙に関すること。 

 五 校内の情報ネットワ－クの構築及び管理・運営に関すること。 
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 六 校内・外の情報ネットワ－クの連絡・調整に関すること。 

 七 総合的情報処理化に関すること。 

 八 センタ－の事務に関すること。 

 九 その他電算機及び情報処理に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校情報処理センタ－規程） 

 

セキュリティポリシ－は現在作成中である。セキュリティシステムの概要は（資料８－１－②－

４）に示すとおり，十分な対策を施している。 

                                   資料８－１－②－４

セキュリティシステムの概要 

・ 対外接続のセキュリティ（ファイアウォ－ル） 

・ 対外接続のセキュリティ（アプリケ－ションゲ－トウェイ） 

・ ＶＬＡＮにおける各学科等サブネットのセキュリティ確保 

・ ＤＨＣＰによるネットワ－クホストの接続手順の管理 

・ メ－ルサ－バによるウィルス対策 

・ ＬＤＡＰ認証によるユ－ザ情報の管理 

・ IEEEE802．1Xによるリモ－トアクセスの認証管理 

・ ＭＡＣアドレス監視による不正アクセスの制御 

・ ＮＥＴＬｏｇｉｎ機能による講義室ＬＡＮの接続手続きの管理 

（出典 情報処理センタ－資料）

情報ネットワ－クの管理はネットワ－ク専門委員会が行い，その業務には，学生に対するネット

ワ－ク講習会や情報倫理教育の実施も含まれている（資料８－１－②－５）。 

                                   資料８－１－②－５

  （趣旨） 

第１条 この規程は釧路工業高等専門学校情報処理センタ－委員会規程第条８条第２項の規定に基 

づき、釧路工業高等専門学校情報処理センタ－委員会ネットワ－ク専門委員会（以下「委員会」 

という。）の組織運営について定める。 

 （任務） 

第２条 委員会は、次の各号に定める事項について、審議及び調査検討を行う。 

 一 情報処理に関する事項 

 二 校内の情報ネットワ－クの構築、管理、運営及び技術的支援に関する事項 

 三 校内・外の情報ネットワ－クの連絡調整に関する事項 

 四 その他情報ネットワ－ク及び電子計算機に関する事項 

（出典 釧路工業高等専門学校情報処理センタ－委員会ネットワ－ク専門委員会規程）

情報倫理教育として，コンピュ－タリテラシ－を全学科の１学年に対して正規科目として実施し

ている(資料８－１－②－６)。 
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                                   資料８－１－②－６
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                                  （出典 シラバス）
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ネットワ－ク講習会は随時行っている(資料８－１－②－７)。学内ネットワ－ク利用規則は情報

処理センタ－利用細則として規定されている(資料８－１－②－８)。 

                                  資料８－１－②－７

（講習会の実施状況について） 

ネットワ－ク講習会は要望により随時行っているが、今年度は専攻科（建設生産・電子情報） 

１年と機械工学科２年がネットワ－ク講習を実施している。 

コンピュ－タリテラシ導入後、授業の中でネットワ－ク講習の内容を実施しており今年度は情 

報工学科１年と建築学科１年が講習済み。 

残りの機械・電気・電子工学科１年はこれから授業の中で実施される予定。 

（講習会資料について） 

ネットワ－ク講習会では以下のコンテンツを利用して実施している。 

情報処理センタ－ユ－ザのペ－ジ 

http://sers.cc2.kushiro－ct.ac.jp/ 

情報処理センタ－プログラミング演習室のペ－ジ 

http://fs1.cc.kushiro－ct.ac.jp/ 

情報処理センタ－利用細則 

http://sers.cc2.kushiro－ct.ac.jp/kiyaku/saisoku.html 

ネット社会の歩き方IPA,CEC 

http://www.info.kushiro－ct.ac.jp/Gaku－unit－v203k/MOKUJI_k/mokuji_zenko.html 

インタ－ネットのル－ルとマナ－ 

http://www.netkun.com/manners/index.html 

情報モラルに関する基礎知識(動画) 

http://fs1.cc.kushiro－ct.ac.jp/literacy/index.html 

利用申請(2005年度) 

https://ipc21.gcc.kushiro－ct.ac.jp/ADM/sinsei.php 

（年度毎ネットワ－ク利用申請が必要 各学生がネットワ－ク利用について再認識） 

                            （出典 情報処理センタ－資料）
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資料８－１－②－８ 

（趣旨） 

第１条 この細則は、釧路工業高等専門学校情報処理センター規程第７条の規定に基づき、釧路工

業高等専門学校情報処理センター（以下「センター」という。）及びセンター外ネットワークサ

ービスの利用に関し、必要な事項を定める。 

（利用者の範囲） 

第２条 センターを利用できる者は、次のとおりとする。 

一 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）の職員 

二 本校の学生で、指導教官を経て、情報処理センター長（以下「センター長」という。）が許

可した者 

三 本校の教官を研究代表者として行われる共同研究の研究分担者 

四 その他センター長が許可した者 

（利用手続き） 

第３条 センターを利用しようとする者（以下「利用者」という。）は、あらかじめ所定の「利用

申込書」をセンター長に提出し、許可を受けるとともに、センターの機器に対する利用ＩＤとパ

スワードの交付を受けなければならない。 

（利用日及び利用時間） 

第４条 センター内に設置されている機器の利用日及び利用時間は、次の各号に掲げる日を除く、

８時30分から17 時までとする。ただし、情報ネットワークの利用日及び利用時間は、制限を設け

ないものとする。 

一 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23 年法律第178 号）に規定する休日 

二 12 月28 日から翌年１月４日まで 

２ 前項に定める利用時間以外に利用しようとする者は、あらかじめ所定の「時間外利用申込書」を

センター長に提出し、許可を受けなければならない。 

３ 保守点検、故障修理及びその他センター長が必要と認めた場合は、利用日時を制限し、又は延長

することがある。 

（情報発信の利用） 

第５条 利用者は、交付を受けた利用ＩＤを用いてセンターにおいて、センターが提供するメール

／ニュースサーバ、ＷＷＷ／ＦＴＰサーバを用いて電子メール、ニュースグループ及びＷＷＷ等

によるネットワークサービスを利用することができる。 

２ 学科、事務部及び学寮等（以下「各学科等」という。）が管理する機器を用いて情報ネットワー

クを通して、情報発信を行う者（以下「センター外ネットワークサービス利用者」という。）

は、当該設備を管理する責任者の許可を受けなければならない。 

３ センター長は各学科等のネットワークに対して、ＩＰアドレスの発行及びドメインネームサーバ

ヘの登録等のネットワーク管理業務を各学科等のネットワーク専門委員会委員（以下「委員」と

いう。）に委譲する。委譲されたネットワークについては、センターの利用規定に反しない範囲

で各学科等の独自の運用を行うことができる。各学科等の委員は、各学科等のネットワークを掌

握し、センターへの相互接続のための調整を行う。 

（遵守事項） 
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第６条 利用者及びセンター外ネットワークサービス利用者は、次の事項を遵守しなければならな

い。 

一 教育、研究、事務及び職員・学生の福利厚生等に資することを目的に利用すること。 

二 電子計算機システム及び情報ネットワークシステムの健全な維持・管理に努めて利用するこ

と。 

三 センター長の指示に従うほか、別に定める「釧路工業高等専門学校情報処理センター利用手

引」に基づき利用すること。 

２ 利用者は、学内で実施するネットワーク講習会を受講するものとする。 

（禁止事項） 

第７条 利用者及びセンター外ネットワークサービス利用者は、次の事項を行ってはならない。 

一 利用の許可を受けていない者に利用させること。 

二 営利を目的として利用すること。 

三 著作権を侵害するとみなされる行為 

四 データベース著作権者等の定める使用条件に違反すること。 

五 他人の名誉及びプライバシーを侵害するとみなされる行為 

六 公序良俗に反する情報を流布すること。 

七 その他センター長が禁止する事項 

（利用許可の取消） 

第８条 センター長は、利用者が前条の規定に違反した場合は、その許可を取り消し、又は利用を

中止させることができる。 

２ センター長は、センター外ネットワークサービス利用者が前条の規定に違反し、又は違反するお

それのある場合は、該当設備に属するネットワークのセンターへの接続を中止させることができ

る。 

（損害賠償の義務） 

第９条 利用者が、その責に帰すべき事由によりセンターの施設、設備、備品等を滅失し、若しく

は損傷し、本校に損害を与えた場合は、これを賠償するものとする。 

（費用の負担） 

第10 条利用者は、次の各号に定める区分により、利用に必要な経費を負担するものとする。 

一 第２条第１号及び第２号の定める利用者センター長の報告により、会計課において校費の振

替えをもって処理する。 

二 第２条第３号に定める利用者研究代表教官の負担とする。 

三 第２条第４号に定める利用者別に定める料金を前納しなければならない。 

 

（出典 釧路工業高等専門学校情報処理センター利用細則） 

 

学生はネットワ－ク講習会を受講し，利用ＩＤとパスワ－ドの交付を受けなければ学内ネットワ

－クを利用できない。プログラミング演習室利用時間割から，２つの演習室を合わせた利用率は６７．

５％（校時換算）に上っており，非常に高い（資料８－１－②－９）。 
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資料８－１－②－９

 平成１７年度前期の情報処理センタ－時間割（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

                                （出典 本校ウェブサイト）

さらに，情報工学科では，教育の性質上，学科内に独自の演習室を設けており，教育におけるネ

ットワ－ク利用率はさらに高いと考えられる。自主学習等の時間外利用についても，利用率資料から

学生が活用していることがわかる(資料８－１－②－10)。 

資料８－１－②－10

情報処理センタ－（プログラミング演習室）利用状況（自習時間）（前出資料７－１－②－３） 

（出典 情報処理センタ－資料）

マイクロソフトキャンパスアグリ－メント契約を締結しており，学校関係者全員の利用が可能と

なるようなシステムを採用し，学生・教職員に便宜を図っている(資料８－１－②－11)。 

資料８－１－②－11

   

（出典 マイクロソフトキャンパスアグリ－メント契約書） 
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（分析結果とその根拠理由）  

設備，管理体制，利用規則は十分に整備されており，学生の利用率が高く，十分に活用されてい

る。セキュリティシステムが確立しており，学内ネットワ－クの安全性は高い。情報倫理教育がすべ

ての学生を対象に実施されており，また，ネットワ－ク講習会受講とＩＤ及びパスワ－ド交付を条件

とするネットワ－ク利用許可の体制をとっていることから，学生のネットワ－ク利用について，倫理，

セキュリティ両面での教育及び管理が十分に行われている。さらに，基本ソフトウェアを学校関係者

全員で利用できる体制を整えるなど，ネットワ－ク利用促進の体制作りが行われている。 

以上から，本校の情報ネットワ－クは十分なセキュリティ管理の下で優れた整備・活用状況にある。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

専門分野ばかりではなく，一般教養も含めて約88,000件蔵書しており，教養教育，専門教育及び

研究に必要な資料を十分に備えている（資料８－２－①－１）。 

資料８－２－①－１

       図書館の蔵書を示す箇所（http://www.kushiro－ct.ac.jp/） 

 

                              （出典 本校ウェブサイト）

 

特に，工学専門図書の蔵書は道東地区最大であり，一般開放を行って地域の要望に応えている。

なお，所蔵図書はすべて日本十進分類法により適切に分類され，開架閲覧方式により学生・教職員及

び一般利用者に供している。図書館の運営は図書館委員会が行い(資料８－２－①－２)，蔵書充実の

ための予算配分を管理している。 

資料８－２－①－２

 （設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に図書館委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は，校長の諮問機関として，本校の図書館の管理，運営並びに研究紀要の発行に関

する事項を審議する。 

 （審議事項） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

 一 図書館の運営に関すること。 

 二 学生の図書の選択に関すること。 

 三 研究紀要の編集及び発行に関し必要なこと。 

 四 その他図書館に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校図書館委員会規程）

 

蔵書充実は，各学科の要望を主として決定するが，他に全学への一般募集，校長裁量経費の獲得
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による専攻科用図書整備等は図書館委員会が主導する(資料８－２－①－３)。 

資料８－２－①－３

１． 報告事項 

１） 校長裁量経費採択結果について 

    情報資料係長から，資料１に基づき，すべて減額されることなく採択された旨報告が

あった。 

（略） 

 

＜資料 １＞  （抜粋） 

校長裁量経費採択結果について 

○ 今年度の申請 

１ 学生用図書の充実 図書館主事 60万円 

２ 専攻科生研究用図書の整備 専攻科長 60万円 

３ IEEEコンソ－シアム契約代金 情報資料係長，神谷教官 85万円 

（４ ScienceDirect契約代金 神谷教官 20万円） 

・すべて減額なしで採択 

   ・IEEEコンソ－シアムは今年度契約し，来年度からの利用となる 

   ・ScienceDirectコンソ－シアムは来年度も継続して契約，利用する。 

（出典 平成１６年９月１６日 図書委員会議事要録）

閲覧室への入室者数，貸し出し冊数の統計資料を(資料８－２－①－４)に示す。 

                               資料８－２－①－４

    図書館利用統計（平成１６年４月～１１月）の掲載箇所（前出資料７－１－②－２） 

（出典 平成１７年１月発行 図書館だより第２８号）

 

全学生の約２５％が１日に１度は図書館を訪れている。また，年間に学生一人10冊以上の貸出を

受けている。利用促進へ向けての取組の第一として，新入生図書館利用ガイダンスを行い(資料８－

２－①－５)，入学直後に利用について説明することにより，学生の図書館利用意識を高めている。 

 

資料８－２－①－５

平成 17 年度 図書館オリエンテ－ション実施計画 

1. 日時  平成 17 年 4 月 11 日（月） （3－4 時限；10：35～12：10） 

2. 場所・実施単位時間・実施内容 

① 視聴覚室 30 分 図書館利用全般について 

• 図書館主事から 

• 読書指導教員から 

② 閲覧室 30 分 図書館の具体的な利用方法について説明及び見学 

• 情報資料係長から 

3. 実施単位人数・回数 100 名ずつくらいになるように二回に分け、入替え制 

4. 時間割 
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学 科 担 任 人 数 時 間・場 所 

学 科   10:45－  11:30－機械工学科 林 幸利 40 名

電気工学科 浦家淳博 41 名

21 名

102 名 視聴覚室 閲覧室 

電子工学科 加藤 隆 
20 名

情報工学科 田村聡子 41 名

建築学科 森 太郎 41 名

移
動
（1

5
分
） 

＊計 204 名（留年生を含む） 

5. 説明資料  図書館利用案内、図書館だより 

☆専攻科学生に向けて（H17 年度） 

電子情報システム工学専攻（ 7 名） 

建設・生産システム工学専攻（ 7 名） 

外部からの入学はなし 

＊昨年度は．入学式翌日、オリエンテ－ションを行った後、外部からの入学生のみ施設案内あり 

その図書館見学の際に、簡単に利用案内をした 

（出典 平成１７年度 １学年担任会議資料）

 

第二に，読書指導教員の任命（資料８－２－①－６），読書レポ－トコンク－ルの開催，教員か

らの図書推薦等をまとめた図書館だよりを発行している(資料８－２－①－７)。 

資料８－２－①－６

第10章 図  書 

 （読書指導） 

第５条 図書館には，学生からの相談に応じ，助言のための読書指導教員を置く。 

（出典  釧路工業高等専門学校図書館規程）

 

資料８－２－①－７

     読書レポ－トコンク－ルの開催及び教員からの図書推薦の掲載箇所 
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（出典 平成１７年１月発行 図書館だより第２８号）

 

また，一般開放は，パンフレットを作成・配布し利用促進を図っている(資料８－２－①－８)。 

資料８－２－①－８

     

（出典 ２００５年度版 図書館利用案内）

 

第三の取組は，学生の意識を高めるための「ブックハンティング」の実施である。受入図書の決

定について，学生の意見を集約するための取組として実施している(資料８－２－①－９)。 

資料８－２－①－９

 ＜資料２＞ 

ブックハンティング実施報告 

日 時 ６月２８日（月）１５：４０～ 

行き先 コ－チャンフォ－釧路店 

交通手段 高専バス 

引率  片岡先生（読書指導教員），横井（情報資料係長），中島（情報資料係員） 

参加人数 学生１４名（既参加者１２名，初参加者２名） 

＊ ２名欠席，１名当日参加 

（出典 平成１６年７月２２日 図書館委員会資料）

 

その他の取組として，学内ＬＡＮ経由での蔵書検索が可能であり，１６年から電子ジャ－ナルを

導入した(資料８－２－①－10、８－２－11)。 

資料８－２－①－10
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（出典 平成１７年１月発行 図書館だより第２８号）

 

資料８－２－①－11

◎審議事項 

 ３．図書館電子ジャ－ナル・デ－タベ－ス利用説明会実施計画について 

    庶務課長から、資料10に基づき卒業研究指導の一環として、毎年継続的に実施したい旨説

明があり、審議の結果了承された。 

    なお、専攻科長から、学生も担当教員を通して、又は私費により文献複写申込が可能であ

ることを周知してほしい旨発言があった。 

 ＜資料10＞ 

図書館電子ジャ－ナル・デ－タベ－ス利用説明会実施計画について 

○ 説明会実施計画 

I. 平成17 年度 

1. 日時7 月12 日（火）9 時間目（16：20～17：05） 

2. 場所大講義室 

3. 対象学生5 年生（全員）、専攻科生（全員） 

4. 講師情報資料係長 

5. 内容ノ－トパソコン、プロジェクタを使用し、図書館ホ－ムペ－ジより各電子ジャ－ナル・

デ－タベ－スを紹介する 

6. 配付資料各電子ジャ－ナル・デ－タベ－ス紹介パンフレット、画面コピ－など 

＊ 同時アクセス制限があること、大勢使用するとネットワ－クが混雑し、スム－ズな説明で

きなくなることが考えられることから、学生がコンピュ－タを使用しての説明はしない。 
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＊ より詳細に聞きたい人、実際に使ってみたい人には随時図書館へ来てもらうことをアナウ

ンスする。 

II. 平成18 年度以降 

・新5 年生、外部からの専攻科新入生向けに、卒業研究第一回目（年度当初）の最終コマを利

用して説明会を開催する 

・開催方法、内容は平成17 年度と同様とする 

【背景】ＪＡＢＥＥ第8 小委員会報告 

学生支援システムの構築 

Ｃ ．研究支援に関して 

・デ－タベ－ス検索手引書を作成すること 

・デ－タベ－ス検索のための講習会を、年度当初に実施すること 

・デ－タベ－ス検索を学生が利用できることを周知すること 

○『図書館だより』第28 号（2005.1.20 発行）において案内、簡単な手引書作成済、学生周知

済 

○講習会は未実施 

（出典 平成１７年６月３０日 運営会議議事要録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育研究に必要な図書，学術雑誌，視聴覚資料等は十分に整備されている。管理運営体制は整っ

ており，新規図書の受入，利用促進の取組等について系統的・積極的な運営がなされている。図書館

を利用する学生の人数，貸し出し図書数は十分であり，学生が図書館を有効に活用している。 

以上から，教育研究上必要な資料が十分系統的に整備され，十分有効に活用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

• 施設のうち，低学年棟の新築，校舎改修により教室の狭隘が解消され，学習環境が整っている。

また，全教室にＡＶ機器が整備されおり，授業方法改善に役立っている。 

• 情報ネットワ－クが整備されており，セキュリティ対策が十分に施されている。また，学生へ

の情報倫理教育，セキュリティ教育が確実に行われている。 

• 学内ＬＡＮ経由での蔵書検索が可能であり，蔵書資料の電子情報資料化への対応が進んでいる。 

• 利用促進の取組として，継続的なブックハンティングの実施により，学生の参加を促している。 

（改善を要する点）  

• 語学演習室，地域共同テクノセンタ－の利用率は十分とはいえない。今後，利用率の向上，有

効利用の方策の策定が望まれる。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

低学年棟の新築，実験棟の改修により施設は十分に整備されている。専攻科棟は今年度内の竣工

が決まっており，これにより一層の充実が図られる．設備は順次整備・充実が図られており，有効に

活用されている。しかし，科学技術の急速な発展に対して，実験設備の改善状況には不十分な点があ

る。語学演習室，地域共同利用センタ－は一層の有効利用が望まれる。学内ネットワ－クは十分に整



釧路工業高等専門学校 基準８ 

-427- 

 

備され，接続されるすべてのコンピュ－タ及び学生・教職員のネットワ－ク利用の管理体制が確実に

機能している。２つの演習室が整備され，これらは授業，放課後ともに十分に活用されている。マイ

クロソフトとのキャンパスアグリ－メント契約により，学生及び教職員は基本ソフトウェアを自由に

利用できる体制をとり，コンピュ－タ利用の促進を図っている。なお，セキュリティポリシ－につい

ては策定中である。図書館は一般図書，学術図書，学術雑誌，視聴覚資料などが適切に整備・分類さ

れ，学内ネットワ－クを利用した電子図書検索システムが稼動している。また，電子ジャ－ナルの利

用が可能であり，教育研究に活用されている。一般開放，時間外利用の促進も行われている。さらに，

ブックハンティングにより蔵書に学生の希望を取り入れる活動を行っている。 

以上のとおり，施設・設備の整備・活用状況，学内ネットワ－クの整備・管理及び活用状況，図

書館の蔵書及び視聴覚資料，図書検索及び電子ジャ－ナル整備状況等を総合的に判断すると，教育課

程の実現に必要な施設設備は学生・教職員の利用のために十分に整備され，機能している。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について、教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され、評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

平成１６年度前期中間試験からすべての科目について、答案保管を始めている（資料９－１－①

－１）。 

 

資料９－１－①－１ 

《教務主事から答案保管に関する全教員あてメール》 

----- Original Message -----  

From: "T.Miyazawa" < > 

To: "tstaff" < > 

Cc: "的野裕司" < >; "栗原学生課長" 

< > 

Sent: Wednesday, May 19, 2004 10:17 AM 

Subject: 中間試験答案の保管について 

> 教員各位                               

>   教務主事 

>  過日の教務委員会において6月中間試験答案の保管に関して下記のように 

> 議事録に記載されています。 

> 以下議事録関連部分 

> ========================================================================= 

> ＪＡＢＥＥ認定に必要な答案（成績評価資料）の保管を，前期中間試験より各 

> 教員に保管願いたいこと，また電子化したものを保管するのか現物を保管するの 

> かなど 具体的な保管方法については今後さらに検討していくこととし，とりあ 

えず前期中間試験についてはコピーを保管してもらいたい旨，要請があった。 

> なお保管場所については今後検討していきたい旨委員長から発言があり，審議の 

> 結果，了承された。 

> ====================================================================== 

> その後、中間試験以外の小テストの保管、レポートの保管などについての問い合わ 

せがありますので、次のように対応してください。 

>> JABEE対応の成績評価資料の保管は、今年度前期末分からですが、シラバス等 

> に記載した成績評価方法に4回の定期試験の平均○○％、レポート○○％など 

> としてある場合、これらの評価資料は原則的に保管しなければならないと 

> 考えています。これらの保管方法は現在電子化の方向で検討中ですが、まだ 

> 保管方法の詳細は決まっていません。前期末までには検討・提案いたします。 

>> また、本科3年以下についても、認証評価としての教育点検があって、 

> 成績評価の根拠が明白であるような資料の提示が必要になると考えています。 
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> そのためJABEEほど厳密ではないにせよ、成績評価方法・資料の保管は今後考えて 

いかなければなりません。 

> そのための準備として全学年中間試験答案の保管をお願いしております。 

> 従って、小テスト、レポート等の保管も今後の課題です。 

> 現在はまだ、これらの保管は教務としてお願いしておりません。 

> 採点された評価点のデータだけでよいと思います。 

>> 以上。 

>> ******************************************************** 

>   宮澤 武（Takeshi Miyazawa） 

> 勤務先：釧路工業高等専門学校 機械工学科 

>     TEL  ：0154-57-7290 

> FAX  ：0154-57-5360 

> 住所 ：〒084-0916 釧路市大楽毛西2丁目32-1 

> E-Mail：  

> ****************************************************** 

（出典 教務主事発信メール） 

 

 

 

学生の出欠状況、定期試験の成績、学年末の卒業・修了認定等の関係資料は教務委員会が所管し、

学生課教務係において収集保管される（資料９－１－①－２）。 

 

資料９－１－①－２ 

 

            学生指導要録，最終学業成績一覧表 

             （現地での閲覧資料を参照） 

 

 

 

なお、本校では「教務事務システム」として、教務に関する情報を Web により操作するシステム

を整備し、作業の効率化を推進している。教務事務システムにより、本校の教育活動に関する基本的

データはすべて自動保管されている（資料９－１－①－３）（資料９－１－①－４）。 
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資料９－１－①－３

（出典 釧路工業高等専門学校教務事務システム）

 

資料９－１－①－４ 
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（出典 学生課資料） 

学生の福利厚生、課外活動等に関する事項は学生委員会が、また、教育寮に関する事項は寮務委員

会が、その他教育に関する情報は本校の各委員会が分担し、これに関するデータは学生課担当係が 

収集・保管している（資料９－１－①－５）。 

資料９－１－①－５

（学生係） 

第21 条 学生係においては、次の事務を分掌する。 

(1) 学生の課外活動に関すること。 

(2) 学生及び学生団体の指導に関すること。 

(3) 学生の掲示、集会及び印刷物に関すること。 

(4) 奨学生及び奨学金に関すること。 

(5) 授業料、入学料及び寄宿料の減免猶予に関すること。 

(6) 学生の福利施設の管理運営に関すること。 

(7) 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

(8) 学生旅客割引証及び通学証明書に関すること。 
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(9) 日本スポーツ振興センター及び学生傷害保険に関すること。 

(10) 学生の賞罰に関すること。 

(11) その他他の係に属しない学生課所掌事務を処理すること。 

（略） 

（寮務係） 

第23 条 寮務係においては、次の事務を分掌する。 

(1) 学寮の管理及び運営に関すること。 

(2) 学生の入寮及び退寮に関すること。 

(3) 寮生の給食及び栄養管理に関すること。 

(4) 寮費に関すること。 

(5) 寮生の福利厚生に関すること。 

(6) 寮生の健康管理に関すること。 

(7) 学寮宿日直勤務に関すること。 

(8) 外国人留学生に関すること。 

(9) その他学寮に関する事務を処理すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程）

以上のとおり、本校においては教育の状況、教育活動の実態を示すデータや資料は事務組織の管理

のもとで収集・蓄積されており、教務委員会ほか各委員会における審議資料という形で日常的に提供

されるシステムが機能している。 

本校では、自己点検・評価を単独の目的とした委員会等の設置はしていない。しかし、教育に関す

る計画を審議し、また教育の実態を自己点検評価する機能は、運営会議の下、各種委員会がそれぞれ

の所管事項について審議することで行われていると位置づけている（資料９－１－①－６）。 

資料９－１－①－６

         運営会議が「評価」を統括することを示す資料 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という）に運営会議（以下「会議」という。）を置

く。 

（目的） 

第２条 会議は、校長の諮問に応じ、教育研究その他本校の管理運営に関する重要事項を審議し、

校務の円滑な運営を図るものとする。 

（審議事項） 

第３条会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。（教育に関することの抜粋） 

二 本校の教育、研究上の目的を達成するための基本的な計画に関すること。 

五 自己点検評価・外部評価に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校運営会議規程）

また、平成１８年度に予定している JABEE 認定に向けた取組は自己点検・評価と改善の重要な取

組である。JABEE の取組は、運営会議の審議を経て設置された JABEE 準備ワーキンググループと

JABEE 認定に向けた８つの小委員会が自己点検・評価活動と改善のための提言を行い、それを運営会

議や教務委員会を初めとした各委員会が実現していくというシステムを構築し、進められている（資
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料９－１－①－７）（資料９－１－①－８）（資料９－１－①－９）。 

資料９－１－①－７ 

JABEE 認定への取組が自己点検・評価活動として位置づけられることを示す資料（その１） 

２．教育改善のためのスパイラルアップシステムの構築について 

校長から，標記の件について資料３に基づき提案があり，ＪＡＢＥＥ準備ＷＧによる自己評価

により抽出された課題に対し「課題ごとに問題解決の方策を立案するための，小委員会を必要数

設置することとなった。この小委員会組織は，全教職員の参加意識と問題解決の効率性を図ると

いう意味があり，また小委員会の立案する方策を実現する過程と今後計画される「評価委員会」

や「学習・教育レビュー室」等と相まって，全体として本校のＰＤＣＡサイクルを構成する重要

な要素となる旨の説明があった。なお，最初にＪＡＢＥＥ準備ＷＧメンバーを中心とする第１小

委員会を立ち上げ，第２小委員会以下の各小委員会のミッションや設置数等について早急に検討

することとした。 

（出典 平成１６年６月２８日運営会議議事要録）

 

資料９－１－①－８ 

JABEE 認定への取組が自己点検・評価活動として位置づけられることを示す資料（その２） 
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（出典 平成１６年６月２８日運営会議配布資料）

 

資料９－１－①－９ 

JABEE認定への取組が自己点検・評価活動として位置づけられることを示す資料（その３） 

 J A B E E 情 報 

JABEEワーキンググループ議事概要 

   ・ 平成17年度第2回 Ｈ１７．5． 9（月） 

   ・ 平成17年度第1回 Ｈ１７．４．２１（木）  

   ・ 第６回 Ｈ１６． ６．１７（木） 

   ・ 第５回 Ｈ１６． ５．２８（金） 

   ・ 第４回 H１６． ４．１６（金） 

   ・ 第３回 H１６． ３． ４（木）～２２（月） 

   ・ 第２回 H１５．１２．１８（木） 

   ・ 第１回 Ｈ１５．１１．１１（火） 

ＪＡＢＥＥ認定に向けての小委員会 

１．活動の結果報告 

第１小委員会 ＪＡＢＥＥ認定に向けての小委員会活動について（案）

第２小委員会 社会ニーズ調査と学習教育目標の設定・改善 

第３小委員会 進級・卒業・ＪＡＢＥＥプログラムへの入学と編入学 

第４小委員会 カリキュラムの設計 

第５小委員会 公表と周知 

第６小委員会 記録保存 
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第７小委員会 授業評価と改善 

第８小委員会 教育環境の整備 

 

２．各小委員会の記録 

第２小委員会  （社会ニーズ調査と学習教育目標の設定・改善） 

  第６回（平成１６年１１月１７日）  

  第５回（平成１６年１０月２７日）  

  第４回（平成１６年１０月１３日） 

  第３回（平成１６年９月２４日） 

  第２回（平成１６年９月１３日） 

  第１回（平成１６年８月12日）  

 

 第３小委員会 （進級・卒業・ＪＡＢＥＥプログラムへの入学と編入学）  

  第８回（平成１６年１１月１8日） 

  第７回（平成１６年１０月２５日）  

  第６回（平成１６年１０月１４日） 

  第５回（平成１６年９月２９日） 

  第４回（平成１６年９月１０日） 

  第３回（平成１６年９月１日）  

  第２回（平成１６年８月２３日）  

  第１回（平成１６年８月２０日）  

   

 第４小委員会 （カリキュラムの設計） 

  第８回（平成１６年１１月２２日）   

  第７回（平成１６年１１月１５日） 

  第６回（平成１６年１０月２９日）  

  第５回（平成１６年１０月１５日） 

  第４回（平成１６年９月２４日） 

  第３回（平成１６年９月１７日） 

  第２回（平成１６年９月１０日）  

  第１回（平成１６年８月２３日）  

   

 第５小委員会 （公表と周知）  

  第４回（平成１６年１１月１９日） 

  第３回（平成１６年１１月２日） 

  第２回（平成１６年９月１４日） 

  第１回（平成１６年８月１８日）  

   

 第６小委員会 （記録保存） 
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  第４回（平成１６年１１月１７日） 

  第３回（平成１６年１１月１１日） 

  第２回（平成１６年９月３日）  

  第１回（平成１６年８月16日）  

 

 第７小委員会 （授業評価と改善） 

  第７回（平成１６年１１月１２日） 

  第６回（平成１６年１１月５日）   

  第５回（平成１６年１０月１５日） 

  第４回（平成１６年１０月６日）  

  第３回（平成１６年９月２２日）  

  第２回（平成１６年９月１３日）  

  第１回（平成１６年９月３日）  

   

 第８小委員会 （教育環境の整備） 

  第10回（平成１７年５月３０日） 

  第９回（平成１７年５月２６日） 

  第８回（平成１７年２月１８日） 

  第７回（平成１６年１１月１６日） 

  第６回（平成１６年１１月８日）  

  第５回（平成１６年１０月２５日）  

  第４回（平成１６年１０月１４日） 

  第３回（平成１６年９月２１日）   

  第２回（平成１６年８月３１日）  

  第１回（平成１６年８月１７日）  

   

３。ＪＡＢＥＥ認定に向けての小委員会調整会議 

 

（出典 本校ウエブサイト学内向け 

 http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/kyoumu/jabee/mukete.htm） 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育の状況に関する資料は、各担当事務組織により十分に収集・蓄積されている。また、教務事務

システムを導入することで、教務データの収集・蓄積の効率化が推進されている。自己点検・評価の

みを目的とした委員会の設置はないが、運営会議において教育に関する計画、自己点検評価を審議し、

運営会議の下で各種委員会が教育に関する状況について審議することが明確に定められ、それぞれを

的確に実施する体制ができている。また、平成１８年度の JABEE 認定のための取組組織が設置され、

ここでの活動を、自己点検・評価と改善の取組と位置づけている。 

以上のことから、教育活動の実態を示すデータや資料は適切に収集・蓄積され、評価を適切に実施

できる体制は整備されている。 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば、授業評価、満足度評価、学習環境評価等が考えら
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れる。）が行なわれており、教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では平成１１年度より、学生による授業評価アンケートが毎年度末に１回（高専ではほとんど

の科目が１年間継続開講のため）すべての科目について実施されている（資料９－１－②－１）（資

料９－１－②－２）。 

資料９－１－②－１

関 係 教 員 各 位 

                                教 務 主 事 

 

平成１６年度「学生による授業評価アンケート調査」（通年・後期 

      科目分）の実施について（依頼） 

 

 標記の件について、別添のとおりアンケート用紙を配布しますので、「実施要領」に 

基づき調査の実施方よろしくお願いします。 

（出典 学生課資料）

 

資料９－１－②－２

教員名 宮澤　武

科目名 機械工作法Ⅰ ２年

平　均 自己評価 講義平均

Q1 シラバスは授業の目標、内容、評価方法を明快に示していた。 3.81 4 3.43

Q2 授業はシラバスに沿って行われていた。 3.83 4 3.42

Q3 教員の熱意が感じられた。 3.74 3 3.67

Q4 教員の話し方は（声の大きさと明瞭さ）聞き取りやすかった。 3.44 3 3.66

Q5 授業は良く工夫され、わかりやすかった。 3.33 3 3.34

Q6 プロジェクタ、ビデオ、プリント、教科書等補助教材の利用が適切で理解に役立った。 3.8 4 3.48

Q7 教員は効果的に学生の参加（発言、作業、私語・居眠りに対する注意など）を促した。 3.72 4 3.56

Q8 教員は学生の質問･発言等に明快に答えてくれた。 3.56 3 3.63

Q9 小テスト･演習･課題･定期試験の解説･添削は適切で理解に役立った｡ 3.43 4 3.42

Q10
この授業の難易度は適切であった。
　　5.適切　　4.ほぼ適切　　3.やさしい　　2.やや難しい　　1.難しい

3.14 4 3.19

Q11
この授業の試験点数(素点)は、小テスト･定期試験含めて100点満点で平均(　)であった｡
　　5.100～90点　　4.89～70点　　3.69～50点　　2.49～30点　　1.29点以下

3.5 3 3.38

Q12
この授業の理解の程度は(　)程度であった。
　　5.100%　　4.80%　　3.60%　　2.40%　　1.20%

3.25 3 3.18

Q13
この授業の自分の欠席率は(　)程度であった。
　　5.欠席なし　　4.5%以下　　3.5～10%　　2.10～20%　　1.20%以上

4.33 4 4.38

Q14 質問、発言、演習、宿題、予習などにより、あなたはこの授業に積極的に参加したと思いますか。 3.51 3 3.32

設　　　　　　　　　　問

（出典 学内向けウェブサイト）

これらアンケート結果は集計データとして各担当教員にフィードバックされ、各教員は授業改善レ
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ポートの作成及び教務委員会への提出が義務付けられている（資料９－１－②－３）。 

資料９－１－②－３

(6) 授業評価アンケートについて 

委員長から、先日配布したアンケートの集計結果に誤りがあったため後日配布し直してから、各教

員に改善策を６月末までに教務係へ提出していただきたい旨発言があり、審議の結果、了承された。

（出典 平成１６年５月１０日教務委員会議事概要）

学生の意見をよりよく聴取するために、教務委員会において設問内容を継続的に検討し、改定を重

ねながら授業評価アンケートを実施している（資料９－１－②－４）。 

資料９－１－②－４

（５）学生による授業評価アンケートについて 

委員長から、本年度もアンケート調査を行う旨の説明があり、審議の結果、了承された。 

なお、昨年度分アンケートに対する回答の公開方法及び本年度のアンケート項目については今後

検討していくことで、了承された。 

（出典 平成１５年４月２日教務委員会議事概要）

さらに、平成１７年度からは教育学習レビュー室の取組として、教務委員会に集約された授業改善

レポートを同室が内容を精査し、教員のヒアリング、優秀モデルの公開授業実施等によって教育改善

に反映するシステムを構築した（資料９－１－②－５）。 

資料９－１－②－５

（出典 平成１７年１月２６日臨時教員会議資料）

（分析結果とその根拠理由）  

学生の意見聴取は授業評価アンケートとして毎年度末すべての科目について実施されている。また、

その集計結果は各教員にフィードバックされ、教員による授業改善レポートに反映される。さらに、

教育学習レビュー室においてレポートの内容を精査し、教員のヒアリング等によって教育改善に反映

するシステムがある。  

以上から、学生の意見聴取は適切に実施されており、教育の状況に関する自己点検・評価に適切に

反映されている。  
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば、卒業（修了）生、就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が、教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では、平成１３年度に自己点検・評価、外部評価を行い、さらに、外部評価の提言に対する取

り組みを表明する形での自己点検・評価報告書を作成し、公表した（資料９－１－③－１）（資料９

－１－③－２）（資料９－１－③－３）。 

 

                              資料９－１－③－１

○平成１３年度実施の自己点検・評価報告書「釧路高専の現状と課題」 

      

 

（出典 報告書） 
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資料９－１－③－２ 

○平成１３年度実施の外部評価報告書 

 

                              （出典 報告書） 
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資料９－１－③－３ 

○平成１３年度実施の自己点検・評価報告書「外部評価の提言に対する取組」 

  
 

                               （出典 報告書） 
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平成１４年度より保護者による授業参観を実施，また，ＪＡＢＥＥ認定に向けた小委員会の取組と

して、第２小委員会において、在校生・卒業生及び就職先企業等を対象に社会ニーズ調査を実施中で

ある。本校卒業生の状況及び企業が求める教育等に関するアンケート調査を実施し、その調査結果を

基に、学習・教育目標に関する見直し・改定などを行う予定である。現在は、アンケートの回収を終

え、集計作業を行っているところである（資料９－１－③－４）（資料９－１－③－５）。 

 

資料９－１－③－４

平成１６年度保護者授業参観実施要領 

１ ． 目的 

１ ） 保護者に高専の授業に対する認識を深めてもらう。 

２ ） 授業公開による教官及び学生の緊張感を喚起し、FD の向上に資する。 

３ ） 参観保護者のアンケートに基づいて授業方法改善の契機とする。 

２ ． 実施要領 

１ ） 実施日： 平成１６年１１月６日（土）１～４時限目（特別時間割） 

２ ） 保護者への「授業参観のお知らせ」 

３ ） 当日受付にて 

・校長挨拶文の配布 

・「授業時間割」、 「教室一覧」及び「参観についてのお願い」の配布 

・アンケート用紙の配布 

・外来者のネームプレートの着用 

・講義内容に応じて、「授業に関する保護者へのメッセージ」＊（ フォーマット自由、 各教室５

～１０部程度準備）をＡ４版１枚程度にまとめたものを準備し、 講義室入口に置く。また、 入室

に抵抗の無いように、教室入口は開放とする。 

＊ ＜ メッセージの記載内容例＞ 

講師の名前、 所属、 担当教科、 担当部活顧問、この授業について知ってほしいこと（ 授業の方

針や目標、工夫している点など）を親しみやすい文章で説明。 

・原則としてすべての授業を参観対象とする。（ 実験、実習、製図及び演習等を含む。） 

・アンケート集計後、教務委員会において次回に向けての反省と検討を行う。 

（出典 平成１６年９月３日教務委員会議事概要）
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資料９－１－③－５
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  就職先企業等に対するアンケート 
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（出典 ＪＡＢＥＥ第２小委員会資料） 

平成１６年度には、外部の有識者から意見を聞くための組織として運得諮問委員会を設置した（資

料９－１－③－６）（資料９－１－③－７）（資料９－１－③－８）。 

資料９－１－③－６ 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，釧路工業高等専門学校運営諮問委員

会（以下「諮問委員会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 諮問委員会は，校長の諮問に応じ本校運営上の重要事項を審議し，校長に対し意見を述べ

る。 

２  校長は、諮問委員会からの意見を，本校の運営に反映させるものとする。 

（審議事項） 

第３条 諮問委員会は，次の各号に掲げる事項について，審議する。 

（１）教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する重要事項 

（２）教育研究活動等の状況について本校が行う評価に関する重要事項 

（３）その他本校の運営に関する重要事項 

（組織） 

第４条 諮問委員会は，本校の教職員以外の者で，高等専門学校に関し見識を有する者のうちか

ら，校長が委嘱する委員をもって組織する。 

（委員長） 

第５条 諮問委員会に委員長を置き，その委員長は委員の互選をもって充てる。 

２  委員長は，諮問委員会の会務を総理する。 

３  委員長に事故があるときは， あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２  前項の委員に欠員を生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（開催） 

第７条 諮問委員会は，委員長が招集し開催する。 

（委員以外の者の出席） 

第８条 諮問委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，意見又は説明を聴くこと

ができる。 

（審議状況の公表） 

第９条 校長は，諮問委員会の審議状況を，広く周知を図ることができる方法によって公表しなけ

ればならない。 

（事務） 

第10 条 諮問委員会の事務は，庶務課において処理する。 

（雑則） 

第11 条 この規則に定めるもののほか，諮問委員会の運営に関し必要な事項は，諮問委員会が定

める。 
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（出典 釧路工業高等専門学校運営諮問委員会規程） 

 

資料９－１－③－７ 

運営諮問委員会委員名簿 

（出典 別添学校要覧６頁） 

 

資料９－１－③－８ 

第１回運営諮問委員会の内容を示す資料 
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（出典 運営諮問委員会次第・説明資料・庶務課資料） 

 運営諮問委員会における提言は、運営会議での審議を経て、適切な委員会やJABEEの小委員会また

は新たに設置するワーキンググループに付託して自己評価に反映させ、対応を企画・立案し実施に移

すこととしている。第１回の同会議は本年２月に開催されており、現在はその記録を作成中である。 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

平成１３年度の自己点検・評価では、外部評価とその提言に対する取組を取りまとめ、改善に資す

ることができた。以降は、保護者による授業参観や JABEE の取組の一環として卒業生・就職先企業に

対するアンケート調査を実施し、その意見を取り込むための取組を行っている。運営諮問委員会を設

置し、有識者の意見を聴く仕組みを整備したが、現在はその取りまとめ最中で、自己点検・評価に反

映させるまでには至っていない。 

以上により、学外関係者の意見を教育の状況に関する自己点検・評価へ反映させる取組が行われて

いる。 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば、自己点検・評価、教員の教育活動に関する評価、学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上、改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され、教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では、運営会議の統括の下、各種委員会がそれぞれ分野ごとに責任を持って継続的な評価・改

善を行っている。 

教育学習レビュー室では、平成１７年度より教員相互の授業参観によって相互評価を行うシステ

ムを制定した。これにより、学生及び教員という異なる視点からの評価を総合して教育改善を行うシ

ステムを構築した。（資料９－１－④－１） 

資料９－１－④－１

授業公開実施要領 

平成１７年５月１２日

教育学習レビュー室第１部会

１．目的 

 ・学内で通常の授業を公開し、教員が互いに参観・評価し合うことで、それぞれの参考にし、

授業の質的向上をはかることを目的とする。 

２．参観者 

 ・本校教員及び技術職員 

３．実施期間 

 ・平成１７年５月１６日 ～ ２７日 

４．実施方法 

  ・全教員の全授業（卒業研究を除く）を公開する。 

 ・所属学科及び他学科の授業をそれぞれ１つ以上参観し、配布済みの「評価表」に記入し、学

生課教務係へ提出する。 

  ・教育学習レビュー室第１部会で評価表を集計し、結果を後日公開する。 

５．備考 

・授業公開は教育レビュー室第１部会において企画し、教務委員会主体で実施する。 

（出典 学内向けウェブサイト）
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 教育課程の見直しは教務委員会の所管事項である。平成１４年３月にまとめられた自己点検・評価

報告書「外部評価の提言に対する取組」（資料９－１－③－３参照）以降学科ごとにカリキュラム改

定努力が続けられている。外部評価による提言の内容と、これに対する現在の状況との関連を次に示

す（資料９－１－④－２）。（次頁） 
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資料９－１－④－２

提　言 学科名

各学科共通

機械工学科

電気工学科

電子工学科

情報工学科

建築学科

学科名 提　言 平成１３年度現在における対応及び改善策 平成１４年度からの対応及び今後の改善策

機械工学科

ロボット、メカ
トロニクス、コ
ンピュータ関
連科目の不
足

　コンピュータ関連科目も単位の観点からは、バランスが取
れていると考えているが、内容については今後も少しずつ見
直していく必要がある。特にコンピュータリテラシーが新年度
１学年に開講するので、今年度までの情報処理のシラバス
の変更が必要である。またロボット・メカトロニクスの充実に
関しては、従来の専任教官の専門分野や非常勤講師の確
保の困難さから直ちに対応できない。このために伝統的な分
野の科目も含めて、開講科目の思い切ったスクラップ・アン
ド・ビルドが必要である。中期的な視野でこれらの科目の導
入も含めて、機械工学科の教育体制と内容を刷新する予定
である。

・平成１４年度からソフトウェア関連科目として「コンピュータリ
テラシー」を１学年に開講。

・平成１７年度より、メカトロニクスの内容を４学年の「電気電子
工学」の中で実施している。

・ロボットの内容を１学年の実習の中に「ロボットの基礎」を
テーマ設定し実施している。

・平成１３年度に報告をしていなかったが、３学年の「工学実
験」の中で、メカトロ及びロボットの内容を実施している。

電気工学科
ソフト関連科
目の不足、カ
タカナ科目

　平成１４年度からソフトウェア関連科目として「コンピュータ
リテラシー」を１学年に開設するほか、ソフト関連科目の不足
については、現在「情報処理」の非常勤講師担当を電気工
学科専任教員の担当科目に変更し、他の科目との連携強化
をはかることを検討している。授業・実験実習・卒業研究など
における創意工夫で、ソフト関連科目の不足な面も補ってい
きたい。
　カタカナ科目についても、今後のカリキュラム編成過程の
中で検討する。

・平成１４年度からソフトウェア関連科目として「コンピュータリ
テラシー」を１学年に開講。

・平成１６年度から「情報処理」を電気工学科専任教員の担当
科目とし、実習時間を増やした。

・カタカナ科目は増えていないが、今後のカリキュラム編成過
程の中で検討し、必要に応じて科　目名の変更を行う。

電子工学科

カリキュラム
におけるソフト
ウェア科目の
不足

　ハードウェアとソフトウェアを総合した観点から全体のカリ
キュラムを構成しているので、現状においてもソフトウェア科
目が不足しているわけでないと考えるが、今後も時代の変化
に即応した内容展開などを検討し、より一層カリキュラムを
充実するように努力したい。

・社会のニーズに即応した教育を行えるよう、今後も一層カリ
キュラムを充実するように努力したい。

情報工学科
ハード関連科
目の不足

　情報工学科の学生として、コンピュータのハードウェアにさ
らに親しめるよう、第１学年入学時にコンピュータの部品セッ
ト（４万円程度）を全員に購入させ、自ら組み立て、学校の実
習を行える環境を作成させる実験を行う計画を立案してい
る。
　実験終了後は、学生が自宅に持ち帰り、ディスプレーを買
い足すことにより、学校での実験・実習・の復習などに使える
ようになり、情報の学生のハードウェアに対する興味を深め
られると考えている。
　また、平成１４年度第３年次の学生に履修させるコンピュー
タネットワークは、ソフトウェアとともに、ハードウェアが重要
な科目であり、ハードウェアを利用した実習も行われるので、
指摘に対する十分な改善を平成１４年度以降に実施できると
考えている。

・平成１４年度より、ハードウェアにさらに親しめるよう、１学年
入学時にコンピュータを購入させ、ハードウェアの組み立てと
OSソフトウェアのインストールを行わせることにより、ハード
ウェアの教育を行う。
・コンピュータネットワークの科目はソフトウェアとともにハード
ウェアが重要な科目であり、平成１４年度に３学年にコンピュー
タネットワークIを、H1５年度に４学年にコンピュータネットワーク
IIを新規に開講した。

対　　応　　策　　等

・前年度までは一年生の成績不振の学生に対して復習・補講を行っていたが、今年度より、復習と同時に前期末試験対策補
習も行う。
・今年度より、４学年の編入学生に対して夏季休業中に数学を中心とした補習を行う。

・平成１７年度から１学年に対して学科独自で数学の補習を実施している。

対　　応　　策　　等

・放課後、土日等に個別に補習・補講を行っている。
・学級担任が土日等にクラス全体で勉強会等を行っている。
・平成１７年度より毎週月曜日の８・９時限目にオフィスアワーを実施している。
・１学年学生に対し、数学の補講を行っている。

・毎年４月に機械工学科全学生に対しガイダンスを実施し、留年・退学者がでないように注意喚起を行っている。
・平成１５年度頃より年２回、クラス担任を交えて機械工学科の連絡会議を行い、情報交換を行っている。
・平成１６年度よりオフィスアワーを実施している。

・編入学生に対し、補講・補習を行っている。

シラバスに毎週実施する授
業内容までは不要

提　　　　　　　言

・平成１７年度より２・３学年学生に対し、数学の補講を行っている。

留年退学者
の減少策（ス
トレート卒業
者の向上）

シラバスに成績評価の仕方
を明記すべき

シラバスに授業の目的と期
待される効果の項を充実

・「授業の目的と期待される効果」の項を、「授業の目標と概要」と「到達目標」の２つの項に分け、より一層充実した内容を記
載できるようにした。

・毎週実施する概要・内容欄を、４半期ごとに実施する項目、それに対する達成目標に止め簡略化を図った。

・成績評価の方法は記載されていたが、提言後は定期試験・レポート・演習問題等の評価割合などを詳しく明記することとし
た。

（出典 本自己評価のための作成資料）
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 また、現在本校では、JABEE認定のための小委員会による自己点検・評価に基づき、種々の教育

システムの見直し・改訂を行っているところである。これにより、たとえばTOEICスコア目標の設

定、JABEE認定のためのカリキュラム改定に伴う新科目（中国文化・韓国文化）の開講など、教育

課程や教育方法の改善が行われている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教員相互の授業参観が行われ、相互評価を行うことにより教育改善が行われている。これらは、改

善のシステムとして定着し、整備されている。教育課程の見直しは自己点検・評価に基づき、毎年度

継続的に行われている。さらに、現在は、JABEE 受審に関連して、JABEE 認定に向けての小委員会の

取組として自己点検・評価が行われ、教育システムや教育課程の改善方策が継続的に講じられている。 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向上を図るとともに、授

業内容、教材、教授技術等の継続的改善を行っているか。また、個々の教員の改

善活動状況を、学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 学生による授業評価アンケートの集計、担当教員へのフィードバック、教員による授業改善レポー

トの作成・提出の義務付け等については前述のとおりである。（資料９－１－⑤－１） 

これにより、各教員は継続的な教授技術の改善、授業内容、教材の検討・改善に努めている。今年

度からは授業改善レポートを教育学習レビュー室において通読し、個々の教員の改善に対する取組状

況を精査するシステムを構築している。教員相互の授業参観結果についても、各教員にフィードバッ

クされるシステムがあり、各教員はこれをもとに教育方法改善を行っている。（前出資料９－１－②

－３） 

 授業評価アンケートの集計及び各教員へのフィードバック作業、授業改善レポートの提出はすべて

教務委員会及び教育学習レビュー室が指導・掌握しており、具体的には学生課教務係が事務作業を行

っている。 
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資料９－１－⑤－１ 

 

（出典 学内向けウェブサイト）
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さらに、授業改善レポートのうち、内容が不十分なものについては、担当教員に対して、校長、教

務主事、当該学科主任によりヒアリングを行い、指導する体制ができている（９－１－⑤－２）。 

資料９－１－⑤－２

教育学習レビュー室の設置と業務（案） 

（略） 

活動の内容  第１部会は授業改善について以下のことを行う。 

授業改善について 

・アンケート（学生アンケート、ステップアップ提案書）の配布と集計。 

・教員相互評価表の配布と集計。 

・ステップアップ提案書の配布と回収、及びその内容の確認を行う。 

・ステップアップ提案書の記載事項が不足する教員のヒアリングを企画立案す

る。 

（略） 

活動の方法 

・アンケートや教員の自己評価の取りまとめには事務スタッフとして学生課の職

員を配置する。 

・レビュー室の負担をあまり重くならないようにするため、授業公開については

教務委員会に進言し、教務委員会主体で実施できる。 

・ヒアリングの実施方法は以下とする。 

・校長、教務主事、当該学科主任の３者がヒアリングを行う。 

・ステップアップ提案書の体裁が不完全なだけなら、レビュー室から返却し、再

提出してもらう。 

・ステップアップ提案書の内容が前年度と全く同じであったり、改善策が書かれ

ていない場合は対象者とする。 

備考上記事項について変更の必要が生じた場合には、審議の上決定できる。 

（出典 ＪＡＢＥＥ第７小委員会活動の結果報告）

（分析結果とその根拠理由）  

 評価結果に基づく改善作業が教務委員会および教育学習レビュー室の指導により各教員において継

続的に行われている。また、教員の改善レポートは教務委員会・教育学習レビュー室が掌握している。

さらに、校長等によるヒアリングにより教員を指導する体制をとっている。 

 以上により、個々の教員は、評価結果に基づく継続的な教育改善を十分に行っており、個々の教員

の改善活動状況は学校として十分把握している。 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

 教員の研究活動の状況は，研究紀要において集計されている（資料９－１－⑥－１）。 

資料９－１－⑥－１ 

           研究活動の状況（集計）の掲載箇所 

 （出典 紀要巻末集計 http://www.kushiro-ct.ac.jp/） 

                                 （本校ウェブサイト） 

教員の研究活動の教育への反映の主たる内容は，本科卒業研究，専攻科特別研究における研究指導
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である．教員の研究活動とこれら研究指導テーマの一覧を以下に示す（資料９－１－⑥－２）。 

資料９－１－⑥－２

       卒業研究テーマ・キーワード・担当教員 

第３６期 機械工学科   

担当教員 キーワード 氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ AI－Motor を使ったメカトロニクス教材の開発 

○○ ○○ MTS 法によるパターン認識に関する基礎研究 

○○ ○○ 岩盤調査ロボットの設計製作 

荒井 誠 

ＣＡＤ／ＣＡＭ，ＦＡ，メ

カトロニクス（ロボティク

ス），コンピュータ解析，

スケジューリング 

○○ ○○
交通渋滞緩和のための信号表示の最適化に関するア

プローチ 

○○ ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○ ○○
極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強

靭化に関する研究 

○○ ○○ 軽量造粒体と廃棄アルミニウムの複合材料創製 

○○ ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○ ○○ ＶB を用いた振動実験装置の製作 

○○ ○○
極低温加工熱処理を利用したアルミニウム合金の強

靭化に関する研究 

○○ ○○ NiAl 系金属間化合物の諸特性 

○○ ○○ リッツ法を用いた偏平 FRP シェルの振動解析 

○○ ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

岩渕義孝 

材料のエコロジー，構造材

料，強度，耐摩耗，靱延

性，リサイクル，付加価値 

○○ ○○ 高強度軽量 FRP 構造材の実用化に関する研究 

小杉 淳 風洞実験，乱流，大気拡散 
○○ ○○ 大気乱流拡散に関する風洞実験 
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○○ ○○ 容資 
  

○○ ○○ LabView を用いた熱線風速計の構築 

○○ ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○ ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 田中孝二郎 
機関性能、エンジン，熱効

率，潤滑，コージェネ 

○○ ○○ 人間乗車スターリングエンジンカーの設計・製作 

○○ ○○
表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研

究 
丹 国夫 

構造物周辺の流れ，はく

離，流体力，渦，鈍い物体 
○○ ○○

表面に凸部形状を有する円柱の抗力係数に関する研

究 

○○ ○○ フレーク状氷の連続生成装置の開発 

○○ ○○ 感温磁性流体を用いた小型熱輸送機器の開発 

○○ ○○
過冷却液滴の物体衝突による急速凝固挙動に関する

研究 

麓 耕二 

寒冷地技術と都市環境デザ

イン，着氷雪防除，海水氷

製造機、着氷雪防除，冷熱

エネルギー 

○○ ○○ 寒冷地域における氷冷熱貯蔵に関する基礎研究 

○○ ○○
鍛造解析ソフト(Super Forge)による型鍛造解析に関

する基礎研究 

○○ ○○ MATLAB によるシーソー倒立振子の安定化制御 宮澤 武 

構造解析，３Ｄ－ＣＡＤ，

塑性加工，鍛造，ロボッ

ト，機械制御，有限要素解

析 
○○ ○○

メカニズムシミュレーションを主体とした３次元 CAD

教育システムの開発 

○○ ○○ 蓄冷、蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

山岸英明 
対流熱伝，熱伝導，熱伝

達，凍結対策，熱交換器 
○○ ○○ 蓄冷、蓄熱カプセル装置の数値シミュレーション 

○○ ○○ 平面ローラバニシング加工の加工条件最適化 
渡 邊 聖 

司 

最適化、品質工学，ＳＮ

比，感度，パラメータ設

計，ロバスト設計 ○○ ○○ 難切削材の切削加工条件の最適化に関する基礎研究 

第３６期 電気工学科    
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担当教員 キーワード 氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○
片側短絡型方形ＭＳＡのＦＤＴＤ法による放射特性

の解析 

○○ ○○
方形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法によ

る放射特性の解析 
工藤信博 

マイクロ波帯小アンテナ，

電磁界シミュレーション，

ＦＤＴＤ法，設計性の改善 

○○ ○○
片側短絡型円形マイクロストリップアンテナのＦＤ

ＴＤ法による放射特性の解析 

○○ ○○ リビングの照明設計 

○○ ○○ 放電図形の研究 

○○ ○○ 教室の照明設計 

小林一義 
海霧，海塩汚染，碍子絶縁

特性 

○○ ○○ 碍子の絶縁特性 

佐々木敦 
プラズマ，アーク放電，分

光分析 
○○ ○○ 交流高電圧プラズマ発生装置の製作 

佐藤英樹 変圧器，電気機器 ○○ ○○
コアに粉末金属を使ったトランスの基礎研究圧力依

存性測定装置の構想 

○○ ○○
光センサーの基礎研究―半導体レーザーを用いた場

合の ATR 特性の評価  

○○ ○○ 光を用いた音波測定 

○○ ○○ 妨害電磁波の可視化 

須田 潤 

格子力学，フォノン物性，

ラマン分光，赤外分光，結

晶構造解析，分光技術 

○○ ○○ BaWO4 に関するフォノン特性シミュレーション 

○○ ○○ レーダ画像上の雲の陰影の除去 

○○ ○○
遺伝的アルゴリズムと画像処理を用いたアイリスリ

ングの測定 

○○ ○○ 強化学習を用いた氷海の最適航法の開発  

高木敏幸 

粒子画像計測法，遺伝的ア

ルゴリズム，神経回路網，

３次元再構築，コンピュー

タトモグラフィー 

○○ ○○
フリーストル牛舎における画像認識処理技術を用い

た乳牛の運動量に基づく発情発見システムの構築 

○○ ○○
ARCS モデルに基づいたシーケンス制御学習教材の開

発 

○○ ○○ 全方向移動のための速度検出システム 

千田和範 人間機械系，知能機械，ロ

ボット，遠隔制御系，力制

御系，マスタ・スレーブシ

ステム ○○ ○○ 全方向移動台車の構築 
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○○ ○○ 双方向通信可能な力覚提示装置の開発 

○○ ○○
ワンチップマイクロコンピュータ(PIC)学習支援シス

テムの開発  

○○ ○○
PIC を用いた制御実験のためのインターフェースの開

発 

○○ ○○
インテリジェントパッドを用いた文書画像のサムネ

イル作成 

野口孝文 

学習支援，再利用，オブジ

ェクト指向，システムアー

キテクチュア，ヒューマン

インターフェイスサムネイ

ル 

○○ ○○
円形マイクロストッリプアンテナのＦＤＴＤ法によ

る放射特性の解析 

○○ ○○
FDTD 法によるマイクロストリップラインおよびパッ

チアンテナの解析 

○○ ○○ FDTD 法による八木・宇田アンテナの解析 

○○ ○○ FDTD 法による導波管の解析 

松永繁樹 

電磁界解析，ＦＤＴＤ法，

シミュレーション，導波

管，境界要素法，有限要素

法 

○○ ○○ パルス変調伝送 

○○ ○○ 電力系統工学解析用プログラムの開発 

○○ ○○ 風力発電が電力系統に与える影響 

○○ ○○ 畜産廃棄物バイオマスの現状と展望 

山岡 勝 

電力技術，新エネルギー，

太陽光発電，風力発電，バ

イオマスガス発電，雷電防

止 

○○ ○○ 災害対応型太陽光発電装置 

    

第３１期 電子工学科    

担当教員 キーワード 氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ 定点カメラ映像のための動きを用いた物体認識 

○○ ○○
離散コサイン変換を用いた画像への電子透かしの埋

込み 

○○ ○○ 人間の流動量調査のための人物の頭部検出 

浅水 仁 

ディジタル信号処理，画像

情報処理，画像符号化，画

像認識、画像解析 

○○ ○○ 定点カメラ映像保存のためのカット点抽出 

梶原秀一 移動ロボット，劣駆動ロボ
○○ ○○ CPLD によるモータ制御コントローラの製作 
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○○ ○○ 自律移動型ロボットによるロボットトライアスロン 

○○ ○○ 光と音によるロボットの感情表現に関する研究 

 ット，二足歩行ロボット，

アミューズメントロボット 

○○  ○○ USB カメラによる物体認識と動き検出 

○○ ○○
熱電半導体を用いた煙突の廃熱を応用した温度差発

電装置の研究 

○○ ○○ Si や SiGe と、Ni と Zr の多層膜界面の評価 

○○ ○○ 熱電半導体を用いた温度差発電装置の研究 

坂口直志 

接触抵抗，集積回路の配線

材料，シリサイド，温度差

発電、熱電半導体 

○○ ○○ 高速ライントレースカーの精密制御 

○○ ○○
OpenGL を用いたライントレースカーのシミュレーシ

ョン 

○○ ○○ ＪＡＶＡによる演算装置シミュレータの作成 坂田 篤 

Ｊａｖａ言語によるＰＣ制

御，インターフェイス，デ

ータ収集，ＣＡＩ，シミュ

レータ，ネットワーク 
○○ ○○ ＪａｖａによるＳＩＭＡＣシミュレータの作成 

○○ ○○ 全方位視覚センサによる情報取得 

○○ ○○ 携帯電話を用いた学習システムの作成 

○○ ○○ 光散乱を用いた魚の雌雄判別法の開発 

○○ ○○ Java を用いた生徒用教材の作成  

櫻田安志 

光学，波動光学，幾何光

学，統計光学，量子光学，

光応用計測，光情報処理 

○○ ○○ 携帯電話用学習システムの開発 

○○ ○○
ISO データ法及び K-means 法によるカラー画像の領域

分割 

○○ ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

○○ ○○ オーディオアナライザーの設計と製作 

佐治 裕 

ディジタル画像処理，リモ

ートセンシング，ステガノ

グラフィー，位置合わせ，

ステレオビジョン，コンピ

ュータトモグラフィー 

○○ ○○
SQUID 磁束計を用いた土壌インピーダンス測定のため

の低周波領域における磁気シールドの検討 

○○ ○○ ロウ管からの光学的音声再生装置の開発 
中村 隆  レーザー，ロウ管、光計

測、光加工，構造色 
○○ ○○ FDTD 法を用いた多層膜構造の光学特性解析 
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○○ ○○ 分光スペクトルからの任意表色表現 
  

○○ ○○ 蝶翅の持つ構造色の分光特性測定装置の開発 

○○ ○○ PLD 法を用いた超電導 MgB2 薄膜の作成 

○○ ○○
Pulsed Laser Deposition（PLD）による YBCO 薄膜の

作製 

○○ ○○ MgB2 厚膜の超電導回路化への検討 

松本和健 

低温エレクトロニクス，薄

幕，超伝導デバイス，磁気

センサ，雑音除去技術，高

感度磁場計測 

○○ ○○ Squid 磁束計を用いた土壌インピーダンスの測定 

○○ ○○ 末広方式を用いた CDMA 通信方式に関する研究 

○○ ○○
ＤＳＰによるＩＩＲフィルタの作成とＦＩＲフィル

タとの比較 

○○ ○○ M 系列による乱数の発生 

森山純臣 

光ＣＤＭＡ，Ｍ系列，乱

数，プライムコード，符号

系列 

○○ ○○
Delphi による周波数成分を考慮した立体的なイミタ

ンスチャータの製作 

○○ ○○ MusicXML を用いた楽譜処理 

山田昌尚 
音楽情報処理，編曲，トラ

ンスクライブ 
○○ ○○ Web 上での電子工学科ＰＲ 

     

第１５期 情報工学科    

担当教員 キーワード 氏 名 卒業研究テーマ 

○○ ○○ 周波数領域における雑音除去の評価基準の提案 

○○ ○○ JPEG 復号データの圧縮についての研究 

○○ ○○ 多脚型ロボットの姿勢制御に関する研究 

大槻典行 

ディジタル信号処理，音声

雑音除去，分析・合成，シ

グナルエンハンスメント 

○○ ○○ 支点固定の倒立振子の制御 

○○ ○○ ネットワークシミュレートシステムの開発 

○○ ○○ 携帯型ゲーム機を用いた音楽演奏装置の開発 

大貫和永 自立適応システム，ﾆｭｰﾗﾙﾈｯ

ﾄﾜｰｸ，強化学習，人工知能 

○○ ○○ 携帯電話の Java を用いた学習システムの開発 
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○○ ○○
仮想マシンによる Linux カーネルの実習用材料の開

発 

  

○○ ○○
T-Engine プラットフォームでのミドルウェアの検討

と開発 

○○ ○○
３次元空間マルチエージェントシステムの構築と考

察 

○○ ○○ 蟻の理論のシミュレーションと数学的考察 神谷昭基 

最適化，遺伝的アルゴリズ

ム，ソフトコンピューティ

ング，工業・社会システム 

○○ ○○ 釧路高専のボイラーの最適負荷配分制御 

○○ ○○ 部分的演奏から検索可能な楽曲検索システムの開発 

○○ ○○ ルータ実習支援システム”EMERALD” の開発 

○○ ○○ 卒業研究論文支援アーカイブ”ZAcro” の開発 

高橋 晃 

ＬＡＮ構築，地域ＩＸ，無

線ＬＡＮ，Ｗｅｂ－ＤＢ連

携，サーバ構築，ネトワー

クユーティリティ 

○○ ○○ 有限オートマトン学習ツール FADraw 2004 開発 

土江田織枝 
ＯｐｅｎＧＬ,３次元コンピ

ュータグラフィックス 
○○ ○○ OpenGL を用いた手話学習ソフトウェアの作成 

中島陽子 
音楽情報処理，リズム，感

情 
○○ ○○ 自己組織化モデルを用いた楽曲の分類 

○○ ○○ ウェブカメラを用いた指し棒の指示動作抽出 

○○ ○○ 輝度成分に影響されない対象領域の抽出 

○○ ○○ 写真の汚損部位検出と修復 

林 裕樹 
対象認識、動画像解析，動

画像解析，全方位画像解析 

○○ ○○
認識候補保持ラティスを用いたオンライン手書き文

字列認識 

○○ ○○ Circular-arc Graph の最大マッチングアルゴリズム

○○ ○○
非協力的非ゼロ和 2 × 2 対称ゲーム(チキンゲーム) 

における最適複合戦略 

○○ ○○
Bipartite Permutation Graph の最短路アルゴリズ

ム 

○○ ○○
Permutation Graph の最大独立節点集合アルゴリズ

ム 

本間宏利 

並列アルゴリズム，アルゴ

リズム，ネットワーク，グ

ラフ理論，最適化問題，Ｎ

Ｐ完全問題，計算量解析 

○○ ○○ ハンドボール戦術シミュレーターの開発 

柳 川 和 コンピュータグラフィック
○○ ○○ 動画像によるユーザインターフェイスの開発 
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○○ ○○ 風紋を利用した除雪道シミュレーション 

○○ ○○ メタリック塗装のＣＧ表現 

○○ ○○ 変化球の軌道シミュレーション 

徳 ス，画像処理，図形処理，

画像生成，画像変換，画像

計測 

○○ ○○
Web アプリケーションによるネットワークカメラ制

御 

第３６期 建築学科    

○○ ○○
フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接

合面の形状分析 

○○ ○○
２００３年十勝沖地震における地震動特性に関する

研究 
井上圭一 

建築構造，耐震構造，地震

応答，振動解析，Ｐー△効

果，有限要素法，付着すべ

り 

○○ ○○
フーリエ変換を用いたプレキャストコンクリート接

合面の形状分析 

大槻香子 

景観照明，街路照明，ライ

トアップ，街づくり，ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀﾘﾃﾗｼｰ 

○○ ○○
環境工学実験明瞭度試験のための単音節リスト再生

プログラム作成 

○○ ○○ 木造住宅における床面剛性が耐震性におよぼす影響 

○○ ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 草苅敏夫 
地震，耐震，防災，構造，

寒冷地，建物 

○○ ○○ 地盤凍結が住宅の振動特性に及ぼす影響 

○○ ○○
濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実

験研究 

○○ ○○ 学校教室における照明環境改善のための実測調査 佐藤彰治 

建築環境，地域，熱、日

射、ソーラーシステム，省

エネルギー 

○○ ○○
濃霧地域におけるサンルームの調湿効果に関する実

験研究 

○○ ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 

○○ ○○
鉄筋拘束による高強度コンクリートの耐凍害性に関

する研究 
大楽隆男 

コンクリート，建築仕上げ

塗材，防水材，リサイクル

材料，スケーリング，耐久

性，ガラスカレット 
○○ ○○

ガラス廃材（カレット）の有効利用によるタイルブ

リックの開発 

○○ ○○ ing-store ～繋がる好奇心～ 
千葉忠弘 都市計画，地域、住民参

加，まち作り学習，ネット

社会，地域問題解決 

○○ ○○
北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 
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○○ ○○ 施設複合 ～地域住民が集う場の提案～ 

○○ ○○ 自遊林 ～自然の声を聴く場所～ 

  

○○ ○○
北海道漁村の市街地空間構成に関する研究 

○○ ○○ 道内の気温変化について 

○○ ○○ 湿り空気の状態計算を行うプログラムの作成 中島 敏 

気象，大気汚染，地球温暖

化，酸性雨，硫黄酸化物，

窒素酸化物，粒子状物質，

炭酸ガス 
○○ ○○ 時間日影図の作成 

○○ ○○ 昭和保育園建設案 ～ 

○○ ○○
Refine Architecture ～廃校舎再生へ向けての一試

み～ 
西澤岳夫 

日本近代，明治，大正，昭

和初期，文化財，保存と再

生，歴史的建造物，伝統的

街並み 
○○ ○○ 集合住宅のかたち ～北方型集合住宅の提案～ 

○○ ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 

○○ ○○ 軽量造粒品を用いたコンクリートの強度と凍害性 三森敏司 

建設材料，凍害，耐久性，

調合設計，強度管理，リサ

イクル 

○○ ○○ 新多機能素材開発における耐久性の実験 

○○ ○○ CUBE BOX ～リバーサイドにおけるホテル計画～ 

○○ ○○ Base of Welfare 

○○ ○○ The Place of the Life in area 

○○ ○○ 釧路駅と駅前の再生 

依田有康 

高齢社会，地域，高齢人

口，家族形態，養護施設，

自立生活，住環境，住意識 

○○ ○○ 高齢者と若年者の日常生活に関する調査研究 

 

注：本資料は、教員シーズ集（http://www.kushiro-ct.ac.jp/）で示されている各教員の研究上のテ

ーマに関するキーワードと卒業研究テーマを比較分析するために作成した。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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特に，地域企業との共同研究は，特別研究のテーマとして，学生の研究指導に組み込み，社会のニ

ーズの把握，地域社会貢献意識の涵養に役立てている（資料９－１－⑥－３）。 

資料９－１－⑥－３ 

 タイトル；「指導教員・指導教員の共同研究課題・専攻科特別研究テーマ」 

指導教員 区分 研究課題 学年 学生氏名 特別研究テーマ 

 岩渕義孝 共同研究 
ＰＳ灰造粒物－アルミニ

ウム複合材料の創製 
１Ｋ ○○○○ 

廃棄アルミニウム－ＰＳ灰

造粒体ハイブリッド材の創

製 

 草苅敏夫 共同研究 

既存特殊建物に対する保

有耐震性能評価と耐震性

向上のための方策に関す

る開発研究 

２Ｋ

 

○○○○ 
角形鋼管柱・Ｈ形梁接合部

パネル架構の強度関係につ

いて 

 大楽隆男 共同研究 

ガラス廃材（カレット）

の有効利用によるタイル

・ブリックの開発 

１Ｋ

 

○○○○ 

ガラスカレットの有効利用

によるタイルブリックの開

発 

 大楽隆男 共同研究 

コンクリートのスケーリ

ングに及ぼす凍結防止剤

の影響 

２Ｋ

 

○○○○ 

凍結防止剤のコンクリート

表層剥離(スケーリング)に

及ぼす影響 

 三森敏司 １Ｋ ○○○○ 

 三森敏司 
共同研究 

ＰＳ灰を使用したコンク

リート用人工骨材の開発 ２Ｋ
 

○○○○ 

ＰＳ灰造粒品を用いたモル

タル・コンクリートの性状

   Ｋ：建設・生産システム工学専攻 

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 

教育方法等の研究については，高専研究集会等への参加や文部科学大臣賞の受賞，教育方法改善プ

ロジェクトの主管などにみられるように，積極的な取組が行われており，これらの結果を教育改善に

つなげている（資料９－１－⑥－４）（資料９－１－⑥－５）。 

資料９－１－⑥－４ 

             教員研究集会等への参加状況一覧   

 平成１５年度 

教員研究集会等   

  

  

  

国専協主催 高等専門学校教育教員研究集会（於：鈴鹿）に教

員２名を派遣、研究成果発表を行う。１名が文部科学大臣賞を

受賞 

  

  

文部科学省主催高等専門学校教員研究集会（於：鶴岡）に教員

２名を派遣 
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北海道地区工業高等専門学校教員研究集会（於：函館）に教員

２名を派遣 

  
高専・長岡技科大学（機械系)交流集会（於：長岡）に教員１名を

派遣 

 平成１６年度 

 教員研究集会等   

  

  

  

高専機構主催 高等専門学校教育教員研究集会（於：長野）に

教員３名を派遣、研究成果発表を行う。１名が機構理事長賞を

受賞 

  

  

高専機構主催 高等専門学校教員研究集会（於：釧路）を主催  

  

  

北海道地区工業高等専門学校教員研究集会（於：旭川）に教員

２名を派遣 

  
高専機構主催 北海道地区国立高等専門学校教員研究集会

（於：函館）に教員２名を派遣 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

 

資料９－１－⑥－５ 

教育方法改善共同プロジェクトの概要 

    （次頁） 
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（出典 国立高等専門学校協会 平成１５・１６年度教育方法改善共同プロジェクト中間報告

書） 

次に、教育方法等に関する研究活動の結果として，「高専教育」誌その他に掲載された本校教員の

研究論文タイトルを示す（資料９－１－⑥－６）。 
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資料９－１－⑥－６ 

紀要および高専教育掲載の本校教員研究論文タイトル一覧 

           教育方法改善に関する研究活動（１５ｰ１６年度） 

   

氏    名 論  文  名 発表誌・巻－号・頁 

三島利紀 

カウセリングを生かした心のあり方

教育としての性教育－釧路市健康

推進課のモデル授業に連携してー 

論文集「高専教育」第２７号 ｐｐ

97-102 

岩渕義孝・荒井 

誠・佐々木 敦・

西村浩一・松本

和健・大貫和永・

天元 宏・草苅敏

夫・佐藤彰治 

“ものづくり”によりる「全学的創造

教育」の取り組み 

論文集「高専教育」第２７号 ｐｐ

423-428 

片岡 努 
新入生共通テストの得点とその後

の英語の成績との関連 

論文集「高専教育」第２７号 ｐｐ

429-434 

浦家淳博 
効果的な授業導入についての取り

組み 

論文集「高専教育」第２７号 ｐｐ

435-439 

宮澤 武他 

教育方法改善共同研究プロジェクト

中間報告書「高専における進路指

導のあり方について」 

著書（単著） 

三島利紀・大槻

香子 

リレーション（人間関係）構築のため

の新入生オリエンテーション 
高専教育論文集ｐｐ275 

草苅敏夫他 
北海道内の高専・工業高校に対す

る鉄骨技術教材の提案 

工業教育ｖｏｌ 52 ｎｏ１ ｐｐ99 ｰ

103 

草苅敏夫他 

北海道内の高専・工業高校に対す

る修正建築鉄骨技術教材の授業評

価 

日本建築学会北海道支部研究報

告集Ｎｏ77    ｐｐ141 ｰ 144 

草苅敏夫他 

北海道内の高専・工業高校で実施

した建築鉄骨模型教材の授業評価

結果 

日本建築学会大会学術講演梗概

集 教育 E ｰ 2  ｐｐ727 ｰ 728 

岩渕義孝他 全学科的創造教育の試み 
工業教育ｖｏｌ 52 第５号 ｐｐ5 ｰ

9 
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三島利紀・浦家

淳博・大槻香子 

新しい「新入生オリエンテーション」

を求めてｰ構成的グループ・エンカ

ウンター（ＳＧＥ）の導入を試行して 

釧路高専紀要 第３８号 ｐｐ81-

pp87 

田村聡子 

Significance Balanced Education in 

Technical Knowledge and the 

Heart: Proposal on Adopting 

Development Education topics in 

English Education 

釧路高専紀要 第３８号 ｐｐ89-

pp94 

田村聡子 

A View on Introducing 

Development Education to English 

Education: Toward Balanced 

Education in Technical Knowledge 

and the Heart 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ95-

pp100 

池田誠一 
釧路・函館・旭川高専における第１

学年数学共通テストの結果と分析 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ

375-pp380 

土江田織枝  
家庭学習環境のシステム構築指導

について 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ

381-pp386 

浦家淳博 
高専低学年における進路指導のあ

り方 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ

607-pp612 

三島利紀 
教員のカウンセリング・マインドに基

づく学生相談活動 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ

613-pp618 

大槻香子 
構成的グループ・エンカウンターを

導入した学生相談活動 

論文集「高専教育」第２８号ｐｐ

619-pp624 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

 教員の研究活動は，主として卒業研究，特別研究の指導として教育内容の改善に寄与している。ま

た，教育方法に関する研究活動は、各種研究集会への参加や文部科学大臣賞受賞の例に見られるよう

に積極的に行われており、教育内容や教育方法の質の改善に大いに寄与している。 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 ファカルティ・ディベロップメント活動は，これまで教務委員会による実施体制であったが，平成

１７年度より教育学習レビュー室が教育に関するＦＤ活動を統括するシステムとしている（資料９－

２－①－１）（資料９－２－①－２）。 

資料９－２－①－１ 

（審議事項） 

第２条 委員会において審議する事項は、次のとおりとする。 
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 （略） 

五 教育内容及び教育方法等の改善のための研修に関する事項 

 （略） 

（出典 釧路工業高等専門学校教務委員会規程） 

 

資料９－２－①－２ 

  教育学習レビュー室の設置と業務 

目的 授業改善により学生の成績が向上することを目的とし，下記に示す業務をとり行う。 

設置 本校の教育改善ワーキンググループとして設置する。 

２つの部会を置き，第一部会，第２部会とする。 

構成 第一部会，第２部会それぞれ以下のとおりとする。 

一般教科から２名以上 

専門学科各科から１名以上 

事務職員（学生課）から1 名 

オブザーバー教務主事（兼任） 

※ オブザーバーは発言権を有しない。ただし，要求に対し意見を述べることができる。 

※ 室長は互選で決定する。室長の任期は２年とする。 

構成員の決定方法 

・年度当初に公募する。応募は自薦により募ることとする。ただし，自薦により不足のある場合は， 

学科のバランスを考え，その不足している学科の主任に推薦を依頼することができる。 

・任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。最大任期を２年とする。 

活動の内容  

第１部会は授業改善について以下のことを行う。 

授業改善について 

・アンケート（学生アンケート，ステップアップ提案書）の配布と集計。 

・教員相互評価表の配布と集計。 

・ステップアップ提案書の配布と回収，及びその内容の確認を行う。 

・ステップアップ提案書の記載事項が不足する教員のヒアリングを企画立案する。 

・ＦＤの企画，必要な研修を企画立案し実施する。 

・年度末に当該年度の教育改善活動についての総括を行う。 

・年間活動について記録，公開する。 

第２部会はシラバス及び定期試験について以下のことを行う。 

シラバスについて以下をチェックする。 

・週ごとの到達目標が明確であるか。 

・評価方法が明確か。 

・教育学習目標との関連が明確か。 

定期試験（年４回）について 

・素点が６０点に満たない学生の数が，当該クラス総人数の４割以上である場合。 

・当該クラスの科目の素点が全員同じ数値である場合。 
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・当該クラス全員の素点が８０点以上である場合。 

・過去３年間に遡り，全く同じ試験問題である場合。 

上記項目に１つ以上当てはまる教員については，改善を要求できる。 

・アンケートや教員の自己評価の取りまとめには事務スタッフとして学生課の職員を配置する。 

・レビュー室の負担をあまり重くならないようにするため，授業公開については教務委員会に進言し，

教務委員会主体で実施できる。 

・ヒアリングの実施方法は以下とする。 

・校長，教務主事，当該学科主任の３者がヒアリングを行う。 

・ステップアップ提案書の体裁が不完全なだけなら，レビュー室から返却し，再提出してもらう。 

・ステップアップ提案書の内容が前年度と全く同じであったり，改善策が書かれていない場合は対象者

とする。 

備考上記事項について変更の必要が生じた場合には，審議の上決定できる。 

（出典 教員会議での報告のための事前配布資料） 

最近２年間の FD 活動の状況を以下に示す（資料９－２－①-３）。 

資料９－２－①－３ 

 F D 活 動 の 一 覧 （その１ 講演・派遣関係） 

H15 年度   

JABEE 関係     

1.27 
講演会 （社）日本工学教育協会専務理事 

 椿原 治 氏 
教職員 86 名 

  「技術者教育認定制度について」   

2.26 講演会 徳山高専専攻科長 森野数博 氏 教職員 81 名 

  「JABEE 受審について」   

  JABEE 関係各種研修に教員５名を派遣   

教育方法改善共同プロジェクト（高専における進路指導のあり方）関係 

9.8 FD 研修会「進路指導に関する予備調査報告 教員４３名 

12.3 FD 研修会 教職員６３名 

  
講演 広島大学大学院教育学研究科附属教育

実践センター助教授 栗原慎二 氏 
  

  「専門職業人を育成するために」   

  進路指導に関する調査・視察に教員２名を派遣   

  
 派遣先：福岡県立城南高等学校、広島大学学

生支援センター 
  

教員研究集会等   

  

  

  

国専協主催 高等専門学校教育教員研究集会（於：鈴鹿）に教

員２名を派遣、研究成果発表を行う。１名が文部科学大臣賞を

受賞 

  

  

文部科学省主催高等専門学校教員研究集会（於：鶴岡）に教員

２名を派遣 
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北海道地区工業高等専門学校教員研究集会（於：函館）に教員

２名を派遣 

  

  

高専・長岡技科大学（機械系)交流集会（於：長岡）に教員１名を

派遣 

その他科目別研修等   

7.26～28 

  

道内高専数学フォーラム（於：日高町）に教員２名を派遣。 

  高専国語の会（於：札幌）に教員１名が参加   

   

H16 年度   

JABEE 関係 

 JABEE 関係各種研修に教員５名を派遣   

教育方法改善共同プロジェクト（高専における進路指導のあり方）関係 

3.2,3.3 

  

  

  

  

道内高専の FD 活動に教員を派遣 

函館高専 SD・FD 講演会  苫小牧高専 FD 講演会 

内容「これからの進路指導について－発達の視点から」 

講師広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター 

助教授 栗原慎二氏 

教員研究集会等   

  

  

  

高専機構主催 高等専門学校教育教員研究集会（於：長野）に

教員３名を派遣、研究成果発表を行う。１名が機構理事長賞を

受賞 

  

  

高専機構主催 高等専門学校教員研究集会（於：釧路）を主催 

  

  

北海道地区工業高等専門学校教員研究集会（於：旭川）に教員

２名を派遣 

  

  

高専機構主催 北海道地区国立高等専門学校教員研究集会

（於：函館）に教員２名を派遣 

その他科目別研修等  

8.19～20 

  

道内高専数学フォーラム（於：札幌）を主催（当番校）、教員４名

が参加。 

  高専国語の会（於：札幌）に教員１名が参加   

 

F D 活 動 の 一 覧 （その２ 学生相談室関係） 

 2004 年度の活動と研修 
学生相談室主催研修 

開催日 研修名 対象 
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4/8 新入生オリエンテーション、学年ミーティング １学年全員 

4/21 創造工学ガイダンス 2 学年 

5/26 相談室ガイダンス １学年全員 

5/31 自己理解のための心理テスト １・2 学年全員

6/24～ 

12/9 
禿カウンセラーによる女子学生対象個人面談 １学年女子全員

12/13～ 

12/14 
ストレスマネジメント教室 学生、教職員 

2/23 H16 年度校内学生相談研修会 教員 

研修報告 

開催日 研修名／主催 参加者 

7/10～11 
カウンセリング＆コンサルテーション研修 

学研 

舘岡、大槻 

（三島） 

7/23～25 
日本ブリーフセラピー学会 第 14 回東京大会 

日本ブリーフセラピー学会 
大槻 

7/28 
ステップアップセミナー2004 

釧路市教委活動推進事業実行委員 

舘岡、大槻 

（三島） 

7/29 
平成 16 年度高等専門学校教員研究集会 

全国国立高専機構 
舘下、舘岡、大槻 

7/31～ 

8/1 

日本ストレスマネジメント学会第３回大会（PDF） 

日本ストレスマネジメント学会 
舘下 

8/6～8 
2004 年度夏期教育カウンセラー養成講座（PDF） 

NPO 日本教育カウンセラー協会 北海道支部 
舘岡 

12/21～23 

第 42 回日本学生相談学会研修会 （学内からのみ参照可

能） 

日本学生相談学会 

土江田 

2/22 
思春期保健対策研修専門研修会 （学内からのみ参照可能）

釧路市保健福祉部 
舘下、土江田、大槻

1/6～8 

2004 年度冬期教育カウンセラー養成講座 

NPO 日本教育カウンセラー協会、日本教育カウンセラー協会

北海道支部 

大槻 

1/14 
第２０回 学生相談セミナー  

釧路市保健福祉部 
大槻 

2/24
第１回 国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会  大槻 
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全国国立高専機構 （鈴木） 

参加者（ ）内は相談室員以外の教職員参加者  

2003 年度の活動と研修 
学生相談室主催研修 

開催日 研修名 対象 

5/26 相談室ガイダンス １学年 

3/11 国立学校等セクシャル・ハラスメント防止研修参加報告 教職員 

3/11 学生相談室 FD 研修会 教官 

研修報告 

開催日 研修名／主催 参加者 

7/18～20 
日本ブリーフセラピー学会 第 13 回札幌大会（PDF） 

日本ブリーフセラピー学会 
舘下 

8/6～8 

2003 年度夏期教育カウンセラー養成講座（PDF） 

NPO 日本教育カウンセラー協会、日本教育カウンセラー協会

北海道支部 

舘下 

（三島） 

8/13 
ステップアップセミナー2003 

釧路市教委活動推進事業実行委員 

舘下、大槻 

（大貫、山田、三島） 

10/30～31 
北海道・東北地区メンタルヘルス研究協議会（PDF） 

文部科学省、国立大学等保健管理施設協議会 

舘下 

（鈴木） 

11/13 
保護者対象思春期保健講座 

釧路市保健福祉部 

大槻 

（鈴木、館岡、三島） 

12/5 
国立学校等セクシャルハラスメント防止研修会 

文部科学省 
大槻 

12/8～10 
日本学生相談学会研修会 （学内からのみ参照可能） 

日本学生相談学会 
土江田 

12/4 
子供と共に歩む！カウンセリング講座 

北海道教育庁釧路教育局 

舘下 

（三島） 

12/13 
平成 15 年度性教育関係職種研修会 

釧路市保健福祉部 

舘下、大槻 

（浦家、館岡） 

1/6～8 

2003 年度冬期教育カウンセラー養成講座 

NPO 日本教育カウンセラー協会、日本教育カウンセラー協会

北海道支部 

大槻 

1/14 
精神保健福祉地域研修（ひきこもりに関する関係職員研修）

釧路市保健福祉部 
大槻 

2/24 

思春期保健対策専門研修（子どものうつ病について）

（PDF） 舘下 
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北海道釧路保健所 

参加者（ ）内は相談室員以外の教職員参加者  

           （出典 学生相談室のサイト～内部向け「学生相談室研修・活動一覧」） 

  

F D 活 動 の 一 覧 （その３ 新任教員研修関係） 

 

 平成１６年度 

   ①校長・主事・先輩教員による講演 

   ●日  時  平成１６年６月７日（月） １５：３０～１８：２０ 

       ●場  所    会議室 

      ●内  容   ①「中期目標及び中期計画から本校及び教員に求められること」   

                      １５：３０～１６：１５          ＜講演者：校  長＞ 

                   ②「教務関係事項について」                                   

                      １６：１５～１６：３５               ＜講演者：教務主事＞ 

                   ③「学生関係事項について」                                   

                      １６：３５～１７：０５              ＜講演者：学生主事＞ 

                   ④「寮務関係事項について」                                   

                      １７：０５～１７：２５               ＜講演者：寮務主事＞ 

                   ⑤「校務関係事項について」                                   

                      １７：２５～１８：００               ＜講演者：校務主事＞ 

                   ⑥「私の教育経験・教育実践から」                             

                       １８：００～１８：２０              ＜講演者：坂口先生＞ 

 

 

 

 

②先輩教員の授業参観、先輩教員による新任教員の授業参観 

新任教員名 所属学科 学科等教員の 

授業参観実施日等 

新任教員の授業参観 

実施日等 

田村聡子 

 

 

 

一般教科 

（英語） 

 

 

○片岡助教授 

○５月１８日(火) 

○３・４時間目 

○１学年情報 

○片岡助教授 

○５月１９日(水) 

○７・８時間目 

○２学年情報 

森 太郎 

 

建築学科 

（兼） 

一般教科 

（物理） 

○浦家助教授 

○５月中３回 

 

○松崎助教授 

○５月中３回 

○浦家助教授 

○５月中３回 

 

○松崎助教授 

○５月中３回 
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山岡 勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気工学

科 

○小林教授 

○５月２４日（月）

○１・２時間目 

○５学年 

○電気応用 

 

○松永教授 

○５月２７日（木）

○４時間目 

○１学年 

○電気回路Ⅰ 

 

○野口教授 

○６月２９日（火） 

○１・２時間目 

○４学年 

○送配電工学 

 

○工藤助教授 

○６月７日（木） 

○３時間目 

○５学年 

○電気回路Ⅱ 

 

井上圭一 

 

 

 

 

建築学科 ○大楽教授 

○５月２４日（月）

○５・６時間目 

○２学年 

○建築構造力学 

○大楽教授 

○６月２５日（金） 

○３・４時間目 

○３学年 

○建築構造力学 

 

   ③新任教員研修会への派遣 

平成１６年度高等専門学校新任教員研修会 

   

    日 平成１６年８月１８日（水）～２０日（金） 

会    場 国立オリンピック記念青少年総合センター 

電気工学科 教授 山 岡   勝 

一般教科（英語） 助教授 田 村 聡 子 

建築学科 助教授 森   太 郎 
参 加 者 

建築学科 助教授 井 上 圭 一 

 

平成１７年度 

   ①校長・主事・先輩教員によるレクチャー 

     ●日  時  平成１７年５月１９日（木）～５月２３日（月） 

     ●場  所    各主事研究室 

     ●内  容    下記のとおり 

      １．『中期目標及び中期計画から本校そして教員が求められること』 

＜講演者：校  長＞ 

             ５月１９日（木） １１：００～１２：００（６０分）  
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      ２．『本校の各種体制について』 

           ○授業関係 ＜講演者：教務主事＞    

       ５月２０日（金） １０：００～１１：００（６０分）    

              ※教育課程及び授業計画について 

           ○学生関係 ＜講演者：学生主事＞ 

             ５月２０日（金） １１：００～１２：００（６０分）       

               ※学生指導を中心に 

           ○学寮関係  ＜講演者：寮務主事＞ 

          ５月２３日（月） １３：３０～１４：３０（６０分）     

               ※学寮の位置付けと指導体制について 

           ○校務関係  ＜講演者：校務主事＞ 

           ５月２３日（月） １４：３０～１５：３０（６０分）      

               ※将来計画、広報、地域社会への協力貢献について 

    ②先輩教員の授業参観、先輩教員による新任教員の授業参観 

授業日 時間 授業名 担当教員 参観教員 

５月２６日(木) ５ 通信伝送工学（４D） 戸谷 小田島、坂口 

５月１９日(木) ５，６ 通信伝送工学（４D） 戸谷 校長 

５月２７日(金) ３ 信号処理（４D） 中村 戸谷 

５月２６日(金) ４ 数学（３D） 沢柳 戸谷 

（出典 本自己評価のための作成資料）

 

観点９-１-④で記述した教員相互の授業参観は FD の取組でもある（資料９－２－①－４）。 
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資料９－２－①－４ 

                教 員 相 互 評 価 実 施 結 果（１７．５．１６～２７実施分） 

相 互 評 価 提 出 枚 数 

学科 参観者数 
１枚提出者 ２枚提出者 ３枚以上提出者 

合計枚数 
参観未実施

者 

校長 １人   1   ２枚   

一般教科 １７人 3 11 3 ４３枚 

恐神、三島、

舘岡、林

（義）、安彦 

機械工学科 １０人   6 4 ２８枚   

電気工学科 １０人   8 2 ２３枚   

電子工学科 ７人 1 6   １３枚 
中村、浅水、

山田 

情報工学科 ９人 1 7 1 １８枚   

建築学科 ９人 1 8   １７枚 西澤 

合  計 ６３人 6 47 10 １４４枚   

※非常勤講師の授業を参観した評価表（２枚）含めず。 

※南須原、木村両名は参観を実施したが、評価基準が曖昧ということで白紙提出。  

○以下参観者の無かった

教員 
     

恐神、舘岡、吉田、田村、松永、佐藤（英）、佐治、浅水、大貫、神谷、三森、西澤 
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参観者 参観クラス Ａ Ｂ 

学

科 
氏名 

学年学

科 
科目 教員氏名 Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ Ａ平均 Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４

        全体平均 4.2 4.24 4.14 4.03 4.12  4.36 4.16 4.36 4.18

列 1 列 2 列 3 列 4 列 5 
列

6 

列

7 

列

8 

列

9 
列 10 

列

11 

列

12 

列

13 

列

14 

Ｍ 成澤哲也 １Ｍ 機械設計製図 渡邊聖司 5 5 5 4 4.75   4 5  

Ｍ 成澤哲也 １Ａ 物理 森太郎 4 5 4 4 4.25  5 4 5 3 

Ｍ 成澤哲也 ５Ｍ 制御工学 宮澤武 5 5 5   5.00   5 4 5 

Ｍ 成澤哲也 ４Ｍ 流体工学 丹国夫 5 4 5 5 4.75   5 4 5 

Ｍ 丹国夫 ４Ｍ 電気電子工学 成澤哲也 5 5 4 5 4.75  4 5 5 5 

Ｍ 丹国夫 ４Ａ 建築設計製図 千葉忠弘 5 5 4   4.67  4 5 5 5 

Ａ 大楽隆男 ３Ａ 建築構造力学 井上圭一 4 5 4   4.33  4 4 5 4 

Ａ 大楽隆男 ４Ｅ 高電圧工学 小林一義 4 4 5   4.33   5 5 4 

Ｍ 荒井誠 ４Ｅ 情報処理 高木敏幸  3 3 4 3.33  5 3 4 4 

Ｍ 荒井誠 ３Ｍ 材料力学Ⅰ 麓耕二  4 4 3 3.67  4 4 5 3 

Ｍ 荒井誠 ５Ｍ 
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ工

学 

田中孝二

郎 
3 3 2   2.67  3 2 3 3 

Ｇ 星野裕一 ３Ｅ 電子工学 須田潤 2 2 3 3 2.50      

Ｇ 星野裕一 ２Ｊ 英語 伊関敏之 4 4 5 4 4.25   4 4 5 

Ｇ 星野裕一 ３Ｊ 応用物理 森太郎 2 3 2 1 2.00   2 3  

Ａ 千葉忠弘 １Ａ 物理 森太郎 5 5 5 5 5.00  4 5 5 5 

Ａ 千葉忠弘 ３Ａ 建築構造力学 井上圭一 5 5 4 5 4.75  4 5 5 5 

Ｍ 渡邊聖司 ３Ｍ 材料力学Ⅰ 麓耕二 5 5    5.00  5 5 5 5 

Ｇ 田村聡子 １Ｅ 英語 林幸利 3 4 4 4 3.75  4 4 4 4 

Ｇ 田村聡子 １Ｊ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 
林裕樹 5 4 5 4 4.50  5 5 5 5 

Ｍ 岩渕義孝 ３Ｍ 情報処理Ⅰ 荒井誠 4 4 4 4 4.00  5 4 4 4 

Ｍ 岩渕義孝 ４Ｍ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 

小田島本

有 
4 4 3 3 3.50  4 4 3 5 

Ｍ 渡邊聖司 ３Ｍ 機械設計製図 小杉淳 4 3    3.50  4    

Ｍ 渡邊聖司 ３Ｍ 機械設計法 
田中孝二

郎 
2 2 2   2.00   2 2 2 

Ｅ 佐々木敦 ５Ｅ 電気材料 小林一義 5 5 5   5.00  4 5 5 5 

Ｅ 佐々木敦 ３Ｍ 機械設計法 
田中孝二

郎 
 5 4 4 4.33  4 4 5 4 

Ｇ 吉田茂 ２Ｍ 英語 片岡務 4 5 5 4 4.50  5 4 4 4 

Ｊ 大貫和永 ２Ｊ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言

語 
高橋晃 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 
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Ｊ 大貫和永 ２Ｊ 国語 加藤岳人 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ａ 依田有康 １Ｍ 英語 林幸利 4 3 4   3.67  4 3 4 4 

Ａ 依田有康 ３Ａ 建築計画 佐藤彰治 3 4 4   3.67  4 3 4 3 

Ａ 中島敏 ５Ａ 土質基礎工学 大楽隆男 4 4 4   4.00   4 4 3 

Ｍ 麓耕二 ４Ｍ 電気電子工学 成澤哲也 3 4 3   3.33  4 4 4 4 

Ｍ 麓耕二 ４Ｍ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 

小田島本

有 
4 4 4 4 4.00  5 5 5 5 

Ｇ 加藤岳人 ２Ｍ 設計製図 麓耕二  5 4 5 4.67  4 5 5 4 

Ｇ 加藤岳人 １Ｄ 国語 
小田島本

有 
5 5 5 3 4.50  5 5 5 5 

Ｇ 星野裕一 ４Ｍ システム設計 渡邊聖司 3 2 3 2 2.50   2 3 3 

Ｇ 星野裕一 ５Ｍ 流体工学 丹国夫   2   2.00   2 1 2 

Ｇ 澤柳博文 ４Ｄ 電磁気学Ⅱ 松本和健 3  3   3.00   2 3 3 

Ｇ 澤柳博文 ３Ａ 物理 松崎俊明   2 3 2.50   2 3 4 

Ｇ 加藤隆 １Ｄ 英語 伊関敏之 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ｇ 加藤隆 ２Ｄ 
電子計算機工

学 
坂田篤 5 5 5   5.00  5 5 5 5 

Ｇ 加藤雅也 ２Ｅ 機械工学概論 千田和範 5 4 4   4.33  4 5 4 4 

Ｇ 加藤雅也 ４Ａ 応用物理 松崎俊明  5 4   4.50  4 5 5 4 

Ｇ 加藤雅也 ３Ａ 数学 山崎俊博  5 5 4 4.67  4 5 5 5 

Ｇ 加藤雅也 １Ｊ 物理 森太郎  4 5 3 4.00  4 4 4 4 

Ｇ 森太郎 １Ｍ 国語 
小田島本

有 
4 4 4   4.00   5 5 5 

Ｇ 森太郎 ２Ｊ 物理 浦家淳博 4 5 5 5 4.75  5 5 5 5 

Ｅ 千田和範 ４Ｅ 電子回路 野口孝文 5 5 5   5.00  4 5 5 4 

Ｅ 千田和範 ５Ｅ 制御工学 梶原秀一 5 4 4   4.33  4 5 5 4 

Ｅ 千田和範 ３Ｊ 数学 山崎俊博 5 5 5   5.00  5 5 4 5 

Ｍ 小杉淳 ４Ｍ 材料力学Ⅱ 成澤哲也 5 5 4   4.67   4 4 4 

Ｍ 小杉淳 １Ｍ 数学 山崎俊博 3 5 4   4.00   3 5 5 

Ｍ 宮澤武 ５Ｍ 振動工学 成澤哲也 5 4 4   4.33   5 4 4 

Ｍ 宮澤武 ５Ｍ 計測工学 小杉淳 4 3 4   3.67  5 4 4 4 

Ｍ 宮澤武 ４Ｍ 応用物理 松崎俊明 5 4 4   4.33  5 5 4 4 

Ｍ 宮澤武 ３Ｍ 機械材料Ⅰ 岩渕義孝  4 3 3 3.33  5 3 5 3 

Ｍ 宮澤武 ５Ｍ 
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ工

学 

田中孝二

郎 
2 2 2   2.00  2 1 1 1 

Ｄ 櫻田安志 ４Ｄ 電磁気学Ⅱ 松本和健 4 3 4   3.67   3 4 3 

Ｄ 櫻田安志 ２Ａ 数学Ｂ 山崎俊博 4 5 4   4.33   5 5 5 

Ｇ 藤本一司 ２Ｅ 国語 舘下徹志 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 
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Ｇ 藤本一司 ３Ｍ 機械材料Ⅰ 岩渕義孝  5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ａ 三森敏司 ３Ａ 建築計画 佐藤彰治 3 4 3   3.33  3 3 4 3 

Ａ 三森敏司 ３Ａ 応用物理 松崎俊明 3 4 4   3.67  4 4 4 4 

Ｅ 山岡勝 ４Ｍ 熱力学Ⅰ 山岸英明 4 4 4   4.00  3 4 4 4 

Ｄ 戸谷伸之 ４Ｄ 信号処理 中村隆 5 5 5   5.00  5 5 5 5 

Ｄ 戸谷伸之 ３Ｄ 数学 澤柳博文 5 5 5 4 4.75  5 5 5 5 

Ｅ 山岡勝 ３Ｅ 数学 林義實  4 4 3 3.67  3 4 4 5 

Ｅ 山岡勝 ３Ｄ 数学 澤柳博文 4 4 4   4.00  3 4 4 4 

Ｅ 山岡勝 ５Ｅ 電気回路Ⅱ 須田潤  4 4 3 3.67  4 4 4 4 

Ｇ 舘下徹志 ２Ｄ 倫理社会 藤本一司 4 5 5 5 4.75  4 5 5 5 

Ｇ 舘下徹志 １Ａ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 

井上圭一  

大槻香子
5 5 5 4 4.75  5 5 5 5 

Ｇ 松崎俊明 １Ｍ 機械設計製図 渡邊聖司 4 3 3 2 3.00  3 2 4 5 

Ｅ 工藤信博 ５Ｄ 電磁波工学 櫻田安志 4 4 4 5 4.25  3 3 4 3 

Ｅ 工藤信博 ２Ｅ 電子計算機 野口孝文 4 4 3   3.67  4 3 4 3 

Ｅ 松永繁樹 １Ｅ 物理 松崎俊明 5 5 5 4 4.75  5 5 5 5 

Ｅ 松永繁樹 ５Ｅ 通信工学 須田潤 5 4 4   4.33  4 4 5 4 

Ｇ 小田島本有 ３Ｄ 電子回路 坂口直志 5 4 5   4.67  5 5 5 4 

Ｇ 小田島本有 ３Ｍ 機械工作法Ⅱ 宮澤武  3 4 4 3.67  5 4 4 3 

Ｇ 小田島本有 １Ｍ 物理 松崎俊明 4 5 5 3 4.25  5 5 5 5 

Ｇ 小田島本有 ４Ｅ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 
舘下徹志 5 5 5 3 4.50  5 5 5 5 

Ｇ 小田島本有 １Ｄ 保健体育 三島利紀 5 4 5 5 4.75  5 5 5 5 

Ｇ 小田島本有 ２Ａ 物理 浦家淳博 4  5 4 4.33  5 5 5 5 

Ｇ 小田島本有 ３Ｍ 機械材料Ⅰ 岩渕義孝 4 5 5   4.67  5 5 5 3 

Ｇ 小田島本有 ５Ａ 耐震工学 井上圭一 4 4 4   4.00  4 4 4 3 

Ｇ 小田島本有 ４Ａ 鋼構造 草苅敏夫 3 4 4   3.67  4 4 3 3 

Ｇ 小田島本有 ２Ａ 国語 加藤岳人 5 5 5 5 5.00  4 5 5 5 

Ｇ 小田島本有 ４Ｄ 通信伝送工学 戸谷伸之 3 4 3   3.33  4 4 4 4 

Ｊ 林 裕樹 ３Ｊ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言

語 
天元宏 5 4 5   4.67  5 4 5 5 

Ｊ 神谷昭基 ４Ｊ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 
舘下徹志 4 4 5 4 4.25  4 4 5 4 

Ｊ 神谷昭基 ４Ｊ 計測制御 大槻典之  4 4   4.00   4 4 3 

Ｊ 大槻典之 １Ｊ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 

土江田織

枝 
5 4 5   4.67  5 4 3 4 

Ｊ 大槻典之 １Ｅ 物理 松崎俊明 5 5 5 3 4.50  5 5 5 4 

Ｄ 佐治裕 ４Ｄ 電子材料Ⅰ 坂口直志 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 
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Ｄ 佐治裕 ４Ｄ ドイツ語 木村峰明 5 5 5 4 4.75  5 5 5 5 

Ｅ 小林一義 ５Ｅ 電気設計 佐々木敦 4 5 5 5 4.75  5 4 5 5 

Ｅ 小林一義 ５Ａ 土質基礎工学 大楽隆男 4 4 4   4.00   4 5 5 

Ｇ 伊関敏之 １Ｍ 機械工学概論 渡邊聖司 4 5 5 3 4.25  5 5 5 4 

Ｇ 伊関敏之 １Ｄ 物理 森太郎 5 4 4 3 4.00  5 5 5 4 

Ｍ 渡邊聖司 １Ｍ 国語 
小田島本

有 
5 5 5   5.00  5 5 5 5 

Ｊ 土江田織枝 １Ｊ 物理 森太郎 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ｊ 土江田織枝 ３Ｊ 論理回路 大槻典之 5 5 5   5.00  5 5 5  

Ａ 大槻香子 ５Ａ 都市計画 千葉忠弘 4 5 4 4 4.25  4 4 5 3 

Ａ 大槻香子 ３Ａ 物理 松崎俊明 5 5 5   5.00  5 5 5 5 

Ｇ 林 幸利 １Ｄ 英語 伊関敏之 3 4 3   3.33  4 3 4 4 

Ｇ 林 幸利 ３Ａ 建築設計製図 依田有康      #DIV/0!     

Ｍ 山岸英明 ３Ｍ 機械設計製図 小杉淳 4     4.00    5 4 

Ｍ 山岸英明 ３Ｅ 
電気工学実験

Ⅰ 

工藤信博  

佐々木敦
4     4.00     4 

Ｅ 須田潤 ３Ｅ 数学 林義實 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ｅ 須田潤 ３Ｅ 電気計測 工藤信博 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ａ 井上圭一 ４Ａ 建築環境工学 中島敏  3 4   3.50  3 3 4 4 

Ａ 井上圭一 ５Ｍ 振動工学 成澤哲也  4 3   3.50   3 4 3 

Ａ 佐藤彰治 ４Ａ 建築環境工学 中島敏 4 4 4   4.00  4 4 4 5 

Ａ 佐藤彰治 ３Ａ 数学 山崎俊博 4 4 4   4.00  3 4 4 5 

Ｊ 本間宏利 ３Ｊ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜ

ｰｸ 
高橋晃 4 3 4 4 3.75  5 4 5 4 

Ｊ 本間宏利 ３Ｊ 英語 片岡務 3 3 4   3.33  4 3 4 2 

Ｊ 本間宏利 ２Ｊ 
情報工学基礎

Ⅰ 
中島陽子 5 5 4 4 4.50  5 4 5 5 

Ｇ 山崎俊博 ３Ａ 数学 加藤雅也 3 3    3.00   3 3 3 

Ｄ 松本和健 ４Ｄ 応用物理 松崎俊明 4 4 3 4 3.75  3 4 4 3 

Ｄ 松本和健 ３Ｄ 電気回路Ⅱ 中村隆 4 4 3 3 3.50  4 3 3 4 

校

長 
木谷勝 ４Ｄ 法学 

南須原政

幸 
 3 3   3.00  4 3 3 3 

校

長 
木谷勝 ４Ｄ 通信伝送工学 戸谷伸之 3 4 4 3 3.50  4 3 3 4 

Ｍ 田中孝二郎 ３Ｍ 機械設計製図 小杉淳 4 5 4   4.33  5 4 4 4 

Ｍ 田中孝二郎 ２Ｍ 倫理社会 藤本一司 4 5 5   4.67  4 4 5 5 

Ｊ 天元宏 ２Ｊ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言

語 

高橋晃   

中島陽子
 3 3   3.00  5 5 3 5 

Ｊ 天元宏 ２Ｄ 日本史 木村峰明 5 3 3 5 4.00  5 5 5 5 
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Ｄ 坂口直志 ４Ｄ 通信伝送工学 戸谷伸之 4 4 3   3.67  3 3 4 3 

Ｄ 坂口直志 ２Ｄ 国語 加藤岳人 4 5 4   4.33   4 5 4 

Ｅ 佐藤英樹 ５Ｅ 電気設計 佐々木敦 4 5 5 5 4.75  5 4 5 4 

Ｅ 佐藤英樹 ４Ｊ 
情報工学実験

Ⅰ 
本間宏利  4 4   4.00  5 4 5 4 

Ａ 草苅敏夫 ４Ｊ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 
舘下徹志 4 4 4 4 4.00  4 5 5 4 

Ａ 草苅敏夫 １Ａ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 

井上圭一  

大槻香子
4 4 4   4.00  4 4 4 4 

Ｇ 片岡務 １Ｍ 機械工学概論 渡邊聖司      #DIV/0! 4 4 4 4 

Ｇ 片岡務 １Ｍ 物理 松崎俊明      #DIV/0! 4 4 4 4 

Ｅ 高木敏幸 ４Ｅ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実

践 
舘下徹志 4 4 4 3 3.75  5 4 4 4 

Ｅ 高木敏幸 ５Ｅ 発変電工学 山岡勝 3 4 3 3 3.25   3 3 4 

Ｊ 中島陽子 ２Ｊ 情報数学 本間宏利 5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ｊ 中島陽子 １Ｊ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 

土江田織

枝 
5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

Ｅ 野口孝文 ４Ｅ 制御工学 千田和範 4 5 4 5 4.50  4 5 5 5 

Ｄ 野口孝文 ５Ｄ 制御工学 梶原秀一 4 5 4 4 4.25  4 5 4 4 

Ｊ 高橋晃 １Ｊ 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ

ｰ 
林裕樹 4 4 4   4.00  5 4 4  

Ｊ 高橋晃 ５Ｍ 生産システム 荒井誠 4 4 4   4.00  5 4 4 4 

Ｄ 梶原秀一 ４Ｅ 制御工学 千田和範 4 3 3   3.33  3 3 4 5 

Ｄ 梶原秀一 ５Ｄ 電子計測 松本和健 4 3 4   3.67  3 4 4 4 

Ｄ 坂田篤 ４Ｄ 
電子工学実験

Ⅳ 

梶原秀一  

山田昌尚
5 5 5 5 5.00  5 5 5 5 

                     

                                 （出典 学生課資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

ファカルティ・ディベロップメント活動の運営組織が規定により定められ，教育改善，教員の自己

研鑽などを目的とした各種のＦＤ活動が行われている。それぞれの活動には多くの教職員が参加して

いる。活動の内容も、教員相互の授業参観を始め，JABEE や教育方法に関わる研修会・研究集会、個

別科目の教育方法等に関する取組に対する教員の派遣、新任教員研修など多岐にわたり、学生相談室

も独自の取組を展開している。 

 以上により，ファカルティ・ディベロップメントは組織として適切な方法で実施されている。 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付い

ているか。 

（観点に係る状況）  

 教育方法改善共同プロジェクトを主管し，進路指導プログラム策定のために行った視察及び試行の
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報告会をＦＤ研修会として開催した（資料９－２－②－１）。 

資料９－２－②－１ 
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（出典 国立高等専門学校協会 平成１５・１６年度教育方法改善共同プロジェクト中間報告

書） 

本プロジェクトの成果をもとに，特に低学年の進路指導において種々の改善策が施され，学生の進路

に関する意識を高めることに役立てている（前出資料７－２－④－２，前出資料７－２－④―３）。 

（分析結果とその根拠理由）  

種々のFD活動のうち顕著な成果を上げている最近の例は、教育方法改善共同プロジェクトにおける

「低学年における進路指導」である。報告書の作成や教員研究集会の開催及び学内の報告会を通じて、

成果が学内に広範にわたって認識され、各クラスのホームルームで実践に移されている。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

教育方法等改善共同プロジェクトを主管し，その成果を進路指導に反映させている。 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 本校では、点検・評価のみを目的とした委員会の設置はしていないが、運営会議において教育に関

する計画、自己点検評価や外部評価について審議し、運営会議のもとで各委員会が教育に関する状況

に関して実質的な評価と改善を行っていく体制があり、機能している。また、JABEE認定に向けて

JABEE準備ワーキンググループ、教育学習レビュー室及び８つの小委員会が設置され、教育の状況を
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はじめ必要な点検と改善の取組を行っている。教育活動の実態を示すデータや資料は、各担当の事務

組織により体系的に収集、整理、蓄積され、審議資料として提供される。学生の意見は授業評価アン

ケートにより、また、学外者の意見は保護者授業参観や卒業生・企業向けアンケートにより聴取され、

授業の改善や学習・教育目標の見直し・改定のために役立てている。また、運営諮問委員会を設置し

有識者の意見を聞く取組を始めたところである。学生による授業評価アンケートの結果に基づき教員

が作成する授業改善レポート（ステップアップ提案書）は、教育学習レビュー室が管理し、必要に応

じ校長・教務主事等による指導が行われる。 

 研究活動は主に卒業研究・専攻科特別研究に反映される。また、教育方法に関する研究も積極的に

行われ、平成15年度教育教員研究集会での研究成果発表が文部科学大臣賞を受賞する成果を上げてい

る。平成15・16年度に本校が世話校となり行われた教育方法改善共同プロジェクト「高専における進

路指導のあり方について」は、教育方法に関する研究であるとともにＦＤの取組でもあった。本校で

は、その成果が「低学年における進路指導」として各クラスのホームルームで実践に移されている。 

この他にも、本年度から全学的に開始された教員相互の授業参観や、学生相談室による研修会など

様々な活動が行われ、授業や教育方法の改善に寄与している。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

本校の校地，校舎等の資産は，平成１６年４月の法人化に伴い独立行政法人国立高等専門学校機構

法の規定に基づき国から高専機構に承継されたものであり，借り上げ等による施設はなくすべて自己

資産である。債務に関しては，本校にその権限はなく，学校として債務を負うことは想定されない。 

（分析結果とその根拠理由）  

 校地，校舎等の資産は法の規定に基づき高専機構に承継されたものであり，教育研究活動は安定し

て遂行できる。また，債務を負うことは制度上ない。 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の経常的収入は，①高専機構から交付される運営費交付金及び施設費②授業料・入学料・検定

料・寄宿舎料その他の雑収入③産学連携等研究収入・寄附金収入④科学研究費補助金等の競争的資金

の４種類に分類される。平成１６年度の収入決算額と支出決算額を示す（資料１０－１－②－１）。 

資料１０－１－②－１ 

収入決算額及び支出決算額（平成１６年度）（上記①～③） 

（出典 別添学校要覧４２頁） 

運営費交付金及び施設費は，独立行政法人通則法第46条に基づき学校運営に必要な資金について財

源措置されるものであり，運営費交付金は，高専機構の定める配付基準及び本校からの要求に基づき

交付され，施設費は高専機構及び本校の施設整備計画に基づき計画的に示達される。次に，授業料収

入の過去５年間の状況を以下に示す（資料１０－１－②－２）。 

資料１０－１－②－２

１．授業料

当年度収入予定額 過年度未納額 収入予定額 収入額 授業料免除額 除籍者未納額 年度末未納額 年度末未納額内訳

平成１２年度 227,491,900 203,400 227,695,300 211,858,500 15,631,000 0 205,800 H13納入(205,800)

平成１３年度 210,007,800 205,800 210,213,600 193,841,550 15,833,550 0 538,500 H14納入(211,800)，H15納入(217,800)，H15除籍(108,900)

平成１４年度 208,306,500 538,500 208,845,000 191,933,700 16,149,000 0 762,300 H15納入(544,500)，H15除籍(217,800)

平成１５年度 218,385,600 1,089,000 219,474,600 204,840,900 13,851,000 554,700 228,000 H16納入(228,000)

平成１６年度 206,112,000 228,000 206,340,000 189,924,000 15,846,000 342,000 228,000

A B C

未納率：C/A-B 未納による除籍者数

0.18 ％ 2 前後期１名（228,000)

授業料等収入額状況（平成１２年度～平成１６年度）

 

（出典 会計課作成文書）

授業料収入において各年度とも年度末に若干の未納者は存在するが，督促や学生指導によってほぼ

満額が納入されている。平成１５年度・１６年度には授業料未納による除籍学生がでたことで予定の

収入が確保されない事態となったが，当地域の経済状況等から鑑み入学定員１，０００名に対し１．

８名という未納率は致し方ない面がある。こうした事態を重く受け止め，授業料未納による除籍を防

止するため平成１６年１０月には，運営会議で「授業料の徴収事務取扱要領」を定め，学生指導に努

めるとともに収入の確保に万全を期している（資料１０－１－②-３）。 
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資料１０－１－②-３ 

授業料の徴収事務取扱要領（説明資料） 

（出典 運営会議配布資料） 

次に，上記収入分類③産学連携等研究収入・寄附金収入に係る過去５年間の状況を以下に示す（資

料１０－１－②－４）。 

資料１０－１－②－４ 

        産学連携・寄付金収入一覧  （単位：円） 

   産学連携等研究収入 寄付金収入 

 平成１２年度 11,193,100 17,127,000 

 平成１３年度 7,557,000 15,490,000 

 平成１４年度 3,247,700 12,390,000 

 平成１５年度 3,662,650 10,272,000 

 平成１６年度 8,077,090 7,468,000 

（本自己評価のための作成資料） 

 

産学連携等研究収入の実績は，民間企業との共同研究や受託研究の推進に伴い，毎年着実な収入を

上げている。また，寄附金収入は，その大部分が在籍学生の保護者により組織されている「釧路工業

高等専門学校後援会」からの寄附金が占めている。後援会は，毎年独自の事業計画を作成し，主とし
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て学生の活動に対する支援を目的に寄附してくれており，本校にとって継続的な収入となっている。 

次に，過去１０年間の科学研究費補助金獲得状況を以下に示す（資料１０－１－②－５）。 

資料１０－１－②－５ 

      

（出典 Ｈ１７．４運営会議配付資料） 

 資料で明らかなとおり，これまでの資金獲得状況は，年度によりばらつきがあるものの，申請件数

の増加とともに増加傾向にある。とりわけ，本校の中期計画において「専門科目を担当する教員のう

ち８０％以上の者が科学研究費補助金の申請を行う体制を整える。」とした平成１６年度以降は，申

請件数及び採択額ともに増加し，運営費交付金が毎年一定の割合で削減される状況のなかで，重要な

研究費財源となっている。また，科学研究費補助金に関する説明会を開催し（資料１０-１－②-６），

外部資金の積極的な導入による研究資金の確保に努力している。 



釧路工業高等専門学校 基準10 

-   - 502

資料１０-１－②-６ 

科学研究費補助金に関する説明会開催状況 

日時 場所 対象者 講師 テーマ 出席者数 

Ｈ

14.10.15 

本 校

大 講

義室 

本校教官・事務官・技

官 

釧路公立大・北海道教

育大 

釧路校関係者 

日 本 学 術

振興会 

研 究 助 成

課長 

松 尾  淳

氏 

科学研究費補助金

制度について 

 

本校教員29名，

事務官１１名，

技官１０名 

公 立 大 教 官 ４

名，教育大事務

官３名 

Ｈ

16.10.13 

同上 本校教員・事務職員・

技術職員 

校 長 ・ 庶

務 課 担 当

職員 

1. 研究計画調書の

書き方のノウハ

ウについて 

2. 文部科学省によ

る科学研究費補

助金説明会報告 

本校教員36名，

事務職員６名，

技術職員９名 

Ｈ

17.7.29 

（予定） 

同上 本校教員（主として電

気・電子・情報系）・

事務職員・技術職員 

北 大  情

報 科 学 研

究科教授 

福 井 孝 志

氏 

上手な科研費申請

書の書き方 

 

Ｈ17.8.8 

（予定） 

同上 本校教員（主として機

械・建築系）・事務職

員・技術職員 

北 大 工 学

研 究 科 機

械 科 学 専

攻 

教授 

吉 田 静 男

氏 

上手な科研費申請

書の書き方 

 

（本自己評価のための作成資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校における教育研究活動を支える経常的収入は，およそ８０％が運営費交付金である。運営費交

付金は，施設費とともに高専機構から安定的・継続的に交付されている。また，自己収入の主要な要

素となる授業料収入においては，督促と学生指導に関する取扱いを学内ルールとして定め，安定的に

確保している。産学連携・寄附金収入及び科学研究費補助金などのいわゆる外部資金に関しても増加

の傾向にあるとともに，説明会の開催など積極的な導入のための取組が行われており，経常的収入は

継続的に確保されている。 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の財務は，法人化により大きな制度上の変更があった。つまり，国による予算配当の廃止と，
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これに変わる制度としての運営費交付金と授業料等の自己収入による自立的な学校運営への変更であ

る。平成１６年６月の運営会議では，この制度変更と今後の予算編成方針及び収支計画について詳細

な説明が行われた。同会議の議事録（資料１０－２－①－１）と説明資料（資料１０－２－①－２）

を以下に示す。 

資料１０－２－①－１ 

◎審議事項 

１．平成１６年度学内予算配分（案）について 

会計課長から資料２に基づき説明があり，審議の結果了承された。 

会計課長説明の主要点は以下のとおり。 

（１）独法後の予算執行の特徴 

・学校運営経費は運営費交付金と授業料等の自己収入で賄う。 

・自己収入が運営経費に組み込まれたため，収入欠損の場合，直接，予算の減になる。 

・運営費交付金は，人件費等の固定的経費を除いて，使途の内訳が特定されない。 

・経費の使用に関して，説明責任が課せられた。 

・運営経費について，財務諸表を作成・公表することにより学校の財務状況が公開される。 

・高専機構本部ができたため，その運営経費を各高専が拠出することになった。 

（２）学内予算各項目について 

・予算総額の減，追加配当額の不明，自己収入額の不安定さにより，緊縮予算である。 

・教員研究経費は、前年度比７０％配当とする。その使途は、物件費・旅費の別はなく原則自由で

あるが，釧路高専として独自の使途制限事項を設けた。 

・一般教科の教員研究経費について，実験・非実験で一人当たり単価に大きな格差がある。 

格差を設けた経緯は不明であるが格差を設ける特別な理由が見いだせないことまた旅費の使用にお

いて，格差による不平等が生じることを避けるため，実験・非実験での一人当たり単価を同額とし

た。 

・学科経費は前年度比１００％配当とし，その使途は物件費に限定する。 

・校長裁量経費について，当初配当では「特別設備等充実費」を保留とした。 

今年度より，旅費の申請も認められた。 

・その他，予算の新規事項等の説明があった。 

なお，校長から，学科経費の配分方法については，予算の効率的な配分と成果が強く求められてい

ることを勘案し，これまでの教員数に応じた単純配分を改め，来年度からは各学科の教育現場で必

要な費用・負担を基本に置いた配分方式への見直しを行いたい 

旨の提案があり，併せて了承された。 

（出典 平成１７年６月３０日定例運営会議議事要録） 
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資料１０－２－①－２
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（出典 平成１６年６月２８日運営会議資料）

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では法人化による財務制度の変更について，運営会議における学内予算審議に際して詳細な説

明を行うとともに，収支計画を示し審議・決定を行っていることから，適切な収支に係る計画が策定

され，教職員に明示されている。なお，学生に対する明示は行われていないが，教育研究活動を安定

して遂行できる資産状況，経常的収入状況に鑑み当面その必要性は低いと考えている。 

 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

前出資料（資料１０－１－②－１）で明らかなとおり，支出超過はない。また，本校の支出は高専

機構から交付される運営費交付金・施設費及び自己収入の範囲内に限られ，また借入金の権限もない

ことから，本校単独の収支の状況においては支出超過となることは制度上ない。 
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（分析結果とその根拠理由）  

 現在，支出超過はない。また，高専機構の設置する学校という制度上の位置づけから，将来におい

ても本校単独の収支における支出超過はない。 

 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

学内予算において，教育研究活動に係る経費は，予算分類上「教育研究費」及び「教育研究活動支

援経費」として予算全体の約３５％を配分している。前者は教育研究活動全般に関する直接経費とし

て，また後者は教育施設・設備の維持・整備及び施設の運営に係る経費として，必要な費用を計上し

ている。平成１６年度当初配分予算における学内予算配分案を以下に示す（資料１０－２－③－１）。 

資料１０－２－③－１ 
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出典 別紙平成１６年６月２８日定例運営会議配布資料） 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準10 

-   - 513

 

「教育研究費」の内訳として①教員研究経費②学科経費③校長裁量経費を設け，教員の資質能力の

向上に係る費用並びに教育環境等の充実に向けた費用として計上している。①と②は個々の教員が教

育研究活動を遂行していく上で又学科が学科として教育活動を継続していく上で最低限度必要な経費

として，原則として均等に配分される。これに対し，③の校長裁量経費は，ⅰ．校長裁量経費（教育

方法等改善・支援経費，研究活性化経費，教育研究環境等充実費）ⅱ．教育研究重点化促進経費 ⅲ．

特別設備等充実費にわけられる。以下に「校長裁量経費の取扱い方針」を示す（資料１０－２－③－

２）。 

 

資料１０－２－③－２

          校長裁量経費の取扱い方針（次頁） 
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（出典 校長裁定文書） 

 

「校長裁量経費」は「教員研究経費」，「学科経費」とは異なり，教員の教育研究上の実績や，当

該年度における教育研究計画に基づき校長のリーダーシップのもとに決定され，いわば学内における

競争的資金と言うことができる。特に，ⅱ．の教育研究重点化促進経費は，教員の活動を（１）教育

貢献度（２）授業改善等貢献度（３）研究貢献度（４）学内貢献度（５）社会貢献度（６）国際貢献

度（７）学会活動等への貢献度（８）その他の貢献度の各評価項目により評価し，これにより重点的

に予算配分を行うもので，学内ではポイント制による傾斜配分と呼ばれ，教員に対し教育研究上のイ

ンセンティブとなっている。以下には，このポイント制による自己申告用調査書を資料として示す

（資料１０－２－③－３）。 
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資料１０－２－③－３
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（出典 会計課からの各教員あて文書） 

（分析結果とその根拠理由）  

 学内の資源（予算）配分は，運営会議により審議され，学内合意に基づき適切に行われている。配

分方法は，教育研究上最低限度必要な原則均等配分による「教員研究経費」及び「学科経費」と，当
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該年度における教育研究の必要性や計画に基づく申請及び個々の教員の貢献度評価に基づく「校長裁

量経費」に分類され，後者は学内における競争的な環境を醸成し，教育研究の活性化に寄与しており，

適切な資源配分方法が実施されている。 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 高専機構は，通則法第38条に基づき財務諸表等を公表することとされている。本校単独の財務諸表

等を公表する予定はないが，予算の使途に関する状況の概要は，（資料１０－１－②－１）のとおり

学校要覧で社会に公表している。 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校を含む高専機構全体の財務諸表等は，法令の規程により公表することとされている。本校の予

算の使途に関する状況は，学校要覧で公表している。 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 高専機構は，内部監査について次のとおり定めている（資料１０－３－②-１）。 

資料１０－３－②-１

第７章 内部監査及び責任 

（内部監査） 

第45条 理事長は，予算の執行及び会計処理の適正を期するため，必要と認めるときは，特に命令

した教職員に内部監査を行わせるものとする。 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構会計規則） 

本校では，この規定に基づき「釧路工業高等専門学校会計監査実施規程」を定め，これに基づく内

部監査を実施している。平成１６年度の実施状況は次のとおり（資料１０－３－②-２）。 

資料１０－３－②-２ 

（監査事項及び方法） 

第３条監査は，会計経理に関し，次の各号に掲げる事項について実地に行うものとする。 

一会計経理に関する規則等の適用に関する事項 

二予算決算に関する事項 

三収入支出に関する事項 

四債権に関する事項 

五物品に関する事項 

六不動産に関する事項 

七契約に関する事項 

八旅費に関する事項 

九外部資金に関する事項 

十帳簿及び証拠書類に関する事項 

十一その他校長が必要と認める事項 

      （出典 釧路工業高等専門学校会計監査実施規程 改正 平成16．４．１釧高専達第27号） 
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 （つづき） 

   

 

（出典 会計課監査報告書） 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の定めた規程に基づき適正な監査が行われている。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学内の資源（予算）配分において，均等配分による経費のほか校長のリーダーシップに基づく資金

配分の仕組みを整備し，競争的な環境を醸成することで教育研究の活性化を図っている。 

（改善を要する点）  

特になし。 

（３）基準10の自己評価の概要 

 本校の校地・校舎等の資産は法人化により国から承継されたものであり，教育研究活動を安定して
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遂行するに充分なものとなっている。また，債務を負うことは制度上ない。経常的な収入はその８

０％以上を高専機構から安定的・継続的に交付される運営費交付金に拠っており，残る２０％弱は授

業料等収入・産学連携等収入その他の自己収入である。授業料等収入を確保する学内ルールを定めて

いるほか産学連携等収入や科学研究費補助金等の外部資金導入の取組も積極的に行っており，教育研

究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行するための財政的基盤を有している。収支の状況は，

学内の会議で教職員に示され，資源（学内予算）配分も教職員による会議で合意形成が行われており， 

教育研究に必要な最低限度の均等配分のほか競争的資金配分の仕組みを取り入れることで教育研究の

活性化に寄与している。また，財務に対する会計監査は規則に基づき適性に実施され，予算の使途に

関する情報を社会に公表し，説明責任を果たしている。
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点に係る状況）  

校長は，学校の目的を達成するための運営と管理を統括し，運営の基本方針，短期・中長期にわた

る重点目標等を策定する。校長を補佐する体制としては，教務主事（副校長），学生主事，寮務主事

に加えて，新たに管理運営上必要となった事項を担当する校務主事（以上校長補佐）を置いているほ

か，事務部長も校長の学校運営に関する職務を補佐している（資料１１－１－①-１）（資料１１－

１－①-２）。 

資料１１－１－①-１

校務主事（Ｈ１５．１新設）の職務分掌 

第９条 校務主事は，校長の命を受け，校務における次に掲げる事項を掌理する。 

 一 将来計画に関すること。 

 二 評価に関すること。 

 三 渉外に関すること。 

 四 広報に関すること。 

 五 地域及び社会への協力貢献に関すること。（地域共同テクノセンター規程第２条に掲げる業

務を除く。） 

 六 研究推進に関すること。 

 七 その他，教務主事，学生主事，寮務主事，図書館主事及び各センター長の所掌に属さない事

項に関し，必要と認められること。 

（出典 釧路工業高等専門学校教員組織及び職務分掌規程） 

 

資料１１－１－①-２
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（出典 校長裁定-副校長，校長補佐の設置について） 

校長及び校長補佐による補佐会議（名称は特に規定していない）を適宜開催して，管理運営に関す

る検討を行っている。補佐会議には，事務部長のほか事務部３課長も出席し，主事が所掌する各委員

会の活動状況を点検し，また，校長が必要と認める全学的な課題や取組について検討し，決定した方

針は直ちに運営会議に提案するなどにより，機動的で迅速な意思決定の中心となっている。 

本校の管理運営に関する重要事項を審議し，校務の円滑な運営のための合意形成を行う中心的な役

割を担う機関は運営会議であり，校長，副校長，校長補佐，学科主任，専攻科長，事務部長等から構

成されている（資料１１－１－①-３）（資料１１－１－①-４）。 

資料１１－１－①-３ 

（審議事項） 

第３条会議は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 本校の将来計画の企画立案に関すること。 

二 本校の教育，研究上の目的を達成するための基本的な計画に関すること。 

三 諸規則の制定及び改廃に関すること。 

四 予算（概算要求を含む）に関すること。。 

五 自己点検評価・外部評価に関すること。 

六 受託研究及び共同研究の受入れ，実施等に関すること。 

七 寄附金の受入れに関すること。 

八 発明に関すること。 

九 国際交流に関すること（外国人留学生に関することを除く。。） 

十 釧路工業高等専門学校教育研究・国際交流振興基金の運用に関すること。 

十一 各委員会の審議事項のうちこの会議の議を経ることとなったものに関すること。 

十二 その他本校の管理運営に関する重要事項。 

（組織） 

第４条会議は，次に掲げる者で組織する。 

一 校長 

二 主事 

三 一般教科主任（副主任を含む） 。 

四 学科主任 

五 専攻科長 

六 センター長 
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七 事務部長 

八 課長及び技術室長 

九 校長が必要と認めた者若干名   

（出典 釧路工業高等専門学校運営会議規程） 

 

資料１１－１－①-４ 

        

（出典 庶務課作成文書） 

運営会議で決定した事項は，各種委員会や校長が委嘱するワーキンググループにおいて検討され，

実施に移される。常設の委員会（資料１１－１－①-５）以外に必要に応じて設置されたワーキング

グループ等の最近の例は以下のとおりである（資料１１－１－①-６）。 
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資料１１－１－①-５ 

    第１１章 会議・委員会 

 ○運営会議規程 （H16.5.26 改正） 

 ○運営会議申し合わせ （H16.5.26 改正） 

 ○教員会議規程 （H16.4.1 改正） 

 ○教務委員会規程 

 ○学生委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○寮務委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○図書館委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○進路指導委員会規程 （H17.3.17 改正） 

 ○情報処理センター委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○情報処理センター委員会ネットワーク専門委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○入学試験委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○外国人留学生委員会規則 （H16.4.1 改正） 

 ○広報委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○施設整備委員会規程 

 ○情報公開委員会規程 

 ○防災防火委員会規程 

 ○事務情報化推進委員会規程 

 ○専攻科委員会規程 （H16.4.1 改正） 

 ○安全衛生委員会規程 （H16.4.1 制定） 

 ○運営諮問委員会規則 （H16.9.21 制定) 

（出典 釧路工業高等専門学校規程集目次） 

 

資料１１－１－①-６ 

名  称 設置時期 任    務 備 考 

専攻科準備委員会 H15.9～H16.3  

 

Ｈ16.4 専攻科設置のためのカリキュラムの

検討その他必要な準備作業及び設置申請書作

成作業等 

16.4 専攻

科 委 員 会

と し て 常

設 

法人化ＷＧ H15.4～H16.3 法人化に備え中期目標・中期計画等の検討作

業 

 

教育方法改善共同

プロジェクト 

H15.4～H17.3 テーマ：高専における進路指導のあり方  

入試広報ＷＧ 

 

 

H16.6～現在 アドミッションポリシー（案）の策定を中心

とした入試広報誌の改善及び入試広報全般の

あり方について検討 

 

ホームページＷＧ H16.4～現在 公式ホームページのリニューアル作業及び英

文 ジ 作成検討

広 報 委 員

会 も と
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 文ホームページの作成検討 会 の も と

に設置 

ＪＡＢＥＥ準備Ｗ

Ｇ 

H15.10～現在 平成１８年度 JABEE 受審の統括，自己評価書

の作成 

 

 

ＪＡＢＥＥ認定に

向けての小委員会

（第 1～第 8）ま

での８委員会 

H16.6～現在 ＪＡＢＥＥ認定に向けて課題ごとの対応を検

討 

第１小委員会「総括」第２小委員会「社会ニ

ーズ調査と学習教育目標設定・改善」第３小

委員会「進級・卒業・JABEE プログラムへの

入学と編入学」第４小委員会「カリキュラム

の設計」第５小委員会「公表と周知」第６小

委員会「記録保存」第７小委員会「授業評価

と改善」第８小委員会「教育環境の整備」 

 

教育学習レビュー

室 

H17.2～現在 第１部会；授業改善について①学生による授

業評価アンケート②教員相互評価③ステップ

アップ提案書④FD の企画立案 

第２部会；シラバスと定期試験のチェック 

常 設 組 織

に 変 更 予

定 

40 周年記念事業

実行委員会 

H16.4～現在 

 

創立 40 周年記念事業（式典）の企画立案及

び年史編纂 

 

認証評価ＷＧ H17.3～現在 

 

認証評価における自己評価書の作成  

（出典 本自己評価のための作成資料） 

なお，観点に関連して以下の中期目標・中期計画を定めている。（資料１１－１－①-７） 

資料１１－１－①-７ 

【中期目標】 

○業務運営の改善及び効率化に関する目標（Ⅱ） 

１．運営体制の改善に関する目標 

 ・校長のリーダーシップのもと，迅速な意思決定システムを構築し，機能的で責任の所在が明ら

かな運営体制を作り実施する。 

【中期計画】 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．運営体制の改善に関する目標 

○各国立高等専門学校の運営改善の具体的方策（校長の権限・補佐体制の強化など） 

 ・校長は，釧路高専を代表し運営と管理を統括する。また，副校長・校長補佐の協力のもとに

学校運営の基本方針，短期，中・長期にわたる重点目標を決定する。 

 ・運営会議は，校長の諮問に応じ，基本方針，重点目標を審議し，校内コンセンサスを進め

る。 

 ・各種委員会は，主事（副校長，校長補佐）の主宰のもと，基本方針，重点目標の具体的な実
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施施策を審議し，実施計画を立てる。 

・校長は，これらを受けて，教職員の協力のもと実行する権限と責任をもつ。 

 ・以上の体制は，平成 14 年度から制度的に明示され実施されているが，さらに一層の強化を図

るため，各会議の審議事項の精選や実施事項のフォローアップを進める。 

（出典 釧路工業高等専門学校中期目標・中期計画） 

（分析結果とその根拠理由）  

 教務主事，学生主事，寮務主事のほかに，管理運営上の新しい課題を担当する校務主事が置かれ，

校長の学校運営，重要事項についての意思決定を補佐している。管理運営に関する重要事項を審議し，

校務の円滑な運営を行うための中心的な機関として，運営会議が置かれている。運営会議の決定事項

は，各種委員会やワーキンググループに付託され実行に移されるようにしている。 

 以上のことから，学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になってお

り，効果的な意思決定が行える態勢になっている。 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況）  

運営会議のほか，施設整備委員会，安全衛生委員会，広報委員会などの管理運営に関する委員会が

設置されており（資料１１－１－①-５），事務部には，管理運営に関する庶務課及び会計課が置か

れている（資料１１-１-②-１）。 

資料１１-１-②-１

    第２章事務分掌 

第１節課の事務分掌 

（庶務課） 

第10 条庶務課においては，次の事務をつかさどる。 

(1) 学校の事務に関し，総括し及び連絡調整すること。 

(2) 機密に関すること。 

(3) 儀式，諸行事及び会議に関すること。 

(4) 学則その他諸規程の制定及び改廃に関すること。 

(5) 学術団体等との連絡に関すること。 

(6) 渉外に関すること。 

(7) 法人文書の管理に関すること。 

(8) 文書類の接受，発送に関すること。 

(9) 公印の管守に関すること。ただし，会計機関に属するものを除く。 

(10) 構内警備取締に関すること。 

(11) 研究協力に関すること。 

(12) 地域連携及び産学連携の推進に関すること。 

(13) 国際企画に関すること。ただし，留学生に関するものを除く。 

(14) 個人情報の保護に関すること。 

(15) 特許の申請等に関すること。 

(16) 任免，給与，懲戒及び服務等の人事に関すること。 
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(17) 出張に関すること。 

(18) 研修及び人事考課に関すること。 

(19) 教職員の健康管理，安全管理，福祉及び災害補償に関すること。 

(20) 共済組合の長期給付に関すること。 

(21) 栄典及び表彰に関すること。 

(22) 人事記録に関すること。 

(23) 退職手当に関すること。 

(24) 教職員宿舎の入居者の選考に関すること。 

(25) 情報資料の受入れ並びに整理及び保存等に関すること。 

(26) 情報資料の閲覧，貸出及び参考業務等のサービスに関すること。 

(27) 情報資料の目録データベースの利用者への提供及び維持管理に関すること。 

(28) 情報公開に関すること。 

(29) 広報に関すること。 

(30) 情報ネットワークに関すること。 

(31) 中期計画，年度計画に関すること。 

(32) 評価に関すること。 

(33) 調査統計及びその他諸報告に関すること。 

(34) その他他の課の所掌に属しない事務を処理すること。 

（会計課） 

第11 条会計課においては，次の事務をつかさどる。 

(1) 予算及び決算に関すること。 

(2) 債権の管理に関すること。 

(3) 収入及び支出に関すること。 

(4) 学校資産の取得，管理及び処分に関すること。 

(5) 学校施設の維持管理に関すること。 

(6) 学校環境の整備保全に関すること。 

(7) 外部資金等の経理に関すること。 

(8) 共済組合に関すること。 

(9) 事務電算システムの維持管理及び運用に関すること。 

(10) 会計の監査に関すること。 

(11) 会計諸規定に関すること。 

(12) 会計機関の公印の管守に関すること。 

(13) その他会計経理及び営繕に関すること。 

（学生課） 

第12 条学生課においては，次の事務をつかさどる。 

(1) 学生の課外活動に関すること。 

(2) 学生及び学生団体の指導に関すること。 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程 改正平成１７年４月１日釧高専達第１号） 

各種委員会と事務組織は，例えば，庶務課及び会計課が校長の方針に従ってそれぞれ規程や年度予

算の原案を作成し，運営会議がこれらを審議することに示されるように，適切に役割を分担して効果
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的に活動している。これらの実際については，基準 10 で示した（資料１０－２－①－１）（資料１

０－２－①－２）（資料１０－２－③－１）を参照されたい。他の委員会と事務組織の関係も同様で

ある。事務部は各種委員会の決定事項の一部を執行する役割を担っている。なお，管理運営に関する

委員会には，教員のほかに事務職員が委員として参画している（資料１１-１-②-２）。 

資料１１-１-②-２ 

【施設整備委員会】 

 （組織） 

第 3 条 委員会は次の各号に掲げる者で組織する。 

 一 主事 

 二 一般教科主任（副主任を含む） 

 三 学科主任 

 四 専攻科長 

 五 センター長 

 六 事務部長 

 七 課長及び室長 

 八 その他校長が必要と認めた者 若干名 

（出典 釧路工業高等専門学校施設整備委員会規程） 

【広報委員会】 

（組織） 

第４条 委員会は次の各号に掲げる者で組織する。 

 一 校務主事 

 二 専攻科委員会から 1 名 

 三 情報処理委員会委員から 1 名 

 四 地域共同テクノセンター委員会委員から 1 名 

 五 一般教科教員から 2 名 

 六 専門学科教員から各 1 名 

 七 校長が必要と認めた者 若干名 

 八 課長 

（出典 釧路工業高等専門学校広報委員会規程） 

【安全衛生委員会】 

 （構成） 

第３条 委員会は，次に掲げる者で構成する。 

 一 安全衛生統括管理者 

 二 安全管理者 

 三 衛生管理者 

 四 産業医 

 五 安全管理担当者 

 六 衛生管理担当者 

 七 看護師 
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 八 労働者の過半数代表者の推薦に基づき校長が指名した者 

２ 安全衛生統括管理者は校長をもって充てる。 

３ 安全管理者は，事務部長をもって充てる。 

４ 安全管理担当者は，会計課長をもって充てる。 

５ 衛生管理担当者は，庶務課長をもって充てる。 

（出典 釧路工業高等専門学校広報委員会規程） 

（分析結果とその根拠理由）  

 運営会議や管理運営に関する各種委員会の審議原案や資料を，校長の方針に従って事務部が作成し

て各種委員会で審議するという役割分担が行われ，効果的に活動している。  

以上のことから，管理運営に関する各種委員会および事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動している。 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

学則をはじめ，組織，事務管理，人事，会議・委員会など管理運営の諸規定が定められ，規程集と

してまとめられている。各規程はホームページに掲載され，教職員に公開されている（資料１１-１-

③-１）（前出資料１１－１－①-５）。 

資料１１-１-③-１

        釧路工業高等専門学校規程集目次 

第１章  学則 

第２章  組織 

第３章  事務管理 

第４章  人事 

第５章  会計 

第６章  施設 

第７章  健康・保安 

第８章  教務・厚生補導 

第９章  学寮 

第１０章 図書 

第１１章 会議・委員会 

教職員向け情報へもどる 
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        第１章 学則 

 ○学   則 

   附則別表     別表第１・第２・第３     別表第４ 

第２章 組織 

 ○副校長，校長補佐の設置について 

 ○事務組織規程 

 ○技術職員の組織等に関する規程（H17.3.1 改正） 

 ○教員組織及び職務分掌規程 

第３章 事務管理 

 ○文書処理規程    別 表 

 ○行政文書管理規程    様式１号 様式２号 別表１  

 ○情報公開取扱要項  様 式 

 ○情報公開に関する開示・不開示の審査基準 

 ○事務部関係ホームページ管理・運用要項 

第４章 人事 

 ○学生寮教職員宿日直規程 （H16.4.1 制定） 

 ○学生寮教職員宿日直規程の運用方針 （H16.4.1 制定） 

 ○名誉教授称号授与規程 

 ○名誉教授称号授与規程の運用内規 

 ○教職員に対する給与の口座振込実施要項（H16.4.1 改正） 

 ○教職員の財形貯蓄等関係事務取扱要項（H16.4.1 改正） 

 ○教官の兼業に関する取扱いについて 

 ○教員の選考手続きについて  第１号様式 第２号様式 第３号様式 

 ○教員選考基準 （H16.11.22 制定） 

 ○科学研究支援者実施要項（H16.4.1 改正） 

 ○研究支援者実施要項（H16.4.1 改正） 

 ○産学連携研究員実施要項（H16.4.1 改正） 

 ○セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する規程（H16.4.1 改正） 

 ○教育業績賞実施要項 

 ○ティーチング・アシスタント実施要項 （H17.3.17 制定） 

 ○ティーチング・アシスタント実施要項の取り扱いについて （H17.3.17 制定） 

        第５章 会計 

 ○会計監査実施規程 （H16.4.1 改正） 

 ○毒物及び劇物管理規程 （H16.4.1 改正） 

 ○受託材料試験に関する規程 （H16.4.1 改正） 

 ○受託研究取扱規程 （H16.4.1 改正） 
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 ○共同研究取扱規程 （H16.4.1 改正） 

 ○寄附金取扱規程 （H16.4.1 改正） 

 ○教育研究・国際交流振興基金規程 

 ○教育研究・国際交流振興基金事業実施要項 

 ○会計機関等の補助者の指定に関する規程 （H16.4.1 改正） 

 ○入学料の免除に関する内規 

 ○授業料（寄宿料を含む。）の免除及び猶予に関する内規 

 ○授業料免除基準 

 ○契約事務取扱要項 （H16.4.1 改正） 

 ○官用車使用内規 

 ○被服貸与基準 

 ○競争的資金の間接経費及び研究協力・インセンティブ経費の執行に係る取扱要項 

 ○入学料徴収猶予選考基準 

 ○「授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者」に係る取扱要項 （H16.10.18 制定） 

 ○授業料の徴収事務取扱要項 （H16.10.18 制定） 

 ○釧路工業高等専門学校における出納員の指定に関する要項 （H17.3.17 制定） 

 ○物品管理事務取扱規程 （H17.3.17 制定） 

        第６章 施設 

 ○不動産管理事務取扱規程 （H17.3.17 制定） 

 ○防火管理規程     別表２・３・４ （H16.4.1 改正） 

 ○福利施設管理規程 

 ○福利施設使用細則 

 ○地域共同テクノセンター規程 

 ○地域共同テクノセンター利用細則 

 ○情報処理センター規程 

 ○情報処理センター利用細則 

 ○施設活用の実態調査及び是正勧告規程 

 ○教育研究施設の有効活用規程 

 ○施設及び設備等に係る点検・評価等に関する取扱要項 （H16.4.1 改正） 

第７章 健康・保安 

○災害対策要項 （H16.4.1改定） 

 ○自家用電気工作物保安規程     別表第２ （H16.4.1改正） 

                        （出典 釧路工業高等専門学校規程集目次） 

（分析結果とその根拠理由）  

 学則をはじめ管理運営に関する諸規定が定められ，規程集としてまとめてホームページに掲載され

ている。したがって，本校の管理運営の諸規定は十分に整備されている。 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況）  
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平成16年度に，校長の諮問に応じ本校の管理運営上の重要事項を審議し，校長に対し意見を述べる

機関として，外部有識者から構成される運営諮問委員会を設置している（資料１１－２－①-１） 

（資料１１－２－①-２）。 

資料１１－２－①-１ 

      釧路工業高等専門学校運営諮問委員会規則 

（平成16 年９月21 日制定） 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，釧路工業高等専門学校運営諮問委員

会（以下「諮問委員会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 諮問委員会は，校長の諮問に応じ本校運営上の重要事項を審議し，校長に対し意見を述べ

る。 

２  校長は，諮問委員会からの意見を，本校の運営に反映させるものとする。 

（審議事項） 

第３条 諮問委員会は，次の各号に掲げる事項について，審議する。 

（１）教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する重要事項 

（２）教育研究活動等の状況について本校が行う評価に関する重要事項 

（３）その他本校の運営に関する重要事項 

（組織） 

第４条 諮問委員会は，本校の教職員以外の者で，高等専門学校に関し見識を有する者のうちか

ら，校長が委嘱する委員をもって組織する。 

（委員長） 

第５条 諮問委員会に委員長を置き，その委員長は委員の互選をもって充てる。 

２  委員長は，諮問委員会の会務を総理する。 

３  委員長に事故があるときは， あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。 

２  前項の委員に欠員を生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（開催） 

第７条 諮問委員会は，委員長が招集し開催する。 

（委員以外の者の出席） 

第８条 諮問委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，意見又は説明を聴くこと

ができる。 

（審議状況の公表） 

第９条 校長は，諮問委員会の審議状況を，広く周知を図ることができる方法によって公表しなけ

ればならない。 

（事務） 

第10 条 諮問委員会の事務は，庶務課において処理する。 

（雑則） 
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第11 条 この規則に定めるもののほか，諮問委員会の運営に関し必要な事項は，諮問委員会が定め

る。 

附則 

この規則は，平成16 年９月21 日から施行する。 

（出典 釧路工業高等専門学校運営諮問委員会規程） 

 

資料１１－２－①-２ 

運営諮問委員会委員名簿 

（出典 別添学校要覧６頁） 

運営諮問委員会での提言は，運営会議の審議を経て，適切な委員会あるいは校長の委嘱するワーキ

ンググループに付託して企画・立案し，実施に移すこととしている。運営諮問委員会が設立されて間

もないために，現時点ではその提言が管理運営に反映されるには至っていない。第1回運営諮問委員

会は，平成17年２月２３日に開催され，本校の中期目標・中期計画全般に対する意見を聴取した。

（資料１１－２－①-３）その報告書を準備中であり，完成次第公表する予定である。 

資料１１－２－①-３ 

第1回運営諮問委員会の内容を示す資料（前出 資料９－１－③―４） 

（出典 運営諮問委員会次第・説明資料） 

運営諮問委員会の設置以前には，これと同等の役割を持つものとして，平成13年に外部有識者によ

る外部評価を行い，報告書として公表した。また，その後約1年の時間をかけて提言に対する検討を

行い，その結果を平成14年3月に「外部評価の提言に対する取組」として取りまとめ公表した（資料

１１－２－①-４）（資料１１－２－①-５）。 

資料１１－２－①-４ 
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（出典 外部評価報告書（抄）） 
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資料１１－２－①-５ 

 

外部評価の提言に対する検討を示す資料 
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（出典 外部評価の提言に対する取組（抄）） 

 

 

上記資料で提言に対する本校の取組としてあげられた事項のうち管理運営に関係する事項をピック

アップし，その現在の状況を点検してみると以下のとおりとなっている（資料１１－２－①-６）。 
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資料１１－２－①-６ 

整理

番号 

大項目 

（目次） 

小項目 

（目次） 

Ｈ14.3 における対応・改善策 

 

現状分析 

 

１ 学生生活 

 

女子寮の設

置 

女子寮運営検討ＷＧにより審議。Ｈ14年

度中に設置の見通し。 

Ｈ 14.11.1 設 置

（開寮） 

２ 

 

研究活動

及び地域

との連携

について 

 

 

公開講座の

市民へのＰ

Ｒに工夫 

 

・新聞を情報源とするものが多いことか

ら広告料を払ってでも情報の新聞掲載を

実施する 

・情報源調査を引き続き実施する 

・図書館開放や地域共同研究等の推進に

力をいれ，生涯教育と公開講座の有機的

に結びつけ周知方法を改善する 

・校務主事，庶

務課専門職員の

新設により広報

体制を整備 

・ ポ ス タ ー 作

成，小中学校へ

の案内等充実し

た広報活動を実

施 

３ 

 

その他 

（将来計

画） 

学科再編，

学科改組 

 

学科ごとで見解に相違 

 

中期計画中に記

載（資料１１－

２－①-７） 

４ 

 

その他 

（教育研

究施設設

備） 

視聴覚設備

の充実 

 

Ｈ１３～１６年度の 4 カ年の校舎改修計

画により充実に努める 

 

Ｈ１６年度まで

で全教室にプロ

ジェクタなどの

視聴覚設備を設

置済み 

 

５ 

 

 

その他 

（教育研

究施設設

備） 

教室・実験

室が狭隘化 

Ｈ１３～１６年度の4カ年「教育環境改善

計画書」に基づき施設整備を進める 

Ｈ１４年度まで

で左記の計画を

完了 

６ その他 

（教育研

究施設設

備） 

地元企業と

の連携強化 

 

・産官学共同研究・交流推進協議会の実

施 

・わかりやすい研究内容・産業シーズの

提供を推し進める 

・左記協議会を

発 展 的 に 解 消

し，地域企業主

体による「釧路

高専地域振興協

力会」を設置 

・教員シーズ集

刊行（H14），改

定 第 2 版 の 刊 行

（H16） 



釧路高等専工業学校 基準11 

-   - 546

７ 

 

 

 

その他 

（教育研

究施設設

備） 

インターネ

ットアクセ

ス可能な端

末設備の充

実 

校内ＬＡＮの更新により柔軟で安全なＬ

ＡＮの導入と，無線ＬＡＮアクセスポイ

ントの本格的導入を予定 

H14年度中で全学

に無線LAN導入を

完了 

８ その他 

（組織と

運営） 

 

 

 

委員会の過

多 

H14.4を目処に現行会議・委員会等につい

て見直しと新設 

・主事主任会議

を運営会議に改

組 

・教官会議（現

行教員会議）の

位置づけを変更 

・３０委員会を

１６委員会に整

理 統 合 （ 14.4.1

実施） 

９ その他 

（組織と

運営） 

 

 

 

定員にない

講師の解消 

重要課題である専攻科設置に当たって

も，教員組織の充実のためにも，定員に

ない講師の解消に全校的な取組を進め

る。 

講師のみに関わ

らずすべての定

員 流 用 を 解 消

し，教員組織を

充実させ，専攻

科を設置した。

（H16.4） 

１０ その他 

（組織と

運営） 

 

研究者総覧

の作成 

国立情報学研究所によるデータベース及

び国専協作成のCD-ROM版研究者総覧の活

用により本校独自のものは作成しない。 

 

左の理由により

研究者総覧は作

成しない。ただ

し，わかりやす

い研究者情報の

提供に努める。6

欄の教員シーズ

集の刊行参照。 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料１１－２－①-７ 

学科再編・学科改組に関する考え方を示す資料 

【中期目標】 

○釧路工業高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標（Ⅰ） 

１．教育に関する目標 

（３）実施体制等に関する目標 

 ①学科の配置等 

  ・現行5学科のあり方について，学生のニーズや地域の要請，社会情勢の変化に見合った体制整

備を検討する。 

【中期計画】 

Ⅰ 釧路工業高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．教育に関する目標を達成するための措置 

（３）目標に掲げる内容・水準を達成するための実施体制 

 ①学科の配置等 

○学科の構成・改組等についての方向性 

・電気系3学科（電気・電子・情報）の大学科制への改組及び学生のニーズや適性に基づく学

科内コース制の実施について検討する。 

・5学科一括入試と，入学後における学生のニーズ，適性に基づく学科所属の可能性について

検討する。 

（出典 釧路工業高等専門学校中期目標・中期計画） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

運営諮問委員会が設置されており，そこで提示された意見は運営会議での審議を経て，適切な委員

会あるいは校長の委嘱するワーキンググループによって実行に移す体制となっている。運営諮問委員

会が発足して間もないため，そこでの意見を管理運営に反映させることは今後の課題である。     

運営諮問委員会の設置以前には，外部有識者による外部評価を行い，その意見を管理運営に反映させ

ている。以上のことから，外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映される体制が整備され，実

際に反映されている。 

 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成13年３月に本校全体の活動に対する自己点検・評価を行い，それに基づいて外部評価委員会に

よる検証を受け，これを公表した。（資料１１-３-①-１）（資料１１－２－①-４）また，平成14年

3月には，外部評価の提言に対する本校の取り組みを整理し，公表した（資料１１－２－①-５）。 
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資料１１-３-①-１ 

自己点検・評価の内容と公表を示す資料 
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（出典 自己点検・評価報告書（抄）） 

平成14年以降の自己点検・評価は，その名称のもとには行っていないが，平成16年度の専攻科設置

に向けての管理運営の検討や改善，平成18年度に予定している日本技術者教育認定機構（JABEE）の
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審査に向けての管理運営の検討や改善を，自己点検・評価の一環と位置づけている。これらの活動や

成果は公表されていないが，適当な時期の運営諮問委員会に諮問し，結果を公表する予定である（資

料１１-３-①-２）（資料１１-３-①-３）。 

資料１１-３-①-２ 

JABEE認定への取組が自己点検・評価活動として位置づけられることを示す資料（その１） 

２．教育改善のためのスパイラルアップシステムの構築について 

  校長から，標記の件について資料３に基づき提案があり，JABEE準備WGによる自己評価により抽

出された課題に対し，「課題ごとに問題解決の方策を立案するための小委員会」を必要数設置す

ることとなった。この小委員会組織は，全教職員の参加意識と問題解決の効率性を図るという意

味があり，また小委員会の立案する方策を実現する過程と今後計画される｢評価委員会｣や「学習

・教育レビュー室」等と相まって，全体として本校のPDCAサイクルを構成する重要な要素となる

旨の説明があった。 

  なお，最初にJABEE準備WGメンバーを中心とする第１小委員会を立ち上げ，第２小委員会以下の

各小委員会のミッションや設置数等について早急に検討することとした。 

（出典 平成１６年６月定例運営委員会議事概要） 

 

資料１１-３-①-３ 

JABEE認定への取組が自己点検・評価活動として位置づけられることを示す資料（その２） 
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（出典 平成１６年６月定例運営委員会配布資料） 

なお，本校ではこれまで第三者評価を受ける機会はなく，当機関別認証評価がはじめてである。本

「自己評価書」作成の作業は，本校の自己点検・評価活動の一部をなすものとして，認証評価終了後

に社会に公表する予定である。また，平成18年度にはＪＡＢＥＥ受審を予定しており，現在は管理運

営面を含みそのための自己点検・評価と改善の取組を進めているところである。 

（分析結果とその根拠理由）  

平成13年度に学校全体の活動に対する自己点検・評価，外部評価を行い，その報告書及び提言に対

する取組み方針を公表している。平成14年度以降の自己点検・評価は行われていないが，専攻科設置

及びＪＡＢＥＥ認定の取得に向けた管理運営の点検や改善策の検討は，実質的な自己点検・評価と位

置づけられる。これらの活動と成果は適宜運営諮問委員会に諮問し，提言を公表する予定である。ま

た，機関別認証評価自己評価書を自己点検・評価の一部として公表することとしている。以上のこと

から，自己点検・評価が活動の総合的な状況に対して行われており，それらの評価結果が公表されて

いるか，または公表予定である。 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 

自己点検・評価の結果，外部評価や運営諮問委員会の提言は，校長及び校長補佐による検討を経て，

運営会議において審議し，各種委員会への付託あるいはワーキンググループの設置により，検討し実

施に移す体制をとっている。（資料１１－１－①-６参照）この体制により，平成13年３月の自己点

検・評価の結果及びこれに基づく外部評価の提言をフィードバックし，専攻科の設置や委員会の整理

統合など（資料１１－２－①-６参照）学校全体の活動や組織のあり方に関する改善を実現している。

今後は運営諮問委員会において，資源配分の在り方，定員削減への対応，学科の統合など，本校の中

期目標・計画に示されている管理運営上の重要事項について諮問し，いただいた提言を検討の上実行

に移す予定である。 

 （分析結果とその根拠理由）  

 自己点検・評価の結果及び外部評価や運営諮問委員会の提言を，校長及び校長補佐によって検討し，

運営会議の審議を経て，各種委員会やワーキンググループに付託し実施に移す体制が整備されており，

実際に改善が行われている。運営諮問委員会は設置されて間もないため，その提言を管理運営の改善
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にフィードバックするのは今後の課題である。 

 以上のことから，評価結果がフィードバックされ，本校の目的達成に結びつけられるような，シス

テムが整備され，有効に運営されている。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 特になし。 

（改善を要する点）  

 運営諮問委員会が発足して間もないため，提言の聴取やその運営への反映がまだ十分ではない。今

後の運営諮問委員会の活用が必要である。  

（３）基準11の自己評価の概要 

校長は，学校の目的を達成するための運営と管理を統括し，運営の基本方針，重点目標等を設定し

ている。校長の補佐体制としては，必要に応じて校長代理を務める副校長（教務主事），校長補佐と

して学生主事及び寮務主事のほか，学校としての新しい課題を担当する校務主事を置いているほか，

事務部長も校長の学校運営に関する職務を補佐している。目的を達成するための組織としては，検討

課題に応じて，各種委員会で審議・検討後，校長が最終的な判断を行う意思決定体制がとられている。

学校の運営に関する重要事項は運営会議で審議し，事項及び必要に応じて各種委員会，あるいは校長

が委嘱するワーキンググループに付託して，機動的に企画・立案を行い，実施する態勢となっている。 

管理運営に当たっては，教員組織及び職務分掌規程，事務組織規程を基本として，各種の諸規程が

整備され，これらに基づく管理運営のための組織として，運営会議をはじめ各種委員会，これらを支

援する事務部が設置されており，適切に機能している。 

外部有識者の意見を取り入れるために，運営諮問委員会を設置し，そこで得られた意見を運営会議

や各種委員会，ワーキンググループ等で継続的な改善に結びつけるべく検討し，管理運営に反映する

体制がとられている。 

平成 13 年度に自己点検・評価，これに基づく外部評価及び外部評価の提言に対する取組を公表し

ている。外部評価における提言の中で，専攻科の設置，委員会の整理統合，女子寮の設置等の重要事

項はすでに実施されている。すなわち，評価結果は管理運営に反映されている。平成 16 年度には運

営諮問委員会を開催し，提言のフィードバックと公表のため現在取りまとめ中である。 

専攻科が平成 16 年度に設置されたことに伴い，平成 18 年度に日本技術者教育認定機構（JABEE）

の審査を受けることを決定し，本校の管理運営の総点検を行って改善すべき点を明確にし，平成 17

年度から改善策を実施に移している。これは平成 14 年度以降の自己点検・評価及びそれに基づく運

営の改善と位置づけることができる。この活動の結果は，今後の運営諮問委員会に諮問し，提言を公

表する予定である。 
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選択的評価基準 研究活動の状況 

 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 

本校の研究活動は、地域の産業界と連携して、これまで地域が培ってきた技術の、高度化と融合

を図り、新産業の創出に寄与する共同研究等を行うこと、この研究活動の成果を教育に還元するこ

とで、実践的技術者教育の質の向上を図ることを目的としている。 

民間企業との共同研究など地域連携・産学連携に基づく研究は、地域共同テクノセンターを中心

として行う体制がとられている。地域共同テクノセンター（以下「センター」という。）には、委

員会、その下部組織として専門分野ごとの部門が置かれている（資料１-①-１）（資料１-①-２）

（資料１-①-３）。 

資料１-①-１ 

センターの設置、業務、組織、委員会の設置・任務・構成等を示す資料 
 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，工業に関する研究開発，教育研究の推進及 

び地域産業の振興に貢献することを目的とした共同利用施設として，釧路工業高等専門学校地域共同テク 

ノセンター（以下「センター」という。）を置く。 

（業務） 

第２条 センターは，次に掲げる業務を行う。 

一 産官学交流に関すること。 

二 共同研究及び研究交流等に関すること。 

三 民間機関等に対する技術援助，技術相談及び学術情報の提供に関すること。 

四 本校の学生及び地域社会に対する技術教育に関すること。 

五 その他センターの目的を達成するために必要な事業に関すること。 

（センター長及び副センター長） 

第３条 センターに地域共同テクノセンター長（以下「センター長」という。）及び地域共同副センター長

（以下「副センター長」という。を置く。 

（センター長） 

第４条 センター長は，専任の教授又は助教授のうちから校長が任命する。 

２ センター長は，センターの業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。 

４ センター長が欠けた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（副センター長） 

第５条 副センター長は，専任の教授又は助教授のうちから校長が任命する。 

２ 副センター長は，センター長を補佐し，センター長に事故ある時はその職務を代行する。 

３ 副センター長の任期は１年とし，再任を妨げない。 

４ 副センター長が欠けた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員会） 

第６条 センターの円滑な運営を図るため，地域共同テクノセンター委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

（任務） 

第７条 委員会は，次に掲げる事項について審議する。 

一 センターの運営の基本方針に関すること。 

二 センターの設備等の利用計画に関すること。 

三 センターの予算に関すること。 

四 その他センターの運営について必要な事項 

（組織） 
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第８条 委員会は、次に掲げる者で組織する。 

一 センター長 

二 副センター長 

三 各学科及び一般教科の専任教官のうちから，校長が指名した者 

四 事務部長 

五 その他校長が必要と認めた者 
  (以下略) 

（共同研究・交流推進協議会） 

第12条 産官学の交流を推進するため，共同研究・交流推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会について必要な事項は，別に定める。 
  （以下略） 

（出典 釧路工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程） 

 

資料１-①-２ 

委員会の活動を示す資料 

日時平成１６年９月１５日（水）１５時４０分～１７時０９分 

場所会議室 

出席者９名 

欠席者２名 

報告事項 

１．国立高専機構／産学連携・地域連携委員会について 

岩渕委員長から、７月２１日（水）開催の標記委員会について、第３回全国高専テクノフォーラムを

長岡高専で行うことになった旨の報告があった。 

２．道内４高専テクノセンター長等会議について 

岩渕委員長から、８月２０日（金）開催の標記会議について、道内４高専の連携を進める上で（１）

合同シーズ集改訂版の作成（２）機器インフォメーションの作成（３）研究開発助成事業への４高専合

同での応募、を行うことが決定した旨の報告があった。 

審議事項 

１．教育研究設備維持運営費の使途について 

岩渕委員長から、標記経費について、特に購入を要する物品がなければ通常の設備維持に使用しても

らいたい旨が述べられ了承された。 

２．平成１６年度特別設備等充実費の申請について 

岩渕委員長から説明があり、テクノセンターで特に購入を希望する大型設備等があれば、９月３０日

までに委員長に申し出てほしい旨が述べられた。 

３．公開講座の内容と担当及びパンフレット作成について 

荒井委員から資料１に基づき説明があり、公開講座の担当日と内容については、各委員の希望を９月

２４日（金）までに委員長に報告し、調整した上で、９月３０日（木）に最終決定する旨が述べられ、

了承された。 

４．教官シーズ集（改訂版）の作成について 

岩渕委員長から資料２に基づき説明があり（１）基本的なスタイルは変えない（２） 「お役に立て

ること」と題し、協力可能分野等の記述を追加する（３）機器インフォメーション（審議事項５参照）

を綴じ込む、という形で、資料に記載のスケジュールに従って新しいシーズ集を作成したい旨が述べら

れ、了承された。また、委員から、より統一感が出るよう記入書式についても修正を行った方がよい旨

の意見があり、細部について広報担当委員（大槻、三森、加藤、技術室）と調整を行うこととした。 

５．機器インフォメーションの作成について 

岩渕委員長から資料３に基づき説明があり、学内にある装置・設備を洗い出し、一覧を作成してシー

ズ集に綴じ込み、企業等に広く知ってもらいたい旨が述べられ、了承された。そこで、各学科が持つ主

要な装置・設備について、各委員が所属学科分を取りまとめ、委員長に１０月１２日までに提出するこ

ととした。 

６．企業訪問について 

荒井委員から説明があり、資料１のとおり１２月初旬に実施したいこと、調査記録を必ず作成しても

らいたいことが述べられた。その後岩渕委員長から（１）各学科から２ 名を選出し、企画担当委員

（荒井、野口、坂口）が訪問先企業の割り振りを行う（２）企業の持っている技術を聞き出し「技術マ
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ップ」を作成する旨が併せて述べられ、了承された。 

７．テクノセンターニュース（第８号）発刊について 

岩渕委員長から、資料４に基づき説明があり、１０月中を目途に作成したいこと、３ページ目を新規

的な内容にするため委員からアイデアを募りたいこと、原稿依頼があった際には快く引き受けてもらい

たいことが述べられた。また、配布先については広報担当委員で検討することになった。 

（出典 地域共同テクノセンター委員会議事概要） 

 

資料１-①-３ 

専門分野ごとの部門を示す資料 

 

◎地域共同テクノセンターの組織と部門スタッフ 
テクノセンターでは，企業等との共同研究及び技術協力する場合の目安となるように，専門分野を

分類し，各部門を設け部門スタッフを配置しました． 

部 門 名 部 門 長 グループ名 部 門 ス タ ッ フ 

構造材料 
岩渕（機械）大楽（建築）三森（建築）草

苅（建築） 
材料開発 

岩渕義孝 

（機械工学科） 

TEL:0154-57-7295 

iwa@mech.kushiro-ct.ac.jp 機能材料 坂口（電子） 松本（電子） 

電気・電子 
大槻典（情報）小林（電気） 松永（電気）

工藤（電気）佐々木（電気） 

電子情報 

大槻典行 

（情報工学科） 

TEL:0154-57-7354 

ohtsuki@kushiro-ct.ac.jp
情報ソフトウ

ェア 

柳川（情報）野口（電気）高木（電気）千

葉（建築） 

大槻香（建築）大貫（情報）神谷（情報）

高橋（情報） 

本間（情報）天元（情報）林（情報）土江

田（情報） 

中島陽（情報） 

計測加工 
中村（電子）櫻田（電子）小杉（機械）丹

（機械） 

須田（電気） 
計測制御 

荒井 誠 

（機械工学科） 

TEL:0154-57-7294 

arai@mech.kushiro-ct.ac.jp メカトロニク

ス 

荒井（機械）宮澤（機械）佐藤英（電気）

梶原（電子） 

千田（電気） 

環境試験 加藤（一般）佐藤彰（建築）渡邊（機械） 

環境シス

テム 

浦家淳博 

（一般教科・物理） 

TEL:0154-57-7337 

uraie@ippan.kushiro-

ct.ac.jp 

エネルギー開

発 
浦家（一般）山岸（機械）麓(機械) 

 

（出典 センターのウエブサイト http://www.kushiro-ct.ac.jp/CTC/） 

 委員会には、事務部長もメンバーとして参加し、センターを中心とした産学連携による研究活動を

サポートしている。事務組織による支援体制は庶務課が担当する（資料１-①-４）。 
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 上記の学内における研究体制及び支援体制の他、産学連携を推進するための支援体制として「釧路

工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会」（以下「協議会」という。）を学内規程に基づ

き次のとおり設置している。（資料１-①-１第１２条参照）。（資料１-①-５）（資料１-①-６） 

資料１-①-５ 

学内規程により設置している産学連携のための支援体制を示す資料 
 
（設置及び目的） 
第１ 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）が行う産官学の交流を推進するため，

本校に釧路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会（以下「協議会」という。）

を置く。 
（協議事項） 
第２ 協議会は，第１の目的を達成するため，情報の交換を行うとともに，次の事項について

協議する。 
 一 地域企業等との共同研究の推進に関すること。 
 二 地域企業等の技術開発の促進，技術者の再教育に関すること。 
 三 地域産業の振興に関すること。 
 四 本校地域共同研究開発教育センター設置の推進に関すること。 
 五 その他，協議会の目的達成のために必要な事項。 
（組織） 
第３ 協議会は，別表に掲げる機関または団体の代表者若しくは関係者及び本校職員を委員と

して組織する。 
（協議会の開催） 
第４ 校長は，協議会を開催し，その議長となる。 

２ 協議会は，原則として年２回開催する。但し，必要がある場合はこの限りでない。 
（事務） 
第５ 協議会の事務は，庶務課において行う。 
（雑則） 
第６ この要項に定めるもののほか，協議会に関し必要な事項は，校長が別に定める。 
（附則） 

この要項は，平成７年２月２３日から施行する。 
 

（出典 釧路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会要項） 

 

 

 

 

資料１-①-４ 

事務組織の支援体制を示す資料 
第２章 事務分掌 

第１節 課の事務分掌 

（庶務課） 

第10 条 庶務課においては，次の事務をつかさどる。 

  (略) 

 (12) 地域連携及び産学連携の推進に関すること。 
  (略) 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程） 
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資料１-①-６ 

協議会の委員構成を示す資料 

 

釧路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会委員名簿 

☆ 企業 

企業名              職 名            氏名 

王子製紙㈱釧路工場        施設部長           ○○○○ 

北海道電力㈱釧路支店       支店長付主幹         ○○○○ 

釧路ガス㈱            専務取締役          ○○○○ 

㈱釧路製作所釧路工場       取締役釧路工場長       ○○○○ 

㈱ニッコー            代表取締役          ○○○○ 

㈱富士計器            代表取締役常務        ○○○○ 

㈱ポータス            専務取締役          ○○○○ 

アジアエンジニアリング㈱     代表取締役          ○○○○ 

萬木建設㈱            代表取締役          ○○○○ 

☆ 団体 

団体名              職名             氏名 

釧路地域工業振興協会       会長             ○○○○ 

〃  鉄工部会        理事             ○○○○ 

〃  木工部会        部会長            ○○○○ 

〃  造船部会         〃             ○○○○ 

〃  船舶電機部会       〃             ○○○○ 

〃  塗装部会         〃             ○○○○ 

釧路市異業種交流プラザ      代表幹事           ○○○○ 

北海道機械工業会釧路支部     支部長            ○○○○ 

釧路市建設事業協会        会長             ○○○○ 

釧根電気工事業協同組合      理事長            ○○○○ 

釧路マルチメディア協会      副会長            ○○○○ 

釧路商工会議所          中小企業相談所長       ○○○○ 

北海道商工会連合会釧路支所    支所長            ○○○○ 

北海道中小企業家同友会釧路支部  支部長            ○○○○ 

北海道開発局釧路開発建設部    技術管理官          ○○○○ 

釧路支庁             経済部長           ○○○○ 

釧路市              経済水産部長         ○○○○ 

（財）釧路根室圏産業技術振興センター 

専務理事           ○○○○ 

（出典 協議会名簿H17.3）

 

 協議会の歴史は、施設（建物）として同センターが設置（H12.10）される以前の平成７年まで遡る

ことができる。民間からは地域の主要企業・主要産業団体及び商工会議所が、官からは国（北海道開

発局）・北海道（釧路支庁）及び市が参加し、こうした産官学が一体となった組織の設置は、当時の

国立高専において先進的な取組であった。これまでの活動例のいくつかを示す（資料１-①-７）。 
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資料１-①-７ 

協議会の活動例を示す資料 
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（出典 平成１７年３月２９日開催協議会説明資料「釧路工業高等専門学校産官学連携の取組～釧

路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会のあゆみ～」）

 

 センターの委員会と協議会を中心とした体制による共同研究等の取組は、１０年近くにわたり本校

の研究活動の中心を担い、平成12年度・13年度においては共同研究件数で全国高専のトップクラスと

なるなどの成果を上げている（共同研究実績の詳細は観点１-②に記述）。しかし、近年に至り、こ

の体制による取組が、あくまでも学校が設置する組織に基盤を置いているという理由から、どうして

も「学」中心の発想や活動になりがちで、民間のニーズや活力を反映しにくいという弊害が指摘され

てきていた。そこで、本年、これまでの協議会を発展的に解消し、民間企業を主体とした支援・連携

組織として新たに「釧路工業高等専門学校地域振興協力会」（以下、｢協力会｣という。）を設立する

運びとなった（資料１-①-８）（資料１-①-９）（資料１-①-１０）。 

資料１-①-８ 

民間主体の新支援組織に関する資料（その１） 

 

「釧路工業高等専門学校地域振興協力会規約」 

 

（目 的） 

第１条 本会は会員相互の交流と協力により、釧路高専を活用・支援する産学連携事業に取組み、もっ

て産業技術の振興と地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

（名 称） 

第２条 本会は、釧路工業高等専門学校地域振興協力会（略称：釧路高専地域振興協力会）と称する。

（事 業） 

第３条 本会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）産学官の連携及び交流に関する事業 

 （２）地域産業の発展に関する事業 

 （３）教育研究の充実に関する事業 

 （４）釧路高専の活用と支援に関する事業 

 （５）その他本会の目的達成に必要な事業 

   る。 

 (省略) 

（事務局） 

第１２条 本会の事務局は、釧路商工会議所内に置く。 
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（経 費） 

第１３条 本会の運営は、会費、寄付金その他の収入をもって充てる。 

    ２ 会費は年会費とし、企業会員10,000円,個人会員2,000円とする。 

 （以下省略） 

 

（出典 釧路工業高等専門学校地域振興協力会規約） 

 

 

資料１-①-９ 

民間主体の新支援組織に関する資料（その２） 

 
「次第」 

 

【第１部】記念講演（16:00～） 

テーマ：モノづくりにも役立つ「鶴雅の経営戦略とＩＴの取組みについて」 

講 師：株式会社阿寒グランドホテル 

代表取締役 ○○○○ 氏 

【第２部】設立総会（17:30～） 

１ 開会 

２ 来賓紹介 

釧路工業高等専門学校校長 木谷 勝 様 

釧路市長         伊東良孝 様 

釧路支庁長        高原陽二 様 

釧路開発建設部長     神保正義 様 

釧路商工会議所会頭    ○○○○ 様 

３ 設立発起人会代表挨拶 

４ 議長選出 

５ 議事 

        議 案 第 １ 号  釧 路 高 専 地 域 振 興 協 力 会 規 約 ( 案 ) に つ い て

議案第２号 初年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について 

議案第３号 役員の選出について 

６ 来賓挨拶 

７ 閉会 

 

（出典 平成１７年６月２２日設立総会式次第）

 

 

資料１-①-１０

民間主体の新支援組織に関する資料（その３） 

 

「初年度事業計画」 

１．事業 

  （１）設立総会の開催（記念講演等） 

  （２）技術セミナー，技術交流会等の開催 

      （セミナー，講演会，技術懇談会，研究交流会，勉強会，公開講座，人材育成研修会

等） 

  （３）企業訪問による技術相談の活用に関する計画づくり 

  （４）釧路高専との共同研究の実施 

      （地域共同テクノセンターの活用と支援） 

  （５）インターンシップ受入に関する支援 
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  （６）学生の研究発表会の開催及び表彰 

  （７）会員企業による特別講演の実施 

  （８）地域技術力等の情報発信（会報の発行） 

  （９）技術振興，地域社会の発展に関するイベントへの参加 

  （10）その他本会運営に関する事業 

 

２．諸会議 

  （１）役員会・幹事会等の開催 

  （２）その他関係団体会議への参加 

 

３．広報 

  （１）会報の発行 

  （２）釧路高専活動状況の提供 

  （３）地域振興協力会の事業ＰＲと会員加入促進 

 

（出典 釧路工業高等専門学校地域振興協力会初年度事業計画）

 

協力会には、設立総会時点で企業会員１０９社、個人会員１２６名が加入した。個人会員は主に本

校の教職員である。協力会の運営には、センターのセンター長と副センター長が幹事として参加し、 

事業計画の具体的な実施に参画する。協力会は、つい先ごろ｢会報創刊号｣を発行し活動を開始してい

る。こうした協力会の諸活動により、本校の研究活動は、これまで以上に地域企業のニーズに基づい

たものとして活性化が期待できる。 

本校の研究活動におけるもう一方の重要な連携先に、「釧路工業技術センター」がある。同センタ

ーは、平成１４年１０月に設置されたものであるが、設置目的等について以下に示す（資料１-①-１

１）。 

資料１-①-１１ 

 

釧路工業技術センターの設置目的等を示す資料 

 

 

 

１．工業技術センターの設置目的と必要性 

1.1.目的と利用対象 

 当センター設置の目的は、釧路市を中心とし、広く釧路・根室地域の地場中小工業の技術力の向

上、並びに経営の安定など、総合的な工業振興を図ることにある。また、当センターの利用対象は、

地域内の全ての事業所とするが、設置する機器、配置する人材、並びに提供できる機能の範囲から、

金属・機械加工、木材加工を中心として、これらに関連のある事業を行っている事業者のニーズに応

えるものとする。 
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 図 工業技術センターの役割と他の機関との連携 

 

（出典 平成１２年３月 釧路市作成 （仮称）釧路工業技術センター基本計画） 

 

 

 

本校と同センターは定期的に研究交流会を開催している。同センターには、本校と同様に企業から

多くの技術相談等が寄せられており、研究交流会を通じて技術相談の中から本校との共同研究に発展

するケースもある。本校と同センターとの交流・連携の状況を示す（資料１-①-１２）。 
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資料１-①-１２ 

釧路工業技術センターとの交流・連携を示す資料 

 
(出典 研究交流会配布資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 民間企業との共同研究など地域連携・産学連携に基づく研究の体制は、地域共同テクノセンターを

中心に行われている。センターには、委員会が置かれ活動内容等を審議する。また、専門分野別の部

門も設置されている。活動を支援する事務組織が定められ、委員会にも参加している。研究内容を地

域企業等のニーズに基づくものとし、活動を活性化させるための連携組織を早くから設置して取り組

んできたが、本年これを発展させ新支援・連携組織を立ち上げた。地域の総合的な工業振興を設置目

的とする釧路工業技術センターとの連携体制も整備され、研究交流会等を通じて共同研究に発展する

事例も出ている。 

観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況）  

 はじめに過去５年間及び本年度の民間等との共同研究実績を示す（資料１-②-１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１-②-１ 

民間等との共同研究実績を示す資料 

○平成１２年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

1 
暖房熱活用による制御電力自給タ イ

プの暖房機器開発 
サンポット㈱ （埼玉県川越市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

2 
路面凍結センサ－の開発と釧路で の

実装評価試験 
サンポット㈱ （埼玉県川越市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

3 
太陽光集光熱と放射冷却熱を利用 し

た温度差発電装置の研究開発 
㈱太陽光研究所 （京都府京都市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

4 鹿よけ装置の研究開発 トーワ計装㈱ （釧路市） 
電子工学科 坂口直志 

電子工学科 東藤 勇 

5 簡易型太陽光追尾装置の研究開発 日栄電機工業㈱  （釧路市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

6 
ボイラの廃熱利用による温度差発電の

研究 
㈱釧路熱供給公社 （釧路市） 

一般教科    浦家淳博 

電子工学科 東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

7 
温度差発電の電力蓄積と供給システム

の研究開発 
㈱釧路熱供給公社 （釧路市） 

一般教科    浦家淳博 

電子工学科 東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

8 
道路標識及び周辺設備に対する着氷・

着雪防除に関する研究 

(社)北海道開発技術センター （札幌

市） 

機械工学科  麓  耕二 

機械工学科 山岸英明 

9 
融雪剤の使用によるコンクリート構造物

の劣化に関する研究 
㈱構研エンジニアリング  （札幌市） 建築学科    三森敏司 

10 
耐寒促進剤と断熱型枠を併用した無加

熱養生による寒中コンクリ－トの施工 
㈱構研エンジニアリング  （札幌市） 

建築学科   三森敏司 

建築学科   大楽隆男 

 



釧路工業高等専門学校 選択的評価基準 

-   - 567

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 
ＦＡ骨材を用いたコンクリ－ト温度依存

性に関する実験 
釧路建設事業協会 （釧路市） 

建築学科    大楽隆男 

建築学科   三森敏司 

12 
下地の種類による各種外装仕上塗材

の耐久性 
㈱蝦名塗装店 （釧路市） 

建築学科    大楽隆男 

建築学科   三森敏司 

13 
寒冷地におけるマイクロガスタ－ビンの

効率的利用研究 
サンエス電気通信㈱  （釧路市） 

電気工学科  風間輝雄 

機械工学科 田中孝二郎 

14 
釧路市内近郊路線バス利用情報案内

システムの開発 
くしろバス㈱（釧路市） 情報工学科 新井山 

15 
無線を用いたインタ－ネット地域 ＩＸの

研究 
㈱サンエス・マネジメント・システムズ 情報工学科  高橋 晃 

16 光散乱を用いた簡易視程計の開発 ㈱岩崎 （札幌市） 
電子工学科 中村 隆 

電子工学科 櫻田安志 

17 
岩盤調査ロボットの機構・制御系に関

する研究 
計測技販㈱（札幌市） 

電子工学科 梶原 

機械工学科 荒井 

機械工学科 岩渕 

18 
岩盤調査ロボットの観察系に関する研

究 
計測技販㈱（札幌市） 

電子工学科 中村 

電子工学科 櫻田安志 

19 
岩盤調査ロボットの通信系に関する研

究 
計測技販㈱（札幌市） 

電気工学科 野口 

電気工学科 高木 

20 
乾留燃焼による農業廃棄物の安全性

評価分析 
(有)岡林鉄工 機械工学科 岩渕 

○平成１３年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

※

1 

暖房熱活用による制御電力自給タ イ

プの暖房機器開発 
サンポット㈱ （埼玉県川越市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

※

2 

路面凍結センサ－の開発と釧路で の

実装評価試験 
サンポット㈱ （埼玉県川越市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科  坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

※

3 

太陽光集光熱と放射冷却熱を利用 し

た温度差発電装置の研究開発 
㈱太陽光研究所 （京都府京都市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

※

4 
鹿よけ装置の研究開発 トーワ計装㈱ （釧路市） 

電子工学科 坂口直志 

電子工学科 東藤 勇 

※

5 
簡易型太陽光追尾装置の研究開発 日栄電機工業㈱  （釧路市） 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

一般教科     浦家淳博 

※

6 

ボイラの廃熱利用による温度差発電の

研究 
㈱釧路熱供給公社 （釧路市） 

一般教科    浦家淳博 

電子工学科  東藤 勇 

電子工学科  坂口直志 
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※

7 

温度差発電の電力蓄積と供給システム

の研究開発 
㈱釧路熱供給公社 （釧路市） 

一般教科    浦家淳博 

電子工学科 東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

※

8 

道路標識及び周辺設備に対する着氷・

着雪防除に関する研究 

(社)北海道開発技術センター （札幌

市） 

機械工学科  麓  耕二 

機械工学科 山岸英明 

 

 

※

9 

融雪剤の使用によるコンクリート構造物

の劣化に関する研究 
㈱構研エンジニアリング  （札幌市） 建築学科    三森敏司 

※

10 

耐寒促進剤と断熱型枠を併用した無加

熱養生による寒中コンクリ－トの施工 
㈱構研エンジニアリング  （札幌市） 

建築学科   三森敏司 

建築学科   大楽隆男 

※

11 

ＦＡ骨材を用いたコンクリ－ト温度依存

性に関する実験 
釧路建設事業協会 （釧路市） 

建築学科    大楽隆男 

建築学科   三森敏司 

※

12 

下地の種類による各種外装仕上塗材

の耐久性 
㈱蝦名塗装店 （釧路市） 

建築学科    大楽隆男 

建築学科   三森敏司 

※

13 

寒冷地におけるマイクロガスタ－ビンの

効率的利用研究 
サンエス電気通信㈱  （釧路市） 

電気工学科  風間輝雄 

機械工学科 田中孝二郎 

※

14 

無線を用いたインタ－ネット地域 ＩＸの

研究 
㈱サンエス・マネジメント・システムズ 情報工学科  高橋 晃 

※

15 
光散乱を用いた簡易視程計の開発 ㈱岩崎 （札幌市） 

電子工学科 中村 隆 

電子工学科 櫻田安志 

16 
熱電半導体を用いた応用機器開発研

究 
㈲日本テクモ （福岡県北九州市） 

電子工学科 東藤 勇 

一般教科   浦家淳博 

電子工学科 坂口直志 

17 
釧路市内近郊路線バス利用情報案内

システム開発 
くしろバス㈱ （釧路市） 情報工学科  新井山亮 

18 簡易型太陽光追尾装置の研究開発 日栄電機工業㈱  （釧路市） 
電子工学科 東藤 勇 

一般教科   浦家淳博 

19 
路面凍結センサ－の開発と実用化の

研究 
サンポット㈱ （埼玉県川越市） 

電子工学科 東藤 勇 

一般教科   浦家淳博 

電子工学科 坂口直志 

20 
グリ－ンライト原料ゼオライトの特性・性

能評価 
㈱グローバル二十一 （釧路市） 

機械工学科  岩渕義孝 

機械工学科 渡邊聖司 

21 
送電線腐食の無停電診断法に関する

基礎研究 

北海道電力㈱釧路支店電力部  （釧

路市） 
電子工学科 坂口直志 

22 融氷雪剤の性能評価に関する研究 ㈱グローバル二十一 （釧路市） 

機械工学科  岩渕義孝 

機械工学科 山岸英明 

機械工学科 麓 耕二 
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23 
温度差発電装置の耐久性に関する研

究 
㈱日伸テクノ （札幌市） 

一般教科    浦家淳博 

電子工学科 東藤 勇 

電子工学科 坂口直志 

24 
岩盤調査ロボットの実用化に関する研

究 
エースコンサルタンツ㈱  （札幌市） 

電子工学科 中村 隆 

機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電子工学科 梶原秀一 

25 
垂直航空写真合成のアルゴリズムの研

究 
㈲トマトシステム （釧路市） 

情報工学科  林  裕樹 

情報工学科 柳川和徳 

注：表中の※は、前年度からの継続課題であることを示す。 

○平成１４年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

※

1 
融氷雪剤の性能評価に関する研究 ㈱グローバル二十一  （釧路市） 

機械工学科  岩渕義孝 

機械工学科 山岸英明 

機械工学科 麓 耕二 

※

2 

温度差発電装置の耐久性に関する研

究 
㈱日伸テクノ （札幌市） 

一般教科     浦家淳博 

電子工学科 坂口直志 

※

3 

岩盤調査ロボットの実用化に関する研

究 
エースコンサルタンツ㈱  （札幌市） 

電子工学科 中村 隆 

機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電子工学科 梶原秀一 

※

4 

垂直航空写真合成のアルゴリズムの研

究 
㈲トマトシステム （釧路市） 

情報工学科  林  裕樹 

情報工学科 柳川和徳 

5 
画像処理による昆布幅測定装置の開

発 
マリノサポート㈱ （札幌市） 情報工学科 柳川和徳 

6 
送電線腐食の無停電診断法に関する

研究 

北海道電力㈱釧路支店電力部  （釧

路市） 
電子工学科 坂口直志 

7 

ＤＭＥ（ｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ）を利用した 

マイクロガスタービンを利 用した 

地域型活用の研究 

サンエス電気通信㈱  （釧路市） 

機械工学科 山岸英明 

機械工学科 田中孝二郎 

機械工学科 麓 耕二 

8 
無線を利用したインターネット地域 IX と

そのセキュリティの研究 

㈱サンエス・マネジメント・システムズ

（釧路市） 
情報工学科  高橋 晃 

○平成１５年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

※

1 

画像処理による昆布幅測定装置の開

発 
マリノサポート㈱ （札幌市） 情報工学科 柳川和徳 

※

2 

ＤＭＥ（ｼﾞﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ）を利用し たマイク

ロガスタービンを利 用した地域型活用

の研究 

サンエス電気通信㈱  （釧路市） 

機械工学科 山岸英明 

機械工学科 田中孝二郎 

機械工学科 麓 耕二 
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※

3 

無線を利用したインターネット地域 IX と

そのセキュリティの研究 

㈱サンエス・マネジメント・システムズ

（釧路市） 
情報工学科  高橋 晃 

4 

熱伝達の特性改善による温泉利用の

温度差発電装置の開発研究と現地調

査 

(財)釧路根室圏産業技術振興センター 

（釧路市） 
一般教科    浦家淳博 

5 
シクロ（自転車タクシー）の操作性向上

のための制御について 

(財)釧路根室圏産業技術振興センター 

（釧路市） 
情報工学科  大槻典行 

6 
携帯 Java アプリを利用した e-Learning

システムの開発 
㈱コムテック２０００ （函館市） 情報工学科 大貫和永 

7 

木質構造材の耐力増強及び構造体の

耐震補強用，プレストレス補強金物の

開発 その１．耐震構法の開発 

高橋林産株式会社 （阿寒町） 建築学科   草刈敏夫 

8 

木質構造材の耐力増強及び構造体の

耐震補強用，プレストレス補強金物の

開発 その２．補強用金物の強度解析 

高橋林産株式会社 （阿寒町） 機械工学科  岩渕義孝 

○平成１６年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

1 
空気層を介した輻射熱利用による温度

差発電の検討 
㈲インタースフィア  （岩見沢市） 一般教科   浦家淳博 

2 
ＰＳ灰造粒物－アルミニウム複合材料

の創製 
日本製紙㈱釧路工場  （釧路市） 機械工学科 岩渕義孝 

3 
ＰＳ灰を使用したコンクリート用人工骨

材の開発 
日本製紙㈱釧路工場  （釧路市） 建築学科    三森敏司 

4 残土利用に関する研究 ㈲シンアイ工業 （釧路市） 

機械工学科 岩渕義孝 

機械工学科 麓 耕二 

電子工学科 坂口直志 

5 
組込みシステム向けオープンプラットフ

ォームに関する研究 
㈱コムテック２０００ （函館市） 情報工学科 大貫和永 

6 
家庭用暖房炭の石炭灰再資源化に関

する研究 
釧路コールマイン㈱ （釧路市） 機械工学科 岩渕義孝 

7 
PCM 蓄冷材を利用した蓄冷管による蓄

熱と放熱に関する研究 
㈱釧路製作所 （札幌市） 機械工学科 麓 耕二 

8 
自然冷熱を利用する冷熱コレクターの

性能評価に関する研究 
㈱釧路製作所 （札幌市） 機械工学科 麓 耕二 

9 ロボット工学（走行制御）に関する研究 ㈱乃村工藝社 （東京都） 機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電気工学科 千田和範 

電子工学科 梶原秀一 

10 ロボット工学（演出制御）に関する研究 ㈱乃村工藝社 （東京都） 

機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電気工学科 千田和範 

電子工学科 梶原秀一 
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次に受託研究実績を示す（資料1-②-２）。 

資料1-②-２ 

受託研究の実績を示す資料 

研 究 課 題 相手先 研究担当者 

情報通信インターフェイスとしてのユビキタスパターン

認識 

総務省大臣官房 

会計課 

情報工学科 

天元、林 

(出典 庶務課文書) 

 共同研究実績は、平成１３年度をピークに一旦減少しているが、最近再び増加傾向を示している。

実績数減少の理由としては、当地域の長期に渡る経済の低迷のほか、前出の釧路工業技術センターと

の競合が考えられる。しかし、同センターと本校の連携により、地域全体としては産学連携による産

業の振興が進展していると言える。 

 共同研究の成果として、次のような実用化や発明につながる事例が出ている（資料1-②-３）（資

料1-②-４）。 

 

 

 

 

11 
ガラス廃材（カレット）の有効利用による

タイル・ブリックの開発 
㈲加賀谷ブリック （釧路市） 

建築学科     大楽隆男 

建築学科     三森敏司 

12 
コンクリートのスケーリングに及ぼす凍

結防止剤の影響 

(財)釧路根室圏産業技術振興センター 

（釧路市） 

建築学科     三森敏司 

建築学科     大楽隆男 

○平成１７年度 

  研究課題 相手方（所在地） 研究担当者 

※

1 
ロボット工学（走行制御）に関する研究 ㈱乃村工藝社 （東京都） 

機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電気工学科 千田和範 

電子工学科 梶原秀一 

※

2 
ロボット工学（演出制御）に関する研究 ㈱乃村工藝社 （東京都） 

機械工学科 荒井 誠 

電気工学科 野口孝文 

電気工学科 千田和範 

電子工学科 梶原秀一 

3 
ＰＣＭ蓄冷材を利用した小型蓄冷熱シ

ステムの開発に関する研究 
㈱釧路製作所(釧路市） 機械工学科 麓  耕二 

4 
省エネルギー型冷熱コレクターの開発

に関する研究 
㈱釧路製作所(釧路市） 機械工学科 麓  耕二 

5 

既存特殊建物に対する保有耐震性能

評価と耐震性向上のための方策に関す

る研究 

㈱ズコーシャ（帯広市） 建築学科 草苅敏夫 

(出典 庶務課文書) 
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資料1-②-３ 

共同研究の成果による実用化の例を示す資料 
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資料1-②-４ 

共同研究の成果による発明事例を示す資料 

 

 発明事例１：PS灰造粒品・アルミニウムハイブリッド材の製造方法 

 発明事例２：PS灰造粒品を用いた軽量モルタル・コンクリート 

 

 （発明事例１の届出） 

 
(出典 庶務課文書) 
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（資料1-②-３）の実用化事例は、本校教員が取組んでいた研究で、同教員が釧路工業技術センター

へ転出後も引き続き本校の教員と連携して研究を続けていたものである。また、（資料1-②-４）の

発明事例は、職務発明として高専機構への承継手続きを終え、まもなく特許申請の予定であるため詳

細は省略する。 

 （資料1-②-５）は、平成１６・１７年度の共同研究による成果で、本年７月オープンした釧路市

の青少年のための人材育成・文化振興施設「こども遊学館」で活躍するロボットの事例である。また、

（資料1-②-６）は、まだ途上にある研究であるが、新聞報道で取り上げられ、本校の取組を広く社

会に伝えることに貢献している。 

資料1-②-５ 

市の施設で活躍する共同研究の成果を示す資料 
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資料1-②-６ 

本校の研究活動を紹介する新聞記事の例 

 
 

以上のように、本校の研究活動は多くの地道な成果を上げているが、その取り組みが認められ平成

１５年度には第１回全国高専テクノフォーラムを主催し、「産学官協力に向け全国高専はいかに連携

するか」をテーマに釧路市において開催された。全国高専から２００名を超える教職員が集まり熱気

にあふれる議論や各高専の事例発表等が行われた（資料1-②-７）（資料1-②-８）（資料1-②-９）。 
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資料1-②-７ 

 

 
 

（出典 第１回全国高専テクノフォーラム報告CD） 
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資料1-②-８ 

 
 

 

（出典 第１回全国高専テクノフォーラム報告CD） 
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資料1-②-９

 
 

（出典 第１回全国高専テクノフォーラム報告CD） 

本校では、教員の持つシーズをわかりやすく市民や企業に伝え、企業等に共同研究への参加を呼び

かけることを目的に、平成１４年度に初めて教員シーズ集を刊行した。昨年度には内容を充実し改訂

版を刊行した（資料1-②-１０）。 

資料1-②-１０ 

教員シーズ集 

http://www.kushiro-ct.ac.jp/ 

（出典 本校ウエブサイト）

 また、道内４高専の連携により北海道地域における産学連携を進める取組のリーダーシップをとっ

ている。４高専合同による教員シーズ集の作成や、北海道地区高等専門学校テクノセンター長等会議
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の設置などである（資料1-②-１１）（資料1-②-１２）。 

資料1-②-１１ 

北海道地区・工業高等専門学校研究シーズ集に関する資料 

http://www.kushiro-ct.ac.jp/ 

（出典 地域共同テクノセンターウエブサイト） 

 

資料1-②-１２ 

北海道地区高等専門学校テクノセンター長等会議関係資料 

 

・北海道地区高等専門学校テクノセンター長等会議の運営について（釧路） 

    釧路高専木谷校長から、本件に関するこれまでの経緯について次の説明があった。 

  ・３月４日の校長会議で同会議の設置については既に決定済みであること 

  ・これは、高専機構の産学連携・地域連携委員会の要請に基づくものであること 

  ・同会議の運営については、３月２５日開催のテクノセンター長等会議に原案作成を付託して

いたこと 

   続いて、同会議設置の趣旨について次の発言があり了承された。なお、個別具体的な取組内

容については今後も引き続き同会議において検討していくこととした。 

  「道内各高専が、各地域において産学連携の取組を推進・強化していくために必要な情報交換

や意見交換を行うことを基本的な性格とする。」 

引き続き、同会議の運営について、テクノセンター長等会議の作成した原案に基づき以下の

提案があり了承された。 

  （１）会議は年１回定例として開催する。 

  （２）当番校は持ち回りとし、これまでの経緯から当面以下のローテーションによる。 

     苫小牧（平成１５年度既開催）、函館（平成１６年度既開催）、旭川（平成１７年度）、

釧路（平成１８年度） 

        なお、会議の開催場所（学校所在地 or 札幌等）は、その時の状況により当番校の計画に

よる。 

  （３）会議出席者は、テクノセンター長等各校の産学連携担当教員とする。ただし、各校の状況

により担当事務職員又はその他の教員が出席することも可能とし、各校の判断による。 

  （４）会議の議長は、当番校のテクノセンター長等がなる。また、当番校は議事概要等の記録を

作成し、各校校長にその内容を報告する。 

    なお、今後この取り組みを進めるうえで見直しが必要になった場合には校長会議で検討し

ていきたい旨の発言があった。 

 

（出典 平成１７年度第１回北海道地区工業高等専門学校校長会議議事録） 

（分析結果とその根拠理由）  

 共同研究の件数は増加傾向にあり、また、教員シーズ集の刊行や新たな支援組織の設置など地域に

密着した積極的な取組から今後も引き続き充実するものと考えられる。研究の内容も多岐にわたって

おり、実用化や発明などに代表される成果が出ている。第１回全国高専テクノフォーラムの主催や道

内高専間連携などにおいてリーダーシップを発揮し、それらがまた学内の研究活動の活性化に効果的

につながっており、今後も成果が期待される。以上のことから、研究の目的に沿った活動の成果が十

分に上がっている。 

観点：1－③  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況）  

共同研究の受入は、その都度運営会議において審議され、本校にふさわしい研究テーマ、相手先

かどうか及び教育活動への影響等について検討される。また、地域共同テクノセンター長は、運営
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会議のメンバーとして活動状況を報告することとなっている。具体的な問題点の把握や改善策の検

討は地域共同テクノセンター委員会が行う（資料１-③-１）。 

資料１-③-１ 

地域共同テクノセンター委員会の活動を示す資料 
 

日時平成１６年５月１３日（木）１６時３０分～１７時５０分 

場所小会議室 

欠席者なし 

岩渕委員長から、資料に基づき、１の年度計画について提案があり、２のセンター委員会組織の各担

当が職務を分担し、今後実施について検討することとなった。 

１．年度計画について 

（１）共同研究の推進 

共同研究の件数は、１４年度８件、１５年度８件であり全国平均並であるが、企業訪問を活発に推進

し、今年度は目標を１０件以上に件数を増やしたい旨提案があった。 

（２）企業訪問の継続推進 

市内を中心に白糠、阿寒ぐらいまでを対象とし、企画担当で企業訪問の計画を立案することとなっ

た。 

（３）地域連携事業 

テクノセンター委員会としては「メイドイン釧路「みらいザウルス」に依頼があれば参加協力したい

旨提案があった。 

（４）教官シーズ集の改編 

今のシーズ集は発行が平成１４年１０月であり、教官の異動もあったので作成したい旨提案があり、

企画担当で検討することとなった。 

（５）地域連携・産学連携活動成果集の発行 

共同研究、セミナー、技術相談、公開講座、子ども開放プラン、新聞記事等を、釧路高専地域連携・

産学連携活動成果集として発刊してはどうかとの提案があり、今後発刊する方向で検討することとなっ

た。 

（６）道内高専連携の強化 

昨年度は、道内高専教官シーズ集をＣＤ－ＲＯＭ化して配布したが、今後とも引きつづき連携してい

きたい旨の報告があった。 

（７）全国高専テクノフォーラム 

今年７月２０日、２１日の日程で、宮城高専が当番校で第２回全国高専テクノフォーラムが開催され

る旨報告があった。岩渕センター長が、パネル討論で発表することが確認され、また、ポスタープレゼ

ンテーションへ応募がある場合は、庶務係に連絡してほしい旨報告があった。 

（８）工業技術センターとの連携 

共同研究を推進するうえでも交流会等を通じ連携を図っていきたい旨発言があった。 

２．テクノセンター委員会の組織について 

岩渕センター長から、各担当ごとに職務分担することが提案され、下記のとおり各人が担当すること

が了承された。 

（ａ）企画担当：◎荒井、野口、坂口 

（ｂ）広報担当：◎大槻、三森、加藤、技術室 

（ｃ）渉外担当：◎浦家、山岡、庶務課 

３．共同研究シーズ集刊行について 

岩渕センター長から、共同研究シーズ集の刊行について提案があり、教官シーズ集の他に新規に作成

する必要があるのか今後検討することとなった。 

４．公開講座について 

岩渕センター長から、公開講座を開催する旨の提案があった。開催時期は冬休みを予定し、内容は先

端技術の紹介として取り上げ「ニューテクノロジーセミナー（仮題）」と題し、テクノセンターに設置

してある装置を活用して開催したい旨の発言があった。 

５．その他 

岩渕センター長から、昨年のテクノフォーラムの収支について、必要な方は庶務係で閲覧してほしい

旨報告があった。また、釧路工業高等専門学校産官学共同研究・交流推進協議会を「協力会」として新
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たな体制づくりをしたい旨発言があり、現在商工会議所に協力要請していることが報告された。 

（出典 平成１６年度第１回地域共同テクノセンター委員会議事概要） 

研究活動に対する教職員からの意見は、構成員である学科主任や地域共同テクノセンター長、事

務部長、技術室長を通して運営会議に報告される体制をとっている。外部からの意見は、釧路工業

高等専門学校地域振興協力会（昨年度まで産官学共同研究・交流推進協議会）、釧路工業技術セン

ターとの研究交流会において取り入れており、運営諮問委員会においても意見をお聞きする予定で

ある。 

 学生の研究活動への参加は、専攻科における特別研究を挙げることができる。この点については、

研究活動が教育の質の改善に寄与しているかという観点から基準９で記述したが、改めて以下の資

料を示す（資料１-③-２）。 

資料１-③-２ 

 「指導教員・指導教員の共同研究課題・専攻科特別研究テーマ」 

指導教員 区分 研究課題 学年 学生氏名 特別研究テーマ 

 岩渕義孝 共同研究
ＰＳ灰造粒物－アルミ

ニウム複合材料の創製 
１Ｋ ○○○○ 

廃棄アルミニウム－ＰＳ

灰造粒体ハイブリッド材

の創製 

 草苅敏夫 共同研究

既存特殊建物に対する

保有耐震性能評価と耐

震性向上のための方策

に関する開発研究 

２Ｋ

 

○○○○ 
角形鋼管柱・Ｈ形梁接合

部パネル架構の強度関係

について 

 大楽隆男 共同研究

ガラス廃材（カレッ

ト）の有効利用による

タイル・ブリックの開

発 

１Ｋ

 

○○○○ 
ガラスカレットの有効利

用によるタイルブリック

の開発 

 大楽隆男 共同研究

コンクリートのスケー

リングに及ぼす凍結防

止剤の影響 

２Ｋ

 

○○○○ 
凍結防止剤のコンクリー

ト表層剥離(スケーリン

グ)に及ぼす影響 

 三森敏司 １Ｋ ○○○○ 

 三森敏司 
共同研究

ＰＳ灰を使用したコン

クリート用人工骨材の

開発 ２Ｋ
 

○○○○ 

ＰＳ灰造粒品を用いたモ

ルタル・コンクリートの

性状 

   Ｋ：建設・生産システム工学専攻 

（出典 本自己評価のための作成資料）

 地域連携・産学連携に基づく研究活動に学生を参加させるため、現在、新たな計画に取組んでい

る。これは、北海道中小企業家同友会の補助金事業に採択され、今年度からの実施が決定している

ものである。詳細で具体的な企画は未定の部分も多いが、イメージを示せば以下のとおりである 

（資料１-③-３）（資料１-③-４）。 
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資料１-③-３

研究活動への学生の参加（イメージ図） 

 

 

（出典 北海道中小企業家同友会に対する産官学連携事業申込書説明資料） 
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資料１-③-４

研究活動への学生の参加（計画の概要） 

  平成 17 年度産学官連携推進事業申込書 

委 員 会 名       
釧路地域産学官連携推進実行委員会  
委員長 木 谷    勝 （釧路工業高等専門学校長） 

代 表 機 関       
及 び 連 絡 先       

 
 釧路工業高等専門学校 
 
 住 所 〒084-0916 釧路市大楽毛西２丁目３２番１号 
 TEL/FAX TEL 0154-57-7203 FAX 0154-57-5360 
 Ｅ-mail shomu@office.kushiro-ct.ac.jp 
 担当者名 青 山 喜 治 

参 加 機 関       

 
釧路工業高等専門学校 
釧路工業高等専門学校地域振興協力会 
北海道中小企業家同友会釧路支部 
釧路市 
釧路工業技術センター 

事 業 名       
テ ー マ       

 
 釧路高専専攻科学生研究発表会 

事 業 の 目 的       

 
 技術者教育を地域企業が支援し、学校が地域企業に貢献する。 
産学官連携の取組により、釧路の地域振興・産業振興を推進する。 

（別紙添付） 

実施予定時期 
 
平成１８年１月下旬～２月上旬 

実 施 場 所       
 
釧路プリンスホテル 

参加対象者及び
参加予定者数 

 
釧路高専専攻科学生（約20名）、釧路高専教職員（約30名）、 
釧路高専地域振興協力会・北海道中小企業家同友会釧路支部（約80名
）、学生保護者及び一般参加者（約50名） 

経費内訳及び 
経 費 配 分       

 
 別添のとおり 

事 業 概 要       

 
第１回釧路地域産学官連携推進事業 
 テーマ：「釧路高専専攻科学生研究発表会」 
 内 容：研究発表、意見交換、講演、交流会 
 日 時：平成１８年１月下旬～２月上旬 
 場 所：釧路プリンスホテル 
 参加者：約200名 
 
※ 本年度は、専攻科１年生の研究発表を行い各々について意見 
交換を実施する。また、来年度は専攻科２年生として研究成果発表会
と専攻科１年生（本年度と同様）との研究発表会をそれぞれ開催した
い。 

（出典 北海道中小企業家同友会に対する産官学連携事業申込書）

 こうした教員や地域企業と一体となった研究活動への学生の参加を通じて、研究活動に対する学

生の意見は汲み取ることが可能であり、教員の研究活動にも効果的に反映されるものと考えている。 
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（分析結果とその根拠理由）  

研究活動等の問題点等を把握し、改善のための具体的方策を検討する体制は主に地域共同テ

クノセンター委員会が担っている。運営会議も共同研究の受入等について総合的な審議を行っ

ている。釧路工業高等専門学校地域振興協力会など学外の支援・連携組織との協力や一体的な

取組を通じその意見を取り入れ改善を図る体制が整備され機能している。学生を研究活動に参

加させる新たな計画が進行中であり、学生の参加によって意見を汲み取ることで、研究活動の

改善に反映されることとなる。また、これにより教育の質の改善も効果的に行われる。以上の

ことから、問題点の把握と改善のための体制は十分整備され、機能している。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・地域の産業界・自治体等との連携組織を早くから設置し、地域産業界のニーズに基づく研究活動

を展開し多くの成果を上げている。 

・第１回全国高専テクノフォーラムを主催するなど、産学連携に基づく研究活動において高専間の

リーダーシップを発揮し、これが研究活動の活性化につながっている。 

（改善を要する点）  

 特になし。  

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

 本校の研究活動は、地域の産業界と連携して、これまで地域が培ってきた技術の、高度化

と融合を図り、新産業の創出に寄与する共同研究等を行うこと、この研究の成果を教育に還

元することで、実践的技術者教育の質の向上を図ることを目的としている。 

 地域共同テクノセンターを中心とする学内の取組体制のもとで、産業界・自治体等との連

携組織を早くから設置し、地元のニーズに基づく多くの共同研究を地域企業との間で実施し、

実用化や発明などの成果を上げている。市の施設で活躍して市民から愛されているロボット

の開発などの事例もあり、地域に密着した取組となっている。また、第１回全国高専テクノ

フォーラムを主催するなどの積極的な取組が、学内の研究活動の活性化に効果的につながっ

ている。 

 研究活動に学生を参加させ、学生と企業との交流・意見交換会を行って、企業の意見を研

究活動にフィードバックする新たな取組を計画しており、これにより研究活動の質の改善と、

教育の質の向上を図ることとしている。 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 



釧路工業高等専門学校 選択的評価基準 

-   - 585

選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の中期目標では、その前文に「教育理念」として次のとおり謳われている（資料１-①-１）。 

資料１-①-１ 

（前文） 

○教育理念 

 釧路高専は北海道東部における唯一の技術系高等教育機関として、地域産業の発展に貢献できる

技術者、国内外で活躍できる技術者の育成、また、産業界への技術支援、技術者のキャリアアップ

教育、地域住民の生涯教育や社会活動への支援を任務としている。これらの実現のため、「創造

力、問題発見・解決能力をもち即戦力となる技術者を育成し、地域の社会的・技術的要請に応え、

地域と連携し、地域に貢献する」ことを理念とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画） 

 ここでは、本観点に係る「正規課程の学生以外に対する教育サービス」を「正規課程学生に対する

技術者教育（育成）」とは別に、①技術者のキャリアアップ教育②地域住民の生涯教育や社会活動へ

の支援という表現で明確に任務として掲げている。これを受け、中期目標・中期計画本文では次のと

おり定めている（資料１-①-２）。 

資料１-①-２ 

【中期目標】 

４ その他の目標 

 ・地域の高等教育機関の使命として、地域のニーズに応えた社会貢献に取組む。 

【中期計画】 

４ その他の目標を達成するための措置（社会との連携、高専間または高専・大学間交流、国際交

流等に関すること） 

 ○地域社会などとの連携・協力、社会サービスなどに係る具体的方策 

（１）全教員の研究内容をわかりやすく説明し、技術相談や各種団体の講師招聘などに寄与する

ことを目的として平成14年度に作成した『教官シーズ集』の内容を充実、改定する。 

 （２）公開講座を最低年５企画以上実施する。 

 （３）公開講座の内容は、一般市民の生涯学習意欲に応えるもの、青少年の科学への興味喚起や

理科離れに対応するためのもの、企業向けの先端技術に関するものなどを実施し、教育サービ

ス面における社会貢献に努める。 

 （４）公開講座では、参加者アンケート等により、その７０％以上から良好な評価を得るよう内

容を充実する。 

 （５）中学校への出前授業を、最低年１５クラス以上を対象に実施する。また、夏休みこども開

放プランを毎年実施する。これらを通じ、子どもたちへ科学技術のすばらしさをわかりやすく

伝える。 

 （６）図書館の豊富な蔵書情報をより積極的に公開し、図書館開放における利用率を向上させ
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る。また、公立図書館・他大学等附属図書館との連携を進め、利用者への便宜供与を図る。 

 （７）青少年科学館の実験教室講師や科学の祭典、科学屋台村へのブース出店等を積極的・組織

的に行い、地域社会へのサービスに努める。 

 （８）小中学校の「総合学習」への取り組み支援を検討する。 

＊以上、観点に対する関係分のみを転記。中期計画中に記載はないが、以降の記述のための便宜

上、各項目には番号を付した。 

（出典 釧路工業高等専門学校 中期目標・中期計画） 

 以上のとおり、本校では地域社会に対する教育サービスの提供を、学校本来の任務として明らかに

し、その達成のための計画や具体的な方針を、数値目標を設定しつつ定めている。教育サービスの目

的は、「中期目標・中期計画」による公開のほか、広報活動の中でよりわかりやすい表現により明ら

かにしている。一例を挙げれば、次のような記載である（資料１-①-３）。 

資料１-①-３ 

教育サービスの目的をわかりやすく伝える例を示す資料 

  

（出典 高専だより第８０号 2005.7.7 ２０頁） 

 上記の目的に基づいて本校で実施している教育サービスに関する事業は、以下の５種類に大別され

る。１．公開講座 ２．こども開放プラン ３．出前講座 ４．その他各種イベントへの参加 ５．

図書館開放事業 以下に今年度の各事業の実施計画等について述べる。 

１． 公開講座 平成１７年度の実施計画は以下のとおり（資料１-①-４）。 
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                                （出典 庶務課資料） 

  

上記の事業計画は、すべて無料で開催され、「釧路高専セミナー」という名称により実施する。内容

的には、一般市民の生涯学習意欲に応えようとするもの、青少年の科学への興味喚起や理科離れに対

応しようとするもの及び技術者のキャリアアップに貢献するものとなっている。したがって、受講対

象者も一般市民ばかりでなく、小中学生限定など多様な形態となっている。また、開催場所も本校の

他、市内の施設を利用することで参加者の利便性に配慮している。 

 広報活動は、釧路市広報誌への掲載、ポスターの作成・配布、本校ホームページへの掲載、前年度

受講者への案内（リピーターの確保）、近隣町内会への回覧板依頼を行っている。広報活動は、参加

者確保のほかにも本校の取組を広く社会に伝えるという意味で重要なものと位置づけ、積極的に行っ

ている（資料１-①-５）（資料１-①-６）。 

 

 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 選択的評価基準 

-   - 588

資料１-①-５ 

公開講座の広報ポスター配布先を示す資料 

 

年間開催のポスター（全判）配布先 

１７年７月１日 持参して依頼する箇所 

 

１、釧路市・釧路市関係 

◎ 広報公聴課 記者クラブ分（１７部） 

◎ 都市計画課 

◎ 市民生活課 コミュニティセンター（３ヶ所）地区会館（４２ヶ所）生活館（５ヶ所） 

◎生涯学習センター 

◎児童家庭課 児童館（児童センター）（２０ヶ所） 

◎保健課 保育所（１３ヶ所） 

◎釧路市教育委員会・市民文化会館・図書館・博物館・こども遊学館・交流プラザさいわい   

◎市立病院・観光国際交流センター  ・道立芸術館 

 

２、郵便局大楽毛 ・星が浦 ・鳥取 ・釧路西 

 

３、病院 ◎優心 ◎星が浦 ◎開成 ◎労災 

 

４、大楽毛周辺 大楽毛支所 ◎セイコーマート ◎セブンイレブン ◎藤田ストアー  

 

５、書店     ◎コーチャンフォー、ＦＭくしろ（３） ◎ 大内 ◎ 蔦屋  

 

６、大学     教育大学（２枚）、公立大学 

 

７、銀行   ◎ 信用組合（◎大楽毛）市内１１ヶ所  北陸銀行  

 

８、◎ 釧路公安委員会 

 

９、◎ 釧路商工会議所                   

（出典 庶務課文書） 
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資料１-①-６ 

     

 

                                （出典 庶務課文書） 

 今年度の計画のうち、既に実施済みの「LEGOで挑戦！光センサーを使って占いロボットを作ろう」

に関する広報活動は以下のとおり行った。対象者を小中学生に限定しているため、釧路管内の全小中

学校へ案内するとともに、講座の内容をわかりやすく紹介したPRパンフを各学校の全クラスにいきわ

たる枚数配付した。その結果、当初は１日開催を予定していたが応募者多数のため急遽２日間開催と
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してニーズに応えることとなった（資料１-①-７）（資料１-①-８）。 

資料１-①-７ 

                                                    平成１７年６月９日 

 

  釧路管内各小中学校長 様 

 

 

                                    釧路工業高等専門学校長 

                                                 木 谷    勝 

 

 

             平成１７年度公開講座について（お知らせ） 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 本校の諸行事に関しましては，日頃から格別のご理解とご協力をいただきお礼申し上げます。 

 さて，本校では，地域との連携・協力と地域社会貢献を積極的に取り組みたいと考えております。

この度お知らせします公開講座もそのひとつであります。 

 つきましては，この公開講座を掲示等にて貴校児童・生徒への周知方について格別のご配慮を賜り

ますようお願いいたします。                        

                                                       敬具 

******************************ここから別紙************************************ 

 

                        公開講座の内容 

 

講座名 ＬＥＧＯで挑戦！光センサーを使って占いロボットを作ろう 

講座概要 まず，さまざまなＬＥＧＯブロックを使って自分の好きなロボットの体を組み立てます。

次にそのロボットを動かすために，パソコンでプログラムを作ります。そのプログラムをＲＣＸ（ロ

ボットの頭脳となる黄色い箱ＣＰＵが入っている）へ転送するとロボットが動きます。 

プログラミングは命令のアイコン（絵）を並べて作るので初めての方でも簡単に作れます。 

 

開講日 平成１７年７月９日 土曜日 

時 間 午前９時３０分から午後３時まで（昼食が必要です） 

会 場 釧路工業高等専門学校情報処理実験室 

             釧路市大楽毛西２丁目３２番１号 

受講料 無料  

受講者 中学生、小学生（５，６年）１０名 

申込期限 定員になり次第締め切ります。 

 

（出典 庶務課文書） 

 



釧路工業高等専門学校 選択的評価基準 

-   - 591

資料１-①-８ 

小中学校への案内を示す資料（その２） 

     

 

（出典 庶務課文書） 

以上の講座が、どちらかと言えば一般市民向け講座として無料で行われるのに対し、企業向けの
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先端技術に関する講座は、有料で実施の予定である。現在、その内容・開催方法・開催時期等につい

ては、以下の理由でまだ計画中の段階にある。本年６月、釧路高専を活用し支援することを目的に、

主として地域の民間企業が中心となって釧路工業高等専門学校地域振興協力会が設立された。同会の

事業は、産学連携を推進することにあるが、事業計画として技術セミナー・技術交流会等の開催が計

画されており、本校の公開講座も同会の事業と連携する必要性がある。先端技術に関する有料の公開

講座のあり方については、同会の活動を通じて民間企業と連携の上で決定する予定である（資料１-

①-９）。 

資料１-①-９ 

釧路工業高等専門学校地域振興協力会に関する資料 

（目的） 

第１条 本会は会員相互の交流と協力により、釧路高専を活用・支援する産学連携事業に取組み、

もって産業技術の振興と地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

（出典 釧路工業高等専門学校地域振興協力会規約） 

１．事業 

 （１）略 

 （２）技術セミナー、技術交流会等の開催（セミナー、講演会、技術懇談会、研究交流会、勉強

会、公開講座、人材育成研修等） 

 （以下略） 

（出典 釧路工業高等専門学校地域振興協力会初年度事業計画） 

なお、本校の公開講座は、「道民カレッジ」連携講座に登録しており、北海道との連携事業とし

て実施されている（資料１-①-１０）。 

資料１-①-１０ 

「道民カレッジ」に関する資料 

◎主催/北海道教育委員会（北海道立生涯学習推進センター）主管/（財）北海道生涯学習協会 

◎道民カレッジについて 

  道民カレッジは、産官学が連携して、道内各市町村で行われている様々な学習機会を体系化す

ることにより、道民自らの意志によって学び、自立した北海道の創造に寄与する人材を育成する

ことを目的としています。 

◎道民カレッジ連携講座参加団体一覧（順不同） 

 １ 市町村（３５団体）  (略) 

 ２ 高等教育機関等（６１団体） 

  旭川医科大学、小樽商科大学・・・・・・（略）・・・・国立釧路工業高等専門学校・・  

・・（略）・・ 

 ３ 各種団体・民間教育事業者・企業等（１５団体） (略) 

 ４ その他の関係機関(１７団体)  （略） 

（出典 ガイドブック道民カレッジ平成１６年度版）  
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２．こども開放プラン 平成１７年度の実施計画は以下のとおり（資料１-①-１１）。 

 

資料１-①-１１ 

平成１７年度こども開放プラン実施計画 

事業名称 担当者 実施日時 主な対象者 実施場所 

７月２８日（水） ① 自分だけのトレ

カ・ケースを作

ろう 

（建築学科） 

千葉・佐藤

（彰）・大槻

（香） 
１３：００～１６：００ 

小学５年生

以上１０名

程度 

釧路高専 創造

ラボ・建築ＣＡ

Ｄ室 

８月２日（火） ② 凧を作って遊ぼ

う 

（機械工学科） 

丹・小杉    

的野（卓） １３：００～１６：００ 

小学生１５

名 

釧路高専 創造

ラボＡ 

③ サーモカーを作

ろう！！ 

（電子工学科） 

７月２７日（水） 

（氷とロウソクの火

で動く車を作ろう、 
１３：００～１５：３０ 

液体窒素を使った面

白実験にもチャレン

ジ！！） 

坂口 

  

小学校高学

年～中学生 

１０名 

釧路高専 電子

応用実験室 

８月１２日（金） 
野口・梶原  

千田 １０：００～１５：００ 

小学校高学

年～中学生 

１５名 

釧路高専 創造

ラボＡ 

１月６日（金） 

④ コンピュータで

ロボットを動か

そう 

（電気工学科） 
梶原・野口  

千田 １０：００～１５：００ 

小学校高学

年～中学生 

１５名 

釧路高専 創造

ラボＡ 

    

     

(出典 庶務課文書)

 

こども開放プランは、主に夏休みの時期に開催する。企画は、５つの専門学科がそれぞれ１企画

提供することとしている。（＊公開講座「LEGOで挑戦！光センサーを使って占いロボットを作ろ

う」は開催時期の関係で公開講座として開催したが、情報工学科の企画である。）おのおのの企画

の内容は、各学科の専門分野と極めて密接な関係を持っている。つまり、こども達へ高専に入学し

たら「どんなことを学ぶか」を伝え、科学技術に対する興味や関心を喚起することはもとより、高

専への関心も持ってもらいたいという内容となっている。これらの広報活動も、公開講座の例と同

様に行われる（資料１-①-７）（資料１-①-８）参照。 

 

３．出前授業 平成１７年度の実施計画は以下のとおり（資料１-①-１２）。 
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資料１-①-１２ 

平成１７年度出前授業実施計画 

  
中  学  校  名 受講対象者，人数 実 施 日 時  テーマ

10 
1 

釧路町立遠矢中学校 ３年選択理科  ２６名  9/8(木)   14:20～15:10 坂口 

10 
2 

更別村立更別中央中学校 ３年選択理科  １２名  9/13(火)   13:00～15:00 坂口 

10 
3 

 釧路市立桜が丘中学校  ３年生選択理科  ２８名  9/ 15(木)    8:55～ 9:40 坂口 

 北海道教育大学教育学部 7 
4 

       附属釧路中学校  ３年生  ４３名  9/15(木)   11:00～12:50 山岡 

9 
5 

浜中町立浜中中学校  ３年選択   ７名  9/21(水)   10:25～11:15 中村 

4 
6 

上士幌町立上士幌中学校  全学年   １１７名  9/21(水)   13:25～14:15 麓 

3 
7 

鹿追町立瓜幕中学校  ２・３年生  １６名  9/5（月）  13:10～14:00 岩渕 

10 
8 

釧路市立鳥取西中学校 ３年生   ２８名  10/5(水)   9:00～11:00 坂口 

11 
9 

帯広市八千代中学校 １～３年  １９名 草苅 

11 
10 

帯広市清川中学校 １～３年  １９名 

 10/下旬          

午前・午後 同日実施 

草苅 

11/ 12 
11 

大樹町立尾田中学校 全校生徒    ７名   本間 

１０月３週・４週 3 
12 

武修館中学校 １年理科   ２０名   岩渕 

11/ 12 
13 

釧路市立山花中学校 全校生徒   １１名   本間 

３年生   ３クラス 11/ 未定 

      14 釧路市立大楽毛中学校 

      

     

 〈テーマ〉    

   １  釧路と石川啄木 （小田島）       ８ 静電気とコロナ放電（佐々木）    

   ２ 人の心を動かす『言葉の力』とは？ （小田島）９ 光はまっすぐ進むか（中村） 
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   ３ 材料の不思議な世界 （岩渕）       10 温度と電子の動き（坂口） 

   ４  新エネルギーと環境問題 （麓）    11  地震と建物（草苅） 

   ５  流れ学入門～流れの観察でわかること （小杉）12  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽの世界（本間） 

   ６  コンピュータ設計の最前線 （荒井    13  建物の温熱環境（佐藤彰） 

   ７  エネルギーについて考えてみよう（山岡）     

     

（出典 庶務課文書） 

 

 出前授業の案内・広報活動は、釧路・根室・帯広管内にある全中学校（１３９校）に対し行った。

上記資料のとおりテーマを１３例示し、各学校のニーズにより選択してもらう形式をとっている。そ

の結果を取りまとめたものが上記の実施計画である。 

なお、出前授業のテーマは、本校の広報誌「高専だより」に“シリーズ科学の読み物”として掲載し、

管内中学校へ送付している。これも理科離れに対応する取組の一例である（資料１-①-１３）。 

 

資料１-①-１３ 

出前授業テーマの広報誌掲載例を示す資料 
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（出典 高専だより第７３号２２頁） 
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４．その他各種イベントへの参加 平成１６年度中の実績を示す（資料１-①-１４）。 

資料１-①-１４ 

平成１６年度地域貢献事業（各種イベント）一覧 

 

(出典 庶務課文書) 

 各種のイベントへの参加は、教員の個人的な人的ネットワークが契機となっているものの他、学校

として組織的な取組となっているものも多数ある。主催者からの依頼を受けて、教員を派遣する形式

を取っているが、すべて校務として取り扱われる。 

 本校の教員が、どのような形で一般市民や企業のために役立つか、どういう研究を行っていて、ど

のようなシーズを持っているか、それらをできるだけわかりやすい表現で情報発信しようという意図

で、教員シーズ集“釧路高専はやりますWe will do it!”を刊行している。シーズ集は平成１４年度

に初版を刊行し、平成１６年度には内容を充実して改訂版を刊行した。このシーズ集は、市立の生涯

学習センターや図書館その他の公共施設において一般の閲覧に供されているほか、市民サークルなど

の希望があれば無料で配付され、市民や企業が実施する講座や研修の講師として本校教員が役立つよ

う意識して編集されている（資料１-①-１５）。 

資料１-①-１５ 

教員シーズ集“釧路高専はやりますWe will do it!” 

http://www.kushiro-ct.ac.jp/ 

（出典 本校ウエブサイト） 
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５．図書館開放事業  

一般市民に対する学習機会の提供を図る目的で、図書館の開放が平成８年度から行われている。学生

・教職員以外の利用実績を示す（資料１-①-１６）。 

 

資料１-①-１６ 

 

平成 8 年度 5 月 7 日より学外開放開始      

学外者入室者数        

H.8 H.9 H.10 H.11 H.12 H.13 H.14 H.15 H.16 

222 155 92 77 64 59 81 118 138 

         

貸出（利用）冊数        

  H.10 H.11 H.12 H.13 H.14 H.15 H.16  

図書 64 101 154 94 73 137 364  

雑誌 - - - - - 18 31  

視聴覚 - 4 0 13 5 4 14  

         

 

＊表中「-」は学生・教職員と合わせて集計されているため、単独では数字が出ない

もの 

         

（出典 庶務課資料） 

 

利用者数、貸出冊数ともに顕著な増加傾向は認められないが、平成１４年度には本校の図書館利用

を呼びかける新聞折り込みを近隣地区３，０００世帯に配布するなどの取組みを行っている（資料

１-①-１７）。 
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資料１-①-１７ 

図書館の利用を呼びかける関係資料 

 

（出典 実際に配付されたチラシ）

（分析結果とその根拠理由）  

 本校において、正規課程の学生以外に対する教育サービスは、教育理念の中で学校本来の任務とし
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て明確に示されており、また、その実施計画や具体的方針が、数値目標を設定して明らかにされてい

る。教育サービスの目的は、わかりやすい表現により社会に公表されている。公開講座、こども開放

プラン、出前授業などの事業が多くの企画により実施され、その内容は、一般市民の生涯学習意欲に

応えるもの、青少年の科学への興味喚起や子供たちの理科離れに対応するもの、企業向けの先端技術

に関するものなど多岐にわたるが、いずれも本校の教育サービスの目的を十分に意識した内容となっ

ている。また、各事業における広報活動は、単に参加者の確保を図る以外に、本校の取組を社会に広

く伝えるための重要なものとして位置づけられ積極的に行われている。また、教員シーズ集を刊行し、

一般市民や企業に対し教員の持つシーズがどのように役立つか情報発信を行っている。以上のことか

ら、本校の教育サービスは、その目的や具体的方針が明確に定められ、計画的に実施されている。 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 平成１６年度における各事業の実施状況を示す（資料１-②-１）（資料１-②-２）（資料１-②-

３）。 

資料１-②-１ 

        平成１６年度公開講座の実施状況を示す資料 

 

（出典 庶務課文書） 
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資料１-②-２ 

平成１６年度こども開放プランの実施状況を示す資料 

（出典 庶務課文書） 

 

資料１-②-３ 

平成１６年度出前授業の実施状況を示す資料 
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（出典 庶務課文書）

 公開講座の実績は、中期計画（２）を十分上回る数が企画され、内容も豊富なものとなっている。

受講者数は募集人数をほぼ充足している。なかには、定員の２倍以上の参加者を集めた企画もあった。

講座５は企業向け先端技術講座として有料で計画したもので、他はすべて無料の講座として実施した。 

有料講座の料金設定は、高専機構の定める規定により、５の場合７，２００円と高額である。当地の

経済状況から鑑み高額の講座は参加者を集めにくい事情にある。すべての講座で、受講者によるアン

ケート調査を実施し、次の企画へ反映させる取組を行っている（資料１-②-４）。 

資料１-②-４ 

受講者に対するアンケート調査（例）を示す資料 

 

 

公開講座（文学における愛の形）アンケート 
９月１８日、１０月２日、１６日、３０日（土） １８：３０～２０：３０ 

 
 本校の公開講座を受講いただきまして，ありがとうございます。 
  今後，開催する公開講座の参考といたしますので，お手数ですが次のアンケートにお答えくだ
さい。 
 １．性別（ 男 ・ 女 ）  職業（         ）     年齢（   歳） 
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 ２．この講座をどのように知りましたか？ 
    ア 新聞記事で  イ 広報くしろで  ウ 公共施設でＰＲ資料を見て 
    ウ 家族・知人に教えられて      エ 高専のホームページを見て 
    オ ＦＭくしろを聴いて     カ その他（             ） 
 ３．この講座を受けようと思った動機はなんですか？ 
    ア 興味があった  イ 役に立ちそうだ  ウ 知人に勧められて 
    エ その他（                       ） 
 ４．この講座を受けた感想はどうですか？ 
        ア 大変有意義  イ まぁまぁ有意義  ウ 有意義ではない 
        エ どちらとも言えない 
 ５．この講座の実施日はどうですか？ 
       ア 良かった   イ 平日の昼間が良い  ウ 土・日曜日の昼間が良い 
        エ その他（          ） 
 ６．この講座の実施時間帯はどうですか？ 
        ア ちょうど良い  イ 長い  ウ 短い 
 ７．講師の説明はどうでしたか？ 
   ア わかりやすかった  イ まぁまぁわかった  ウ もう少し工夫が欲しい（それ  
  はどんなとでしょうか：                          ） 
   エ わかりづらかった（その理由はなんですか：               ） 
 ８．この講座が有料であった場合でも申し込みをしましたか？ 
    ア した（その場合受講料としていくらまで支払いますか：       円まで） 
    イ しない  
  ９．その他ご意見，ご感想がありましたらお聞かせください 

                                         ご協力ありがとうございました。 

（出典 庶務課文書） 

 アンケートによる満足度調査の結果では、ほぼすべての講座で好評の評価を得ている。この結果は、

中期計画（４）を十分に満たすものとなっている。また、アンケートには有料講座として実施した場

合の参加を問う質問を設け、料金設定や講座のあり方を改善するための参考とした。講座３は、釧路

市の都市景観賞選考事業の一環として市の都市計画課との連携講座として実施した。また、講座６は

文系教員による初の講座として、高専が理系だけではない高等教育機関としての存在意義を社会に明

らかにすることとなった。 

 次に、こども開放プランは、夏休みに計画した６企画で一部を除きほぼ定員を充足した。冬休みに

計画した１企画は参加希望者がなかった。これは、開催時期が主な原因と思われる。公開講座とほぼ

同様のアンケート調査を実施し、１００％の好評を得ている。 

こども開放プランは、子ども達の理科離れへの対応を目的としている。こうした事業の地道で継続

的な取組は今後も必要と思われるが、予算・広報・子ども達への人的な広がりの面（参加者の確保）

で限界を感じてきている。その改善の方策として、平成１７年度には文部科学省の主催するサイエン

ス・パートナーシップ・プログラムに応募し採択された。以下、その概要を資料として示す（資料

１-②-５）。 
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次に出前授業は、中期計画（５）を上回る１７クラスで実施した。受講した全クラスの中学生に対

し以下のアンケートを実施した（資料１-②-６）。 

資料１-②-６ 

平成 1６年度 釧路高専 
 

特別出前授業  アンケート 

 

資料１-②-５ 

サイエンス・パートナーシップ・プログラム事業の概要を示す資料 

◎これまでの取組等 

 本校では、子どもの科学技術、理科、数学に対する興味を引き出し、面白さを体験させようと、

これまで子ども向けの公開講座、子ども開放プラン及び出前授業などに積極的に取組んでいる。そ

れらの成果は年々上がっており、子どもや小中学校の教員にも好評であり一定の成果を上げてき

た。しかし、本校独自で開催してきた今までの事業では、予算面、広報活動及び人的広がりの限界

を感じてきている。それらを解決する一つの方策として、教育委員会と連携し、子ども達に実際に

授業を教える小中学校教員に理科実験等の支援を行う。そして教員自身がより高いスキルを身につ

けることによって、実際の授業の質が高まり、子ども達の科学技術、理科、数学等に対する興味・

関心と知的探究心をいっそう高める取組を行う必要性を感じている。 

◎教員研修の名称 目の仕組みと光 

◎教員研修のねらい 

 理科を専門としない小学校の教員にとっては、実験は苦手若しくは面倒という意識がある。そこ

で今回、釧路市教育委員会と連携して本校の教員が蓄積している実験技術や本校の実験器具を活か

し、小学校の授業で展開できる理科実験を主体とした教員研修を実施することとした。興味深いと

思われる演示実験や児童実験を、教員自ら体験し内容を理解することで、もっと気楽に実験を授業

に取り入れてもらえることをねらいとする。また、ある程度高度な実験を体験することによって、

児童には見せられなくても授業で話を膨らませられることを目的とする。また、本研修に参加した

教員が、これを機会に実験を通して子ども達の理科に対する興味・関心と知的探究心を一層高める

ための授業を展開することが可能となり、より広い範囲での児童への影響が期待される。 

◎具体的な取組内容 

１日目：小学校学習指導要領｢理科｣第３学年で行う「B物質とエネルギー」で取り上げる光の性質

に関する実験を行う。レンズのふくらみで結像位置が変化することを確認する。虫メガネでスクリ

ーンに実像が得られることを確認する。LEDを用いて光の色によって屈折率が微妙に違うことを確

認する。 

２日目：前日の実験より若干高度な内容を行い、授業を進める上での広がりを持たせることを目的

とした実験を行う。こう彩の働きを鏡で確認する。豚の目の解剖を通じて水晶体を確認する。人間

の目で感知できない光の性質として偏光現象を確認する。フラッシュ撮影の赤目とは何かを理解す

る。 

（出典 サイエンス・パートナーシップ・プログラム実施申請書）
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※このｱﾝｹｰﾄは，今後，本校が行う各種事業の企画に当たって参考とさせていただくためにお願いするもの 

  です。どうぞご協力をお願いします。 

                                          学校名：        

                                          学  年：      年 （ 男 ・ 女 ） 

Ｑ１．今回の授業は面白かったですか。 

   □面白かった   □少し面白かった   □あまり面白くなかった   □つまらなかった 

Ｑ２．今回の授業は解りやすかったですか。 

   □解りやすい    □少し解かりやすい    □少し難しい    □難しい 

Ｑ３．今回の授業内容に興味を持ちましたか。 

   □とても興味を持った   □少し興味を持った   □あまり興味がわかなかった 

   □全然興味がわかなかった 

Ｑ４．今回の授業で特に印象に残ったことは何ですか。 

 

Ｑ５．今回の授業以外に見てみたい（やってみたい）実験などはありますか？ 

                                               ご協力ありがとうございました 

（出典 庶務課文書） 

 満足度調査の結果では、１校を除き概ね好評を得ている。特に地方の小規模校でより高い評価を得

ていることがわかる。満足度６０％のケースは、テーマの難解さが原因となっていたと思われる。 

 事業の改善に資するため、翌年度の計画作りに着手する２月に中学校教員との意見交換会を開催し

た（資料１-②-６）。 

資料１-②-６ 

中学校教員との意見交換会に関する資料 

 

日 時 平成１７年２月２４日（木） １６時から１７時１５分 

会 場 釧路市生涯学習センター７０３学習室  

出席者 春採中学校    ○○○○  共栄中学校     ○○○○ 

景雲中学校    ○○○○  大楽毛中学校    ○○○○ 

桜ヶ丘中学校   ○○○○  美原中学校     ○○○○ 

鳥取西中学校   ○○○○  山花中学校     ○○○○ 

別保中学校    ○○○○  富原中学校     ○○○○ 

    釧路高専校務主事 中 村   隆  釧路高専校務主事補 草 苅 敏 夫 

     〃   一般教科 松 﨑 俊 明   〃   電子工学科  坂 口 直 志 

     〃 電子工学科 櫻 田 安 志   〃  情報工学科  神 谷 昭 基 

〃  庶務課長 小 山 幸 弘   〃  庶務課   青 山 喜 治 

意見交換会に入る前に、中村校務主事から、本校の諸行事への理解と協力に対する謝辞が述べら

れた。その後自己紹介（高専職員から中学校の先生の順で）があった。 

意見交換会 

１、本校の出前授業 
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草苅校務主事補から、現在の出前授業の実施方法について、次の説明があった。 

・各中学校１テーマを実施している 

・対象生徒数を約２０名としている 

・テーマ希望が多数重複した場合は、高専側で調整する。 

・実施期間は、８月から１０月までの平日である。 

２、出前授業を受けた感想 

出前授業を受けた中学校の先生に感想を求めると、次の感想が述べられた。 

（主な感想を記載） 

・高専の出前授業は、授業内容も難しく講師がその内容を説明しても、理解できない生徒もいる。

特に理科に興味のうすい生徒に多い。 

・選択理科として受けている。生徒達は、実験装置等の視覚的に判断できるものを喜んで 

いた。また、毎年同一テーマで実施してもらえるものと思っていた。 

・実施された出前授業の内容が、その時の３年生の授業内容と合致しており実施時期は 

とてもよかった。生徒達が実際に体験できるものの方が良いと思う。 

３、来年度の出前授業 

小山庶務課長から、本校の出前授業を中学校の年間スケジュールに入れてもらうためは、いつご

ろ案内をしたらよいのかとの質問があり、各先生からは、翌年度の年間スケジュール（素案）は２

月中にほぼ決まるが、早い時期に案内があっても対応できない。また、実際に担当する授業（単

元）は、４月に入って決まるが、この時期に出前授業のテーマを知る機会があることは、他の理科

の先生達と出前授業について話し合えるためよい等の回答があった。 

 今回提出した資料については、必修科目としてならば数個は、希望できるテーマがある 

回答があったが、高専側の実施時期からは外れてしまうものがある。 

また、今後はテーマ毎に対応可能人数を明記して欲しい旨の要望があった。 

４、実施に対する要望 

中学校からの要望は、次のとおりであった。 

・必修科目として同一テーマを全クラスで実施して欲しい。 

・自分が担当する授業内容と同一テーマの出前授業を希望する。 

・中学校の授業に合わせた時期で、実施して欲しい 

草苅校務主事補から、中学校に希望するテーマ等のアンケートを行うこと、初めに出前 

授業の対象生徒数や実施期間並びに各中学校１テーマを実施している等の説明を行ったが、これら

は高専から一方的に制限を示したものである。しかし、今後は、中学校のニーズに柔軟に対応する

ため個別の相談に応じる等の取り組みをしていきたいことの発言があった。 

５、その他 

庶務課長から、本日の意見交換会を、今後における高専と中学校の先生方とのネットワークづく

りの契機としたい旨の発言があり終了した。以上    

（出典 庶務課作成意見交換会記録）

 意見交換会で示された中学校側の要望を生かし、平成１７年度にはテーマ数を６テーマから１３テ

ーマに増やし改善を図った。 

本校では、教育サービスに関する事業については校務主事・同主事補等の教員組織と事務組織の協

働・連携の取組として実施している（資料１-②-７）。 
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資料１-②-７ 

校務主事及び庶務課の所掌事項を示す資料 

第９条 校務主事は，校長の命を受け，校務における次の各号に掲げる事項を掌理する。 

 (略) 

五 地域及び社会への協力貢献に関すること。（地域共同テクノセンター規程第２条に掲げる業務を除く。） 

 （以下略） 

（出典 釧路工業高等専門学校教員組織及び職務分掌規程） 

（庶務課）（専門職員（企画・調査担当）） 

第15 条の２ 専門職員は，次の事務を分掌する。 

 (略) 

 (8) 公開講座その他地域連携事業の実施に関すること。 

（以下略） 

（出典 釧路工業高等専門学校事務組織規程） 

教員は、講座の内容やテーマに関し専門的識見を生かして計画に関与する。事務組織は、事業全体

の企画や広報活動、アンケートの実施・集計・分析などを行う。 

（分析結果とその根拠理由）  

 公開講座、こども開放プラン、出前授業の教育サービスに係る主要３事業ともに、中期計画

で設定した数値目標を、実施回数、参加者数、満足度の面で十分達成しており成果が上がって

いる。全受講者に対し実施したアンケート調査、出前授業における中学校教員との意見交換会

等の改善のためのシステムが機能しており、テーマ数の充実やサイエンス・パートナーシップ

・プログラムの採択など改善に貢献している。 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・教育サービスの目的を達成するための計画や具体的方針が数値目標を設定して明らかにされ、これ

を達成している。 

・各事業の広報活動やシーズ集の刊行などが、高専の取組を広く社会に伝えるための重要なものとし

て位置づけられ積極的に行われている。 

・全受講者に対して実施したアンケート調査など改善のためのシステムが機能した結果、サイエン

ス・パートナーシップ・プログラムの採択など新事業の実施に結びつき、成果を上げている。 

（改善を要する点） 

特になし 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の教育理念のなかで学校本来の任務として明確

に示され、その実施計画や具体的方針が数値目標を設定して明らかにされている。公開講座は、一般

市民の生涯学習意欲に応えるもの、青少年の科学への興味喚起やこども達の理科離れに対応するもの

及び企業向けの先端技術に関するものを豊富な内容で計画的に実施されている。こども開放プラン、

出前授業も多彩なプログラムを用意し、小中学生のニーズに応える内容により数多く実施されている。

各事業の広報活動は、参加者確保の目的以外に本校の取組を社会に広く伝えるための重要な位置づけ

として積極的に行われ、また、教員シーズ集を刊行し一般市民・企業に役立つ情報を発信している。 

平成１６年度の実施状況は、公開講座、こども開放プラン、出前授業の３事業で開催回数、参加者
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数、アンケート調査による満足度でともに目標を達成しており、十分な成果を上げている。アンケー

トは全受講者に対し行われ、また、出前授業の対象となる中学校教員との意見交換会の開催など改善

のためのシステムがあり、サイエンス・パートナーシップ・プログラムの採択による新事業の実

施など改善に結びついている。 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 
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